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    序：回想狩人の考察


    



    



    「花がどうやって子孫を残すか知っているか？」


    　それはルッカが、まだガランで宿主を狩っていた頃ころだった。


    　窓すらない石と鉄てつ格ごう子しの部屋で、いつものように仕事の話をしていたとき、花狩りベスキユラムの仲介人である黒服は、突然ルッカに聞いた。黒服は、必要なことしか喋しやべらないような男だ──そう思っていたから、出し抜けに妙な質問をされ、ルッカは意図を摑つかみかねる。


    『花』がどうやって子孫を残すかなど、ルッカには、何を今さらという話だ。


    「普通の花のほうだよ」


    　言葉を継ぎ足されて理解する。人間に寄生する『花』でなく、野や道ばたに生える花だ。


    「受粉だろ。雌めしべに花粉がついて──」


    「そう……それが普通だ」


    　普通、という部分を特に強調して黒服は言った。


    「奇妙だと思わんか？　あの『花』の化け物も、花は花だ。だが奴らは独力で花を咲かせ、他よ所そから何かが入った気配もないのに、やがて種子を生み出す」


    　言われるまでルッカは考えたこともなかった。『花』はそういうものだから、と思ってそれで納得してしまっていたのだ。


    　黒服は、特にルッカの反応を期待している風ふうでもなかった。


    　声にすることで自分自身の考えをまとめているかのように、一方的にルッカに言葉をぶつけていた。


    「雄おすの役割を果たすのが人間なのか。あるいは……」


    　そこで黒服は、少し言いよどんだ。


    「あるいは分裂している、とでも言いたいのか？」


    　ルッカがその先を引き取る。たしかに植物の中には、球根や種たね芋いもなどの手段で、文字どおり分裂して増える場合もあるのだが、黒服はそれを肯定も否定もしなかった。自じ嘲ちようするかのように、長く鼻から息を吐はいただけだった。


    「有性生殖する生物は、遺伝子を混ぜることで、一つの種の中にも多様性を生み出している。皆が同じ弱点を持っていては簡単に滅びるからだ。事実、宿主も個々の能力に差異があり、特異的な能力を得た個体とて、稀まれにだが確認されている」


    　そこまで言って、黒服は鋭するどく目を細めた。


    「……仮に、奴らが無性生殖で増えているとしよう。何かがあるはずだ。生物としての弱点を補う、何らかのカラクリが……」


    　眉み間けんに皺しわを寄せ、獲物を狙う獣けものの目をして、黒服は虚こ空くうを睨にらんでいた。

  


  
    壱　宿主たちの宴


    



    



    


    一　旅路


    



    　冬枯れの木々がどこまでも続いていた。


    　葉を落とした木々は、槍やりを掲かかげて行進する軍隊みたいに、灰はい茶ちや色の枝で天を突いている。吹き抜ける寒風が枝を揺ゆらして、そのたびに、枝と枝の打ち合う音が寂さびしく響いた。


    　ガランの街より遙はるか東南東。広大なサンゼ連邦の中西部にある、うち捨てられた旧街道の一つ。木々が生えていないというだけの、道と呼べるかも怪しい道を、二つの人影が東へ歩む。


    　片方は、頭に真しん紅くの寄生花を宿した『宿主』で、リディと名乗る少女。もう片方は、人間でありながらリディと行動を共にしている、ルッカという名の青年。二人が落ち葉を踏む音以外、生き物の立てる音はしない。虚むなしいくらいに青い空を見上げて、ルッカは押し黙っていた。


    「よそ見してると転ぶわよ」


    　隣を歩くリディに声をかけられて、ルッカの視線は地上に戻ってくる。


    　真紅の仮かり花はなの下で輝かがやく、真紅の双そう眸ぼうがルッカを見上げていた。底が抜けたような青空と違って、彼女の目は、燃えたぎる命の色をしている。


    　今のところ二人の目的は、奇妙な経緯で宿主化したというリディの、宿主としての来歴を解き明かすこと。そのために二人は、リディが宿主化した地へと向かっているのだった。


    「考えごとでもしてたの？」


    「まあね……リディ、仮の話だが。種子がどこへも出ていかないような密閉された空間で開花を迎える、というのは無理なのか？」


    「ルッカ。それは例えるなら、綺き麗れいな食べ物の絵を眺ながめて満腹になれって言うようなものよ」


    　リディは目つきを険けわしくして、ルッカを非難する調子で言った。花の子孫を残すことは、宿主にとって最大の欲求だ。種子を放てなければ意味がないのだろう。


    「やっぱりダメなのか。これで構わないなら万事解決かと思ったんだが」


    「何よ、やぶから棒に」


    「宿主が幸せになるってのはどういうことか、考えてたんだ」


    　急に何を言い出すのか、という顔のリディに、ルッカは話を続ける。


    「まず、『リディ』はその体に花が宿った瞬間、全くの無から誕生した人格だと俺は思ってる」


    　ルッカは旅の間、ずっと考えていた。


    　ヒトの定義とは。個人という境界は。記憶、人格、知識、肉体、何が人を人たらしめるのか。これまでも多くの人々が、考えて、考え続けて、てんでんばらばらの答えを出して、そして未来でも考え続けるのだろう。そして、これがルッカの探さぐり出した答え。


    　リディは呆ほうけたように聞いていた。


    「気を悪くしたか？」


    「ううん。私の考えと違わないと思う」


    　ちょっとだけリディは笑った。


    　かつてのルッカは宿主の人格など認めていなかった。花の言いなりになって操あやつり人形のように動かされる、生ける屍しかばねであると。それが、宿主という存在を直視し、見定めようとするようになったのは、リディにとって喜ばしいことなのだ。


    「でも、それがどうしたの？」


    「ちょっとな……ドリスのことを考えてた」


    　ルッカがそう切り出すと、リディもちょっと表情が硬くなる。


    　かつてルッカは、宿主化した義姉を──ドリスを殺した。そして、その罪の意識から逃のがれるために、死こそ宿主の救済であるというお題目を掲かかげ、宿主を殺し続けてきたのだ。


    「俺はただドリスには幸せになってほしかった。……一緒に幸せになりたかったんだ」


    「それって、外見が同じなら中身が何でもいいってこと？」


    「まさか」


    　そんな考え方をするのは、ドリスに対する冒ぼう瀆とくだった。


    　辛しん辣らつで皮肉めいたリディの物言いは、悪意から発せられたものではない。ルッカが甘っちょろい考え方をしないよう戒いましめるのが自分の役目だと、リディはそう思っているようだった。


    「でもな。〝前のドリス〟がいて、俺がいて、二人が行動した結果として宿主のドリスが生まれたんだ。言うなれば、宿主のドリスは、〝前のドリス〟の忘れ形見だった。……だから、俺が……〝前のドリス〟の分も、ドリスを幸せにしなきゃいけなかったような気がして」


    　ルッカにとってそれは、〝前のドリス〟への義務感の延長として存在する感情だった。


    　胸の裡うちにわだかまる、何かを為さなければならないという想おもい。そんな、行き場をなくした気持ちを、ルッカはたどたどしくも形にして声に出した。


    「ドリスは、宿主として幸せになるしかなかったんだ。俺はそれを理解しようともせず、殺してしまった。俺が知っているドリスではないという理由だけで。それからも随ずい分ぶんと宿主を殺してきた。宿主に、俺の基準での幸せとか、救いとか、通じるはずもないのに」


    　幸せ。


    　──宿主にとっての幸せとは。


    　断じて死によってもたらされるものではないのだと、理解するのがあまりに遅かった。自分の罪を背負うだけの覚悟がなかったという、それだけの情けない理由で。


    　そのツケを、ルッカは払っていかなければならないのだろう。


    「俺は……宿主のせいで危険な目に遭あったり、命を脅おびやかされる人は増やしたくない。ドリスのように、花に憑つかれて〝消える〟人も増やしたくない。だけど、そうして宿主が生まれてしまったときは、幸せであってほしい。ドリスの分も」


    　それが二人のドリスと、リディと、ルッカが殺あやめてきた宿主たちに対する答えだった。


    　リディはちょっと呆あきれたようにこめかみを揉もみほぐす。


    「どうしようもない矛む盾じゆんね。宿主が宿主として生きて幸せになるってことは、それだけ誰だれかに累を及ぼすってことだもの。そして最期には花を咲かせて、また誰かを宿主にする」


    「ああ。だけど俺は、その矛盾を断ち切る答えを探したいんだ」


    　それは誇大妄想的なたわごとか、道どう化け師しの戯ざれ言ごとかという答えでもあった。


    　今現在、宿主は社会の片隅すみに隠れ住み、生ける災害として扱われている。


    　そして宿主は花を咲かせて、人間に花を宿し、新たな宿主を生み出す。


    　それでもルッカは宿主と世の中の調和を取るという、誰も考えたことのない一手を探したいと思ったのだ。


    「馬ば鹿か馬ば鹿かしい考えだと思うか？」


    「もちろん。でも、だからこそ価値があるんじゃないの？　月並みな言い回しだけど……新しい発見はいつだって、常識外はずれの考えから生まれるものでしょ」


    　リディは祝福するように笑った。


    「ルッカが私を助けたときの約束どおり、答え探しに付き合ってあげる。死なない程度にね」


    　己おのれの花のために生きる、宿主である彼女が、他の何かのために命を懸かけることはありえない。その一歩手前まで付き合ってくれるなら、十分すぎるくらいだった。


    　そして二人はまた、黙って歩き始める。


    　冬枯れの木々が枝を打ち合わせて、ばらばらと、嘲あざけるような拍手をしていた。


    



    　昼下がりにもなると、二人の歩く道に、車輪の跡が色濃くなる。


    　郊外の農場や畑が、ぽつぽつと見えるようになってくると、もうカテドラルの街も視野に入ってきた。目印となる、都市戦争時代の城壁が街の中心部にあり、古代の街が城壁からあふれ出したような構造になっていた。


    　カテドラル。


    　それはサンゼ連邦中部より、やや南西へ逸それた場所の都市国家である。現在こそ巨大連邦の一部でしかないが、古いにしえの都市国家戦争時代には近隣諸国と覇は権けんを競った、歴史ある国だ。


    「私の、宿主としての最初の記憶は、カテドラルにある奇妙な建物の地下牢ろうで囚とらわれているところだった。そして、そこから逃げてきた」


    　リディが語ったそれは、宿主として非常に希け有うな生い立ちだった。


    　宿主は、他の宿主が開花したときに飛んだ種子を浴びて生まれる。


    　つまりそれは、宿主が開花の場所として選ぶ南方で、主に起きるのだ。


    　開花がほとんど起こらない北方で、宿主は滅めつ多たに生まれない。


    　しかも牢ろうに閉じ込められた状態で宿主化したと言うのだから、なおさら奇妙だ。


    　その謎なぞを解き明かすためリディはここに戻ってきたのだ。


    「しかし、宿主を捕まえておくのは不可能だって言うけどな」


    「不可能だから私がここにいるんでしょ」


    　リディは得意げに鼻を鳴らしてみせた。


    『宿主を捕まえてはおけない』。それは明確な理論もないまま、宿主に関わる人間たちの間で、半ば神話のように唱となえられている言葉だった。


    　ルッカも、手に入る資料だけで、少しばかり調べたことがある。捕まった宿主は、怪力で檻おりを破壊して逃げたり、いつの間にか煙けむりのように消えてしまっていたりする。そうした失敗の記録さえ、残っているものは断片的かつ数が少なく、どうにもよくわからなかった。


    「リディはどうやって逃げたんだ？」


    「簡単よ。ほら、これ」


    　リディはちょっと髪を動かして、ルッカの手を巻き取って見せた。


    　滑り落ちそうなくらいなめらかな質感の髪なのに、それはたしかな力と共に、ルッカの手を握ってくる。リディの髪は触しよく手しゆ化しているのだ。


    「どんな鍵かぎ穴にだって潜り込む、万能鍵開けよ。手足を拘こう束そくされていたけれど、髪で枷かせを外はずして、檻の鍵を開けて逃げ出したの。この子が力をくれたのね」


    「なるほど……」


    　リディが言った〝この子〟とは、彼女の宿した花だ。リディは誇ほこらしげに胸を張っている。


    　養よう家かが農家であったルッカは、リディの話で豆の一種を思い出した。


    　暗くら闇やみで栽培すると、豆はそこが土の中だと誤認して、外に出ようと伸び続けるのだ。似たような能力が花にもあるのかもしれない。


    「なんか今、私的にはすっごく失礼な想像をされた気がする……」


    「し、してないしてない」


    　鋭するどく察知したリディに睨にらまれて、ルッカは慌あわてて首を振った。


    「しかしなあ。もしその……リディが捕まってた建物？　ってのが、宿主関係の施設だったら、厄やつ介かいな予想も出てくるんだよな」


    「今さらね。でも、気をつけるに越したことはないでしょう」


    　気が重い、とまでは言わないが、慎重にならざるを得ない材料があった。


    　カテドラルは古跡を中心とした観光産業で成り立っている国──と、世間には思われている。


    　しかしカテドラルには、表向きには語られないもう一つの側面があった。世界最大の蜜虫密売組織『風見鶏フオーキヤスター』が拠点としている国でもあるのだ。


    　サンゼ連邦や、ましてカテドラルで宿主絡がらみの何かがあれば、そこにはほぼ確実に風見鶏が一枚嚙かんでいる。


    　うっかり虎とらの尾を踏まないように気をつけなければならない。


    　逆に言えば、風見鶏フオーキヤスターのような巨大組織が拠点にしている街だからこそ、宿主関係で変わったことが起こっても不思議はないのかもしれないが……


    「まあ、駆除特務が仕事しない街だから、それだけでも楽だけどな」


    　ルッカは無理やりに明るい材料を探した。


    「この辺りは山がないから、開花の場所には選びたくないのよね。そのせいかしら？」


    　カテドラルを含むサンゼ連邦南部において、公おおやけの宿主対策は熱心でなかった。


    　なにしろサンゼ連邦は開花の被害をほとんど受けていない。


    　比較的寒冷な気候であることに加えて、連邦南部が広大な平原地帯で、山らしい山がないためだ。宿主が開花の場所として選ぶ条件は、ある程度の気温と、ある程度の高さ。種子を広い範囲に飛ばすため、宿主は開花の場所として平地を嫌うのである。


    　だが、宿主対策がおざなりな理由は、風土だけではない。


    「たしかに開花の件数も少ないが、風見鶏が裏から圧力をかけているってのも大きいんだ」


    　駆除特務の動きが制限されているのは、風見鶏の影響力の賜たま物ものでもあった。


    　蜜虫作りのため、風見鶏は多くの宿主を囲う必要がある。駆除特務が仕事熱心で、勢力圏内の宿主が数を減らしては、仕事がやりにくくなる。


    　おおざっぱに言えばそれだけの理由で、駆除特務の活動は抑えられていた。政治や行政への影響力も、風見鶏は大きいのである。


    　そのため、カテドラル周辺における駆除特務は、宿主相手の警察としか言えない程度にまで抑え込まれていた。犯罪組織や権力者から保護を受けていない、野の良ら宿主とでも言うべき宿主を、気まぐれに駆除するということがないそうなのだ。


    「ありがたい話だけれど、こっちの駆除特務はずいぶん腐ってるのね」


    　リディは冷笑する。


    　宿主が頼りにできるのは、最終的に己おのれの力だけだ。政治的圧力なんてものは、彼女にとって存在自体が馬ば鹿からしいのだろう。


    「風見鶏に楯たて突いても痛い目見るだけなんだから、それはそれで合理的な生き方だろうさ」


    　なんとなく擁よう護ごするようにルッカは言った。


    　ともかく、ここは宿主に関して特異的な地域であり、カテドラルはその震源に当たる。


    　──さて、何が待っているか。


    　いくばくかの不安と楽観と期待を抱かかえ、轍わだちを辿たどるように歩く。


    　現金なもので、目的地が見えるようになると、長旅の疲れもどこかへ吹き飛んでしまう。リディはもとから疲れなど感じていないだろうけれど。


    　二人は心持ち足を速めて、煉れん瓦が色の街並みへ向かっていった。

  


  
    二　はじまりの街


    



    　千年以上昔。乱立する小国が覇はを競う、都市国家戦争時代があった。


    　戦争を勝ち抜いたいくつかの国も、今では滅びるか、他国に併へい呑どんされてしまっている。往時の面おも影かげを残すのは、都市を囲む石造りの城壁だけ。ここカテドラルも、そんな都市の一つだ。


    　猥わい雑ざつな活気に満ちた新興都市ガランと違い、歴史と風格のある成熟した都市である。


    　その、はずだった。


    「なんだ、この街は……」


    　街に入るなり、ルッカはそう呟つぶやいていた。


    　四角四面の建物が両脇から見下ろす大通り。建物の古さに対して、道の舗装は真新しい。それなりに人通りが多く、小こ綺ぎ麗れいな身なりの人々や荷馬車が、せわしなく行き交っている。


    　しかし日中だというのに、異様な沈黙が満ちていた。


    　馬車の軋きしみ、人間の足音、そんな音ばかり溢あふれかえっている。まるで何かをはばかるように、皆が口を閉ざしていて、話し声は聞こえてこなかった。通りには店がいくつもあるし、道脇に露店も見えるが、客を呼び込む売り口上などどこからも上がらない。


    「通りで声を出しちゃいけないって法律でもあるのかしら？」


    「まさか」


    　そんな理由ではないだろう。人々は脅おびえ、何かから隠れているかのように身を縮ちぢめていた。


    　すれ違う人々は、こちらをチラチラと見ては、何を見ていないふりをして去っていく。


    「ひいっ！」


    　馬車に轢ひかれたカエルみたいな悲鳴が背後から上がって、ルッカは振り返る。


    　干し肉や魚の干ひ物ものを店先に並べている乾かん物ぶつ店があった。そして、乾物店の店主がリディを前にして尻しり餅もちをついていたのだ。


    　店主は引き攣つった顔でリディを見上げている。腰を抜かしているようだ。


    「リディ、どうした!?」


    　頭の芯がひやりと冷たくなって、ルッカは叱しかるような口調で糾ただした。揉もめてしまったのではないかと思ったからだが、リディは心外だという顔で首を振った。


    「小腹が減ったから干し肉を買おうとしただけなんだけど……」


    　リディの手は、旅用の保存食や兵糧向けに売られている干し肉の塊かたまりを摑つかんでいた。リディにとっては、おやつにちょうどいい大きさだろう。


    　腰を抜かしたままの店主は、リディとルッカと干し肉をしきりに見比べている。


    「おい、どうかしたのか？」


    　ルッカが聞くと、彼はアゴをがくがく震ふるわせながら声を絞り出した。


    「いい！　いいから！　持っていけ！　早く行ってくれ！」


    　恐きよう慌こうを滲にじませた声だった。冷や汗が、水でもかぶったような勢いでしたたり落ちている。


    　さすがにルッカとリディは顔を見合わせた。だいたい宿主が生活する街で商売をしていれば、宿主が客として来ることもそこまで珍しくないだろう。どうしてそこまで怖こわがるのか。


    「おい」


    「ひいぃっ、く、来るな！　そいつを近づけるな！　来ないでくれえ！」


    　ルッカが声をかけると、店主は器用にも腰を抜かしたままゴキブリのような動きで後退していった。彼は、いっそ滑こつ稽けいなまでにリディに脅おびえていた。


    　ルッカは財さい布ふから連邦通貨を多めに抜き出し、そんな店主の手に無理やり押しつける。


    「へ？　え、あ、う、はあ、まいどあり……え？　え？」


    　店主は何が起きたかわからないという顔で、ルッカが渡した代金を何度もあらためていた。


    「リディ、行くぞ」


    　ルッカが歩き出すと、リディも黙ってついてきた。


    　不思議そうに首を傾かしげながら、干し肉の塊かたまりを丸かじりしている。


    「何あれ。あんなに怖がられたのは初めて」


    「なんか妙な反応だったな。南から引っ越してきたばっかりで、宿主慣れしてないとか？　……違うか。今のおっさんだけならともかく、右も左も妙な空気だ」


    　なんとなく状況がおかしい。


    　通りを行く人々は相変わらず、ルッカたちを──おそらくはリディを避けている。


    「歓迎されてない感じがするな」


    　かと言って、追い出されそうな気配もない。人々はあくまで、猛もう獣じゆうが歩む傍かたわらで身を潜ひそめて耐える小動物のようだった。ここまでの旅路でいくつかの街を中継してきたが、こんな奇妙な視線を受けたのは初めてだ。


    「本当にここ、宿主が生活できる街なんでしょうね」


    「俺の記憶が確かなら、大だい丈じよう夫ぶなはずだが」


    　この街の人々は、ただ単に宿主に脅えている様子だ。それでも何な故ぜか露骨に逃げたりせず、少し避けて通る。関わりあいにならないように。そうするしかないのだから、と。


    「宿主と言えば……カテドラルに入ってから、この街に滞在してる宿主と会ってないわね」


    「そういえば見ないな。風見鶏フオーキヤスターの本拠地って話だから、宿主がたくさん歩いてるもんだと思ってた」


    　蜜虫の材料は摘つみ立ての仮かり花はなでなければならない。蜜虫を作るなら、どうしたって手元に宿主を用意する必要があるのだ。飼われている宿主は意外と少ないのだろうか。


    　駆除特務も不熱心だと言うから、宿主にとって過ごしやすい街だと思っていたのだが。


    「なんだか知らないが、あんまり居い心ごこ地ちはよくなさそうだな。……とにかく宿を捜そう。いつもみたいに、あとで窓から忍び込んでくれ」


    　リディは頷うなずいて、また干し肉を齧かじる。


    　いつもみたいに、とルッカが言ったとおり、このやりとりも決まり文句になっている。


    　宿主にとって、街に滞在する間の宿はかなり気をつけて選ばなければならない。宿主を泊めるのが怖こわいからと、黙って宿主を迎えてから駆除特務を呼ぶような宿もあるからだ。まさかカテドラルでそんなことはないだろうけれど、宿主に対する妙な反応を見るに、リディが堂々と泊まるのは避けたほうがよさそうだ。


    　こんなとき、宿主は蜜虫売りを頼ったり、仕方なく野宿をしたりする。ただリディは宿主でありながら、人間であるルッカと旅路を共にしているのだ。


    　こうして協力していれば、リディ一人で旅をするのに比べたら旅路の苦労は大幅に軽減されているのだろうな、とルッカは思っている。今まで敬遠していたカテドラル行きを決めたのだって、ルッカという荒あら事ごと向きの道連れを得たからだ。


    　その代わりリディは、あてもないルッカの『探求』に付き合う約束だった。いや、約束よりも取引とか契けい約やくと言ったほうが適切かもしれない。


    　リディが自分に対して、好意らしき感情を抱いだいていることは、ルッカも自覚している。


    　しかし宿主にとって大切なのは、その身に宿した花を置いて他にない。花の命を繫つなぐために少しも利益がないと思えば、リディはルッカの傍かたわらには留とどまらなかっただろう。


    　リディの想おもいが二人を結ぶ鎖くさりにはなり得ないのだと、それもまたルッカは理解していた。


    



    　宿を取った後、ルッカは、リディが捕まっていたという場所を偵てい察さつに行くことにした。


    　そこは新市街と呼ばれる地域の一角で、建物の大きさの数倍は用地を確保して、周囲を植木で囲っていた。冬なので植木も葉を落としていたが、それでも内部の様子は見通しがたい。木々の奥のほうに少し離れて、なんとか白い壁を確認できる。


    　そして立派に設しつらえられた門は、固く閉ざされていた。


    　そんな建物の様子を、ルッカは通りの端はしからうかがっていた。


    　リディは宿で待機している。何の建物かはわからないが、重要な施設に宿主が近づいてはそれだけで警けい戒かいされるからだ。ルッカ一人で歩いていただけなら、まだごまかしようもある。


    　何か考えごとでもするように、軽く口元に手を当てて、ルッカはぶらぶらと歩き始めた。


    　──門の前を歩いてみるだけだ。何かわかれば儲もうけもの。危ない橋を渡っても仕方ない。


    　この建物が何なのか、近所で聞き込みをしてみようかとも思ったのだが、ひとまずはやめておいた。どこから話が漏もれるかわからないからだ。もしここが後ろ暗いことをしている場所だったら、ルッカが嗅かぎ回っていると知って、手を打ってくる可能性もある。


    　とにかく、外から見てわかることだけ持ち帰って、そこから先はリディの希望次第だ。


    　のんびり歩いている風ふうを装よそおいながらも、ルッカは油断なく気を張っていた。


    　植木からの落ち葉は通りにまで溢あふれ出している。一歩踏み出すたびに足元で、かさりと落ち葉が鳴く。周囲にはルッカの他に誰だれもいないので、落ち葉の割れる音さえ賑にぎやかに思えてくる。


    　植木の間から建物のほうを見ながらルッカは歩いた。変にこそこそとしているよりも怪しまれにくいと思ったからだ。


    　そうして二十歩も歩いたところで、ルッカの前後に何かが落ちてきた。どこからともなく吹っ飛んできた何者かが、落ち葉を踏み割って着地したのだ。


    　ルッカの前方に二人の宿主。黄色い仮かり花はなと白い仮花。


    　彼女たちはゆるりと動き、骨切り包ぼう丁ちようみたいな剣を構える。


    　聞こえた音からするに、背後にも二人。


    　つまり、ルッカは一瞬にして四人の宿主に包囲されてしまっていた。


    　──どこに隠れていた？　全く気づけなかった……！　しかも何な故ぜ、宿主だけが？


    　何食わぬ顔で足を止めたが、ルッカは驚きよう愕がくしていた。


    　ルッカ自身は戦い慣れているつもりだ。殺気を肌で感じ、戦いの流れを読める。


    　まさか四人もの宿主に取り囲まれるまで、みすみす接近を許すとは。


    　混乱しながらも短刀の位置を確認したルッカは、何気ない身じろぎのフリをして、いつでも動けるよう肩幅に足を開いた構えをとった。


    　じりじりと、四方からの視線を感じる。


    　彼女たちは、単にルッカを観察しているだけという気がした。それでいて、妙な動きをすればただでは済まさないと、睨にらみをきかせている雰囲気でもあった。


    「そのまま動くなよ」


    　前方の、白い花の宿主が鋭するどく声を発した。


    　動揺しながらも、ルッカは次の手を考える。花狩りベスキユラムの狩り場でだって予想外の事態はつきものだった。武器の用意はしているので、戦って逃げる道もある。


    　しかしルッカを囲んでいるのは四人。たしかにルッカは宿主との戦いに慣れているが、それは数の優位に立ったうえでか、最悪でも一対一。複数の宿主を相手にするのは初めてだ。


    　──どうする。


    　ルッカは口元に手を当てたまま、口を開いた。


    「ええと、怪しい者ではありません。俺はマカベー。旅人です。ここにはただ──」


    「問答無用。こちらへ来てもらおう」


    　ルッカが言い終わらぬうちに、白い花の宿主は冷たく切り捨てた。


    　舌先三寸で切り抜けるのは無理なようだった。もはや彼女たちは、このままルッカを拘こう束そくするものと決めている様子だ。


    　──仕方ない、突破するか。


    　ルッカは腹をくくった。


    　相手の構えから間合いを計り、動きを読む。


    　心を静め、自分が取るべき動きを頭に思い描く。攻撃があれば防御する。だが逆にこちらから傷つけてはいけない。


    　宿主たちは、今のところルッカを捕まえるつもりであって、いきなり殺しはしないだろう。しかし、身の危険を感じた宿主は、逃げるか、後先考えずに命を奪いにくるかだ。殺し合いにならないぎりぎりの一線を見極めなければならない。


    　ルッカは、手の中に隠してあった蜜虫の小瓶びんの中身を、口の中へ押し込んだ。


    　喉のどから胃にかけて、焼けつくような感覚が伝でん播ぱしていく。


    　血流が熱を帯びて全身を駆け、ヒビが入るように、力の証あかしを両頰ほほへと刻んだ。


    「こいつ、蜜虫を……！」


    　ルッカの顔に浮かんだ赤い葉よう脈みやくを見て宿主たちに緊きん張ちようが走る。


    　その隙すきを突いて、ルッカは愛用の短刀を抜き放った。


    　身を低くして地を蹴けり、前方の二人の間に飛び込む。


    　刃物をちらつかせているのだから、普通ならば避ける。ルッカの動きは予想外だったようで、ひるんだ彼女たちの反応が一拍遅れた。


    「はぁっ！」


    　二本の剣を跳ね上げる。体勢を崩しかけた彼女たちの間をルッカはすり抜けた。


    　そこでルッカは背後から、風の唸うなりと衣服のはためく音を聞く。


    　後ろの宿主が跳びかかってきたのだ。


    　風を切る音から察するに、ルッカの動きを読んで押さえ込むつもりの跳躍らしい。このままルッカがまっすぐ走れば、彼女の下敷きになるだろう。


    　瞬時にそう判断したルッカは体を丸めて地面に手を突き、そのまま両の手を突っ張って、四つん這ばいで左へと跳んだ。落ちてきた宿主の体の下を、ルッカはするりとくぐり抜ける。ルッカに向けて伸ばされた手は空を切り、宿主はカエルのような姿勢で着地した。


    　すぐさま受け身を取る。足が地面につくなり、ルッカはまた駆け出した。


    　──手だ。手を使った。


    　これではっきりした。刃物をちらつかせてはいるが、それは脅おどしでしかない。


    　目的はあくまでも、殺すことではなくルッカを捕らえることなのだ。


    　駆け出したルッカの前方に朝顔に似た藍あい色の花が揺ゆれている。ルッカが横へ飛んだ隙に回り込んだらしい。


    　きびすを返し、彼女はルッカへ向かってくる。


    「いい加減に──」


    　焦れたように吠ほえながら迫る彼女に、ルッカは顔面をめがけて、先ほど服用した蜜虫の小瓶をおもいっきり投げつけた。


    「うわっ!?」


    　意表を突いたルッカの行動に、藍あい色の花の宿主がのけぞる。飛んできた物が何かを判断することもできなかったようで、大げさな動作で小瓶びんを叩たたき落とした。


    　蜜虫使いや宿主の戦いは、その身体強化のため、めまぐるしい速度で展開される。場数を踏んで判断力を身につけなければ、この程度の目眩ましで隙すきができるのだ。


    　その間にルッカは脇をすり抜け、膝ひざに力を溜める。


    　一直線に走る速度は、宿主も蜜虫使いもほぼ互角だ。まっすぐ走れば逃げ切れる。


    　そう思いかけたとき。突然、背中に重い衝しよう撃げきを受けた。


    　斬きられたのでも殴なぐられたのでもなく、それは、純粋に重さだった。


    　蜜虫で強化された体でも、思いがけぬ方向からの荷重は、体勢を崩すに十分だった。


    　──何かが……のしかかってきた!?


    　足がもつれ、片手をつく。すぐに立ち上がろうとしたが、背中にぶつかった物が宿主だと気づいた時には、そいつは既に手を伸ばし、ルッカの足を絡からめ取っていた。


    　──新手か、くそっ！　どうして俺はまた気づけなかった！


    　さっき四人が現れたときと同じ。まるで手品のように、宿主がどこからか現れたのだ。


    　蜜虫の力で、ルッカの五感も少しだけ鋭敏になっている。乱戦の中であっても足音ぐらいは聞きつけられるはずだったのに。


    　体勢を崩したルッカは顔から滑り込むように転び、かろうじて受け身を取った。背中の宿主ごと転がって、勢いで振りほどこうとするも、そのときには、他の宿主たちが追いついていた。


    　残り四人の宿主が一いつ斉せいに組みつき、五つの花の香が入り乱みだれる。


    　すべての動きが収まったとき、ルッカは両手両足と胴体を、それぞれ一人ずつに押さえ込まれてしまっていた。いかに蜜虫を使っていようと、うつぶせの上に五人がかりで押さえ込まれた体勢から、宿主の膂りよ力りよくに対抗できる手段など持ってはいなかった。


    



    　ひんやりと冷たく湿った空気が首筋すじを撫なで、石の匂においが立ち上る。


    　地下牢ろうは体の輪りん郭かくが見える程度の、絶妙に不安を煽あおる薄暗さだ。天井近くにある、横に細長い採光窓から光が差し込んでいるのだが、その光があるためにさらに影を濃くしている。ルッカは格こう子しの隙すき間まに背中を預けて座り、じっと体力を温存していた。


    　ルッカが連れ込まれた先は、敷地内に研究所のような建物と並んで作られている地下牢だ。


    　奇妙な地下牢だった。大きな部屋の中に、鉄格子の檻おりが二つ収まった構造で、全周囲から檻の中を観察できるようになっている。ルッカはそのうち片方に放り込まれた。


    　ここへ運び込まれる時に見た廊ろう下かには、同じ扉がいくつも並んでいた。ルッカの見た扉が全て檻付きの部屋なのだとしたら、収容人数は少なくない。


    　どうにも、ただ閉じ込めておくためだけの牢ではなさそうだ。


    　鉄格子は尋じん常じようでないほど太く丈夫で、それこそ猛もう獣じゆうを収める檻のようだ。蜜虫の力が残っているうちに、と、先ほど鉄てつ格ごう子しを揺ゆすってみたが、軋きしむ音すら立たないほど頑がん丈じようだった。


    　力ずくでは出られないよう工夫してあるのだろう。


    　静かだった。どこかに通気口があるようで、風の吹き込む音だけが聞こえる。


    「はあ……しくじったな。俺としたことが……」


    　ルッカは大げさに溜ため息いきをついてみた。


    　おそらくここが、リディの捕まっていたという地下牢だろう。宿主を捕まえておくための設備に、人間であるルッカが太た刀ち打ちできるはずもない。


    　基本的に群れない宿主たちが集団で動くからには、おそらく雇われている。さて、ルッカを捕らえるよう彼女たちに指示した〝誰だれか〟は、何のつもりだろうか。


    　とにかく、ルッカにとって問題なのは、ここから生きて出られるか否いなかだ。そして、それはもはや、ルッカを捕まえた誰かの考え次第になってしまった。ルッカ自身は、どこでどんな死に方をしても自じ業ごう自じ得とくだと達観しているが、為すべきことを為さず死にたくはない。


    　──リディは助けに来ないだろうな。


    　宿主は命懸がけの行動をしない。自分が死ねば花を危機に晒さらすからだ。たしかにルッカはリディに代わって偵察に来たのだが、だからと言ってルッカに義理立てして、こんな場所までルッカを助けに来てはくれないだろう。


    　助けに来なかったとしても恨む気はない。むしろ、リディが助けに来られない状況になってしまったのを申し訳ないと思う。


    「待つしか、ないか」


    　処刑されるにしても、尋じん問もんされるにしても、どのみち、状況が動くそのときを待つしかない。まさか飢うえて死ぬまで放っておくわけではないだろう。


    　じっとしていると、ひゅるひゅると風の吹き込む音が、妙に大きく聞こえる。


    　壁の高いところにある通風口は、細長くて狭せまかった。あれでは子供も通れないだろう。


    　──ん？


    　ルッカは通風口から聞こえる風の音とは、また別の音がどこからかしているのに気づく。


    　耳を澄すまして、闇やみを透かすように周囲を見渡した。するとどこかから細い風の音が聞こえ──いや、風ではなく呼吸音。安らかな寝息だ。


    　部屋にもう一つある檻おりの中心部。およそ人間大の影が見えた。


    「誰かいるのか？」


    　影へと声をかけると、寝息が収まった。次いで、鎖くさりのじゃらつく音がした。


    　向かいの檻の中で何かが身じろぎする。そして、ゆっくりと身を起こした。


    　細く差し込む光が当たって、囚とらわれ人の顔を照らす。


    　年端もいかない少女だった。


    　リディよりも幼い。宿主になったときのドリスほどだろうか。あばらが浮きそうなくらいに痩やせていて、病院の検査服らしきものを着ていた。


    　光が当たった一瞬、彼女の頭が燃えているのかとルッカは錯さつ覚かくした。数度、瞬まばたきをして、輪りん郭かくを見定める。少女は背中に届くほどの長さの赤毛を持っていた。


    　そして、その上。


    　──真しん紅くの仮かり花はな。


    　リディと同じ色。真紅の仮花を彼女は頭上に頂いただいていた。


    　ルッカは、彼女の仮花を見て、驚きと感動を覚えていた。


    　宿主が持つ仮花の色は様々だ。もちろんその中には、似たような色の仮花を持つ宿主もいて当然だろう。しかしこれほどまでに鮮せん烈れつな、薄うす闇やみの中でさえ映える真紅は、リディの他に見ることなど一生ないだろうとルッカは思っていた。


    　もっとも、花の形はリディと違って、巨大な鈴すず蘭らんを一つだけ乗せたようなものだったが。差し込んだ光が、ぷっくりと膨ふくらんだ花弁を透かし、薄明かりを灯ともした灯とう籠ろうのようだった。


    　寝ぼけまなこをした鈴蘭の少女は、目の辺りを揉もみほぐすようにこすっている。その動きに合わせて、鎖くさりの擦こすれ合う音がした。彼女は両手と両足に枷かせをはめられていた。四つの枷は、それぞれ檻おりの四隅すみにまで、頑がん丈じようそうな鎖が伸びている。


    　鎖には少し余裕を持たせてあるようだが、これでは檻の中心部でしか身動きが取れない。
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    　少女はぼーっとした顔でルッカを見ていたが、やがて、自分の他にも誰だれかが捕らえられたのだと気づいたようだった。


    「あなたはだれですか？　どうして、ここにつかまっているんです？」


    　幼い少女に特有の甲かん高だかい声だが、口調はしっかりしたものだった。


    「俺はルッカだ。この建物の前を歩いてたら、宿主たちに捕まった。ところで、君は？」


    　問い返すルッカに、少女は悲しげに首を振った。


    「ルッカさんですか。残念ですが、わたしはルッカさんの質問に答えられません」


    「どうして？」


    「わからないんです。わたしがだれなのか、どうしてここにつかまっているのか」


    　心細げにうつむいた少女を見て、ルッカはなんだか悪いことをしたような気分になる。


    　少しだけ鼓こ動どうが速くなった。


    「記憶がない……のか」


    　宿主は、宿主となったときに、知識を除のぞいた個人的な体験などの記憶を失う。物の名前や道具の使い方、地理や科学知識を覚えていても、自分の経験や家族については忘れてしまう。そのほうが宿主を、花にとって都合のいい手足として使えるためだ。


    「はい。もう長い時間、ここにいたような気もしますし、そうじゃない気もします」


    　おそらく彼女は、ここに囚とらわれている間に宿主化したのだろう。


    　そう考えながらも、ルッカは拭ぬぐいがたい違和感を覚えていた。


    　花の種子は、心しん身しん壮そう健けんなる屈強な若者に宿れば、即座に芽吹く。


    　子を産んだ経験がない女性に宿れば、月のものに惑わされて芽吹く。


    　さすがに彼女は後者だろうが、ひとたび人に宿った種子が芽吹きを待てる期間はそう長くない。長ければ一年はもつが、基本的には二月もたてば発芽能力を失う。


    　この地方で宿主が開花を迎えるのは稀まれ。花の種子を受けて宿主となる者は珍しい。


    　偶然捕まえた女の子が種子を宿していて、監禁している間に芽吹く……だなんて、ちょっと考えられないくらいの偶然ではないだろうか。


    　ここは偶然と考えるよりも、何か理由があって捕らえられているのだと考えるべきだろう。


    　──彼女が宿主化するのをわかっていて捕らえたのか。そうでなければ……ここで感染させられたか。


    　リディにとって最初の記憶は、この研究所の檻の中だった。


    　この少女もリディと同じ目的のため、誰だれかがここへ捕らえたのだろうか。


    「ここはどういう場所なのか、わからないか？」


    「わかりません。時々、宿主たちがわたしを見に来ます。でも、見るだけです。出してほしいと言っても聞いてくれませんでした」


    「……君を見て驚いていたりはしなかったのか？」


    「おどろいてはいないと思いますけど」


    　彼女の言葉をそのまま受け取るなら、様子を見に来た宿主たちは、彼女が宿主化するのだと知っていたのだろう。


    　──何の目的があって、宿主が宿主を閉じ込める？


    　ルッカがそれを考えかけたときだった。


    「う～」


    　控えめな悲鳴を上げて、少女はその場にうずくまる。鎖くさりがじゃらりと鳴った。


    「どうした！」


    「とても……」


    　息が詰まったような喋しやべり方だ。


    「とてもおなかがすきました。これ以上おなかがすかないようにねていたんです」


    　うずくまったまま、か細く悲痛な声で、彼女は空腹を訴うつたえた。言ったのが人間ならば、余裕を演出する小粋な冗じよう談だんみたいだが、ルッカには、彼女が真剣なのはわかっていた。


    「それは大変だ。満足に食事も与えられていないわけか」


    「はい。わたし、花のために、もっと食べなきゃならないのに」


    　少女は自分のためでなく、花のために食べるのだと言った。花を咲かせるということはすべての宿主にとっての至し上じよう命めい題だい。花のための栄養を取れないのは、宿主にとって深刻な問題だ。


    「残念だが食べ物は持ってないな」


    「そうですよね……この服、食べられるでしょうか」


    「やめとけって」


    　着ている検査服をちょっとつまんで、少女は真剣に悩んでいた。ただの布まで口にするか悩むとは…………同じ檻おりだったらルッカが食われていたかもしれない。


    　ともあれ、ここに宿主が捕まっていたのはルッカにとって幸運だった。


    　──花弁を隠し持っていれば隙すきを突ける。わざわざ俺を捕らえる手間をかけたのだから、何か、用途があるのだろう。おそらくはそのときが、脱出の機会となる。


    　すでに蜜虫の効き目は抜けてしまったが、どうにかして鈴すず蘭らんの少女から花弁を分けてもらえば、蜜虫の代わりにできるのだ。


    　そうしてルッカが脱出の算段を立てているときだった。


    　出し抜けに、部屋の扉の鍵かぎを開ける音がした。金属の擦こすれ合う音がルッカの鼓こ膜まくを震ふるわせる。廊ろう下かからの明かりが徐々に太く差し込んで、暗くら闇やみに慣れかけた目を刺激した。


    　宿主たちが様子を見に戻ってきたのか、とルッカは身構えたが、違った。


    　ルッカが目を細めて見据すえた先。分厚い鉄てつ扉ぴを押し開けて、扉の影からひょっこりと、思いがけない顔が出てきた。


    「あ、見つけた」


    「リディ!?」


    　ルッカは、驚くあまり心臓が止まるかと思った。自分の目を疑い、まじまじと観察する。


    　奇跡のように整った顔立ち。艶つややかな栗くり色の巻き毛。瑞みず々みずしい真しん紅くに染まった仮かり花はな。


    　どれほど目をこらしても、リディ以外の何かには見えなかった。


    「……何よ」


    　無遠慮な視線に晒さらされて、リディは少し居い心ごこ地ちが悪そうだった。


    「助けに来るとは思わなかった。しかもこんなに早く」


    　宿主であるリディが危険な場所に勝算もなく飛び込んでくることだけは絶対にない。仮に助けにくるとしても、この場所について慎重に探ってからだと思っていた。


    　せっかく助けに来たのにこんな言い方をされては気分を害しそうだけれど、リディは満足げに微ほほ笑えんだ。そして、慌あわてて自分の微笑みを打ち消し、平静を装よそおった。


    　リディの宿主的な考え方をルッカが理解しているのが彼女は嬉うれしいのだ。


    「私はここに捕まってたから、牢ろう屋やの場所を知ってたの。だからそこまで危険じゃないわ」


    　たしかに、内部の構造や目的地がわかっていれば、危険は軽減されるだろう。


    「それにしたって、よくここまで忍び込んできたな……いや、よくここまで忍び込んでくる気になったな。危ないかもしれないのに」


    「ちょっと、妙な成り行きになってね。実は──」


    　何かを言いかけたまま、リディの口が固まった。身をすくませて檻おりの中にいる鈴すず蘭らんの少女を見ている。鈴蘭の少女もまた、リディを見つめていた。時間が凍いてついたかのように、真紅の仮花の宿主が二人、見つめ合っていた。


    「助けなきゃ」


    　ぼそりと、熱に浮かされたうわごとのようにリディが呟つぶやく。


    「えっ？」


    　ルッカの疑問の声もどこ吹く風。リディはルッカに背を向けて、反対の檻へ突進した。


    　磁じ石しやくが鉄板に吸い付くような勢いで鉄てつ格ごう子しにかぶりつく。


    「助けなきゃ！　ねぇあなた誰だれ？　どうしてここにいるの？　あぁー、こんな痩やせて！　全然食べてないんでしょ！　もう、なんて酷ひどい……」


    　ルッカは、あんぐりと開けた口を閉じられなかった。アゴが外はずれていないか心配だ。


    　宿主にとって最もつとも大切なのは自分自身の花。自分以外の宿主がどんな酷い目に遭あおうと間引き程度にしか考えず、決して同情などしない。外ほかならぬリディ自身も口にした、花の生き様だ。


    　しかし今のリディはどうだ。


    　必死さのあまり、思ったことがすべて言葉としてだだ漏もれているという様子だ。


    　自分ではない、他の宿主のためにこれだけ必死になるなんて。


    　対する鈴蘭の少女も、感極まった様子で目を潤うるませてリディを見ている。その視線はまるで、母を見る娘か、意中の男性を見る乙女か。


    「待ってて！」


    　言うや、リディの栗くり毛が逆巻いた。髪が一ひと房ふさ、こよりを作るように先せん端たんをすぼめる。


    　それをリディは、少女の檻おりの入り口にある鍵かぎ穴に突き刺した。


    　──これがリディの言ってた、万能鍵開けか。


    　リディの髪は一本一本がリディの意のままに、しかも器用に動き、力もある。


    　鍵穴に突っ込んでまさぐれば、どんな鍵でも開けてしまえる万能の鍵開けだった。


    　ほどなく鍵の開く音がして、リディは檻の中に飛び込む。


    　そして同じように髪を使って、瞬またたく間に四つの鍵を開け、宿主の少女を枷かせから解き放った。


    　何かの間違いではないかと、ルッカは今し方見た光景を、頭の中で何度も反芻していた。


    　口先で心配するだけでなく、リディはたしかに鈴すず蘭らんの少女を助けた。


    　宿主が自発的に他の宿主を助けるなんて、基本的にあり得ないはずの行動だ──少なくともルッカの常識ではそうだった。


    　しかし、だとしたら、ルッカがその目で見たものは何なのだろう。


    「ああ……」


    　少女は感かん嘆たんする。自由になった手足を持て余すように、ぐらりと体勢を崩し、そしてそんな彼女を、リディは愛いとおしそうに抱きとめた。


    「ありがとうございます……ありがとうございます……」


    　涙を浮かべて何度も何度も呟つぶやく少女の髪をくしけずるように、リディは少女の頭を撫なでていた。


    　ルッカは抱き合う二人を呆ぼう然ぜんと見ていたが、やがてリディが、気まずさと混乱の極まった顔で、首から上だけ、ルッカのほうに振り返る。


    「知り合い？」


    　何か事情か因いん縁ねんがあって助けたのかとも思ったが、リディは首を振った。


    「……違う。……ええと、ルッカ」


    　どんな言葉で表現すればいいのか、一いつ生しよう懸けん命めい探しているような顔だった。


    　リディの視線は答えを探して、虚こ空くうをさまよっている。


    「今、私、この子を助けた……わよね」


    「そうだな」


    「どうしよう。なんだか私、幸せだわ」


    　リディ自身、自分の感情が信じられないという口調だった。


    　これが宿主としてあるまじき行動なのだと、リディ自身もわかっているのだ。


    「だっ、だってこの子、宿主なのに、なんで、私、えっと──」


    「と、とりあえず落ち着け」


    　リディは器用にも、しっかりと少女を抱き込んだままうろたえている。


    　こんな様子のリディは珍しいが、のんきに観察している場合でもなかった。


    「とにかくまずは逃げよう。その子も一緒に。だから早いとこ俺も出してくれ」


    　ルッカに言われてリディは、ようやくルッカを放置していることを思い出したようだ。


    　名もなき宿主の少女を両腕で抱き上げ、ルッカの檻おりのほうへ戻ってくる。


    　先ほどと同じように、鍵かぎ穴に髪を一ひと房ふさ差し込んで、あっさり鍵を開けた。


    「すまないな」


    　落とし戸をくぐりながらルッカは詫わびる。自分の失態でリディに迷惑をかけたのは確かだ。


    「それはいいけど、どうやって捕まったの？　ルッカを捕まえるなんて並大抵じゃないもの」


    「短く言えば奇き襲しゆうを喰くらった。宿主五人がかりでな」


    「建物の前の道を歩いているときに、いきなりやられたってわけね」


    「そうだけど、どうしてそこまでわかった？」


    　場所や襲い方まで、リディは妙に自信ありげに断定した。


    　不思議に思ったルッカが聞き返すと、リディの双そう眸ぼうに星が瞬またたいた。


    「ルッカ、外の植木。あれは半分くらい実み桜ざくらよ」


    「実桜？　……それが何か？」
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    「意外ね、知らなかったの？　実桜に限らず、宿主の気配を隠してしまう植物というのがいくつかあるのよ。息づかいを溶け込ませて聞こえなくしてしまう、と言うか。木の上にでも隠れていれば、まず見つからないわ」


    　リディにそう言われて、ルッカは、とある資料を思い出した。


    　花狩りベスキユラムで仕事をしていた頃ころ、ルッカは花についての資料を読みあさっていたのだ。もっとも、当時の目的は、より効率よく宿主を殺す方法がないか探すためだったのだが。


    「ああ……そんな資料を読んだ覚えがあるぞ。胡う散さん臭くさい話だと思って気にも留めてなかった」


    「私たちは『命のにおい』をはっきりと感じられるけれど、気配なんて、普通の人はなんとなくしかわからないものね。でも、これはたしかに存在する感覚なの。宿主じゃなくても、戦い慣れた人は意識のどこかで命のにおいを感じてることが多いのよ」


    　命のにおい、という言い回しは、どこかで聞いた覚えがあった。あれはたしかドリスの言葉。


    　宿主は本能的に〝命〟を感知するらしい。他者の死期を悟さとったり、場合によっては隠れている敵を察知したり。


    　同じ感覚がすべての人間に眠っているのだとしたら。そして、ルッカのような戦い慣れた人間が、無意識にそれを使っているのだとしたら。実み桜ざくらに身を潜ひそめての奇き襲しゆうは、不意打ちとして非常に有効となるのだろう。


    「くそ。ちゃんと覚えていれば、もう少し慎重に──」


    「いいじゃないの、結局無事だったんだから。今ここで知ったんだから、次は大だい丈じよう夫ぶでしょ？」


    　悔くやむルッカに、リディはあっけらかんとしていた。


    　過去を悔やむよりも、そこから教訓だけ摘つんで次へ生かせばいい。短い命の宿主だからこそ、そういう考え方が徹底できるのかもしれないが、一つの真理でもある。


    「そう、だな。そう思うことにするか」


    　中途半端な溜ため息いきで、ルッカは肩の力を抜いた。


    　植物の近くだと宿主の気配は感じられないかもしれない。それをちゃんと心に留とどめておけば、似たような場面でも次からは──


    「……ん？」


    　今日きよう一日で何度目かもわからない疑問符が浮かぶ。


    「あの実桜は……建物の前を通った奴を見張りが捕獲するために植えてあるってことか？」


    　宿主に関わる施設に、宿主と関係のある植物が、何の意味もなく植えてあるとは考えがたい。


    「それは多分違うわね。私が逃げたときは、見張りの宿主なんていなかった」


    「じゃ、あれは別に奇襲用の拠点ではないのか」


    「宿主を見張りに使うならないほうがいいはずよ。外から宿主が近づいてきたときに、命のにおいがわかれば早期発見できるもの。こんな量の実桜に邪じや魔まされちゃ、気がつく機会を失うことになるわ。単に見張りの隠れ場所として使うだけなら、まばらに数本あれば十分だから、あんなにびっしりと植える必要はないし」


    「ああ、そうか。じゃあ他に目的があるとすれば……」


    　神妙な面おも持もちでリディが頷うなずく。


    　リディに抱き上げられた鈴すず蘭らんの少女が、不思議そうに二人の顔を見ていた。


    　廊ろう下かには、ここと同じ扉が少なくとも十はあった。一つの部屋に宿主二人と考えても、収容人数は二十を超えている。あの実み桜ざくらは、おそらく、外から中がわからないようにするため。


    「気き味みが悪いな。この檻おりといい……宿主を管理しようとしてる、そんな臭においがする」


    「おおかたの予想どおり、宿主で人体実験か何かをする場所だったんでしょうね」


    「『だった』？」


    　微妙に気になる言い回しだ。過去形としてリディはそれを語った。


    「とにかく、これ」


    　捕まったときに取り上げられた短刀と、蜜虫の小瓶びんをリディが放ってきた。


    「牢ろう屋やを出たところに置いてあったわよ」


    「これは助かった。持っていかれたかと思ったよ」


    　受け取った武装を服の中の定位置にしまっているとき、ルッカは指先に軽い痺しびれを感じた。次にやってきたのは、体の中身が萎い縮しゆくしていくような、どこかおぞましい[image: ]きよ脱だつ感。全身の感覚が鈍くなり、やがて消えていくような錯覚。蜜虫の効果時間が終わったのだ。


    「……蜜虫が切れやがったか。リディ、仮かり花はなもらえるか」


    　冷や汗をかき、目眩めまいをこらえながらルッカは言った。ここ最近、蜜虫や仮花を使った後に、反動が出るようになってきている。敵地でこんな状態になるのは危険だ。


    　蜜虫でなくリディの仮花を使うのは、蜜虫がいつでも手に入るとは限らないからだ。仮花で代用できる場面では可能な限りそうしている。


    「待って。今はまだ、やめたほうがいい。余計に怪しまれると思うから」


    「どういうことだ？」


    　リディは少しだけ、何をどう喋しやべろうか迷ったように見えた。


    「実は私、ここまで忍び込んできたんじゃないの。様子を見に来たら丁てい重ちようにお出迎えされて、正面から入ったの」


    　困こん惑わくした様子であった。彼女の言葉どおり受け取るなら、唐とう突とつで脈みやく絡らくのない成り行きだ。


    「…………なんだそりゃ」


    「知らないわよ」


    　それでこんな場所まで入り込んできたというのか。


    　どういった風の吹き回しか、リディにも理解できていないようだ。


    「とにかく来て。なんて言えばいいかわからないけど異常事態が起こっているわ」


    　どことなく不穏な空気を纏まとった言い回しだった。


    　部屋を出るリディについていこうとするが、　突然、強烈な目眩がルッカを襲った。


    「……っ……!?」


    　ルッカはとっさに手を突き出し、顔をぶつけるのだけは避けた。全身がぐっしょりと汗に濡れ、心臓がはち切れそうなくらいに脈打っていた。


    「大丈夫？」「大丈夫ですか？」


    　倒れ込んだルッカに前後から声を掛けられる。リディの髪に手を引かれてルッカは起き上がった。


    「……ああ。なんとか……」


    　何度か足踏みをし、ルッカは体勢を整えた。


    　──蜜虫の使いすぎか……でも、蜜虫なしじゃ戦えねえからな……。


    　反動が出るのは危険な兆候だ。本来なら即座に蜜虫を手放し、使用を控えなければならない。それでさえ余命何年だろう、という状態だ。もちろんルッカは、そうして永らえる気など無い。ただ、命の使いどころだけは間違えないようにしようと思った。

  


  
    三　宴


    



    　逃げるにしても〝異常事態〟を把握しておかなければならないと考えたルッカは、リディに従って地下牢ろうの隣にある、研究棟と銘打たれた建物に侵入した。


    　すると、そこには宿主が溢あふれかえっていた。


    「なんだ……これは」


    　さしものルッカも、この異様な光景には少しばかり恐怖した。


    　宿主は単独行動が主だ。そして社会の隙すき間まに隠れ住むような生き方をする。


    　知人程度の関係になれても、仲間にはなり得ないのだから、群れて暮らすほうが面倒になる。ルッカは花狩りベスキユラムで長く仕事をしていたが、一か所に何人もの宿主が集まっている場面など見たことがなかった。しかしここは宿主だらけだ。


    　外見はリディぐらいの子から、ルッカより年上に見える者まで、女性ばかり。


    　廊ろう下かを通り、適当に座り込み、物を食い、または部屋から顔を出してこちらを見ている。


    　いっぺんに視界に入るだけでも十人以上。白、青、紫むらさき、黄、橙だいだいと、百ひやつ花か繚りよう乱らんの様相を呈ていする。そして物音を聞くだけでも、建物全体でこの数倍以上は宿主がいるようだった。


    「元からこんな場所だったのか？」


    「まさか。私がここを逃げ出してきたときは、他に宿主なんて見かけなかった。怪しい雰囲気の研究員とか、目つきの悪い用心棒がうろうろしてたわ」


    　リディが周囲の物音に紛まぎれるようにして、ルッカに囁ささやいた。


    「鍵かぎは外はずせたとして、そんな場所からどうやって逃げたんだ。力ずくか？」


    「ええとね。宿主じゃなかったけど、一緒に捕まってた人が結構いたから、その人たちの檻おりを開けて、逃がして、大騒ぎになってるところを抜け出したの」


    　要するに、助けるフリをして体ていのいい囮おとりにしたということか。


    「それは……種子を浴びた人たちか」


    「たぶんね。捕まっていたのは若い女性ばかりだったから」


    　どこかで種子を受けた宿主予備軍か、それとも、人工感染実験か何かの被験者なのか。この研究棟の中に、何らかの形で手がかりがあるだろう。


    　研究棟は、入ってすぐの場所からすでに、無骨な廊ろう下かと無機質な扉ばかりだった。


    　先頭を堂々とリディが歩き、その後にルッカ。そして最後に、囚とらわれていた鈴すず蘭らんの少女。


    　さらにルッカの手首には、牢ろうにあった鎖くさりを巻き付け、縛っている。これならルッカを連行しているように見えるのではないかという、宿主だらけの研究棟を見たリディの提案だった。


    　実際、これはうまくいった。たむろしている宿主たちは、ルッカには一瞬不審そうな顔をするけれど、ルッカを挟はさむリディたちを見ると心持ち居住まいを正し、まだ不審に思っているような、だけど無理やり納得したような様子で、道の脇に控えて通してくれる。


    　リディに対する宿主たちは、どこか、目上の者に接するようでもあった。例えば軍隊で、上官が妙な行動をしていても、ただの一兵卒では疑問を差し挟めないように。


    「お前、なんで崇あがめられてんの？」


    「知らないわよ。人違いでもされてるんじゃないの」


    「じゃ、人違いされてる間に、やることやってずらかろうってのか」


    「そゆこと」


    　ずかずかと通路を歩いて、リディはどこかの部屋を探しているようだった。


    　その間ルッカはリディの背中だけ見ているフリをしながら、周囲に目配せして様子を探さぐる。


    　宿主たちはどうやらこの建物で生活しているようだった。


    　開けっ放しの部屋をちらりと覗のぞくと、長椅い子すの上に毛布がかけられていたり、洗濯物が干してあったりで、どうやら宿主が住み着いているようだ。ちょっとした集合住宅だ。


    　しかし、事務用の机や椅子が置かれていて、もとは居住空間と言うよりも研究室だったように見える。そして、そこらで座り込んでいたり、適当に物を食べていたりする宿主たちは、何か仕事をしている様子でもなく、思い思いにくつろいでいる。


    「どういう場所なんだ、ここは……」


    　まるで、宿主だけの異世界にでも迷い込んでしまった気分だ。


    「あった」


    　一階の奥まった場所で、リディが足を止めた。


    　木目が浮いた扉に、記録室と書かれた札ふだがかけてある。扉には鍵かぎ穴が二つもあったが、鍵は力ずくでこじ開けたように壊されていた。


    　扉を開くと土の臭においが吹き出してきた。妙に思ったが、部屋の中に入ってルッカは納得する。


    　部屋の入り口付近には、ところ狭せましと野菜が置かれていたからだ。薄っぺらい木箱がいくつも並び、その中には、まだ土のついた野菜があれこれと詰め込まれている。


    　野菜置き場と化した入り口付近は、椅い子すと机がいくつか置いてあって、部屋の奥には書しよ架かのような棚たなが整然と並んでいる。書物が焼けないようにか、雨戸が閉め切られた窓は小さめで、そのため食料の保存にも快適な環境となっていた。


    「食べ物……！」


    　ふらふらとついてきていた鈴すず蘭らんの少女が目を輝かがやかせ、ルッカを押しのけて部屋に入っていく。


    　彼女は野菜の前に座り込み、期待に満ちた目でリディのほうを見上げた。


    「あー、そうね。まあ食べちゃっても大だい丈じよう夫ぶでしょ。生野菜ばっかりだけど」


    「なんでもいいから食べたいです！」


    「じゃ、どうぞ」


    　別にリディがこの野菜の持ち主でもないのだけれど、許可を受けた少女は夢中で野菜を食べ始めた。土がついたままの生芋いもを丸呑のみに近い勢いで腹に詰め込んでいる。


    　見る間に箱が一つ、空からっぽになり、少女は次の箱に取りかかる。明らかに自分の体の体積以上食べているのだが、食べるのと同じ速度で消化しているらしく、腹が膨ふくらみもしなかった。


    　──しかしリディは何な故ぜ、こいつを助けた？


    　この少女を助けることそのものには、ルッカとしても異存はない。


    　しかしどうしてリディは、彼女を助けようと思ったのか。宿主の感覚からしたら、他の宿主を助けるという考えは基本的に持たないし、この状況では足手まといとしか思えないだろう。


    「ルッカ、こっち」


    　手首の鎖くさりを外しながら鈴蘭の少女の食べっぷりを観察していたルッカだが、書架を漁あさるリディに手招きされて、野菜を乗り越えて部屋の奥に向かった。


    　この部屋は一見すると小さな図書室のようだが、記録室という名前のとおり、実験の記録や研究報告などが保管されているらしい。リディの周りには、『極秘』とか『機密事項』とか、赤い判はん子この押された手書きの資料ばかり散らばっていた。


    「予想どおり、宿主を研究する施設なのは間違いなさそうよ」


    　リディが手にしているのは、宿主の代謝作用についてまとめた研究報告だった。ルッカはリディの肩越しに文章をたぐる。研究報告の体てい裁さいではあるものの、研究機関名も研究者名も記されていない、奇き怪かいな紙かみ束たばだった。


    「内部文書でも名前は書いてないのね。用心深い。まあ、この街でそんなことをしてそうなのは──」


    「風見鶏フオーキヤスターで間違いないよ」


    　ルッカは言い切った。


    　資料をリディから受け取ったルッカは、それを手早くめくって、自分の記憶と照合する。


    「この研究報告は見覚えがある。俺が『花狩りベスキユラム』にいた頃ころに読んだものだ。俺が読んだのは活版印刷で製本したやつだが……花狩りは風見鶏から情報を買ってたんだよ。生原稿があるのなら、ここは十中八九、風見鶏の研究施設で間違いないだろう」


    　風見鶏は宿主について研究する施設をいくつか持っているのだそうだ。本拠地であるカテドラルにも研究所があっておかしくない。


    　リディは感心したように話を聞いていたが、やがて、形のいい眉まゆをきゅっと寄せる。


    「でも、だとしたらやっぱり変よ。どうして宿主研究施設で宿主が自由に出歩いてるの？　どうしてさっきから宿主以外見かけないの？　これじゃ、まるで──」


    　──宿主がここを乗っ取ったみたい。


    　言葉にせずとも、ルッカも同じことを考えた。


    　資料室の資料が埃ほこりを被かぶり、食料庫と化した現状。


    　かつて、この部屋を資料室として使っていた誰だれかがいる。そして今、この部屋を使っている連中は、資料に価値など見み出いださず、ただ物置にちょうどいい空間として考えているのだ。この研究所がいまだに風見鶏の手の内にあるなら、まさかこれほどぞんざいな扱いはしないだろう。


    　個人主義の宿主が徒と党とうを組んで、宿主の扱いに慣れているはずの風見鶏に楯たて突き、研究所を乗っ取る。ありえない、とまでは言い切れないが、少なくとも何か異常な〝きっかけ〟がなければ、このような事態は起こらないだろう。


    　ただひたすらに不ぶ気き味みだった。なんとなく二人とも言葉をなくす。


    「と、とにかく……リディに関係する記録がないか捜そう。それで、早いとこ逃げるか」


    　そう言ったときだった。


    　慌ただしい足音が、廊ろう下かからいくつも聞こえてきた。


    　音が重なって正確な人数がわからないが、全速力でこちらへ迫ってくるのはわかる。


    「リディ、仮かり花はなを！」


    「うん！」


    　ルッカは素す早ばやく短刀を抜き放つと、リディが手渡してきた花弁を口に含んだ。


    　喉のどが燃え上がる痛み。手の甲に力の証あかしが、赤い葉よう脈みやくが浮かぶ。


    　花弁の効き目が回る頃には、ルッカは窓のところまで駆けつけていた。


    「らぁっ！」


    　ルッカの渾こん身しんの蹴けりが、閉じた窓にぶちこまれる。ガラスが砕けて騒々しく響き、折れ曲がった鎧よろい戸どが吹き飛んだ。


    　土臭くさかった部屋に外の空気が流れ込んでくる。


    　蹴け破った窓からルッカが飛び出し、底なしに芋いもを食い続けて四箱目を平らげるところだった鈴すず蘭らんの少女を抱かかえて、リディが続いた。


    　飛び出た先は開けた場所だった。湿った地面の上に落ち葉が散っている。植木が散らばる向こうに、隣の敷地の建物が見える。


    　駆け抜けようとして……ルッカは急停止した。


    　──これも実み桜ざくらか!?


    　足を止めた瞬間、ルッカの考えを裏づけるように、上から三つの影が行く手を塞ふさぐ形で降下してきた。先ほどルッカを捕らえた見張りの宿主だった。


    　彼女たちは身構えるだけで襲ってこない。最初から足止めだけが目的だったのだ。


    「……そこまでだ、侵入者。その子を返してもらうぞ」


    「ひっ！」


    　凜りんとした女の声が、ルッカの背後から聞こえてきた。自分のことを言われたのだと気づいた鈴蘭の少女が悲鳴を上げ、身を硬くする。そんな彼女を庇かばうように、リディは抱きしめる。


    「安心しなさい。じっとしてれば守ってあげるから」


    　少女を安心させるように、リディは彼女の耳元で優やさしく囁ささやいた。


    　鈴蘭の少女はリディにしがみついてくる。


    「はい。あの、その……気をつけてください」


    　不安と心細さがまざまざと浮かんだ声音だった。そんな状態なのに、鈴蘭の少女は自分の花の心配ばかりでなく、リディのことまで考えているようだ。


    　そんな少女を見て、リディは慈じ母ぼの笑みを浮かべる。


    「ありがと、心配してくれるのね。私もルッカも強いんだから、大だい丈じよう夫ぶよ」


    　そして、リディは鈴蘭の少女の髪を、くしゃりと搔かき乱みだした。


    　緊きん迫ぱくした状況下で、まだお互いを心配し合うのだから、ルッカにはますますわけがわからない。


    　しかし悠ゆう長ちように考えている暇ひまもなく、記録室の壊れた窓から、一人の宿主が現れた。


    　外見は、ルッカより少し年上くらいの女性だった。


    　細身ながら、体の輪りん郭かくにはメリハリがある。一般的な感性なら美人といえる整った顔立ちで、冷たく澄すんだ碧へき眼がんは理知的な印象を、厚めの唇が艶つやめいた印象を醸かもし出す。癖くせが強い黒髪をひっつめて、細いうなじに流していた。


    　腰には装飾過多な、儀礼用に使われそうな細剣を持っている。何よりも特徴的なのは服装だ。医者が着る白衣をそのまま真しん紅くに染めたような、趣味の悪い赤あか衣ぎぬを彼女は纏まとっていた。


    　そして、彼女の頭には。あろうことか。


    　──また真しん紅くの花!?


    　リディや、鈴すず蘭らんの仮かり花はなの少女と同じ色。鮮あざやかに燃える真紅の仮花があった。ここまで鮮やかな赤はこの世に二つとない色だと思っていたのに、よもやリディ以外に、一日で二人も見ることになるとは。


    　こちらの花はタンポポを真っ赤に染めたような形で、左側頭部に近い場所についているので、まるで奇き抜ばつな髪飾りのようだ。


    　赤あか衣ぎぬの女性のあとから、さらに二人。こちらもルッカを捕まえた宿主だ。


    　五人の宿主に囲ませておいて、赤衣の女は一歩踏み出し、すらりと細剣を抜く。


    　鈴蘭の少女を返すよう、彼女は言った。返したところでルッカたちを見逃のがす気はないのだろうけれど、この少女にも価値があるということか。


    　雰囲気からして、赤衣の女が統率をとっているようだった。宿主が他の宿主の下につくだなんて、それもまた何かがおかしい。この研究所を乗っ取ったのは彼女なのだろうか。


    　短剣を構えて間合いを計りながら、ルッカは赤衣の女を観察する。


    　──真紅の花に、何かあるのか？


    　リディが丁てい重ちように迎え入れられたという話と、この女が他の宿主を従えていることの間に、何らかの繫つながりがありそうだ。しかし、ルッカにはそれ以上わからなかった。


    　考えている間にも、赤衣の女はじりじりと近づいてくる。


    　そのまま戦いに入るかと思われたが、あと一歩で剣の間合いという距離まで近づいたところで、彼女は雷かみなりに打たれたように震ふるえ、足を止めた。


    「まさか……」


    　唇からこぼれる言葉。女の視線はリディに固定されていた。


    　ルッカにとっては既き視し感かんのある反応。リディが地下牢ろうで鈴蘭の少女を見たときのようだ。


    　リディや、彼女に抱かれた鈴蘭の少女も、赤衣の女と同じような様子だった。激しく感かん銘めいを受けているような、驚きと感動の入り交じった表情で赤衣の女を見ている。


    「ルッカ。戦うのよね？」


    　鈴蘭の少女を抱きしめ、赤衣の女を見つめながら、リディが声をかけてきた。


    「こいつらが突とつ如じよとして友情に目覚めてくれない限り、そうなるだろうな」


    「この紅あかい服の女。殺さないでくれる？」


    　ルッカは耳を疑った。そう言ったリディ自身も、自分の口と頭を疑っている様子だった。


    「もともと、殺すつもりはないさ。こんな街の中で花を咲かされたらたまったもんじゃないからな」


    「そう。……よかった」


    　胸をなでおろしながらも自分の感情に困こん惑わくしているのが読み取れる声音だった。何な故ぜだか、リディの腕の中にいる鈴蘭の少女もほっとしたような様子だった。


    「『よかった』って……リディ、あいつは敵だろ？」


    　今さら確認するまでもなく、リディは宿主である。


    　宿主にとって最もつとも優先順位が高いのは、自身の花。


    　戦いの場においては、まず花を守らなければならないところ、敵の命を気にかけるのは変だ。


    「そうだけど、ええと、この子と同じだから」


    　真しん紅くの双そう眸ぼうが揺ゆれる。


    　とにかく理由は不明、むしろリディ自身にもわかっていないのかもしれないが、あの赤あか衣ぎぬの女が死ぬのは、リディにとって嫌いやらしいと、それだけは読み取れた。


    「なんだか知らんが、絶対殺さないように戦えってんだな。で、お前はあれと殴なぐり合えるか」


    「無理」


    　リディは即答した。殺したくないなら自分で戦えばいいだろうと思ったのだが。


    「……やっぱりかよ。じゃあ、他の奴を頼むぞ。できれば殺すな。開花したらまずい」


    　この状況を脱してから、どういう風の吹き回しかリディをじっくり問い詰めることにした。鈴すず蘭らんの少女はリディにしがみついたまま、心配顔でルッカを見ていた。


    　こうして敵前で長々と会話をしている間も、ルッカは、戦せん端たんが開かれれば即応できるようにしていたのだが、敵はいっこうに動かずにいた。


    　赤衣の女が、ルッカたちの会話を興味深く観察していたためだ。他の宿主は戸と惑まどいながらも、赤衣の女がじっとしている以上、先走れないようだった。どうやったのか知らないが、よくここまで宿主を統制している。


    　やがて、赤衣の女は難しい顔をして言った。


    「そっちの宿主は捕らえるだけよ。絶対に殺しちゃだめ！」


    「え？　……あ、はい」


    「了解……しました」


    　奇き怪かいな命令に疑問を持ったようだが、それでも部下らしい宿主たちは承しよう諾だくする。


    「むこうも？」


    　ルッカもこれには疑問だ。リディと赤衣の女はお互いに、互いの生存を望んでいるらしい。


    「かかれっ！」


    　赤衣の女がそう告げ、戦いの火ひ蓋ぶたは切られた。


    　そして、すべての宿主がルッカに殺到した。


    　赤衣の女はおそらくリディに攻撃できない。ならば向かう先は限られる。


    　部下の宿主たちにとっては、奇妙な命令を実行するには、まず余計な奴を仕留めて数を減らしたほうが楽になる……おそらく、同時にそう考えたのだろう。


    　迫ってくる六人の動きをルッカは一瞬で捉とらえる。


    　──厳しいか？　いや……。


    　リディが静かにルッカを見ていた。ルッカならなんとかなるでしょ、と言わんばかりの顔で。


    　ルッカはおもいっきり地面を蹴けりつけた。


    　跳躍の頂点付近で、ルッカは研究棟二階の窓の、僅わずかなくぼみにへばりついた。


    　彼女たちの動きはあまりに平面的だ。異常強化された脚きやく力りよくで上へ逃げる道が残されている。


    　研究棟は三階建て。屋根まで跳び上がるのは厳しいが、適当にしがみつくのは難しくない。


    「きゃあああああ！」


    　見下ろした先で悲鳴が上がった。


    　甲かん高だかい悲鳴に続けて、べき、と間抜けで不穏な音がする。


    　宿主の一人がリディの脇をすり抜けようとして、髪に全身を絡からめ取られていた。艶つややかな栗くり色の髪が白い花の宿主に巻きつき、リディの前へ捧ささげ持つように宙吊りにしている。


    　鈴すず蘭らんの少女を抱きしめたリディは、両手がふさがっている。一見すると無防備そうだから、油断したのだろう。


    　髪に絡め取られた宿主は、吊り上げられたまま為す術すべなく折りたたまれたようで、腰と肘ひじと膝ひざがそれぞれ、リディの髪によって、本来曲がらない方向へ曲げられていた。


    　それを見た六人の宿主は、驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。やはりリディの髪は、宿主の常識からも外はずれた武器であるらしい。


    　そのままリディは容よう赦しやなく、折り曲げた関節をねじった。


    　身体強化の超常的な回復力でも、筋肉をねじり切ったような複雑な傷は完治できない。回復不可能な傷をつけて、生きたまま無力化しようとしているのだ。


    　怖おぞ気けを誘う音が、数度。


    　そしてリディは拘こう束そくを解く。捕まっていた宿主が投げ出され、土埃ぼこりを舞い上げた。


    　関節を捻ひねられた宿主は動かない。死んではいないようだが、白目を剝むき、失禁し、泡を噴ふいて気絶していた。呆ぼう然ぜんとする宿主たちを避け、ルッカはリディの隣へ飛び降りる。


    「殺してはいないよ？」


    　倒れて動かない宿主を見ていると、弁解するようにリディが一言。


    「いや、そういうことじゃなくてな……」


    　ルッカだって、降りかかる火の粉こを払うことまで否定はしない。


    　心苦しくはあるが、これが一番手っ取り早く済む手だ。リディは合理的に行動したと思っている。相対した敵への容赦なさは宿主の特性だ。


    　しかし何な故ぜリディは、赤あか衣ぎぬの女に対してだけ、これができないと言うのだろう。


    「すごいです！　強いです！　かっこいーです！」


    「えへへ。そう？」


    　鈴蘭の少女が無む邪じや気きに拍手して、憧あこがれの眼まな差ざしをリディに向ける。リディもまんざらではなさそうだ。


    　そうして二人が、微ほほ笑えみを交わした瞬間。


    　リディの視線がそれた一瞬で、赤あか衣ぎぬの女以外の四人は、蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。


    　宿主としての身体能力をすべて逃走につぎ込んで、脇目もふらず、風よりも早く姿を消した。


    　残り五人が連携して戦えば、リディに勝てる見込みもあるだろう。


    　しかしその間に自分がやられるかもしれない。そうなってはたまらない。髪の毛で人を折り曲げるような化け物の相手などしていられない。──宿主は、そう考える生き物だ。


    　一人が逃げ出そうとすれば、あとは早い。一人逃げたということは、自分がやられる確率も上がるということで、だったら踏みとどまるのは馬ば鹿からしい。


    　ルッカたちの前に残ったのは、倒れたまま時折痙けい攣れんする宿主と、呆ぼう然ぜんと立ちすくむ赤衣の女。


    　しかし、赤衣の女の顔を彩いろどるのは恐怖や絶望ではなく別種の何かだった。


    「俺たちも逃げるぞ」


    　ルッカと、鈴すず蘭らんの少女を抱いたリディは自然に背中合わせになり、退路の実み桜ざくらと赤衣の女を同時に警けい戒かいしながら後退を始める。これには赤衣の女が即座に反応した。


    「待て！」


    　一足飛びに、ルッカに向かって飛び込むように間合いを詰め、勢いを乗せて細剣を突き込む。足を狙った神しん速そくの突きを、ルッカは慌あわてず短刀で剣先をそらし、細剣を踏みつけた。


    「何な故ぜ、この状況でお前は逃げないんだ」


    　逃げないばかりか、一人になってまで襲ってくるだなんて。


    　事実、彼女は冷や汗を浮かべ、口角を震ふるわせながらルッカたちを睨にらんでいた。自分が、そして自分の花が死の淵ふちに立たされていると理解している顔だ。


    「……その髪は何かしら。話を聞かせてもらうわ」


    「あれ？　今度は私？　この子じゃなくて？」


    　女は答えない。どうやらリディの髪が、赤衣の女にとって退けない理由であったようだ。


    　しゃくりあげるように息を吸いながら、女は踏まれた細剣を引き抜く。そのまま半歩退いて、剣を持った右腕を前に半身になり、牽けん制せいするように突きを繰くり出してきた。


    　すり足に近い踏み込みに合わせて銀光が閃ひらめき、ルッカも退きつつ攻撃を躱かわした。


    　急所以外を狙って切っ先が打ち込まれる。先ほどはルッカを殺してでも鈴蘭の少女を取り返すつもりだったというのに、話を聞かせてもらうと言ったとおり、何か事情が変わったようだ。適当に痛めつけて捕ほ虜りよにするつもりであるらしい。


    　しかし、剣の扱いがなっていない。


    　一撃一撃はたしかに速いが、それは宿主としての身体能力に頼ったもの。素す早ばやい攻撃だけに注力しているため、攻撃と攻撃の合間で力を持て余してしまい、動作がもたついている。


    　七度目の刺し突とつに、ルッカは片足を踏み込み、自身も半身になって、後退せずに躱した。


    　胸の前を素通りしていく細剣を、ルッカは造作もなく、短刀の腹でかち上げた。


    　鉄と鉄のぶつかる音がして、そして、宙に舞った細剣はルッカの背後に突き刺さった。


    　武器を失った赤あか衣ぎぬの女は、勢い任せで近接戦に持ち込んできた。


    　胸ぐらを摑つかんで無理やりにルッカを引きずり寄せ、至近距離から顔面を殴なぐり飛ばそうとする。


    　殴る、という攻撃は基本的な格闘術だが、蜜虫使いと宿主の高速戦闘において、考えなしには使えない。いったん腕を引かなければまともな打撃を与えられないからだ。


    　ルッカの両手を自由にしたまま、そんな大振りの攻撃を仕掛けたのは致ち命めい的だった。


    　ルッカは素す早ばやく短刀を二度突き上げ、赤衣の女の、両二の腕を貫つらぬいた。


    「うっ！」


    　小さな悲鳴があがる。


    　力が緩ゆるんだと見るや、ルッカは体を縮ちぢめて溜めを作り、そこから一気に肘ひじを突き出した。


    　ルッカの肘が、女の胸にめり込む。一点に凝縮した衝しよう撃げきが、女の体に飲み込まれ、あばらを何本か砕き折る。それでも勢いは止まらず、女の体は投げ捨てた紙くずのように吹き飛んで、落ち葉の上を転がって、やがて、倒れていた宿主にぶつかった。


    「……こいつ弱いぞ？」


    　あんまりな言い方かもしれないが、もったいぶって出てきたくせに、全くあっけなかった。


    　心配げに見守っていたリディの影で、同じく、鈴すず蘭らんの少女も不安げな顔をしている。その心配は残念ながら、ルッカに向けられてはいないようだが。
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    「ルッカ。殺してないでしょうね」


    「大だい丈じよう夫ぶだよ。手加減できる程度の腕で助かった」


    　どの程度の打撃を与えたかは感触だけでわかる。


    　しばらくは動けないだろうが、宿主ならあの程度の怪け我が、一日もかからず完治する。


    　ルッカの返事を聞いて、リディは安あん堵どの表情を浮かべた。


    　赤あか衣ぎぬの女は体を丸め、むせながら荒い呼吸をついていた。折れたあばらが臓器を傷つけないか、少し心配したが、吐と血けつした様子もないので多分大丈夫だろう。回復も早いはずだ。


    　ルッカは改めて周囲の様子をうかがう。そろそろ悲鳴を聞きつけた誰だれかが様子を見に来てもおかしくないが、今のところ庭は静まりかえり、記録室のほうからも誰も来ていない。


    　リディを促うながし、立ち去ろうとして──


    　ルッカは、首筋すじに刃物を突きつけられたと思い、身をすくませる。


    　すぐにそれは錯さつ覚かくだと気づく。しかし押し当てられた刃やいばの鋭するどさ、冷たさまで肌に残っているようだった。


    　膝ひざが笑いそうなほどの威い圧あつ感。


    　肌に焼けつくような色濃い殺気。


    　掌てのひらにぐっしょりと汗をかく。逃げるべきだ、とルッカは思った。このまままっすぐ走って、塀へいを跳び越え、街の反対側まで逃げるべきだと。


    　しかし、それができなかった。気配を感じ、弾はじかれたように振り向く。


    　倒れた赤衣の女の傍かたわら。一人の宿主が跪ひざまずいていた。


    　夜会に着ていくような藍あい色の礼服を一いち分ぶの隙すきもなく着こなした……男。


    　──男性宿主！


    　まずいとか、やばいとか、様々に危き惧ぐする言葉が、ルッカの頭の中で飛び交った。


    　男の宿主は珍しい。宿主として花に認められる男は多くないのだ。鍛え上げられた体を持つ若者のみが宿主になる。もっとも、女性でもこの条件に当てはまれば、月のものを待たずに宿主化するのだが。


    　とにかく今この場で問題なのは、男性宿主が例外なく、飛び抜けて強いという事実だった。


    　男は浅黒い肌にがっしりとした体つきで、彫ほりの深い顔に少しばかり髭ひげを蓄たくわえ、愁うれいを帯おびた表情をしている。赤毛と言うより赤銅色の髪を、獅し子しのたてがみの如ごとくに伸ばしていた。


    　最もつとも特徴的なのは、彼の仮かり花はなだ。


    　らっぱ型の巨大な仮花は、形はフヨウの花に似ているが、彼の頭部よりも大きいほどで、まるで中世の騎き士しが用いた派手な兜かぶと飾りのようだった。花弁は先せん端たんに近づくとひだ状になり、ふわりと広がっている。どことなく、南国に咲く花の風情がある。


    　そしてその色は、真しん紅く。


    　真紅の仮花がこれで三つ目。リディも入れれば四つだ。


    　男は、赤あか衣ぎぬの女を気遣づかうように、怪け我がの具合を確かめている。


    　ただそれだけなのに、ルッカの足をすくませるに足るほどの重圧を放っていた。


    「無事か。マリエラ」


    　重低音の声が、低く響く。


    　マリエラと呼ばれた赤衣の女は[image: ]せき込みながら口をぱくつかせ、何かを伝えようとしていた。


    「いい、休んでいろ」


    　男に言われてマリエラは安心したのか、糸が切れたように意識を失った。


    　それを見てとった男が顔を上げ、闇やみ色の目でルッカを捉とらえた。


    　落ち着いて見れば、それはただ黒いだけの目なのだが、闇色という他に表現を思い浮かばない。深く、あまりに深く。常人には見通せない、深しん淵えんの色だ。


    「『無花頭ペタルレス』の青年よ。我わが姉にして妹なるマリエラを傷つけた罪つみ……万ばん死しに値するぞ」


    　静かな言葉は、それでいて明白な怒ど気きを孕はらんでいた。


    　まるで空気が帯電しているように感じられた。


    　彼の怒りを買った者がどうなるか。ルッカは、わかりすぎるほどにわかってしまった。歯を食いしばって、ともすれば震ふるえそうな手を押さえる。


    「正当防衛……っても、聞いてはくれないんだろうな」


    　茶ちや化かすような言い回しなのは、緊きん張ちようをごまかすためだ。


    　ルッカは、自分がこの男性宿主に恐怖しているのだと認めざるを得なかった。


    　死の恐怖とは、何か違う。そもそもルッカは、死など大たいして恐れていない。これは根源的な恐怖とでも言うべき、絶対的強者への畏い怖ふだ。自分の心音が聞こえてきそうだった。


    　男が一歩、ルッカのほうへ踏み出す。全く無造作な動きだった。


    　散歩でもするようにゆっくりと、一見隙すきだらけの動作で。


    　踏まれた落ち葉が悲鳴を上げたとき、ルッカはすでに負けを悟さとっていた。


    「ルッカ！」


    　背後からリディが声を上げ、ルッカの金かな縛しばりが解けた。


    　リディの声を合図にしたように、男は巨体をものともせず急激に動く。


    　赤銅色の髪をたなびかせ、ルッカの懐ふところに飛び込んだ。


    　男がルッカに手を突き出す。引き裂さくのか、叩たたきつぶすのか。


    　ルッカは男の腕を絡からめ取るように、短刀で斬きりつけようとした。男はルッカの脇へ回り込むようにして、これを躱かわす。


    　ルッカが男の動きを目で追った、そのとき。


    　背中を突かれる感触があった。


    　世界のすべてが遅く、時間が間延びしていくように感じられる。


    　ルッカが目で追う速度を超え、男はルッカの背後を取っていた。


    　背中に当たっているのは、靴くつだとわかった。衝しよう撃げきが背中に伝わり、背骨に至る。


    　──まずい！


    　ルッカは蹴けりを受け流すため、男から離れる方向へ向かって、とっさに跳躍する。


    　臓ぞう腑ふの奥底が軋きしむ。骨の折れる感触。浮き上がる体。


    　爆発的な痛みが走り──。


    



    　蹴飛ばされた衝撃で、短い間だが気を失っていたようだった。


    　気がつけばルッカは研究棟の壁にもたれかかるように倒れていた。


    　壁には鼻血の跡がある。あの蹴りで吹き飛ばされて、叩たたきつけられたらしい。


    　全身が金かな槌づちで乱打されているように痛かった。口の中が極限まで鉄臭くさい。


    　息をしようとして、ルッカは[image: ]せき込む。


    　口中からの出血が飛び散り、砕けた歯の欠片かけらが転げ出た。


    　へし折られた背骨が熱い。咄とつ嗟さに受け流したが、それでも全身が軋み、悲鳴を上げている。ルッカは指一本動かせなかった。


    　何かを引き抜く音がした。マリエラの落とした細剣だろうと見当がつく。


    　足音がする。一歩、また一歩。男が悠ゆう然ぜんと近づいてくる。ルッカにとどめを刺すために。


    　──くそっ……体が、動かない。


    　このままならどうなるか、火を見るよりも明らかだ。


    　声にならない声で吠ほえながら、ルッカは体を起こそうとした。肩からひっくり返るように、ルッカは男のほうを向く。


    　しかしそれが精せい一いつ杯ぱいで、壁に背中を預けて崩れ落ちた。


    　細剣を逆手に持った男──巨大な仮かり花はなが風に揺ゆれている。


    　ただ淡たん々たんと歩いてきた彼は、当然のように躊ちゆう躇ちよなく、ルッカめがけて細剣を突き下ろした。


    「やめなさい」


    　切っ先は届かなかった。


    「ほう……」


    　リディが細剣に男の手ごと髪を絡からませ、押しとどめていた。


    　そして、男とルッカの間に割って入る。切っ先の向こうにリディの体がきた途と端たん、明らかに男の力が緩ゆるんだように見えた。離れたところで、鈴すず蘭らんの少女が心配そうに見ていた。


    「髪が動くか。なるほど……」


    　ぎろりとリディを見た男は、すでにルッカなど眼中にない様子だった。


    　それよりも注目しているのは、リディで、リディの髪で。


    　男は幾いく度どか、まぶたをひくつかせるような仕し草ぐさをした。


    　何事か考えているようだった。


    「ルッカはあの女を──マリエラを殺さなかった。これでおあいこでしょ」


    　男を見上げてリディは怒っていた。しかし、何な故ぜだかその怒り方は敵意と言うより、裏に親しさをもって叱しかりつけるような調子でもあった。


    　リディに吠ほえられた男は、小こ馬ば鹿かにしたように目を細めて笑う。


    「ふん。そう言うなら、この場は矛ほこを収めよう」


    　男が細剣を手放した。すぐにリディはそれを、髪で遠くに放り投げる。


    　男はそんなリディを、特に真しん紅くの仮かり花はなを、しげしげと観察していた。


    「……何者だ？　名は？」


    「ここで生まれた宿主よ。名前はリディ」


    　男は軽く髭ひげを撫なでる。ここで生まれた、と小さく復唱した気がした。


    「私はアーク。そう名乗っている」


    「あーそーですか」


    　リディはアークの名乗りを無視して、ルッカの前にかがみ込む。


    　アークに対して無防備に背中を向ける格好になるが、どうもアークが不意打ちを仕掛けてこないと確信している風ふうでもあった。仮に突然襲われても、髪で反撃できるだろうけれど。


    「ルッカ。動かしても大だい丈じよう夫ぶ？」


    　リディは特に心配げな顔はしなかった。ある意味、それもルッカへの信頼かもしれない。


    「へい……き、だ、……多分……」


    　かすれた声でかろうじて、ルッカは返事を絞り出した。


    　返事を聞くやリディの髪がざわめき、ルッカの全身にまんべんなく巻きつく。


    　やがて髪が持ち上がり、ルッカを抱かかえる。


    　全身を偏かたよりなく支えて、体に負ふ荷かがかからないようにしていた。


    「リディ。君は『どこまで』知っている？」


    　あいかわらず尊そん大だいだったが、アークは少し慎重に、探さぐりを入れる調子で質問をしてくる。


    　これにリディは皮肉っぽく応じた。


    「謎なぞだらけで困ってるわ」


    　リディは髪でルッカを抱えたまま移動し、固かた唾ずをのんでじっと見ていたらしい鈴すず蘭らんの少女も小脇に抱え上げた。


    　去り際、リディは背中越しにアークのほうを流し見て、捨て台詞ぜりふのように糾ただす。


    「あんた余裕ぶってるけど、私がルッカを庇かばったらそれだけで殺せないんじゃないの？」


    　アークは無言だった。それは十分に答えだった。


    「やっぱりね」


    　ちょっとだけ嫌いやみに、微ほほ笑えみを見せつけ、リディは塀へいを跳び越える。


    　アークはもう、追いかけようとする素ぶりさえ見せなかった。

  


  
    弐　ざわめく街


    



    



    


    一　暖かな幻


    



    　狭せまい部屋の寝台にルッカが寝かされ、リディと鈴すず蘭らんの少女は適当に床ゆかに座っていた。二人は先ほどから、リディの日記帳をたぐっている。壁際に旅荷を重ねてあるので、それだけで部屋はいっぱいだった。


    　ルッカたちの取った宿は、横丁の奥に建っている、縦にひょろ長い四階建てだった。大通りの歴史建築より新しいはずなのに、古びて煤すすけたような印象がある。


    　適当に煉れん瓦がを積んで造ったような建物で、一階は酒場兼食堂になっている。これはサンゼ連邦の宿で一般的な造りだ。


    　外は真っ昼間のはずだが、日当たりが悪いために部屋は薄暗い。


    「ふう……助かった、足が動く」


    　足の指を少しだけ動かして、ルッカは呟つぶやいた。


    　背骨を折ったとき、最もつとも危険なのは脊せき髄ずいの損傷だ。神経がやられてしまえば、下へ手たをすれば下半身不随になる。攻撃を受ける瞬間に受け身を取ったのが功を奏したか。


    　足が動くと言うことは、奇跡的に神経が無事だったか、身体強化によって得た自然治ち癒ゆ力だけで治る程度の損傷だったと言うことだ。あとは治るまで身体強化を維持し続ければいい。


    「それじゃよかった。治らないような怪け我がをされたら、見捨てなきゃならなかったから」


    　冗じよう談だんめかしてリディが笑う。


    　しかし冗談ではないだろう。リディがルッカと旅路を共にしているのは、現状をリディが楽しんでいるとしても、花を守るための利益になると判断したためでしかない。


    　ルッカが二度と戦えないほどの状態になれば、リディはルッカを躊ちゆう躇ちよなく切り捨てるだろう。


    「治るまでどれくらいかかりそう？」


    「密虫もあるし、一晩もありゃ起きられるようにはなるだろう。完治は当分先かな……」


    　染しみだらけの天井を見て、ルッカは深い溜ため息いきをつく。


    「それで、決まったのか？」


    「うん」


    　ルッカが問いかけると、にやっとリディが笑う。


    　宿主になったとき、人は記憶を失う。そのため、自分の名前がわかるものを持っていなかった宿主は、適当に名前を名乗るようになる。リディだって、そんな名前だ。


    　せっかくだからとリディは、宿主に関わる出来事を記した日記帳をひっくり返し、鈴蘭の少女に名前を見繕つくろうことにしたのだ。


    「命名、サージェ。つつがなく開花の準備をして、南へ旅立っていった宿主の名前だったからもらったの。……きっと、あの子はちゃんと花を咲かせたでしょうね」


    　鈴すず蘭らんの少女──サージェは、リディに釣られるように、はにかんだ笑みを浮かべた。


    　感極まったようにリディに抱きつく。絞め殺さないよう、力は加減しているのだろうけれど。


    「ありがとう。わたし、がんばって花をさかせます」


    　嬉うれしそうなサージェの頭を、リディがわしわしと撫なでる。


    　二人を見ていると、これが宿主の行動として異常な事だということも忘れてしまいそうだ。


    「ところで、リディ。状況を整理したいんだが」


    「そうね……いろいろありすぎて、頭が破裂しそうだわ」


    　リディが日記帳を荷物にしまって、座ったままルッカのほうを向いた。


    「大きな謎なぞは二つだな、あの研究所らしき建物。あそこが風見鶏フオーキヤスターの持ち物なのは間違いない。……が、何かが起こったらしい」


    　宿主の集合住宅と化した研究所。


    　結果的に逃げ出したが、それまでは統率の取れた動きをしていた宿主たち。


    　宿主を率ひきいる、真しん紅くの花の宿主たち。


    　そして、何な故ぜか捕らえられていた、宿主になりたての少女──サージェ。


    「もう一つが、リディ。お前の、それだ」


    　名指しされたリディは、いたずらが見つかった子供みたいな顔をする。


    　孤こ高こうの宿主でありながらサージェに入れ込むリディ。


    　リディに懐なつくサージェ。


    　マリエラを殺すなと言ったリディ。


    　リディを攻撃できなかったマリエラとアーク。


    「……なんか……変な気持ちになるの」


    　リディが気まずそうに視線をそらしながら言う。


    　宿主は大たい概がいそうだが、リディも例に漏もれず、宿主としての生に誇ほこりを持っている。


    　だからこそ、そこから外はずれた行動を取っている自分に戸と惑まどっているらしかった。


    「変な気持ちって、例えば？」


    「うーん……難しい、けど……」


    　しばらくリディは首を捻ひねって考えていた。サージェが真ま似ねをして同じ向きに首を傾けている。


    　かなりの長考の果て、リディは、自信なさそうに口を開く。


    「突き詰めたら『死なないで欲しい』って、感じ、かしら。サージェも……マリエラたちも同じで。だからサージェを助けたくなったし、マリエラと戦えなかった……のかな」


    　宿主は超常的な膂りよ力りよくと回復力を持つ。しかし、膂力と回復力でどちらが勝まさるかと言えば、膂力のほうだ。ただの蜜虫使いでも宿主を殺せるくらいだから、宿主同士が戦えば、意外と簡単に片方が死ぬ。適当に戦って無力化するというのは少々難しいので、もし相手を絶対に殺したくないなら、おいそれとは戦えないのだ。


    「それは、サージェも一緒か？」


    　ルッカの質問に、サージェは何度も頷うなずいた。


    「わたしも同じことを考えてました。あと、リディさんは大好きです」


    「このぉー」


    　照れたリディがサージェをくすぐりにかかって、けらけらと笑いながら二人は床ゆかの上に転がった。


    「あんまり騒ぐなよ。泊めた覚えがない女の子の声が聞こえたら、宿の人が見に来るぞ」


    「あ……」


    「ごめんなさい」


    　すぐに二人揃そろってしおらしく座り直す。


    　その動作まできっかり揃っていて、ルッカはつい吹き出してしまいそうになった。


    　ちょっと気を取り直すつもりで[image: ]せき払いすると、しっかり傷に響いた。


    「花の色に関係あるんだろうか」


    「わからない。……たしかにみんな、私と同じ色の仮かり花はなだし、私は真しん紅くが好き。だけど、同じ色だからってわけじゃないと思う」


    　同じ色の宿主だから協力し合う、なんて話はルッカも聞いたことがなかった。


    　ただ、宿主の本能に関わる作用なのだろうと想像はつく。であれば、どうにかして合理的な説明をつけられるに違いないのだ。


    「でもどうしてサージェは地下に閉じ込められてたのかな？　食べ物も与えられずに」


    　リディは少々、むっつりと怒るように言った。誰だれだって飢うえるのは嫌いやだろうが、宿主にとって、食べ物を与えられないというのは、人間が考える以上に重大な事態と思うらしい。


    　意図的に飢えさせたのだとしたら、それは宿主にとって最もつとも悪意を感じる攻撃だろう。


    「そこだよ。それがひっかかってるんだ」


    　ここで話が研究所のことに戻ってくる。


    　サージェが捕まっていたことに、アークやマリエラが無関係とは考えがたい。


    　仮にリディの『死んで欲しくない』が、アークやマリエラと両想おもいだとしよう。


    　アークたちにとってリディは『死んで欲しくない』が、サージェは違うと言うのだろうか？


    　リディは三人ともに等しく情を抱いだいていたのに、どうして。


    「まず、二年前。リディがあの牢ろう屋やに捕まってた理由だが……俺はやっぱり、人工感染の実験じゃないかと思ってる。宿主の誕生から収穫までをすべて管理する、宿主の〝養殖〟って、宿主で儲もうけてる奴らにとっての夢なんだよ」


    　宿主となるべき資格者に種を飲ませ、宿主化する前から厳重に拘こう束そくしておく。


    　こうすれば、あとは待っているだけで〝拘こう束そくされた宿主〟が一丁上がりだ。


    　気がつけば拘束されていたという、過去のリディやサージェの状況からするに、可能性は高いだろう。あの研究所が、風見鶏フオーキヤスターに関係する施設であったということも踏まえて。


    「逃げてやったけどね」


    　にやりと笑って、リディが言葉を継つぐ。自分を利用しようとした何者かの企たくらみをひっくり返してやれたのが痛快だったようだ。


    　宿主の養殖はたしかに、宿主で儲もうけてる奴らの夢だ。しかし同時に、無理だと言われて久しい。ルッカも詳しい話は知らないが、時代ごとに試みられては、ことごとく失敗してきた歴史があるのだそうだ。


    　今回も、宿主を捕まえておくための設備は、ばっちり用意した。さあこれで完璧だと思ったが、ようやく芽を出したリディは、髪を動かすという規格外の力を手にして逃げてしまった、というところか。


    　そこからどうなって、宿主だらけになってしまったのだろう。


    「研究所が宿主だらけになってる今、サージェに同じことをしている理由が謎なぞであり、鍵かぎだ。……それも、リディ相手に失敗したのと同じ方法で」


    「でも、ルッカの入れられてる牢ろうを捜してるときに見た限りでは、サージェとルッカの他に誰だれも囚とらわれていなかったし、養殖をしているとは思えないけど」


    　そこで思考は行き止まってしまった。


    　あれこれ想像はできるけれど、結論を出すには材料が足りない。


    　謎を整理したからと言って、疑問が消えるわけではなかった。


    　乾かわいた砂みたいに軽くて味気ない沈黙が、安宿の一室に流れる。


    　サージェが二人の顔を見比べて、とりあえず自分も難しい顔をしていた。


    「リディ、お前はこれからどうしたい？」


    「ルッカが動けるようになり次第、サージェも連れて街を出たい」


    　リディはあまり迷わずに答えた。


    「あの研究所とか、リディの出生に関しては、もういいのか」


    「そりゃあ、まだ気になるけれど、命あっての物種よ。私はともかく、ここにいたらサージェが危ないかもしれないもの。まあ……ルッカのおかげで、あの研究所が風見鶏の持ち物だってところまではわかった。それでおおよそ予想できたから、十分かなって」


    　アークたちが何かを仕掛けてきても、おそらくリディは安全だろう。


    　サージェやルッカがどうなるかが問題だった。未練がないわけではないようだけれど、それ以上に、深入りは危険だと判断したらしい。


    「あのアークって奴、どうしようもないくらい強かったからな。さっきの背骨で、マリエラの分は帳消しにしてもらえてると助かるんだけどな」


    「サージェを何か目的があって閉じ込めてたなら、取り返しに来るかも」


    「そしたら……多分俺は何もできないな」


    　悔くやしいがルッカの実力では歯が立たない相手なのだと、一度戦ってよくわかっていた。


    　ただでさえ男性宿主は、総じて屈強な体を持つので、宿した花による身体強化も加わって、手がつけられない強さになる。身体強化はあくまで、筋肉など既存の体組織を強化するためだ。


    　その中でもアークは特に強い宿主だった。恵まれた体たい軀くは相そう応おうの膂りよ力りよくと速力を備える。立ち居振る舞いからして強者の貫かん禄ろくを備えていた。


    「でもルッカは、もうちょっとこの街にいたいんでしょ？」


    　見透かしたように、真しん紅くの瞳が輝かがやく。


    「できれば、ね。この街では宿主絡がらみで、俺の知らない何かが起こってる。そういう出来事を探すために俺は生き長らえていたんだ」


    　宿主と、世の中の関係。矛む盾じゆんを断ち切る答え。


    　ルッカは宿主について、多くのことを知っている。少なくともルッカ自身はそのつもりだ。


    　しかし、ルッカの知識の中にルッカの求める答えはない。


    　まだ見ぬ答えが存在するとしたら、ルッカの知らない何かが起きている事件の中だろう。


    　それを探すために生きているのだから、命の危険から逃のがれるため今のカテドラルを離れるなんて、ルッカにとっては本末転倒だ。


    　──そうだ。生きる、と言えば。


    「まだ礼を言ってなかったな。すまない、ありがとう。おかげで生き延びた」


    　だるくなってきた喉のどに力を入れ直し、声がかすれないようはっきり、ルッカは感謝を述べた。


    　突然の言葉に面めん食くらったリディと、見つめ合うこと三秒。


    　それから、ぷいとそっぽを向いて、リディは早口にまくし立てる。


    「もうあんな目に遭あわないよう気をつけなさい。わかってるでしょ？　私が命懸がけでルッカを助けることだけは、絶対にしないんだって」


    　それは、リディの立場を明めい瞭りように表す言葉だった。


    「わかってる。リディのためにも、俺自身のためにも、気をつけて行動するよ」


    　ルッカは今日きよう、二度もリディに助けられた。しかし、それはたまたまリディが安全にルッカを助けられる状態だったからだ。


    「お礼なんていいから、ちゃんと私についてきなさい。一緒にいる限り、ルッカは私が困ったとき、助けずにいられないんだもの。それで十分。……いざとなったら私、とっとと逃げるから。それまではルッカの酔すい狂きようにだって付き合ってあげるわよ」


    　それは破格の待遇と言ってもよかった。


    　リディは宿主としての本能をごまかさない。だからこそ彼女の言葉には、聞こえただけの重さがあるのだった。


    　サージェは、ルッカとリディの会話を熱に浮かされたような顔で聞いていたが、唐とう突とつに立ち上がった。


    「どこ行くんだ？」


    「お手洗いですっ！」


    　何な故ぜか、サージェは力強く断言する。


    「見つからないように気をつけろよ」


    「大だい丈じよう夫ぶよ、今、近くに人の気配はないから」


    　サージェの代わりにリディが答えた。


    　それを聞いたサージェは部屋を出て、遠慮ない足音を立てながら走り去っていく。


    　会話も途切れて、狭せまい部屋は急に静かになった。


    「何なんだ？」


    「顔でも洗ってくるんでしょ」


    　こんな話聞いてるだけで赤くなるなんてウブなんだから、とリディが小さく呟つぶやいた。


    　リディはちょっと、物音を探さぐるように廊ろう下かのほうを見て、それからおもむろに表情を硬くする。


    「ねえ、ルッカ。まだもう一つ、謎なぞがあるわよ」


    「何だ？」


    「……あの子は幼すぎるの」


    　ややあって、ルッカはリディの指摘を理解する。


    「それは……宿主になるのに幼すぎる、ってことか」


    　一応男の端はしくれであるルッカには、今ひとつ口にし難にくい話題だ。


    　女性についた種子が発芽するのは月のものに惑わされて。


    　揺ゆれ動くバネ秤ばかりのように命の波動が乱みだれるために、強い力の持ち主と錯さつ覚かくし、種が宿主として認めてしまうらしい。


    　サージェが宿主となったときにも、それが起こっていたはずだ。普通なら。


    「ええ。個人差があるからなんとも言えないことだけれど……見たままの年なら怪しいわね」


    　リディは難しい顔だ。


    　サージェがいなくなるまでこの話をしなかったのは、サージェを猫可か愛わいがりしながらも、彼女に対する疑問までは捨てていなかったからだろう。


    　本人の前でしてもいい話なのか、判断できる状況にはない。


    「でもサージェは現に宿主だろ？」


    「それは……そうだけど……」


    　リディは腑ふに落ちないようだった。


    　ルッカだって、リディの違和感を頭ごなしに否定する気ではない。サージェに関してはすべてがあまりにも不確かだ。


    　はたして、とルッカは思う。


    　──彼女の真実は、俺に何をもたらす？


    　背骨の痛みを、ルッカは急に思い出した。


    



    　中天に座していた太陽も、いつしか地平に沈んでいた。明かりは電球一つきりの部屋に、閉じた窓から夜や闇あんが染しみ入ってくる。


    　日が落ちると、ルッカの滞在する部屋に、どこからか調子外はずれな楽器の音が届き始めた。階下の酒場で演奏しているらしい。まるで無理やりに盛り上がろうとしているような、虚むなしさを帯びた音ね色いろだった。


    　カテドラルはガランほど寒くないが、その分、安宿には暖だん炉ろすらない。宿主二人は全く平気そうだが、寝台に腰掛けたルッカは、外がい套とうの上から毛布にくるまっている。


    　三人は夕食を取っていた。本当ならルッカが食べ物を買いに行くところだが、大事を取って、旅の間に食べていた保存食の残りですませることにした。


    　保存食と言っても、宿主であるリディが食べる分も含むので、かなりの量だ。


    　床ゆかに敷しいた布の上に、焼き菓が子しのような携帯食料の山、大きな塊かたまりから薄切りにした干し魚や燻くん製せい肉の山、とにかく山、そして砂糖漬けの果くだ物ものの瓶びん詰めなどが並ぶ。


    「保存食が一日分残ってて助かったわね」


    「一日分が一食でなくなりそうだけどな……」


    　サージェはとんでもない大食らいだった。


    　小さな口と手を休みなく動かし、次から次へと食べ物を平らげていく。呆あきれるのを超えて、惚ほれ惚ぼれするような食べっぷりだった。食べられなかった分を取り返しているのかもしれない。


    　宿主であるリディがよく食べるのは言うまでもないし、おまけにルッカもかなりの速度で食べているので、一日分の食料が瞬またたく間に消えていく。ルッカは、口いっぱいに頰ほお張ばりたいのをこらえて、消化に悪くないようよく嚙かんで食べていた。


    　身体強化が切れたルッカを待っていたのは、反動だけではなく、自分の腕すら美う味まそうに見えるほどの、激げき烈れつな空腹でもあった。


    　宿主は超常的な自然治ち癒ゆ力を持つ。蜜虫を飲んだり、仮かり花はなの花弁を口にした場合も同じだ。


    　しかし魔法ではないのだから、体の修理にはそのための資材が必要だった。


    　急速な回復は、組織を一気に作り直すため、多量の栄養分を必要とする。宿主の場合、足りなければ花が蓄たくわえた養分を引き出して使えるのだが、人間であるルッカはそうもいかない。


    　ちゃんと栄養を補給しないと、怪け我がが治る前に干からびてしまいそうだ。


    　幸い、歯の傷もちゃんと治っていた。蜜虫を使っても、さすがに砕けた歯までは再生しないが、小さな穴やヒビくらいは塞ふさがるので、もう食事に不自由はしなかった。


    　三人とも食べることに集中しているもので、異様に静かな食卓だった。遠い潮しお騒さいのような人々のざわめきと、つっかえがちな生演奏が、右から左へ耳を抜けていく。


    　そうして、次に喋しやべったのはルッカで、そのときにはもう食べ物のほとんどがなくなっていた。


    「『ペタルレス』って、何だろうな」


    「なにそれ？」


    　リディは一心不乱に食べる主義らしく、物を食べ始めると食べ物のことしか考えなくなる。対してルッカは、食べている最中に考えごとをする癖くせがあった。食事を楽しむなんてことには長い間ご無ぶ沙さ汰ただったからだ。


    「アークが俺をそう呼んでた」


    「あー。言ってたかも」


    　リディは行儀悪く、最後に残った携帯食料を咀そ嚼しやくしながら喋っていた。申し訳程度の礼儀として口元は押さえている。


    「そのまんまの意味じゃない？　頭に〝花弁ペタル〟が〝無レいス〟──つまり、宿主じゃない人間」


    「それはわかるが……」


    　宿主じゃない人間、というリディの言葉にルッカは閃ひらめく。


    　もしかしたら、あれはアークの、己おのれも人であるという意思表示だったのか。


    「そうか……世の中じゃ普通、宿主以外だけを指して『人間』って言うからな。こいつはたしかに変だ。宿主側から見れば、〝宿主以外の人間〟を指す言葉が必要になる」


    　名前をつけるというのは、単に呼び方を規定する意味に留とどまらない。人間という大枠の中に、『無花頭』だけでなく『宿主』も存在するのだと定義し、宣言したのだ。


    　どことなく政治的な考え方だな、とルッカは思った。


    　ルッカは急に、宿主を人間の範はん疇ちゆうに含めないのは理解を拒んでいるように思えてきた。


    「無花頭。この言葉、もらうか。俺も宿主でない人間を無花頭ペタルレスと呼ぼう」


    　アークは何のために、無花頭などと言う言葉を考えたのだろう。


    「にしても、あのマリエラって宿主の服、いい趣味だったわねー」


    　リディがうっとりと、とんでもないことを言って、ルッカは飲みかけた水を噴ふき出しそうになった。水が気管に入って、ルッカは激しくむせ返る。治りかけの背骨に[image: ]せきが響いた。


    「……そうかぁ？」


    　ルッカは他人の服装になど大たいして興味ないが、マリエラの赤あか衣ぎぬがおそろしく悪趣味だというくらいはわかる。


    　あれを着たリディを想像しても、なんだか美しくない。


    「真っ赤よ真っ赤！　一番綺き麗れいな赤！　濃くもなく、薄くもない真しん紅くだわ！」


    「あの服が、いいのか……」


    「うん。欲しい」


    　リディは子供のように顔を輝かがやかせていた。


    　なんとなく宿主は、自分の仮かり花はなに近い色の装よそおいを好む。ルッカとリディは一度、古着屋を覗のぞいたことがあったのだが、そのときリディが選んだ服は安いか赤いかのどちらかだった。


    「わたしもほしいです」


    　サージェがぴしりと挙手して発言する。


    「あ、それじゃお揃そろいにできるね。あれってどこかで売ってるのかな」


    「やめてくれ、あんまり想像したくない」


    　あんなものが市販されていたらたまったもんじゃない。というのがルッカの正直な感想だった。そうだとしたら、同じ服を着ている人間が他に何人いるのだろう。


    　色が重要なのだったら、せめてもうちょっとまともな赤い服にしてほしい。


    「何にしてもサージェの服は用意しなきゃ。この格好じゃ出歩けないでしょ」


    　今サージェが着ているのは、薄汚れた検査服一枚っきりだ。見た目もよろしくないし、第一、あまりにも寒そうだ。宿主であるサージェが、寒さで体調を崩したりはしないだろうけれど、これで表を出歩いては必要以上に人目を引く。


    　逆に言えば、宿主である彼女たちが服を着る理由などそれくらいのもので、年とし頃ごろの少女らしい洒しや落れっ気など持ち合わせていない。気にするのは色くらいだ。


    「私の着替えで、サージェも着られそうなのはあったかな？　できれば紅あかいので」

  


  [image: ]


  
    「紅あかい服がいいってのは、花を飾るためか？」


    　ルッカが聞くと、リディはきょとんとした顔になる。


    「そういうこと……かな？」


    「素しろ人うと考えだけど、真しん紅くの花を引き立たせるなら、おとなしい色の服を着たほうが花が目立つんじゃないかなあ」


    「んー、目立たせたいのとはちょっと違うのよね。言ってみれば、全身で花になりたいって感覚かな？　だから花に近い色で体を飾りたいの。サージェはいいわよね、綺き麗れいな赤毛で。今は埃ほこりっぽくなってるけど、洗ったらきっと、輝かがやくようになるわ」


    　リディは愛いとおしげに、同時に少しだけ妬ねたましそうに、サージェの髪に優やさしく手て櫛ぐしをかけた。


    　服に限らず、身に纏まとう色すべてに、花と同じ真紅を求めたいようだ。


    「リディさんの目だって、赤くてステキじゃないですか。髪の毛はそめられますけど、目はそめられませんよ？」


    「ありがとね。……染せん髪ぱつかぁ。私は髪を武器にしてるから、変な癖くせがつきそうなことはしたくないのよ、残念だけど。っと、そうだ、服の話だっけ」


    　リディは背しよ負い子この荷物をほどいて、柔らかな赤色の上じよう衣いを引っ張り出した。冬物らしい厚めの布だ。袖そでの部分がところどころすぼまって、数じゆ珠ずつなぎのようになっている。


    　本来なら上下で一揃そろいの服なのだけれど、上衣の丈たけが長めになっているので、リディとの身長差を考えれば、サージェに着せる分にはちょうどいいだろう。


    　リディが広げた服を、サージェは、目を皿のようにして見ていた。


    「あんまりいい色じゃないけど、とりあえずこれ着てなさい」


    「いえ、十分です。ありがとうございますっ」


    　サージェは、色に不満がないわけではないようだが、それよりも、リディが自分のために服を見繕つくろってくれたことが嬉うれしいようだった。


    　受けとるなり検査服を脱ごうとするので、ルッカは慌あわてて目をそらした。しめやかな衣きぬ擦ずれの音が、幾いく度どか。ルッカが天井の染しみを数え終わるよりも早く、サージェは着替え終わった。


    　服を替えただけなのに、がらりと印象が変わっていた。体に華やいだ色をのせると、それだけで、子犬のようにつぶらで黒目がちな目や、シミ一つない白い肌など、本来持っていた魅力が引き出されてくる。


    　服に髪、そして仮かり花はなと揃った色は、まるで服までが花の一部として地続きであるかのように錯さつ覚かくさせて、鮮せん烈れつな真紅の輝きが、花ではなくサージェによるものであるかのように思わせた。


    　リディは、全身で花になると言っていたが、なるほどたしかにサージェは花を体現しているようにも見える。


    　もっとも、服の丈が太ももの途中までしか届かなかったので、このままだと寒そうなのは変わらないし、靴くつも用意しなくてはならないが。


    「何か下に穿はかないと、かえって目立つかな。えーと……」


    　リディが荷物を漁あさり続ける傍かたわらで、サージェは、ぺたぺたと着ている服を触っていた。


    　笑いをこらえるみたいな嬉うれしそうな顔で、いつまでも服を触っていた。

  


  
    二　冬風の使者


    



    　翌日、だいぶ日が高くなり、背中が痛まないことを確認し、ルッカは動き出した。


    　この日も空気は乾かわいて冷たかった。青すぎる空に雲の影はなく、時折、鳥が飛んでいく。


    　玄関から宿を出たルッカは、窓からサージェを連れて抜け出したリディと、離れた場所で合流した。この行動は単に、宿側から見つからないようにするためだ。潜せん伏ぷく先をアークたちに知られないため、ではない。宿主が宿主を探すのは、『命のにおい』がわかる以上、そう難しくないそうで、隠れるだけ無む駄だだとまでリディは言った。宿くらい、とっくに割れているだろう。


    　──厄やつ介かいだが仕方ない。研究所の連中が、俺たちを見逃のがしてくれれば助かるんだが。


    　多少の危険を冒おかそうとも、ルッカはこの街の様子を探さぐりたかった。


    　ルッカ自身が危険な目に遭あっても自じ業ごう自じ得とくだが、それにリディたちが巻き込まれるのは忍びない。昨日の様子からするにリディは狙われないだろうから、危ないとしたらサージェか。


    　──そのときは……俺が時間を稼ぐ間に、リディがサージェを連れて逃げてくれるかな？


    　リディとサージェは、手を繫つないで楽しげに歩いていた。相変わらず仲がいい。


    　どういう風の吹き回しか知らないが、『死なないで欲しい』が本気なら、リディはサージェを守ってくれるだろう。


    　外出の目的は三つだ。宿主二人に十分な食事をとらせること、サージェの着替えを買い足すこと、そして何より、謎なぞの宿主たちについて探さぐること。


    　そこでまず、ルッカはリディたちと別行動して情報収集することに決めた。


    　ルッカが探したのは、保存食や天幕など、旅に使う道具を主に扱う雑貨屋だ。そういった店は、外から来る人間と街について話をするのに慣れているし、噂うわさにも敏感だろう。


    　覗のぞき込んだ横丁にそれらしい店を見つけ、ルッカは足を踏み入れる。狭せまくて薄暗い店内には、縄や木箱が積み上げられ、天幕の布の匂においが立ちこめていた。


    「失礼、旅の者だが、ちょっと話が聞きたいんだ。この街で宿主が──」


    　そうルッカが言いかけただけで、打てば響くように反応が返ってきた。


    「あんた、悪いときに来ちまったねぇえ！」


    　店番をしていた老女は、しわくちゃの顔をゆがませて、苦々しい口調で言った。それほどまでに宿主を、心底憎んでいるようだった。


    「……何があったんだ？」


    　話が一足飛びになってしまい、これではルッカにはわからない。


    「なんだ、見たんじゃなかったのかい？　あいつらが好き勝手しているところを」


    　老女は首をかしげながらも、知る限りのことを説明してくれた。


    　もとからこの街には宿主が多かったそうだ。風見鶏フオーキヤスターの本拠地なのだから、それも当然だろう。


    　しかし、こそこそと暮らしていたはずの宿主たちが、ある日突然、大手を振って通りを歩くようになった。老女いわく、宿主が街に出てくるのはこれまでと同じだが、ちょっとした諍いさかいで人死にが出るようになってしまったそうだ。


    　肩がぶつかったのどうの。


    　陰口を叩たたいたのどうの。


    「なんでも、飲み物を引っかけちまっただけの子供が叩き殺されたなんて話もあるそうじゃないか。まさしくあいつらこそ悪魔よ」


    　怒りに肩を震ふるわせて、よく通る声で老女は語る。


    　ルッカは、じっと黙って聞いていた。噂とは歪ゆがむものだし、仮に殺したのが事実だとしても宿主が無意味に人を殺すとは考えがたい。しかし、事情を知らないルッカが一方的に否定するわけにもいかない。


    　ともかく、リディへの妙な視線の理由はわかった。住人が宿主を怖こわがっているのだ。


    「それは、いつ頃ごろからなんだ？」


    「さあ。二年は前じゃないと思うけどね。いつの間にかだよ」


    　そうなると、リディが逃げ出した頃はまだ、この街も普通の街だったのだ。たったそれだけの間に何が起こったのだろう。


    「……駆除特務は何をしてるんだ」


    　いくら駆除特務の動きが抑えられているサンゼ連邦であっても、最低限の仕事くらいはするはずだ。市民に死者が出ているのに黙っているとも思えない。


    　この規模の街であれば、絶対に駆除特務が駐留しているはずなのに。


    　しかしルッカの言葉を聞いて、老女は鼻を鳴らす。


    「あいつらは役立たずだよ。噂うわさじゃ、宿主どもの根城に乗り込んだけど、逃げ帰ってきたと」


    「宿主の根城……」


    「そうそう。なんだか知らないが一か所に集まって暮らすようになったらしいね。せっかく集まってるなら、大砲でもぶち込んでやりゃあいいのに、まったく」


    　解決できなかった駆除特務に対して、憤ふん懣まんやるかたないといった様子だが、これはさすがにしょうがないとルッカは思った。


    　駆除特務は花狩りベスキユラムと同じで、一人の宿主に寄ってたかって攻撃する戦いに特化して、そのための戦闘術を磨みがいている。だからこそ宿主に勝てるのであって、決して、個々の隊員がルッカみたいに強いとは限らない。


    　大量の宿主を相手に回せば、駆除特務が負けるのは確実だ。大砲でもぶち込んでやればいいと老女は言ったが、そんなおおざっぱな戦い方では大半に逃げられて、逆に手痛い反撃を食らうだろう。


    　そう考えたところで、ルッカは老女の話に妙な部分があったと気づく。


    「ん？　待ってくれ、逃げ帰ってきたと言ったか？　死んだんじゃなくて？」


    「そうさ、だから役立たずだと言ったんだ。おおかた、怖こわくなって戦いもしないで尻しつ尾ぽを巻いたんだろう。駆除特務が、あんな腰抜けの税金泥棒だとは思わなかったよ！」


    　老女はそう言って語気を荒らげるが、ルッカが気になったのはそこではない。駆除特務が例の研究所へ乗り込んだのが本当なら、死人が出ていないのはおかしいのだ。自分たちを殺しに来た駆除特務に、宿主が手加減するとも思えなかった。


    　ともかく、カテドラルで起きていることはおおまかに把は握あくできた。


    　──大勢で群れるようになって、駆除特務も無力化して……それで恐れるものがなくなって、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞っているということか？


    　何が起きているかはわかったが、しかし、どうしてこのような事態になっているのか、さっぱりわからない。宿主はばらばらに暮らすのが常であるのに、急に群れを作ったのは何な故ぜか。研究所を奪われた風見鶏フオーキヤスターは何をしているのだろう。


    「宿主の動きについて、他に何か知らないか？」


    「嫌いやな話ならいくらでもあるよ。どこそこの店で品物をたかられたとか、どこそこで──」


    　飯屋で食べるだけ食べて、勘定を踏み倒す。売り物を強ね請だり取る。金を払ったかと思えば、財さい布ふが盗品だったりする。郊外の牧場では家畜を盗まれたところもある。


    　ルッカは怒れる老女によって、そんな大量の噂話を二十秒で耳に詰め込まれた。


    「い、いろいろ聞かせてくれてありがとう」


    「礼を言うなら何か買ってきな。街を歩くときは宿主に気をつけるんだよ」


    　ルッカは結局、焼き菓が子しのような保存食を一食分だけ買った。


    　店を出て、ルッカは通りを見渡す。


    　相変わらず緊きん張ちよう感と沈黙に満ちていて、人々の顔は暗い。


    　圧制下にある都市などはこんな空気なのかもしれない。太た刀ち打ちできない強大な力に、見えざる手で首根っこを摑つかまれている重圧感。それが、道行く人々から流れ込んでくるようだ。


    　ルッカはたしかに宿主の幸せを願っている。それでも、こんな状況をよしとする気にはなれなかった。どちらかが一方的に搾さく取しゆするのでなく、釣り合いのとれた関係を作る方法をこそ、ルッカは探しているのだ。


    　ぼんやりと考えごとをしながら通りを見ていると、急に人の流れが変わった。滞とどこおりがちだったり、足早だったりと、焦あせるような雰囲気がある。


    「ルッカ、そっちは終わったの？」


    　大きな紙袋を抱かかえたリディが声をかけてきた。持っているのは古着だろう。どこかで履はき物も買ったようで、サージェが裸はだ足しではなかった。


    「ああ、話が聞けたよ」


    　雑貨の店で聞いた話をかいつまんで話すと、リディはなんとも言えない表情になる。


    「どうりで、やたらと怖こわがられると思ったわ。履き物とかの代金払ったらすごく驚かれたし」


    「やっぱりな。昨日、干し肉を買ったときみたいな感じか」


    「追い返されるよりはいいけどね。ちゃんと買い物はできるし。……それで、ルッカはどうしてこんなことになってるか、調べに行くんでしょ？」


    　ルッカは神妙に頷うなずいた。


    　奇妙な事件が起きているこの街で、ルッカは学べることがあるかもしれない。簡単に言えば、この街では宿主が人間を支配しているような状況だ。宿主が生きる上での、人間社会との関係のあり方。その手がかりくらいは摑めるかもしれないと、ルッカは期待していた。


    　しかし、ただ観察したいと思うだけではなく、問題が起きているなら解きほぐしたいとも、強く思っていた。どちらの意味でも、まずは自分の足で調べて回らなければなるまい。


    　ルッカの真剣さを見て、リディは柔らかく微ほほ笑えんだ。


    「いいけどね。まず、今はご飯。忘れないでね」


    「忘れてないよ。食事は抜かしちゃいけない」


    「あの、今さらですけど……わたしまでご飯をいただいていいのでしょうか。いっぱい食べると、お代も高いですよね？」


    　おずおずと申し訳なさそうに言ったサージェを、感極まった様子でリディが抱きしめる。関節とか頸けい動どう脈みやくが極きまってないか心配なくらいの勢いだった。


    「そんなこと考えなくていいから！　お腹なかいっぱい食べなさい！」


    　ちなみに、財さい布ふの紐ひもはルッカでなくリディが握っている。


    　収入の大部分は、リディの仮かり花はなを蜜虫売りに売ってまかなっているので、当然の帰き結けつだった。


    「お金のことは気にしなくていいのよ。あとで、稼げるところに連れていってあげるから」


    「リディ。その言い方はすごく人さらいっぽいぞ」


    　冗じよう談だんはともかくリディは、宿主として生きる術すべを少しずつサージェに教える気でいるようだ。


    　収入を得る方法や、宿主を狙う者の罠わなから逃のがれる方法など、生き延びるための知識を早期に得られるかが、宿主の生死を分ける重要な要素なのだ。


    　しかしリディは、知識や力がないために宿主が死ぬことを、間引きのようなものだと言ってはばからなかった。どうしてサージェに限ってここまで親身になっているのか、その理由も探さぐりたいとルッカは思っていた。


    「まずは適当に、安く大量に食えそうな店を探すか。ついでに、宿主をどこかで見つけられたら、話を聞きたいんだけどな」


    「そう都合よくもいかないでしょう」


    



    「いったな」


    「いったね」


    　大たいして苦労することなく、ルッカは宿主を発見できた。


    　だいたい、宿主が何のために街へ出るかと言えば、食べ物を目当てにしている可能性が高い。同じく食べ物を目当てにしているルッカたち一行が鉢はち合わせるのは必然だった。


    　しかも、人の流れに特徴がある。この街では、宿主がいるところ人が避けて歩き、それでいて遠巻きに監視しているような節ふしがある。人の流れに目を向けていれば、見つけるのはすぐだった。


    　そこは人通りが多い大きな十字路の角の部分に当たる、青空料理店だった。屋台で調理した焼き物料理を出しているようで、まばらな人垣の向こうから見ているルッカのところにまで、油の跳ねる音と、炭火の匂においが漂ただよってくる。


    　机と席がいくつか並んでいるが、そのうち一つしか使われていない。唯一の客が宿主なので、客に避けられているようだった。


    　長い金髪がよく目立つ、青い花の宿主が悠ゆう々ゆうと料理を食べていた。


    　塗装がはげかけた食卓の上に、皿が山を作っている。なかなかの売れ行きと言いたいところではあるのだけれど、料理を作っている青年が悔くやしさに歪ゆがんだ顔で、歯を食いしばりながら作業しているのだから穏やかではない。


    「どうするの？」


    「あの宿主に声をかけてみよう。話が聞けなければおとなしく退散するけど」


    　一人っきりでいるところなら、数で有利なルッカたちのほうが心理的にも優位に立てる。


    　聞きたいことはいろいろとある。宿主たちが何をしているのか。宿主による殺人の話は本当か。その他諸もろ々もろ。正直に話してくれるか、どこまで知っているかわからないが、やれるところからだ。


    「ルッカ、あれ」


    　いよいよそちらへ向かおうとしたとき、リディが声を上げた。


    　青い花の宿主が立ち上がっている。どうやら食べ終わったようだ。


    「間が悪かったかな。行っちまうか？」


    　それならそれで仕方ないと思ったが、なにやら様子がおかしい。


    　宿主が立ち上がるなり、屋台から青年が飛び出していた。


    　右手に商売道具の包ほう丁ちようを持って、彼は宿主の行く手に立ちふさがった。


    「いい加減にしやがれっ！」


    　青年は吠ほえる。力を入れすぎて震ふるえる包丁。涙すら浮かべて怒りに燃える目。


    　相対する宿主は、そんな青年の様子を、うるさそうに見ていた。


    「毎日毎日、当然みたいな顔してタダ飯食いやがって！　この屋台構えるのだってカツカツだったんだ。俺はこのままじゃ破産だ！　いい加減、金を払え！」


    「やだ。お金持ってないし」


    　何でもないことのように宿主は答える。


    　さすがのルッカも背筋すじが冷えた。横暴だとか、犯罪行為をしているだとかは聞いていたが、利己的にすら見えない。法律も道徳も、彼女の考えにはない。しかし彼女は至って正気なのだ。


    　一方、青年のほうは宿主の返答に、はらわたが煮えくり返った様子だった。


    「こんの野郎ぉおおおお！」


    　喉のども裂さけよとばかりに屋台の青年が絶叫した。


    　素そ知しらぬふりで歩いていた人々も、思わず動きを止め、どよめく。


    　その怒ど号ごうにさえ、宿主が動じた様子はなかった。


    　刃物を持ち出されたと言っても、武器は単なる包丁で、持つのがただの料理人では、宿主である彼女には恐るるに足らず。めんどくさいなあ、とでも思っていそうな顔でしかなかった。


    　しかし青年は、隠し持っていた何かを取り出す。


    　彼の左手に小瓶びんがあった。その形と大きさは、ルッカにとって見慣れたそれだ。


    　その瞬間、遠目にもはっきりと宿主の顔色が変わった。


    　一対一の状況で、素しろ人うととは言え蜜虫まで使う。


    　──それはダメだ。


    　ルッカは弾はじかれたように走り出した。


    「待て、まずい！　やめろ！　危ねぇ──っ！」


    　焦燥のままに、青年の絶叫に負けないほどの声量で怒ど鳴なりながら、ルッカは駆ける。


    　しかしルッカの声など聞いていなかったのか、聞こえても無視したのか、青年は蜜虫の小瓶びんを呷あおっていた。


    　青年の顔に赤い葉よう脈みやくが刻まれた。蜜虫による身体強化だ。


    　素す早ばやく瓶を投げ捨てて、青年は腰だめに包ほう丁ちようを構える。


    「ぶち殺──」


    　青年は、それ以上喋しやべらなかった。


    　宿主に顔面を殴なぐりつけられて首がちぎれ、赤い葉脈を刻んだ生首だけが、蹴け鞠まりのように飛んでいってしまったから。


    　頭を失った首から鮮血が滴したたる。びしゃりと、粘着質な音を立てて地に落ちる。


    　青年の体がぐらりと傾かしいで、そして背中から倒れたとき、ようやく群衆から、思い出したように悲鳴が上がった。甲かん高だかい悲鳴、野太い悲鳴、悲鳴が悲鳴を呼んで波紋のように広がり、潮しおが引くように人々は逃げ出した。


    　一度、人の流れができてしまえば、事件を目撃しなかった人もなんとなくそれに流される。ルッカは、反対方向に向かう人波をかき分けて、宿主と死体のところへ向かう。


    　ごった返していた十字路は、急に人が減った。


    　ルッカたち三人と、青い花の宿主、腰を抜かした数人を残し、ぽっかりと空間ができた。


    　近くの店の中へ逃げ込んだり、通りの離れたところで足を止める人もいて、あちこちから視線が感じられる。これではまるでルッカたちが包囲されたかのようだ。


    「……あなたは？」


    　何もかも手遅れになってから、事件の中心部へ辿たどり着いたルッカ。


    　逃げようとしないルッカを、青い花の宿主は不思議そうに観察している。


    「通りすがりの旅行者だよ」


    　力なくルッカは応じた。


    　無力感と後こう悔かいが、重く肩にのしかかる。


    　ルッカは、目の前で死んだ人間にいちいち同情するほど感傷的な人間ではない。しかし青年がむごたらしく死んだのは、宿主が人間を解さず、人間が宿主を解さず、そのために無用の犠ぎ牲せいが出たのであって、ルッカが心を痛める事態だった。


    　あそこで蜜虫など使えば青年は殺されるとわかっていた。


    　ルッカにとってこれは、単純に自身の落ち度だった。どうにも蜜虫が一般的でない地方の感覚が染しみついている。カテドラルを含むサンゼ連邦では、一般市民が簡単に蜜虫を手に入れられるのだ。あそこで蜜虫が飛び出すと想定していたら、もっと早く動けていた。


    　──どうすれば、彼は死なずにすんだ。


    　直線的な見方をするなら、悪いのはそこにいる宿主だ。宿主憎むべし、となる。


    　しかし、例えば青年が宿主の考え方を知っていれば、あそこで不用意に蜜虫を持ち出したりはしなかっただろう。だいたい宿主だって、普通は本気で食い詰めるまで食い逃げなどしない。どうしてこんなに軽々しく食い逃げができるかと言えば、この街の現状が原因であって。


    　どこからか足音が近づいてきて、ルッカはもの思いから醒さめる。


    　遠くで、まばらな人垣の一つが割れていた。数人の男がけたたましい足音を立てて走ってくる。蜜虫を使っているのか、馬のような勢いだった。


    　近づいてくると、彼らの顔に例外なく、赤い葉よう脈みやくが刻まれているのを見てとれた。


    　駆除特務は、南方の国々では宿主を見つけ次第積極的に駆除しているが、こちらでは宿主相手の警察みたいな立場に落ち着いている。したがって、有事に駆けつけてくるのは駆除特務であるのが普通なのだけれど、どうにも違うようだった。


    　服装も、手にした武器もばらばら。共通点と言えば、全員がつけている水色の腕章くらいか。腕章には風車の羽根のような意い匠しようが縫ぬわれていた。


    「いたぞ、あそこだ！」


    　男の一人が胴どう間ま声ごえを張り上げて、隣で宿主が身じろぎする。いくらか助走をつけて、走りながらちょっと身をかがめ、道脇の建物の低い屋根まで跳ね上がり、彼女はそのままどこかへ消えていった。


    　やってきた男たちは、死体とルッカの前で足を止める。


    　駆けつけた男たちの一人は、初老の婦人を背負っていた。超高速の走りに揺ゆさぶられて目を回しかけていたが、彼女は下ろされるなり、奇妙な声を上げる。


    「ひぃいいーっ！」


    　喉のどを震ふるわせて婦人は叫んだ。声がかすれて消えると、彼女はふらふらと、首なし死体に歩み寄る。やがて彼女は跪ひざまずき、血塗れた胸に顔を埋めて、わんわん泣き始めた。


    　どうやら殺された青年の母親らしい。


    　白くなりかかった髪。皮が余って皺しわ深くなった手。肉が垂れ下がった頰ほお。


    　長い年月をその身に刻み年輪を重ねた女性が、まるで赤子のように身も世もなく泣きわめくさまは、ルッカですら身がすくむほどに、想おもいの深さを感じさせた。紅あかく染まった青年の胸に大粒の涙がしみこんでいく。


    　元凶である宿主が逃げたために、まるで泣き声に呼び寄せられたように、周囲に人が戻り始めていた。通り過ぎていく人よりも野や次じ馬うまのほうが多かったが。


    「ん、君は誰だれですか？」


    　駆けつけた男の一人が、ルッカに問いかける。どこか慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな匂においを纏まとった、自分が偉いと勘違いしている小役人みたいな喋しやべり方だとルッカは思った。


    　三み十そ路じを過ぎたくらいの、がっしりした体格の男だ。警棒を片手に持っている。ただ、それは警棒と言っても対人武器ではなく、宿主と戦うために作られて駆除特務などで使われている、撲殺用の凶器だ。男たちは揃そろいの腕章をつけていたが、ルッカに声をかけた彼だけは、腕章に鋲びようが打ってあった。


    「食事を取りにきた旅行者ですよ。目の前で事件が起こって……」


    　なんとなく、こういう男には、自分は余よ所そ者ものだと言ったほうが面倒がない気がした。


    　ルッカの予想どおり、彼は少しだけ態度が丁てい寧ねいになった。


    「それは不運でしたね。申し遅れました、我われらは『冬風の使者』の見回り部隊第一班です」


    「冬風の使者？」


    　聞き返したルッカに、男は鷹おう揚ように頷うなずいた。


    「左さ様ようです。我々は市民の生活を宿主から守るために活動しております」


    　──なるほど、自警団ということか。


    　駆除特務が無力化されても、黙って宿主に蹂じゆう躙りんされているだけではなかったわけだ。格好いいのか格好悪いのか微妙な名前は、とりあえず脇に置いておくとして。


    　見たところ、練度も装備も、本物の駆除特務には遠く及ばない。


    　それでも立ち上がった理由は、カテドラルをこのままにしておけないという信念か。


    「この場で何が起きたか、少々お話をお聞かせ──」


    　部隊の隊長であるらしい男は、警察か駆除特務がするように、ルッカから話を聞こうとする。


    　そのときだった。


    「何をしているの！」


    　叫んだのは、青年の死体に縋すがって泣き伏していた母親。


    　死体を尻しり目めに、見回り部隊の男たちが屋台を漁あさっていたのだ。主に金目のものを。彼女は、じゃらじゃらと硬貨のぶつかり合う音で気がついたようだ。


    　母親はおぼつかない足取りながら、略りやく奪だつをやめさせようと動き出す。


    　しかし彼女を、隊長が制した。


    「いや、『何』と言われましてもね。我々がこうして活動するにも先立つものが必要でして、いや、本来であればご子息から出動費をお支払いいただくのですが、こうなっては……」


    　相変わらず慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな調子で。


    　当たり前の行為だ、おかしいのはあなたのほうだと言外に匂におわせて。


    　息子の死で真っ青になっていた母親は、今度は怒りで真っ赤になった。息子が死んだばかりだというのに、その息子の生きた証あかしの一つを、ハゲタカが屍し肉にくを喰くらうように荒らされるのは、傷口に塩を塗り込まれるように感じただろう。


    「この悪魔！　外げ道どう！　あなた方には人の心がないの!?」


    「なんだと！」


    　指差して非難された若い隊員が、母親に食ってかかる。


    「あのなあ、俺たちが活動できなくなったら、誰だれがお前らを守るんだよ！　タダ働きじゃやってられねえんだ。仕事をした分は金を払うのが常識だろ!?」


    　若い隊員は母親の顔の間近から、つばを飛ばして怒ど鳴なりつける。


    　怒鳴る彼の口調に、下げ卑びた響きがないのが印象的だった。金をたかっているという感覚は全く持っておらず、これは正当な対価の徴収であると、正義を確信して母親を非難しているのだ。


    「そんな！　息子の命を守れなかったのに──」


    「呼ぶのが遅ぇんだよ！　俺たちだって、もっと早く来てればやりようがあったんだ！」


    「呼、呼ぶ……だって、私に知らせに来たのは、あなたたちで、私は……う、うううう」


    　途切れ途切れの言葉から察するに、冬風の使者を呼んだのは母親以外の誰だれかだろうし、母親が本当に問題にしているのはそこではないような気もする。


    　怨えん嗟さを込めて母親は唸うなった。あまりの怒りに、もう言葉すら出ないのだ。唸り声だけが徐々に高まっていく。ゆであがったように真っ赤な顔になった母親は、遂ついに怒りが限界を超えたのか、突然、糸が切れたように倒れた。石いし畳だたみで頭を打ったらそれこそ死にかねないので、さすがにルッカが受け止める。


    「申し訳ありません、お見苦しいところを」


    　母親が倒れたときには助けようともしなかった隊長だが、ルッカにだけは形式的に詫わびた。


    「あんたらな──」


    　あんまりな所しよ業ぎようにルッカが文句の一つもつけようとしたときだ。


    　ルッカのほうを見て、隊長は硬直する。目を剝むいて、頰ほおを痙けい攣れんさせて。


    　視線の先に何があるか悟さとって、ルッカは懐ふところに手を差し入れ、蜜虫の瓶びんを一つ握る。


    「宿主だぁ！」


    　隊長が声を張り上げた。


    　遠巻きに成り行きを見ていたリディとサージェが、ルッカの背後のその向こうにいた。


    　──ああ。やっぱりこうなるのか。


    　先ほどの態度から金にならない仕事はしない主義かと思ったのだが、そう甘くはなかったようだ。あるいはプライドのため、衆人環視の中で宿主を見逃のがせない、という判断か。


    　屋台を漁あさっていた男たちがリディたちのほうに駆け寄り、密集して布陣する。


    　一ひと塊かたまりになって武器をちらつかせることで、相手が宿主であっても攻撃を躊躇ためらわせる効果くらいはあるのだ。まだ全員、蜜虫の効果で顔が紅あかい。


    　リディと男たちの距離は、身体強化があればひとっ飛びだが、一般的な人間の感覚からすれば安全圏に思える、という程度の距離だった。男たちは武器を並べて、少しずつ前進する。


    　こうして追い返すのが普段のやり方であるらしい。


    「消えろ、人殺し！」


    「そうだ！　薄汚い宿主が！」


    　そして、男たちは罵ば声せいを浴びせた。


    　青年を殺した宿主が逃げるところは、彼らも見ていたはずだ。対象がいなくなってしまったので、代わりにリディに言っているのだろうか。もしくは彼らにとって宿主は誰だれでも同じなのか。


    　サージェは不安そうにリディにしがみついていた。


    　リディがこれだけ強いのは、触しよく手しゆ化した髪という反則的な武器や、実戦経験の豊富さの賜たま物ものだ。そのいずれも持っていないサージェは、体の小ささもあって、宿主として最弱と言える。


    　だからこそ必死で、リディはサージェを庇かばうように男たちを睨にらみつけていた。


    　──まずいな。


    　リディがサージェのために行動するのはどの程度までか、ルッカにも読めない。もしかしたらリディ自身にもわかっていない。サージェに死なれたくないとは言っていたのだから、下へ手たをすれば、この場にいる冬風の使者を皆殺しにするくらいはやってしまうだろう。


    「それ以上、一歩でも近づいてみなさい。挽ひき肉以下の大きさになるまでちぎってあげるから」


    　リディの髪がざわめくが、男たちは気づかない。


    　このまま近づけば全員同時に首を絞められることになるだろう。


    「黙れ、人殺しが！」


    「脅おどしには屈しないぞ！」


    　男たちは、乏しい語ご彙いで吠ほえ立てる。


    　複数の宿主を相手に、本来ならもう少しは用心深くなるところであっただろう。いかに外見が小柄な少女と、さらに幼い少女の二人であっても、リディたちは宿主だ。


    　しかし、庇うように抱き合う二人の少女という、いかにも無力そうな情景は、それだけで男たちを強気にさせていた。じりじりと距離を詰めていく。


    　悪態の一つもつきたいのをこらえて、ルッカは蜜虫を飲んだ。


    　喉のどが焼け、首筋すじから頰ほおにかけてひりつく痛みが刻まれる。


    　足の指まで力が通った、そう思ったときにはルッカはもう一陣の風となっていた。


    　短刀は抜かない。一ひと塊かたまりになった男たちの前に割って入り、武器を無理やりもぎ取っていく。


    「あっ」「え？」「うわ！」「なっ！」


    　武装解除するまでに一秒足らず。


    　突然現れて高速で動く謎なぞの物体に、彼らは叫ぶしかできなかった。間合いの取り方から十分判断できた。こいつらは全員素しろ人うとだ。蜜虫を使っての高速戦闘に、頭も体もついていけない。


    　呆ぼう然ぜんとする男たちの前に、ルッカは立ちふさがった。


    　大小様々、指と指の間に、奪い取った刃やいばを挟はさんで。警棒は持ちきれなかったので投げ捨てる。


    「その辺にしとけよ」


    「なななななな、なんだお前は!?」


    　隊長らしき男が全員を代表したように慌あわてふためく。


    　ルッカは、自分の目つきが悪いのを自覚していた。おかげで、刃物を持って凄すごむと、危ない奴に見てもらえることもよくわかっていた。客観的に見れば実際に危ない奴かもしれないが。


    「この子らは俺の連れなんでね。心配しなくても騒ぎは起こさないから、どうか放っといてくれないかなあ……」


    　そう言ってルッカは、刃やいばの側面から挟はさみ込むように力を込めた。


    　刃が砕ける。


    　ひび割れて砕けた鉄片が、数本の剣の残ざん[image: ]がいが石いし畳だたみに落ちて不協和音を響かせた。


    「ね？」


    「ひい！」


    　男たちは、情けない声を上げて色をなくした。


    　往おう生じよう際ぎわ悪く踏みとどまろうとしていたが、次第に、身体強化した人間や宿主相手に、武器を失った自分たちがどれだけ不利か悟さとったようで、がたがた震ふるえ始める者もあった。


    「う、うわ、うわあああああああ！」


    　一人が滅め茶ちや苦く茶ちやに叫びながら逃げ出した。


    　こうなると総崩れになるのは、人間も宿主も同じだ。彼らは転がるように逃げていった。


    　その姿が見えなくなるまでルッカは見送っていた。


    「演出過剰だったか？」


    　要するに、脅おどすのが一番手っ取り早かったのだ。


    　やりすぎたかと思って、照れまじりに聞くと、リディもサージェも目をキラキラさせていた。


    「かっこよかった」


    「かっこよかったです」


    「……そりゃどうも」


    　手放しに賞賛されるのも、逆に気まずいように思えて、ルッカは意味もなく頭を搔かいた。


    「しかし、本当に駆除特務は来なかったな。代わりに来たのがあいつらだ」


    　冬風の使者が逃げていった方向をルッカは見やる。


    　自分たちが動けなくなったら、誰だれが人々を守るのかと言っていた。今の駆除特務はそうした仕事が本当にできていないのだろう。だからと言って、冬風の使者のやり方は認めがたいが。


    「駆除特務が動かないのは、宿主を殺したくないからだろうな。あそこは性質的に、出動した以上、宿主を殺すか、最低限でも宿主を殺そうとしなきゃならない。でも──」


    「宿主たちを刺激したくない」


    　リディが先回りして言葉を継つぎ、それにルッカは頷うなずいた。


    　どこの駆除特務だって、標的の宿主を取り逃のがしたことくらいあるはずだ。しかし、大量の宿主に寄ってたかって攻撃され、撃退されるというのは初めての経験だろう。


    　背後にあの大群がいると考えれば、迂う闊かつに手を出せなくなる。


    「それにしても、どうして周りの街とか、サンゼ連邦から駆除特務に応援が来ないのかしら？」


    　リディの指摘に、ルッカは歯車が嚙かみ合ったような心ここ地ちだった。


    「そうか……連邦の一部って言っても、カテドラルだけで国に当たるのは変わらないからな。ただの都市よりも独立度が高いんだ。駆除特務が全滅したとかならともかく、全員無事でやってる以上、周囲や連邦が介入する理由も特にないんじゃないか」


    　都市国家という特殊な環境を選び、さらに駆除特務をあえて殺さず、適度に痛めつけるという行動。それが偶然の産物とも思えない。研究施設の宿主だって、ルッカを殺さずに捕えた。


    　ルッカが見る限り、街で好き勝手している宿主たちは、本当に好き勝手しているだけだ。しかしどうにも、この街の現状そのものは、おそらくはアークたちが緻ち密みつな計算のうえで作為的に操作して作り出したものではないかと思えた。


    　今、ルッカは、巨大な罠わなの上に立っているのかもしれない。


    　アークたちが〝何か〟に向かって仕掛けた、必殺の陣の上に。


    　──目的は何だ。どうするつもりだ。


    　まだそれを見定めるには、材料が足りなかった。


    「とにかく。これだけ騒ぎになってたら、冬風の使者がまた別口で来るかもしれん。その前に移動するぞ。……飯を食おう」


    「おー」


    　サージェがのんきに相づちを打った。


    　去り際に、ルッカは青年の死体をちらりと見る。蜜虫を飲んだために焼けるような感覚がある喉のどを撫なで、ルッカは、苦い想いを飲み込んだ。


    　──最初から蜜虫を飲んでいれば、殺された青年と宿主の間に割って入れただろうか。


    　間に合ったかどうかはわからない。しかし、身体強化があればひとっ飛びの距離だ。


    　一瞬の、ほとんど無意識の判断だった。


    　体が限界に近いのだから、蜜虫を使いすぎないようにしようと思っていた。そのせいで、青年を止めようと飛び出した時、蜜虫の使用をためらった。


    　ルッカが目指すのは、宿主と人間の調和。その手段を残された時間で探すのであれば、青年一人のために命を切り売りする選択は、たしかに間違っていただろう。


    　しかし。


    　──どうせ蜜虫を使うことになるなら、最初から使っていればよかった……


    　今からそんな事を考えてもしょうがないのはわかっているが、それでもルッカは悔くやまずにはいられなかった。


    　ルッカたちの向かう先で、人垣が割れ、散ちり散ぢりになり、歩く道をあけた。

  


  
    三　それぞれの意図


    



    　遅い朝食のあと、ルッカはリディたちだけ先に戻らせ、蜜虫売りを探した。


    　ルッカは特に当てもなかったが、通りをちょっと歩けば蜜虫屋は見つかった。無関係な二つの店に挟まれて、地下へ潜る階段があって、その上に見慣れた小瓶びんを象かたどった看板が出ている。湿っぽくべたつく階段を下りていくと、『蜜虫アリマス』と書かれた鉄の扉があった。


    　中に入ったルッカは、思わず息を呑のむ。


    　三列の棚たなにところ狭せましと蜜虫の瓶が並んでいた。ざっと計算しても二百服は陳列されているだろうか。棚には鍵かぎと鉄てつ格ごう子しこそつけているが、堂々とこれだけの数を店に並べている光景など、サンゼ連邦に入るまでは見たことがなかった。


    　同じ瓶がずらりと並んでいるが、棚ごとに栓せんの色が違う。


    　蜜虫は濃度が何段階かある。体に耐性がついてくると、薄い蜜虫では効き目が出なくなるので、その都度、濃いものに替えていくのだ。こちらでは、栓の色で濃度を区別できるようにしているらしい。一般市民にまで蜜虫が流通している、サンゼ連邦ならではの配慮だった。


    　ルッカが店に入ったとき、ちょうど、大柄な老人が棚の鍵を開けて新しい瓶を並べているところだった。この店の主らしい。ルッカの他に客はいなかった。


    　ルッカを見て、彼は朗ほがらかに笑う。


    「おう、ボウズ、入り用か」


    　ルッカの知る蜜虫売りにはありえない、気さくな笑みだった。何しろ彼が相手にする客のほとんどは、犯罪者ではなく一般市民なのだ。おかげで買うほうも気楽なものだ。


    「オヤジ、五号の蜜虫はあるか？」


    　ざっと棚を眺ながめたルッカは、目当てのものが店先には並んでいないと気づいた。


    　ルッカの言葉を聞いて、店主の笑みが凍こおりつく。


    　よもやという顔だ。畏おそれか、憐あわれみか。


    「ボウズ、今、なんと言った」


    「五号の蜜虫はあるかと聞いたんだ」


    　睨にらむようにしばらくルッカを見ていたが、店主は、棚の補充に戻りながら軽くあしらう。


    「知らんなら教えておくぞ。蜜虫はな、濃いものを飲んだからと言って、より強くなれるわけではない。薄い蜜虫では効き目の出なくなった奴が──」


    「だから、それだ。間違いない。四号じゃ効かないんでね」


    　今度こそ店主は手を止め、ルッカのほうに向き直った。


    　驚きに目を見張り、頭のてっぺんから足の先まで、なめ回すようにルッカを見る。


    「なんと……」


    　嘆たん息そくするようにそう言うと、棚に鍵をかけて、奥のほうへと引っ込んでいく。


    　一番奥は帳場だったが、昔ながらの道具を揃そろえた調剤台も設しつらえられていた。帳場の奥の棚たなには、店先の棚とは違う色の栓せんをした蜜虫が並んでいる。


    「ボウズ、余よ所そ者ものか」


    　重々しい声で店主が問うてきた。なんとなくそれは、ルッカを、蜜虫売りの誇ほこりにかけて手ぶらで帰してはいけない客だと定めたようでもあった。


    「どうしてそう思う？」


    「俺ぁこの街で蜜虫を売って五十年だ。その年で五号を飲むようなガキがいれば、俺が知らないなんてありえない」


    　言われてルッカは苦笑した。


    　蜜虫が自由に流通しているサンゼでは、もしかしたら自分くらい蜜虫を飲んでいる奴も珍しくないかとルッカは思っていたが、そうでもなかったようだ。


    　サンゼ連邦に限らず、カテドラルの周辺では、歴史的にも蜜虫が自由に流通していた。これは市民からの求めに政治が応じたものと言うより、カテドラルを拠点としている一大蜜虫組織『風見鶏フオーキヤスター』が、周辺地域にも強大な政治力を誇るためだった。サンゼ連邦に限らず、カテドラルの周辺では、歴史的にも蜜虫が自由に流通していた。


    　市民が蜜虫を持つのも当たり前で、警察ですら常に蜜虫で武装している。ただ、蜜虫の使用がいかなる害を体にもたらすか、人々が知識を持っているので、無む闇やみに使いはしないらしい。


    「まあ、前は〝よくない蜜虫〟ばっかり飲んでたからな」


    「なんと……」


    　ルッカが使っていたのは安く手に入る粗悪な蜜虫ばかりだった。質のいい蜜虫は高値であるというのもあるが、ガランの方ではなかなか手に入らなかったのだ。おかげで耐性がつくのも早かった。


    　店主は目を瞬またたかせる。深い洞どう窟くつに風が吹き込むような長い溜ため息いきをつくと、彼は後ろの棚から、真っ赤な栓をした瓶びんを取り出した。


    「八つほどもらっていいか」


    「ああ。……ボウズ、この蜜虫で何をする。あと何年生きる心しん算ざんだ？」


    「護身用だよ。あと何年生きるかは、正直、俺が聞きたい」


    　自じ嘲ちよう気ぎ味みにルッカは言った。


    　どんなに長くても十年は生きられないだろうと、ルッカはもう諦あきらめていた。経緯を考えれば自じ業ごう自じ得とくのようなものだが……為すべきことを探している今、時間に制限があるのは痛い。


    　受け取った小瓶を、ルッカは明かりに透かしてみる。


    「さすがカテドラルの蜜虫。透き通ってるな。これで、連邦通貨でいくらになる」


    「八千でいい」


    「……ありがたいが、そんなに安くていいのか？」


    　サンゼ連邦の入り口辺りで、同じく五号の蜜虫を買ったが、そのときは一服が千二百だった。


    　しかし店主は鷹おう揚ように手を振って、にっと笑った。


    「いいさ。どうせ五号を買う奴なんざ、そういないんだ。今はただでさえ蜜虫が余ってるしな」


    　宿主の仮かり花はなを新鮮なうちに生食すれば、使用者の耐性に合わせた効き目が出て、身体強化の作用を得られる。しかしこれは本当に摘つみ立てでないと効果が出ないので、常に宿主と行動を共にしているルッカのような者でなければ、そうそう使う機会がない。


    　蜜虫とは、この仮花を加工して、保存可能にしたものだった。


    　しかしそれでもなお、保存可能なのは三か月程度にすぎなかった。そのため蜜虫の値段は簡単に変動する。だからこそ、蜜虫の流通を取り仕切っている風見鶏フオーキヤスターなどの組織では、国際的な動向まで見極めたうえで厳げん密みつに生産調整しているはずのだ。


    　蜜虫が余るというのは何かが起こったときだ。単に予測を誤った場合もあるが。


    「蜜虫が余ってるだって？　どうしたんだ」


    　ルッカが聞き返すと、店主はちょっとばつの悪そうな顔をした。まずいことを言ってしまった、という顔だ。


    「その、ちょっとな……」


    「オヤジ、その話詳しく聞かせてくれ」


    「勘弁してくれ。あんまり、外聞のいい話じゃないんだ」


    　渋る店主にルッカも食い下がる。中途半端な嫌いやがりようから、知られたら身の破滅になるような話でもないように思えた。ならば、もう一押しで話が聞けるかもしれないと思ったのだ。


    「別に言いふらしたりはしない。なんならもう一瓶びん買ってもいいから──」


    「ああもう、しょうがねえな。余よ所そ者もののお前になら喋しやべっても構わないか。べらべら言いふらすんじゃねえぞ」


    　ちょうどよく他に客がいなかったから、というのもあるのだろう。


    　店主は案外あっさりと折れてくれた。


    「……今、この街で宿主どもが何をしてるか知ってるか」


    「知ってる」


    「あいつらがな、仮花を売りに来るのさ」


    　店主は難しい顔をして言った。


    　カテドラルの街を我わがもの顔で闊かつ歩ぽする宿主たちは、この街のほとんどの人間にとって頭が痛い問題だろう。死人が出ている時点で皆が脅おびえるし、先ほどルッカが見たような、堂々とした食い逃げに悩まされている料理店も多い。


    　そんな中で、宿主とまともに商売をしている話というのは、たしかにあまり広まってほしくないだろう。


    「別に俺だけじゃない。もとから仮花を買ってた奴のところには、結構来てるんだ。追い返そうとして暴れられても困るからな」


    「金を何に使うんだ？　だって食べ物はかっぱらうなり、料金を踏み倒すなり──」


    「それは街をうろついてる連中の話だな。あいつら、まとめて食料を買ってるんだよ。……飯屋からは悪魔みたいに思われてるようだが、米や肉を売ってる奴ぁ儲もうけてる」


    　ルッカははっとした。


    　てっきり食べ物はすべて略りやく奪だつしているのかと思ったが、たしかに大量の食料をため込む部屋があったことを考えれば、買い付けを行っていると考えたほうが自然だった。


    　では、あの研究所にいる宿主たちは、概おおむね真っ当に集団生活をしているということか。仮かり花はなを売り、食べ物を買い……風見鶏フオーキヤスターによる中抜きがない分、収支にも余裕が生まれているだろう。


    「そうか、宿主がどいつもこいつも犯罪行為をやってるわけじゃなかったのか」


    　宿主の視点から見れば、真っ当にやっていると言うよりも、経済を生かしているのではないかとルッカは考えた。


    　店から巻き上げた食べ物だけですべてをまかなっていたら、街中が商売あがったりになって、立ち行かなくなってしまう。それは後先考えずに街を食い潰つぶす選択だ。


    　宿主たちは、継続的に、計画的に、街を支配しているのだ。


    「で、俺ら蜜虫売りは仮花を買った以上、蜜虫にしなきゃ丸損だろ？　普段より多く出てるんだから、そりゃあ余るって話だ。一年ぐらい前、宿主どもが暴れ始めた頃ころから、だんだん蜜虫は安くなってたんだが、ここ最近は特にひでえ。商売あがったりだぜ」


    　蜜虫組織は宿主をたぶらかして支配下に置き、適てき宜ぎ仮花を採取する代わりに、駆除特務や花狩りベスキユラムから保護していた。


    　仮花をどれだけ徴収し、材料として供給するかは、蜜虫組織のさじ加減で決められる。


    　宿主が勝手に集まって、自分たちだけで活動し始めた今、その調整がきかなくなっていると言いたいわけだ。


    　だがルッカの視点はもう一つ上にあった。


    「輸出はどうだ？」


    「そう急には増えないね。他よ所そへ売れたらまだマシだったんだが」


    　店主はそんなものだと考えているようだが、ルッカは妙だと思った。


    　カテドラルにとって、蜜虫は主要な輸出産品だ。周辺地域へ蜜虫を供給する、一大生産拠点でもあるのだ。


    　かと言って、カテドラルだけですべてを補っているのではない。


    　風見鶏はどうせこの地方全体で蜜虫の供給を握っているのだ。周辺での生産を抑えて、カテドラルからの輸出品を流すという手を使えたはず。特に今では、共にサンゼ連邦の一部なのだから、輸出の障壁も少ない。


    　──もし風見鶏があえてそれをやらないか、やれないのだとしたら、何な故ぜだ？


    　ルッカはこの街に関する現状認識を修正した。


    　宿主たちが何かをしているだけではない。


    　風見鶏フオーキヤスターにも何かが起きているようだった。


    「……いや、ありがとう。面おも白しろい話だった」


    「お、おう……まいどあり」


    　口止め料のつもりで一服分余計に代金を払って、ルッカは店を出る。


    　店主は狐きつねにつままれたような顔をして、それを見送った。


    



    　ルッカが宿に戻って来たとき、リディとサージェは双すご六ろくのような遊びをしていた。


    　二人して寝台の上に座り、厚紙の盤ばんを広げた上に、賽さいを振っている。盤には、歩兵や騎兵をかたどった小さな駒が並んでいた。


    「どこから持ってきたんだ、そんなもの」


    「あっ、おかえりなさい、ルッカさん」


    「下の酒場に置いてあったのよ。誰だれもいなかったから、こっそり借りてきたの」


    　にまっとリディは笑った。髪の毛の先がくるくると動いている。


    　酔客や宿泊客に供するための遊び道具が、宿の一階にある酒場兼食堂に、いくつか置かれていた記憶がある。この時間、酒場は閉め切られて鍵かぎもかかっていたはずだが、リディは髪で鍵を開けて持ち出したらしい。


    「いいけど、気がつかれないうちに返してこいよ」


    「はいはーい。……あっ。サージェ、そこでいいの？　こっちの騎兵でそこの弓兵殺やれるわよ」


    「ああっ」


    　リディに指摘されて、サージェは打ったばかりだった手を戻した。そして、口をへの字に曲げて盤面とにらめっこしている。


    　どんな遊びなのかルッカは知らなかったが、リディがおそろしく手加減しているのだけはルッカにもわかった。それで楽しいのかと言えば、真剣に取り組んでいるサージェより、手加減しているリディのほうが楽しそうだったりする。必死で次の手を考えるサージェを、どうしようもなく愛いとおしげに見つめていた。


    　しかし、だらしなく口元を緩ゆるませていたリディが、急に表情を硬くした。


    「……リディ？」


    「シッ」


    　口元に指を当てるリディ。何事かわからないが、ルッカとサージェも息を殺す。


    　リディが音を立てず、滑るように扉の前まで移動した。


    　そっと扉に手をかけて待機する。


    　そして、唐とう突とつに扉を引いた。


    「うわあ!?」


    　リディが開けた扉を追いかけるように、手の甲をこちらに突き出した男が転がり込んできた。


    　軽く扉を叩たたこうとしたようだが、それに合わせてリディが扉を開けたのでずっこけたようだ。


    　そのまま男は床ゆかに、三人の真ん中に突っ伏してしまう。


    　若い男だった。


    　体は細い。と言うよりも貧弱で、肌も白く、少なくとも肉体労働者ではないだろう。糊のりのきいた服や短く整えられた髪は、こざっぱりとして、学者のような雰囲気だ。


    　ルッカは素す早ばやく、男の首筋すじと両手に視線を走らせた。


    　紅あかい葉よう脈みやくはどこにも浮かんでいない。蜜虫は使っていないようだ。


    「客よ、ルッカ」


    　リディが扉を閉め、鍵かぎをかける。


    「ひい！」


    　突っ伏していた男が飛び起きた。部屋の中からであれば鍵も開けられるが、退路を断ったという印象を与えるには十分だった。


    　しかも部屋の中を見回せば、物ぶつ騒そうな雰囲気の男が一人と、宿主が二人。


    　情けないほど青くなった男は両手をあげて叫び始める。


    「大だい丈じよう夫ぶです！　敵意はありません！　大丈夫です！　敵意は──」


    「静かに」


    　壊れた蓄ちく音おん機きのように同じ言葉を叫び続けるので、ルッカは仕方なく男の喉のど元もとに短刀を突きつけて黙らせた。一応、こっそり宿を取っている身だ。


    　男は縮ちぢみ上がって声を失う。


    　必要以上に威い圧あつする気はないので、男が静かになったら、ルッカは短刀を鞘さやに収める。


    　それでもまだ男は、陸おかに打ち揚げられた魚みたいに口を開閉していた。とことん荒あら事ごとに慣れていないらしい。


    「落ち着け。何も、取って食いはしないんだから」


    「はい！　ありがとうございます！」


    　先ほどより音量は落ちたが、男はがくがくと震ふるえながら、まだ叫んでいる。


    　緊きん張ちようすると声が調節できなくなるらしい。


    「あの……お水」


    「うひゃっ」


    　細い飲料水の瓶びんをサージェが差し出した。男はサージェの顔と瓶を交互に見ていたが、やがて意を決したように、一息に飲み干す。


    「……ふう。申し訳ありません」


    「申し訳ないかどうかはこれから俺が決める。お前はどこの誰だれだ？」


    　ようやく、男の顔色がマシになったところで、ルッカが質ただす。


    　蜜虫も使わず単独で訪ねてくるのだから、そこまで警けい戒かいはしていないが、この状況で怪しまないほうが無理というものだ。何気なく腕を組んでいるような格好で、ルッカは懐ふところの蜜虫と短刀に手をかけていた。


    「ぼ、僕はレオナルドです。レオとお呼びください。『冬風の使者』創設者の一人です」


    　控えめに胸を張って、レオは静かに名乗りを上げた。


    　その瞬間、リディは宙に髪をうち広げてサージェを庇かばい、ルッカは蜜虫を懐から抜き出して、栓せんに指をかけた。


    「さっきの仕返しか？　それとも、詫わびでも入れに来たか？」


    「しっ、仕返し？　詫び？　ななな、なんのことですか!?」


    　レオは本気で泡を食った様子で、逆にルッカがちょっと戸と惑まどう。


    「さっき、冬風の使者と名乗る連中に絡からまれたんだ。なんだ、それで来たんじゃないのか？」


    　ルッカが順を追って成り行きを説明すると、レオの顔はみるみる青くなっていった。


    「そ、それはなんと言うか……申し訳ないです」


    「別に俺たちは無事だったからいいんだが、それよりも、無理やり金を巻き上げるのはいいのか？　あんな脅きよう迫はくまがいの仕事は感心しないな」


    「どうしても財政が厳しくて……それは本当です」


    　そんな言い訳で納得はせず、ルッカはじろりとレオを睨にらむ。


    　レオは気まずそうに視線をそらして縮ちぢこまっていた。


    「す、すいません。見回りをやってる人たちに言っておきます」


    「駆除特務が動けなくなってるんだから、あんたらはたしかに必要だろう。だったら、ちゃんと仕事を続けられるように気を遣つかうべきじゃないか」


    　街の人を守ろうという、志だけは立派だ。宿主の側に傾いてしまった力関係を引き戻す要素として、それ自体はルッカにとっても好ましく映った。


    　しかし、あれでは街の人々に対して不誠実すぎないか。道徳的な問題ではなく、あれでは逆に周囲からの支持を失ってしまうだろう。金銭的にもますます厳しくなる。


    「肝きもに銘めいじます。……まあ、さっき駆除特務の話が出ましたが、実は駆除特務の人たちも冬風の使者には協力してくれているんです」


    「それ、本当？」


    　リディが横やりを入れて、レオはちょっと嫌いやそうな顔をした。さっきからレオはルッカにばかり語り、リディたちのほうは見ようともしていない。嫌けん悪おと言うよりも恐れているようで、やはり宿主に対する感情というものがあるのだろう。


    「なるほどな。駆除特務としての通常業務はできないけれど、市民を守る仕事はしたい。それで隊員が冬風の使者に個人的に協力する体てい裁さいを取って、見回りと宿主の追い払いをやってるのか。見上げた公こう僕ぼく魂だましいじゃないか」


    　さすがに、ルッカが見た見回り部隊にはいなかったようだけれど、まともに戦える人材も皆無ではないようだ。彼らに関しては金の心配もないだろう。


    「ええ、まあ……そういうことです。見回りを手伝ってもらっています。僕は腕っ節ぷしに自信がないもので、宿主たちの監視を仕事にしているんですけれどね。変な動きをしていないか、宿主たちの根城をずっと見張っているんです」


    　ようやく本題がみえてきた、という気がした。


    「あなたが逃げてきた研究所です。宿主たちは『温室』と呼んでいます」


    　ルッカが捕まったり逃げたところも見ていたと、レオはそう言いたいらしい。


    　温室とは、また皮肉のきいた名前だとルッカは思った。あそこでは宿主の養殖実験が行われていたらしいのだから。


    「それで、俺に話を聞きに来たってのか」


    「はい。えーと……ルッカさんでしたよね。あなたは……いえ」


    　レオは、ちょっと居い心ごこ地ち悪そうに宿主二人のほうを見てから訂正した。


    「あなた方はどうして、温室の宿主たちと敵対しているんですか？」


    　抽象的な質問なのは、要するに全部説明してくれと言っているわけだ。


    「俺が捕まったのは、冬風の使者の関係者とでも間違えられたからじゃないかね。はたまた駆除特務か。そりゃ捕まえて、尋じん問もんくらいするだろう」


    「私はルッカを捜しに行ったら、この子を見つけて助けたの」


    「わたしは気がついたら、温室のろうやにいました。あそこで宿主になったんだと思います」


    「ちょ、ちょっといっぺんに喋しやべらないでください」


    　前後の脈みやく絡らくなく、三人が三様の意見を述べたので、話が著いちじるしくこんがらがった。


    　改めてルッカが話を整理する。温室の前を歩いていたら捕まった話。囚とらわれていたサージェ。助けに来たリディ。そして、温室を束たばねる、真しん紅くの仮かり花はなの宿主。


    　……宿主と戦っているレオに話してはややこしくなるかと、リディが温室で宿主化したらしい話や、リディとアークたちの間にあった正体不明の絆きずなについては、伝えなかったが。


    　うんうん唸うなりながら聞いていたレオは、最後にはうーんと唸りきってしまった。


    「それじゃ……今温室にいる宿主と皆さんは、特に関係がないってことですか？」


    「少なくとも味方じゃないし、だからって敵対なんて言えるほどの状態でもないと思うな。近くを通ったら酷ひどい目に遭あって逃げてきたってだけだ」


    「だって、捕まったはずのあなたを、真紅の仮花の宿主が救い出して行ったんですから。よもや仲間割れかと期待したんですよ」


    　本気で残念そうにレオが言う。ルッカにこれを言うのは八つ当たりみたいなものだろうが、対処療法的に街を警備するしかない現状にうんざりしているようでもあった。


    「リディは俺と一緒に旅をしてるんだ。ちょっと変わった縁があってね」


    「はあ……」


    　レオは生返事をする。理解しがたいと思っているのかもしれないし、その辺りの事情には興味がないのかもしれない。


    「しかし、別に嫌いやみで言うわけじゃないが、ずっと監視してたのに、リディがあいつらの仲間かどうかわからなかったのか」


    「十分嫌みですよ、それ。……僕たちがわかっているのは、温室の宿主を束たばねているのが、真しん紅くの仮かり花はなを持つ四、五人の宿主だってことだけです」


    　アークとマリエラの二人だけではなかったらしい。


    　あの正体不明の絆きずなで結ばれた宿主がまだいると言うのか。


    「しかし四、五人って、数すら確定できてないのか？」


    「そいつらはあまり街に出てこないかと思えば、突然カテドラルの外に出かけていったり、動きを摑つかめていないんです。いつも二人くらいは温室に残っているようですが……」


    　レオの説明を聞いて、もしかしたら、とルッカは思う。


    　もし、温室に集まった宿主たちも、誰だれが頭を張っているかよくわかっていないのだとしたら、リディは仮花の色だけで、外から戻ってきたのと間違われて、招き入れられたのかもしれない。


    「ん？」


    　ルッカは、レオの話から重要な要素が一つ、欠けているのに気づく。


    「ところで、温室が何だったのかは把は握あくしているのか？」


    「はい。役場で登記簿を調べました。あれはハイバー製薬という製薬会社の研究所ですよ。胃腸の薬なんかを作っているところです」


    　こともなげな答えにルッカは絶句する。


    「……あそこはもともと、風見鶏フオーキヤスターの宿主研究所だ」


    「ええっ!?」


    　レオは本気で驚いていた。


    　風見鶏は蜜虫組織だ。あそこが風見鶏の研究所だったのは、宿主の動向と何か関係がある可能性も高い。それを、まさか。温室の宿主と戦うと言っておきながら把握していないとは。


    「そんな、本当ですか？　でも、うーん、それは……」


    　──こいつら大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。


    　うろたえるレオを見て、ルッカは他意なく心配になってきた。


    「……もう用は終わりか？」


    「あ、いえ！　あの、お願いがあるのですが」


    　レオがずいっと顔を寄せてくる。


    「僕は少し離れた建物から、温室を監視しているんです。それで、ルッカさんが警備の宿主数人と戦っているのを見ました。……あれは、凄すごかったです」


    「よしてくれ、結局捕まったんだから」


    「いいえ！」


    　レオの声が熱を帯おびる。


    「駆除特務から手伝いに来てくれている人が訓練してるのも見ましたが、あなたほど強い人はいませんでした。どうか、僕たちに協力してください。なんでしたら、用心棒として雇われる形でも構いません。お願いします！」


    　言い終わるや、レオは深く頭を下げた。


    　こざっぱりした後頭部を、ルッカたち三人は揃そろって見つめる。


    　冬風の使者とやらは、戦闘力としてはほとんど、数を頼りにした素しろ人うと集団のようだ。駆除特務が非公式に支援しているといっても、心こころ許もとないことに変わりはないだろう。


    「俺が温室と敵対してるなら、敵の敵は味方だと思ったわけか」


    　それで勧誘に来たと言うわけだ。


    　レオは頭を下げたままだ。必死さの表出ともとれる。


    「財政が厳しいんだろ。俺を雇ったために強ゆ請すりが増えるとか、そんなのはゴメンだぞ」


    「それは……なんとかしますから！　背に腹はかえられないんです！　お願いします！　あなたのような方が加われば……まだまだ助けられる命があるかもしれません！」


    　レオの言葉は、ルッカには極めて虚むなしく聞こえた。


    　──まあ、そうだよなあ。


    　つばが苦く感じる。なんとなく、ルッカにとっては鼻につく言い回しだった。


    　レオは命という言葉を、当たり前に、人間の命だけを指す言葉として使っているのだろう。


    　宿主たちが好き勝手をしているとすれば、そんな状況が望ましくないのはルッカも同意だった。街の人を殺されて、レオたちが穏やかでないのも理解できる。


    　しかし、彼らの視点は人間の側にしかない。


    　それはルッカの求めるところではないわけで、うっかり同じ道を歩こうものなら、お互いに不幸になるのではないかと直感した。


    　請うけるか断るかであれば、断りたい。だがルッカは、踏みとどまってもう一度考えた。


    「条件がある。まず確認したいが、お前は一番上の人間じゃないんだな？」


    「え、ええと……そうですね。一番上って言ったら、アンソニーかなあ」


    「じゃ、そのアンソニーって奴と、ちょっと話をさせろ。その結果次第だ」


    「まあ構いませんけれど……」


    　レオは首をかしげていた。


    「よし、決まった」


    　手を一つ打つと、意外に大きな音がして、レオがすくみ上がる。


    「ア、アンソニーをここまで連れてこなければいけませんか？　彼も多忙なので、明日か明後日くらいになるかもしれませんが──」


    「なんとか今日きよう中に会えないか？」


    「僕らの事務所までご足労願えるのでしたら、可能です」


    　レオは、話がとんとん拍びよう子しに進んでほっとしているようでもあったが、どうしてルッカが急ぐのかわからないとでも言いたげだった。


    「わかった。レオ、ちょっと先に出ていてくれ。すぐに準備する」


    　ほとんど部屋から追い出すような勢いでレオを送り出すと、どこか躊躇ためらいがちに階段を下っていく足音がした。


    　リディが、渋い顔をしていた。


    「あいつ、どうしてもルッカだけと喋しやべりたかったみたいね。私には話を振らなかったもの」


    「まあ……そんなもんだろ」


    「ルッカ、本当にあれに協力するの？　ルッカの出した答えがそんなだったら、ちょっと幻滅なんだけど」


    「成り行き次第じゃ協力するかもしれないが、別にそれが答えってワケじゃない」


    　本気で協力したいのではなく、アンソニーとか言う親玉と話がしたいとルッカは思っていた。


    　レオは見回り部隊に注意してくれると言っていたが、ルッカは自分の口から、見回り部隊の行ぎよう状じようをアンソニーに叩たたきつけようと考えたのだ。それで、すぐさま改めるような人物であるならよし。そうでなければ、場合によっては──まあ、会ってみてからだ。


    「じゃ、ちょっと手伝ってくれ」


    　ルッカにそう言われて理解したらしく、リディは、溜ため息いきとも深呼吸ともつかない息を吐はき出した。


    



    　ルッカたちが向かったのは、カテドラルの外はずれのほうだった。


    　歩いていると、徐々に建物が低くまばらになり、手入れされていない空き地が増え、廃はい墟きよや廃はい屋おくが目立つようになる。


    「この辺りの地区は四年くらい前に、駆除特務が自分たちで殺した宿主の死体処理に失敗して、宿主を開花させてしまったんです」


    　聞いてもいないのにレオが説明する。


    「冬でしたから、種子が飛んだところで種はみんな死んでしまうんですが……住んでいた人たちが怖こわがって逃げ出したり何なりで、寂さびれてしまって。もともと、街の中心部から外れて、人も少なかったですから」


    「それをいいことに、お前らが勝手に住み着いてるってわけか」


    　身も蓋ふたもないルッカの言い方にレオは苦笑した。


    「人が多いところを拠点にしていては、危険ですからね。もし温室の宿主が攻めてきたら、周囲の人を巻き込んでしまいます。……家賃の問題があるのは否定しませんが」


    「今まで宿主が実際に攻めてきたことはあるのか？」


    　ルッカにそう聞かれたレオは、かなり気まずそうな表情になった。


    「……ありません。情けない話ですが、脅きよう威いと見なされていないのだと、僕は考えています」


    「いや、それでいいじゃないか。目をつけられて潰つぶされたらそれで終わりだけど、今は宿主を追い払う活動ができてるんだろ。正面から戦って負けるよりも意義があると思う」


    「はあ……」


    　ルッカは掛け値なしの本気で言ったのに、レオは生返事を返しただけだった。それっきり、どことなく思い詰めたような表情で黙り込んでしまう。


    　何かまずいことを言ってしまったのかと思ったが、ルッカはそれ以上追及せず、そっとしておいた。


    　しばらく歩いて辿たどり着いたのは、もとは安宿だったらしい建物だ。


    　外観は酷ひどいものだったが、人の住んでいる気配がたしかにある。


    　犯罪組織ばりの恫どう喝かつを見たばかりなので一応ルッカは警けい戒かいしたが、窓から誰だれかが素しろ人うと臭くさくこちらを覗のぞいていたりで、あまり危険な雰囲気は感じなかった。


    　玄関を入ると、見張りらしい男が二人、椅い子すに座っていた。


    　剣を壁に立てかけて、近くの小さな机には蜜虫が置いてある。


    　二人は低い机にだらしなく足をのせて、くつろいだ格好で無む駄だ話をしていた。緊きん張ちよう感がない。


    　レオとルッカに気づいた二人は、今さらのように剣を取って立ち上がった。


    「レオ、なんだそいつは」


    「僕の客人だ」


    　非常に簡潔な説明だった。ある意味的確かもしれない。


    　男たちは何事か考え込みながら、ルッカを無遠慮に観察している。


    「短い間だが傭よう兵へいとして雇いたいと思ってる」


    「それで連れてきたのか」


    　そして男たちは、断りもなくルッカの身体検査を始めた。


    「すみません、一応、蜜虫は預からせてもらいます」


    　レオがすまなそうに言った。


    　その間にも男たちは、衣服のあちこちを確認していく。ついでに頭髪もかき分けられて、仮かり花はなを切った跡がないか確かめられた。宿主の潜入を警戒しているのだ。


    　ルッカの持ち物はといえば、金貨一枚と蜜虫一瓶びん、あとは愛用の短刀だけだ。見張りの男たちは蜜虫と短刀を抜き出して、もとは帳場だったらしい机に置く。


    「そっちは持っててもいいか？」


    　ルッカが短刀を指差して聞くと、男たちはちょっと戸と惑まどった様子だったが、案外あっさり返してくれた。蜜虫さえ取り上げてしまえば大だい丈じよう夫ぶという判断だろう。第一、ルッカが武器としている短刀は大たいして迫力がなく、彼らが手にしている安物の剣と比べても押し負けてしまいそうだ。持たせておいても平気だと判断したのだろう。


    　だめでもともと、と思って聞いたのだが、返してくれるとは。


    　この時点でルッカは、冬風の使者という組織のいい加減さを感じた。


    　今、見張りは自分の判断でルッカにこれを渡したように思えた。上のほうの判断を仰あおぐことさえなく、自分で。現場に判断を任せると言えば聞こえはいいのだが、限度があるだろう。


    　──無軌き道どうに行き当たりばったりで活動してしているだけ、って印象だな。


    　財政が逼ひつ迫ぱくして、とりあえず市民からの徴収を強化するというのも、つまりは目先のことだけ考えたからか。


    　とにかく、これでレオを交えて冬風の使者の幹部に会える。まずはそれを見てからだ。


    　身体検査を終えたルッカは、そのまま奥へ通された。


    「この時間ならいるはずですよ」


    　なんでも、人手不足なので幹部であっても、時間によって見回りに出ているらしい。


    　見張りの片方とレオに挟はさまれる形で、一階の奥にある少しだけ広い部屋に案内される。


    　見張りの男が扉を叩たたくと、すぐに返事が返ってくる。


    「おーう」


    　くだけた返事だった。扉越しなので、多少くぐもって聞こえる。


    「レオが客人を連れて来ました」


    「客人？　なんだそりゃ」


    「宿主と戦える方です。協力していただこうと思いまして」


    　レオが口を挟んで、自分で扉を開ける。すると、煙草たばこの臭においが噴ふき出してきた。


    　その部屋は、もとは、宿の経営者が生活する部屋だったのだろう。


    　タンスなどの家具類が部屋の隅すみによけられて、代わりに中心部に机と椅い子すが集まっている。


    　出来合いの事務所、という雰囲気の部屋だ。


    　なんとなく、散らかった部屋を想像していたのだけど、意外なくらい整理されている。不揃ぞろいの机には書類が積んであって、何か事務仕事をしていたようだ。


    　壁にはカテドラルの地図が張り出され、青や赤で印がつけられていた。赤い印に日付が添えてあるのは、宿主による殺人事件でも記録してあるのだろう。


    　そんな部屋に二人の男がいた。


    　まず手前には、煙草を吸っている大男。剣を帯おびていて、いかにも荒あら事ごと向きという雰囲気だ。


    　そして、ルッカは奥にいるもう一人の男に見覚えがあった。


    「あっ!?　てめえ、さっきの！」


    　目を合わせるなりいきり立ったのは、正面奥、机の向こうに陣取っていた、三み十そ路じを過ぎたくらいのがっしりした男だ。鋲びようを打った腕章をつけ警棒を持っている。


    　リディとサージェを追い払おうとしたので、ルッカが非常に強引な説得をしてお引き取り願った見回り部隊の、隊長らしい男だった。


    　中途半端な組織で末まつ端たんの人間が腐るのは、ある程度当然だろう。だが、まさか略りやく奪だつまがいの徴収をしていた彼が幹部だったとは。


    　驚きのあとに屈くつ辱じよくと怒りを思い出したようで、隊長はルッカに殴なぐりかからんとばかりに腰を浮かせる。見張りの男とレオ、そして幹部のもう一人は、ルッカたちの反応を見て困こん惑わくしていた。


    「レオ、幹部ってこいつらか？」


    「え、あ、はい。正面で警棒を持ってるのがアンソニー、こっちの大男がトーマス。二人とも、僕と同じ、冬風の使者の創設者ですよ」


    　あの、強ごう突つく張ばりの小役人みたいな男が、冬風の使者を率ひきいているという事実。それはルッカに失望をもたらした。


    「時間の無む駄だだったようだ。俺は帰らせてもらう」


    「え、ちょ、ちょっと待ってくださいよルッカさん！」


    「待ひぇ！」


    　引き止めるレオを振り切ろうとしたところで、アンソニーがうわずった声を上げた。


    　ぎらついた目でルッカを見ている。どうすれば溜りゆう飲いんを下げられるか考えている顔だった。


    「捕らえろ！　その男を捕らえろ！　いや、殺せ！」


    「ま、待ってください！　どうしてルッカさんを殺すんですか!?　ルッカさんは人間ですよ！」


    　レオの言葉は、宿主なら死んでもいいという意味にもとれてルッカはうんざりしたが、彼なりに必死でアンソニーを諫いさめようとしていた。


    　アンソニーはこれに、つばを飛ばして怒ど鳴なり返した。彼の顔が、正義に歪ゆがむ。


    「レオ、こいつは宿主の味方をしたんだ！　宿主の味方をするような人間は、裏切り者だ！　こんな奴がいるから、宿主がいつまでものさばっている！　ええい、ルッカとか言ったな！　死ね！　この街で宿主に殺されたすべての人間に詫わびて死ね！」


    　冷静に言い返すなら、街へ来たばかりのルッカが過去の出来事や温室の宿主に関わっていたはずなどない。しかし、冷静な議論など不可能だろう。


    　アンソニーは宿主を憎んでいて。この街では宿主による被害が出ていて。それが、ルッカに味わわされた個人的な〝屈辱〟を晴らすという考えに、大義名分を与えているのだ。少なくともアンソニーの中では。


    　もう一人の幹部、トーマスが、よどみのない動作で蜜虫の小瓶びんを取り出した。後ろの見張りも動くような気配がある。


    　──くそっ！


    　ルッカは口に含んでおいた花弁を嚙かみ潰つぶす。出がけにリディからもらっておいたものだ。口の中に煮えたぎるような熱さを感じる。焼けつく痛みと共に、両手の甲に紅の葉よう脈みやくが浮かぶ。


    　そして短刀を抜き放ち、アンソニーに向かって机を蹴けり飛ばした。


    「ぐひっ！」


    　机の角がみぞおちにめりこんだアンソニーは膝ひざから崩れ、足を挟はさまれたトーマスは蜜虫の小瓶びんを取り落とした。見張りの男が蜜虫を飲もうとした瞬間、ルッカは短剣の柄えで瓶を叩たたき壊す。


    　宙で体を丸め、弾丸のように窓の一つに飛び込んだ。


    　ガラスが砕ける。


    　微細なガラスの欠片かけらを全身に浴びながら、ルッカは外へと降り立った。


    　そのまま、身体強化の力を使って一直線に走った。


    「あんな男が冬風の使者をまとめてるんじゃ、止まるものも止まらないぞ……」


    　そう呟つぶやいたルッカの胸を満たすのは、怒りよりも失望だった。

  


  
    四　奇妙な襲撃


    



    「極めてどうしようもないわね」


    　ルッカから顚てん末まつを聞くなり、リディはすっぱりと吐はき捨てた。


    　ルッカが戻ってすぐ、一行は宿を移っていた。前の宿は冬風の使者に知られているからだ。


    　移った先は、前のものと同じような宿賃、同じような部屋、同じような立地条件に同じような建物と揃そろっていた。部屋の薄暗さまで似ている。場所としては、温室を挟んで反対側になる。


    　リディは寝台に深く腰掛け、細い腕を組んでいた。たったこれだけの所しよ作さも、リディが行うとあまりの美しさに一枚の絵のようだ。


    「……ごめんなさい、わたしを守ったせいで、こんなことになって」


    「サージェのせいじゃないよ」


    　うつむいたままのサージェが消え入りそうな声で言ったものだから、ルッカは慌あわてて首を振った。誰だれのせいだったかと言えば、むしろ荒っぽい方法で追い返してしまったルッカのほうだ。


    　もっとも、ああでもしなければ冬風の使者は退いてくれなかっただろうが。


    「はあ。しかし、リディの言うとおりだな。どうしようもない。この街で宿主に対抗する集まりが、アレとは」


    　ルッカは少しばかり、虚きよ脱だつ感を覚えていた。冬風の使者がしっかりしていれば、まだ宿主の勝手に歯止めをかけられるだろうと期待していたのに、これでは温室の宿主も好き勝手できるはずだ。冬風の使者の下で人々が団結するのは無理だろう。蜜虫売りの老人によれば、市民の間でも温室の宿主に関して利害が分かれているそうだし。


    　アンソニーがルッカに吐はき出した、怨えん嗟さの言葉を思い出す。


    　どうして冷静になれないのかと、そう考えるのは、ルッカの我わが儘ままなのかもしれない。


    　──人は、俺自身も含めて、程度の差こそあれ自分勝手だし、現実を都合よく解釈するんだ。


    　今さらのように、ルッカはそう思った。


    　宿主と世の中の釣り合いを取るという、ルッカの理想。


    　あの男もまた、宿主が釣り合いを取るべき世の中の一部なのだ。カテドラルの異常事態は、ルッカの問いに何かを答えてくれるかと期待していたのだが、のっけから全力で殴なぐり返された気分だった。


    　──落ち込んでいても仕方ないな。次は温室のほうに探さぐりを入れてみるか。


    　アークにへし折られた背骨が、きりりと痛んだような気がした。軽く奥歯を食いしばり、蘇よみがえりかけた恐怖を押し殺す。


    「それでルッカ。冬風の使者は、私らにちょっかい出してくると思う？」


    　リディが腕組みを解いて、窓からちらりと外を見た。


    　あえてそんな質問をしたのは、リディ自身、考えをまとめ切れていないからだろう。ルッカも似たようなものだった。


    「人手不足で金欠なあいつらが、俺たちだけにかまっていられるとも思えないんだが……すごい行き当たりばったりに見えたからな。勢いで動きそうな怖こわさはある」


    「ま、あんなのがぞろぞろ来ても、私は怖くないけどね」


    　客観的に見ても、リディが言っているのは事実だろう。蜜虫を持っただけの素しろ人うとが逆立ちしたって、花狩りベスキユラムの襲撃すら退しりぞけたリディに勝てるとは思わない。


    　むしろ心配なのは、リディを襲う側なのだが、それを言っても仕方ない。


    「とにかく、念のため、あまり外には出るなよ。飯は俺が買ってくるから」


    　あとはルッカを見逃のがしてくれるよう、祈るしかなかった。


    



    　そして、祈りはあっさりと裏切られた。


    　夕飯を買いに出たルッカが大通りを歩き出して、すぐだった。


    　どこからともなく湧わいて出た、揃そろいの腕章をつけた八人ほどの男たちが、ルッカを取り囲むように立ちふさがったのだ。蜜虫はまだ使っていないようだが、栓せんを抜いて構えている。


    　見回り部隊の男たちは、冷たく張り詰めた面おも持もちだった。これから命懸がけの戦いになるのだとわかっていて、戦闘態勢に入っている顔だ。


    　部隊を率ひきいているのは、鋲びよう付きの腕章をした巨漢。冬風の使者の幹部である、トーマスだ。


    　仏ぶつ頂ちよう面づらが、目をそらすことなくルッカのほうを見ている。強ごう突つく張ばりで小しよう心しんな小役人風ふうのアンソニーに比べると、彼は不ぶ気き味みな落ち着きがあった。


    「こいつですか、トーマスさん」


    　部隊員の一人が声をかけると、トーマスは重々しく頷うなずく。


    「ああ、間違いない。俺たちを殺そうとしやがった、温室の手先だ」


    「訂正するぞ。俺はあんたらを殺さないよう気をつけたし、温室の味方じゃない」


    　無む駄だと知りつつルッカが言い返すと、トーマスは仏頂面をぐにゃりと歪ゆがめた。ぎこちなく笑ったようだった。


    「レオから聞いたぞ。お前、あの温室から生きて出てきたそうじゃないか」


    「半殺しでな」


    「温室から出てこられたのが、あいつらの仲間である何よりの証拠だ」


    「聞けよ、人の話」


    　レオが、温室前での出来事からルッカの以前の宿まで、洗いざらい吐はかされるのは想定の範囲内だが、それにしても随ずい分ぶんと都合よく解釈したものだ。


    「何よりの証拠は、お前が宿主とつるんでいることだ」


    「温室の宿主じゃないがな」


    「ほら見ろ、聞いたか。宿主の仲間がいることは否定しない」


    　言葉が通じるからと言って、話が通じるとは限らない。結論ありきの問答だった。


    　うんざりしながらも、ルッカはどこかに違和感を覚える。


    　──空からっぽだな。


    　一言で表現するなら、そんな感想だ。


    　アンソニーはどうしようもなく情けなかったが、怒ったり、正義を主張したりと、鬼き気き迫るような必死さがあった。それが、なんとなくこのトーマスからは感じられないような気がして。


    　例えるなら、等身大の書き割りが言葉を喋しやべっているようだった。


    　妙なようにも思えたが、少なくとも、彼らから吹き上がる殺気は本物だ。


    　──さて、うまく撒まければいいんだが。


    　ルッカは前触れなく蜜虫を取り出し、親指で栓せんを跳はね上げて服用する。


    　それを見て、見回り部隊の男たちもまた、うろたえることなく対抗し、蜜虫を使った。


    　両の手に熱が宿る。紋様は手の甲にとどまらず、ルッカの腕を肘ひじ辺りまで浸食していた。使いすぎの兆候だ。ルッカは忌ま忌ましげに己おのれの腕を一瞥する。


    　短刀は抜かず、ルッカはそのまま、道脇の路地へと飛び込んだ。


    「逃がすか！　回り込め！」


    　両手を朱しゆに染めた男たちが追いかけてくる。


    　路地を走り抜けて消えるつもりだとでも思われたのだろう。あいにく、ルッカが考えているのはそんな甘い手ではない。


    　路地は、大人が二人か三人くらい、かろうじて横に並べるくらいだった。上を見れば、細長く切り抜かれた空が見える。


    　ルッカは路地を行くのでなく、すぐ脇にある煉れん瓦がの壁に足をかけた。強化された脚きやく力りよくで、無理やり体を持ち上げる。


    　壁を三歩駆け上がったところで、ルッカは壁を蹴けり上がった。体を反転させて、反対側の壁へと飛ぶ。飛びついた煉瓦の壁をさらに蹴って、また体を反転させる。


    　狭せまい路地をジグザグに、三角飛びでルッカは上昇していった。


    　ついに四階建ての建物の、屋根の端はしにまで手がかかる。一気に体を引き上げると、屋上の世界が広がった。


    　遮さえぎるもののない風が吹きつけ、まぶしすぎる太陽がルッカを照らす。遠い地平線はうっすらと、夕焼けに染まり始めていた。


    　でこぼこした屋根瓦がわらの荒野が遠くまで続き、波打ち際で飲み込まれる砂浜のように、郊外で消えていた。瓦の荒野は、路地や通りによって寸断され、地割れが生じている。振り返れば屋根より高い城壁が突き出していた。


    　こうして屋根の上に出ると、リディと戦ったときのことを思い出す。


    　身体強化は、常識破りの戦闘を可能にし、立体的に空間を使った戦い方ができる。しかし蜜虫がもたらす超常的な力を制御し、使いこなすには、当たり前だが訓練が必要だった。


    　まさか冬風の使者がこんなところまで追いかけては来るまい、屋根の上から逃げてやろうと、ルッカはそう思って、屋根の上に登ったのだが。


    　しかし、ルッカが上がってきてから少し間を開けて、驚いたことに見回り部隊のほとんどが、トーマスを先頭によじ登ってきたのだ。


    　さすがのルッカも、これは想定外だった。


    　──手慣れてる……？　駆除特務だってこんな訓練はしないはずだぞ？


    　軍隊や警察でも、蜜虫を使った戦いの訓練をしている。しかしそれは、あくまで効率よく戦闘をするための訓練で、こんな奇き抜ばつな戦い方を学ぶのは軍の特殊工作兵か、そうでなければ都市を戦場とする裏社会の蜜虫使いくらいだ。


    　屋根の縁から続々と、男たちがよじ登ってくる。その後ろのほうでは、失敗したらしい隊員の情けない悲鳴も聞こえたが、脱落者は二人か三人くらいだった。


    　ルッカは屋根から屋根へと跳んだ。


    　ごうごうと吹きつける風が、髪と頰ほおをひっぱたいていく。


    　瓦を割って着地し、数歩助走して、大通りを跳び越えた。通行人のうち何人かがルッカに気づき、呆ぼう然ぜんと見上げていた。浮遊感のあと、反対側の屋根に着地する。


    　すぐにルッカは走り出した。逃げざま、ちらりと後ろを振り返る。跳び損なった一人が墜落していたが、追っ手のほとんどはまだルッカについてきていた。


    　──なんだこれ。素しろ人うとの動きじゃないぞ？　俺は本当に冬風の使者を相手にしているのか？


    　火花が散りそうな舌打ちをして、ルッカは屋根荒野の地割れの形から、周囲の路地を一瞬で頭に叩たたき込む。そして、地割れの一つに体を滑り込ませた。


    「あそこだ！　下に行ったぞ！」


    　怒ど鳴なり声が頭上に遠ざかっていく。


    　左右の建物から路地へと張り出した、軒のきを足場に跳び渡って、ルッカは地面に降りた。


    　頭の中に書いた地図を頼りに、ルッカは埃ほこり臭くさい路地を走る。生ごみの臭においを蹴け散ちらして、昼寝していた野の良ら犬を驚かせて、稲いな妻ずまのように走り抜けた。


    　早くも背後からは足音が聞こえてくる。追跡慣れしている。


    　蜜虫が効いている間は疲労も感じないが、このまま走り続けて、屋根の上に出たり降りたりを繰くり返し、うまく振り切れるまで追いかけっこを続けるか？


    　ルッカも追いかけるほうは専門だったが、逃げる経験はあまりない。差を詰められているという気はしなかったが、振り切れるかわからなかった。


    　──どうすればいい？


    　歯がみしつつ、路地の角を曲がったところだった。


    「こっちだ」


    　前方の脇道から腕が突き出され、ルッカを手招きした。


    　よく通る低い声が、滑るように路地を抜けていく。


    　ルッカに向けられた、何者かの招く声。寸分の迷いがあって、それでもルッカは、その方向へ飛び込んだ。


    　トーマスにも劣らない大きな体がそこにあった。


    　藍あい色の礼服を一いち分ぶの隙すきもなく着こなし、何より目立つのは頭上に頂いただく、兜かぶと飾りのように巨大な、真しん紅くの仮かり花はな。


    「な!?　アー……」


    「静かに」


    　反射的にルッカは短刀を抜きそうになったが、アークはルッカを背中に庇かばうように動き、近場にあるゴミ箱を指し示した。あそこの陰に隠れていろと言う意味らしい。


    　今度こそ殺しに来たと言うならばまだわかる。何の義理があって、アークがルッカを助けるのか。戸と惑まどいながらも、ルッカは身を隠した。


    　やがて、足音が迫ってくる。


    　それを聞きつけるやアークは、ルッカのほうにまで追っ手が来ないよう、曲がり角のところまで出ていって、冬風の使者を出迎えた。


    「やあ。親愛なる隣人諸君」


    「げっ!?」


    　蔑さげすみに満ちたキザな挨あい拶さつを受けて、追っ手の誰だれかがぎょっとした声を上げる。


    　ルッカは並んだゴミ箱の隙すき間まから、その光景を見ていた。


    「な、なんでお前がこんなところに……」


    　困こん惑わくした声を聞いて、ルッカは何か妙だと思った。


    　奴らは、ルッカが温室の味方だと言って追いかけてきたのだ。ここでアークが出てきたからには、温室の宿主たちがルッカを助けに来たのだと誤解するだろうと思ったのに。


    　うろたえた様子の男たちを、アークは軽く笑い飛ばした。


    「おや。私は、貴様らの許可を取らなければ街も歩けない身だったのか」


    「ぐ……」


    　おちょくられているとわかっていながら、腰が引けてしまって、怒ることさえできない様子だ。追っ手たちは、アークの強さを知っているのだろう。


    「……引き上げるぞ」


    　トーマスの決断は速かった。アークの顔を見ただけなのに、すでに退却を決めている。


    「え？」


    「トーマスさん？」


    「もう一度言う。引き上げだ！」


    　仏ぶつ頂ちよう面づらで声を張り上げると、それだけで部隊員たちは一気に踵きびすを返す。気き味みが悪いくらいに統率がとれていた。


    　逃げていく男たちを、アークは悠ゆう然ぜんと見送っていた。


    　足音が聞こえなくなってから、ルッカは身を起こす。


    「どうして助けた？」


    　広い背中に言葉を放ってやると、アークが振り向く。


    　改めて向かい合うと、それだけですさまじい威い圧あつ感だ。


    　闇やみ色の目で見据すえられるだけで、重力に耐えかね、腰が砕けてしまいそうだ。そんな無ぶ様ざまだけは晒さらすまいと、ルッカは腹の底に力をためていた。


    「そうだな……貴様とは一度、リディ抜きで話がしたいと思っていた。そのために、邪じや魔ま者がいたから取り除のぞいた。それだけだ」


    　ルッカは、それ以上質ただす気にならなかった。


    　意図は摑つかめないが、アークがいかにも宿主的な物言いをしたので、その考えだけは信用していいのではないかと思ったのだ。少なくとも昨日の続きをやりに来たのではないようだし。


    「わかった。質問次第だが、答えられることなら、礼の代わりに答えてやる」


    「では、問おう。貴様は何な故ぜ、リディの傍かたわらに在る」


    　まるでルッカを飲み込んでしまいそうなほどに深く暗い目が、ルッカをじっと見ていた。


    　改めて向かい合うと、アークという男が持つ、得体の知れない深さを感じる。戦いの強さや気迫という基準だけでは決して計れない凄すごみがあって、自分を強く保たもっていなければ、ふとした瞬間に心を折られてしまいそうだった。


    　──飲まれるな。


    　ルッカは握りしめた手に、爪を立てた。


    　アークの質問から、険悪な雰囲気は感じなかった。ただリディに関心があって、ルッカたちの事情を探さぐりたいだけなのだろう。答えるべきか、少しだけルッカは迷ったが、言いふらすような話でないにしても、聞かれて困る話ではない。


    「リディとは……約束したんだよ。あいつが花狩りベスキユラムの蜜虫使いにやられて死にかけたとき。俺がリディを助ける代わりに……リディも俺を手伝うって」


    「手伝う？　何をだ」


    「俺は、宿主と世の中の──まあつまり宿主と無花頭ペタルレスの関係に釣り合いを取り、折り合いをつけて共存できる、誰だれも知らない方策がないか……それを、探しているんだ」


    　無花頭と言ったところで、アークは少し、訝いぶかしむように表情を変えた。


    　ルッカの言葉を聞き終えて、しばし、アークは沈黙する。決して、感かん銘めいを受けて打ち震ふるえている様子ではなかった。


    　長々と時間をかけて、アークは言葉を紡つむぎ出した。


    「なるほど、貴様は酔すい狂きよう人か。利益でもなく、色いろ香かに惑まどったのでもなく……ただその、酔狂な信念に殉じゆんじるため、リディに連れ添っていると。そう言うのだな」


    　アークの関心は、あくまでもルッカでなくリディに対してだった。どうしてルッカがリディに付きまとっているかわからず、アークなりにリディを心配していたのかもしれない。


    「それ、馬ば鹿かにしてるのか」


    「いいや、全く。むしろ私はほっとしているところだ」


    　口ではそう言っているが、威厳と余裕をもって笑みをかけられると、どこか馬鹿にされているような気分にもなる。


    　しかし威厳にも余裕にも、絶対の強さという根こん拠きよがあるのだから、ますます癪しやくだった。


    「聞きたいのはそれだけか」


    「ああ。なんだ、殺されるとでも思っていたかね？」


    　ルッカは答えなかった。見透かされていたようで、気分がよくない。


    　そんなルッカを見て、またアークは悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむ。


    「安心するといい……我われらはもう、君をどうこうしようとは思わない」


    「サ──あの捕まってた宿主を、連れて逃げたのにか」


    「む？　……ああ、そうか、マリエラがそんなことを言っていたか」


    　マリエラはサージェを取り返そうと襲ってきた。だからこそ、サージェを取り返しに来る可能性を考えていたのに、アークはむしろ意外そうだった。


    「ならば安心するがいい。もう、彼女に用はない」


    　ルッカの心臓が一度だけ、高く跳ねた。


    　それは願ってもない幸運だ。アークや、あれだけの宿主集団を敵に回すのは本意でないし、だいいち危険すぎる。放っておいてくれるならルッカにとっては嬉うれしい話だが、力ずくでも取り返そうとしたあのときと、どう事情が変わったのだろう。


    「何な故ぜだ？」


    「そこまで教える義理はないな」


    　喋しやべるだけ喋って、アークは別れの挨あい拶さつさえせず、前触れなく歩き出した。


    　もう用はすんだからルッカなどどうでもいいと考えているようだ。道ばたの石ころぐらいに考えられているような気がして、ルッカは無力感を嚙かみしめた。


    「……あんたは、どうして宿主を集めているんだ」


    　答えが返るかはわからなかったが、ルッカは言葉だけでアークに追いすがった。


    　アークは歩みを止めず、しかし問いには応じる。


    「集団になれば、それだけ住みよくなる。駆除の手も届かない、金も自由に使える。花を咲かせる力をつけるには、よい環境だろう」


    　まるで詩を吟じるような調子だった。


    　なんとなくルッカは、アークの言葉が政治的な言い回しに聞こえた。


    　言う側も聞く側も、それを噓うそだとわかっているのに、しかし建て前上はこうなっているのですと体てい裁さいを整えた、行政文書みたいな答え。


    　それだけ言い置いて、アークは路地の奥へ姿を消した。


    　ルッカは、その後ろ姿を追えなかった。


    



    　冬風の使者と鉢はち合わせないよう注意しながら、夕ゆう闇やみが迫る道を、ルッカは宿へ急いだ。


    　宿の近くで、道を避けて公園を一つ横切る。


    　カテドラルの市街にはいくつか、教会に面した広場があり、市民の憩いこいの場となっているようだ。もっとも、温室から近いここでは、今は遊ぶ子供さえ見あたらない。


    　かすかに緑の匂においがする。周囲を見ながら、そそくさとルッカは走り抜けた。


    「ばあ」


    「うわっ!?」


    　枯れかけた茂みの脇を通り抜けようとしたとき、突然横から声をかけられて、ルッカは吹き飛んでしまいそうなくらい驚いた。


    　中途半端に手入れされた茂みの陰から、リディが顔を出していた。


    「リ……リディ？」


    「やーい、おどろいたおどろいたー」


    　やや棒読みの口調でルッカを囃はやす。そんなリディの隣には、サージェもかがみ込んでいた。


    「あれ、ルッカさん、ご飯は買ってこなかったんですか？」


    「ちょちょ、ちょっと待ってくれ、なんでお前ら、こんな場所にいるんだ」


    「説明するから。ルッカ、とりあえずこっちへ」


    　そう言うなり、リディは強引にルッカを茂みの中へ引きずり込んだ。


    「わたしたち、ちゃんとかくれられてました？」


    「声を掛けられるまで全然気がつかなかったよ。……もしかして、植木の力か？」


    「なんか、ここの植物も宿主を隠す力があるっぽいの。うまくいってるみたいね」


    　たしかにリディが言うとおり、突とつ如じよとして無から湧わいて出たようにさえ感じられた。


    　茂みのような植木は、ルッカの腰ぐらいまでしかなくて、隠れ場所とするにはちょっと難がありそうだ。しかしこうして座っている二人を見ていても、ふとした瞬間、そこに誰だれもいないかのように錯さつ覚かくしそうになる。


    　二人の間には、また何かの遊技盤が置かれていた。ここで遊んでいたらしい。


    「おいおい、寒くないのかよ。……いや、寒くはないんだな」


    「別に寒さくらい感じるわよ？　気温がわからなくちゃ、どこで花を咲かせるべきかわからないもの。ただ、宿主の体にとって、寒さは致ち命めい的じゃないから苦痛を感じないだけ」


    「でもなんか……」


    　少しだけ、サージェの頰ほおが紅こう潮ちようしているように見えた。


    　ルッカは片手をサージェの額ひたいに、もう片方の手を自分の額に当てた。サージェの額は火ほ照てったような感触で、うっすらと汗が浮いているようにも思えた。


    「サージェは熱っぽい気がするぞ」


    「気のせいでしょ。宿主は風か邪ぜひかないもの。小っちゃい子は体温高いからでしょ」


    　急にむすっとしたリディが、ルッカの額からルッカの手を引きはがして自分の額に当てるという、特に意味のない行動をする。リディの額は、控えめな暖かさだった。


    「わたし、小さくないです！」


    　ふくれっ面つらのサージェは、動物が威い嚇かくのために体を大きく見せるみたいに、リディのほうを向いてぱたぱたと腕を振り回した。


    　ルッカは額に当てた手で二人の間を押し広げ、にらみ合いをやめさせる。


    「で、どうしてこんなところでかくれんぼしてるんだ。俺はいつの間に鬼に決まった。いじめか？」


    「なにそれ、体験談？　私たちは、変なものが届いたから隠れてたのよ」


    　それは何だとルッカが言うより早く、リディは一枚の紙切れを提示してきた。


    　折りたたまれた紙を開くと、便せんだ。差出人の名前も季節の挨あい拶さつも書かれておらず、ただ中央に、書き殴なぐったような一文が記されている。


    



    『余計な詮せん索さくをするな。迂う闊かつな真ま似ねをすれば命はない。これは最後の警告だ。』


    



    　ただそれだけで、具体的な説明は何一つなかった。胸に指三本当てて考えればわかるだろう、とでも言わんばかりだ。ルッカは、ためつすがめつ便せんを眺ながめる。


    「これは、いつ？」


    「本当についさっき。部屋の扉の下から差し入れられたわ」


    「入れた奴は──」


    「近所の子供だったわ。おおかた、小銭を渡してやらせたんでしょう」


    　ルッカは唸うなる。どうにも、すっきりしない脅迫文だ。


    　──詮索、か。これが冬風の使者からだったら、『邪じや魔まをするな』と言いそうだが。


    　この街で何が起きているか、ルッカは調べている。言い換えれば詮索ではあるだろうが、しかし、そんな曖あい昧まいな行動のどこが、誰だれの気に障さわったのだろうか。


    「しかも、最後の警告、か。最後じゃない警告は、いつだったんだろうな」


    　ただの決まり文句かもしれないが、ルッカはちょっとだけ引っかかった。


    「もしかして、アークからかしら」


    「いや、それはないだろう」


    　ほぼ断定するような口調のルッカに、リディはもの問いたげな視線を向ける。


    　ルッカは冬風の使者に追われ、アークに助けられた出来事を説明した。


    「そんなことがあったから、ご飯がないんですか？　冬風の使者、許すまじです」


    「待て、落ち着け。飯はまたこれから買いに行く」


    　サージェが悲ひ壮そうな声を上げて怒りを燃やすので、ルッカはとりあえずそれをなだめる。


    「アークがサージェを諦あきらめたって、それ本当？」


    「諦めたと言うか、もう興味がないらしいと言うか……」


    「ふうーん？　何がどうなってるのかしらね」


    「さあ。それより今は脅迫状の件だ。これがアークからってことはないだろ。サージェ以外に何かあったとしても、俺と会ったときに直接言っただろうし」


    「じゃ、冬風の使者かしら」


    　それならば一応、脅迫の筋すじは通る。勝手な理屈だとは思うが、恨みを買うだけのことはした。


    　しかし、あれを詮索と言うかは疑問だし、彼らが脅迫文を作るとしたら、もっと正義に燃えた暑苦しい文章が届きそうな気もする。


    　こんな遠回しに脅迫されたところで、特に怖こわくもないのだけれど、脅迫の構図が見えないのはなんとなく気持ち悪かった。


    「とりあえず、ルッカが大だい丈じよう夫ぶならまたご飯を買いに行ってくれない？」


    　リディの提案はのんきなようにも聞こえるが、正体不明の脅迫状が来ようと、そんなことのために食事を抜いたりできないのが宿主だ。


    「もう一回、行ってくる。冬風の使者と出くわさないよう気をつけるよ」


    「背後にも注意してね。私たちは、ルッカが帰ってくるまでここに隠れてるから」


    　宿主を隠す植物に囲まれたここは、宿主である二人にとって、最もつとも安全な隠れ場所だろう。


    「いっぱい買ってきてくださいね」


    　まだ見ぬご飯に想おもいをはせて、にへらっ、とサージェは笑った。


    　ところが、その笑顔が急に気だるげになって、めまいか貧血でも起こしたようにサージェはふらつく。


    「おっとと……」


    「サージェ、大丈夫？」


    　ずっこけそうになったサージェに、リディが心配げな声をかけた。


    「大丈夫ですよ。だい……じょ……ぶ」


    　言葉尻じりがすぼんで消えて、そしてサージェは、唐とう突とつに倒れた。


    「え？」


    　立った姿勢から急に意識を失い、小さな体が崩れ落ちる。


    　慌あわててリディが受け止め、変な顔をした。


    　倒れたサージェの額ひたいに手を当て、血相を変える。


    「サージェ!?」


    　ほとんど悲鳴のような声をリディが上げる。


    　サージェの顔は上気し、荒い息をついていた。

  


  
    参　深淵の花


    



    



    


    一　消えゆく灯火


    



    　安宿の硬い寝台の上で、サージェは昏こん々こんと眠り続けていた。


    　呼吸は荒く、脂あぶらっこい汗が額ひたいに浮かんでいる。


    　まるで熱病にでも罹かかったような症状だが、サージェはどんなに体が小さくとも宿主だ。病気になど罹らないはずだった。


    「リディ。食い物買ってきたぞ」


    　ルッカが夕食を買って戻ってくると、リディは手ぬぐいを絞っているところだった。白く柔らかな手肌の上を、水がしたたり落ちている。


    「ありがと、どこかに置ける？」


    「床ゆかになら……」


    　残念ながらこの狭せまい部屋に、机に類するものはなかった。


    　ルッカは寝台の足側に、料理がのった大皿を一いつ旦たん下ろす。あまり大きくない寝台だが、寝ているのがサージェなので、足の先のほうは空いていた。


    　荷物から引っ張り出した布を床に敷しいて、その上に改めて皿を置く。


    　肉をタレに浸して、おおざっぱな時間焼いただけだろうと思われる、非常に適当な料理だった。ただし、安くて量も多かった。一口より少し大きいくらいに切った肉が、盛りつけてあると言うよりも積み重ねてある。


    　手ぬぐいを畳たたんでサージェの額にのせたリディは、そのまま一番上の肉を手づかみで口に運び、咀そ嚼しやくするのももどかしそうに飲み込んだ。


    　そのまま二枚、三枚と食べていく。


    　いつもの食事風景とは、なんだか印象が違って、間まを持たせているとか、時間を稼いでいるとか、そんな表現が当てはまりそうな食べ方だった。


    　しばらくして、ようやくリディは声を出す。


    「ルッカ。サージェはね……『命のにおい』が、すごく弱いの」


    　混乱しているような、少しだけ落ち込んでいるような、そんな言葉だった。


    「初めて見たときから、今にも死んじゃいそうに見えて……ちゃんとご飯を食べさせたら、元気になるかなって思ったんだけど、全然変わらないの」


    「うーん、それって一日や二日で変わるものなのか？」


    　宿主には、他人の生命力を感知する力があるらしい。


    　ルッカもなんとなく気配や殺気みたいなものはわかるけれど、命のにおいが強いとか弱いとか言われても、今ひとつピンとこないのだった。


    　リディはちらりと、眠り続けるサージェのほうを振り返った。


    「飢うえが原因だったなら、少なくとも改善はするはずよ。でも、なんだかすごく奇妙で。命のにおいがとても弱いのに、まだ花の匂においがするって言うか……」


    「花の匂い？」


    「私にも、ちょっとよくわかってないんだけど」


    　頭痛をこらえるような顔だった。


    「宿主と花って、繫つながってるだけで、別々の命なのよ。だから宿主は、命のにおいが二つ重なっているの。それで、普通は体が弱るよりも先に、宿主を死なせないよう栄養を使ってしまって、花が弱るのだけど、サージェの場合、体のほうが先に弱っているみたいなの」


    　花にとって、宿主の体は道具にすぎない。


    　しかし宿主が死んでしまえば、花の命めい運うんもほぼ尽きてしまうのだ。だから花は基本的に、何らかの要因で宿主の体が弱れば、助けようとする。そのため、宿主を殺そうと思えば、花による再生が追いつかないよう一息にとどめを刺さなければならない。


    　花より先に体が弱るというのは、つまり、そうして急激に手ひどく体を損傷した場合以外にありえないはずだった。


    「リディの言うのが本当なら、たしかに妙、だよな」
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    「だからいっそ、私の勘違いならいいなって。サージェが、あんまり弱々しくて、可か哀わい相そうなんだもの」


    　うつむきがちにリディは胸を押さえた。


    　──そうか。


    　リディは自分以外の誰だれかを大切にすることに慣れていないのだ。ルッカは最初から一線を引いて、宿主としてのリディの領分を侵おかさないよう気をつけているが、サージェとの間にはそういった障壁がなかった。


    　もっとも、宿主にとって誰かとそれだけの関係になることは珍しいのだろうけれど。


    「なんでリディはそんなに、サージェが大切なんだろうな」


    「知らないわよ」


    　いまだにリディは、この感情の出どころを突き止められていないようだ。もう考えるのもうんざりという様子だ。


    　しかしルッカは、サージェとリディの関係について考えたとき、何な故ぜか急に、アークのことが脳裏によぎった。


    「……アークの言葉を覚えてるか？　あいつ、たしかマリエラを『姉にして妹』って言ってた」


    　リディがぴくりと体を震ふるわせた。


    　姉にして、妹。


    　それは単に飾った言葉だと思っていた。何らかの理由で行動を共にしているという意味だと。


    　もしこれが本当に、兄弟姉妹に当たる関係だと言っているのだとしたら、どうだろうか。


    「複製体……？」


    　思考からこぼれ落ちた言葉が、ルッカの口を突いて出た。


    　随ずい分ぶんと前だが、ガランの花狩りベスキユラムの仲介人である黒服と、こんな話をした覚えがある。


    　──妖よう花かは交雑を行わない。


    　もし、種たね芋いもから芋を増やすように無性生殖を行っているのだとしたら、突然変異でも起こらない限り、親兄弟すべてが、全く同じ遺伝子を持つ複製体となるのだ。


    　弾はじかれたようにリディが顔を上げた。


    「他の誰かの開花が……自分の開花と等価なのだとしたら。私がマリエラに攻撃できなかった理由もわかるわ。自分の花を散らすようなものだもの。どうしてこの街に……って、温室では人工感染の実験が行われていたのだから、もし同じ花から取った種を使ったとしたら……」


    　矢や継つぎ早にリディは推理を口にした。


    　霧が晴れるように、リディたちの関係が見えてくる。


    　普通なら、同じ花から生まれた姉妹宿主が出会うことは滅めつ多たにないだろう。同じ種を受けても、発症する時期にはばらつきが出るし、種子は広範囲に散る。


    　だが、もし何らかの理由で、種子を受けた者が一か所に留とどめ置かれていたら。


    　血で結ばれ命を共有した、宿主の群れが出来上がる。


    「でも複製と言うには仮かり花はなの形が違うわよね。これはどういう──」


    「いや、リディ。仮花と真しん花かは、色こそ同じでも大抵は形が違うんだ。本当のところはわからないけれど、もし真花の色と形こそが重要なのだとしたら、仮花の形は〝髪型〟程度の意味しかないんじゃないだろうか」


    「じゃあ真花は、私とアークたちで全く同じ姿かもしれないってこと？　あっ、なんだかそれ、想像したら幸せだわ」


    　リディは興奮のあまり頰ほおを紅こう潮ちようさせていた。


    　謎なぞが一つ解けたことで、温室でルッカが見た、マリエラが宿主を従えていた光景にも説明がつく。さらに言うなら、あれだけの宿主を一か所に集めて、大きな破は綻たんもなく集団生活させられている理由も。


    　共同体を作れば生きるために便利なのは確かだが、宿主は基本的に自分勝手な生き物だ。


    　忠誠を誓う相手は己おのれの花だけ。


    　人間が宿主を雇う場合だって、組織の力や金を使う。宿主の共同体を作るには、宿主より強い何かによる管理が必要だったのだ。アークたちは、強い絆きずなに結ばれた兄弟姉妹の連帯で、それを成し遂げたのだろう。単純に数で見ても、一人の宿主がアーク〝たち〟には逆らえない。


    　駆除特務を跳ね返すほどの大きさにまで共同体が膨ふくらめば、あとは雪だるま式だ。サンゼ連邦内でも行政の独立度が高い、カテドラルという立地もそれを助長しただろう。


    　もっとも、アークたちがそうまでして宿主の集まりを作った理由は、依然として謎だが。


    「そうか……妙な気持ちは、そういうことだったのね。ねえ、これって凄すごい！　私たちの花は、一つじゃなかったの。今、すっごく嬉うれしい！」


    　リディは興奮しきりで、満面の笑みでルッカに抱きついてきた。


    　戦いとなれば軍ぐん神しんの如ごとき活躍をするのに、こうして密着してくるとあちこち柔らかくて、ルッカはなんとも言えない気持ちになる。仮花から香かおる柔らな匂においが、ルッカの鼻び孔こうをくすぐった。


    　しかし嬉しさのあまり力加減を忘れかけているようで、骨が軋きしむ。このままだと喜びのあまり絞め殺されてしまいそうなので、ルッカはやんわりと引きはがした。


    「それは、まあ、嬉しいだろうな。おめでとう……って言うべきなのか？」


    「感激よ。でもこれで説明がつくのは半分ね。どうして食べ物も与えずサージェを閉じ込めていたのかわからない。何か理由があるのか、アークたちがおかしいのか」


    「たしかにそうだな。あと、リディ。姉妹にしては、お前とサージェは離れすぎてないか？　花の種子は、放散されてから半年もしたら、感染力がなくなるはずだ」


    　リディが宿主化したのは二年前。


    　それで、つい最近宿主化したであろうサージェと姉妹というのは計算が合わないのだ。


    「姉妹じゃなくて、姪めいだったり？」


    「たしかにそれでも花は同じだと思うんだが、なんか無理やりだよなあ……」


    　それに、やっぱりどうしてアークたちがサージェを閉じ込めていたかわからない。


    　おまけに今日きよう、アークは、もうサージェには用がないとまで言った。二重の謎なぞだった。


    　面おも白しろい考えも浮かばず、ルッカは食事を再開したリディに合わせるように食事を始めた。山が半分くらいに減った頃ころ、こつこつと、廊ろう下かから控えめな足音が聞こえてくる。


    「ルッカ。誰だれか来た」


    「みたいだな」


    　リディのように明確に気配が読めなくても、殺し切れていない足音が部屋の前で止まったことぐらいわかる。にわかに緊きん張ちようが走った。リディはサージェの体に髪を伸ばして、いつでも抱かかえて逃げられる体勢になる。ルッカも蜜虫を用意した。


    　そして、こつこつと、遠慮がちに扉を叩たたく音がした。


    　ルッカはそれに応こたえない。扉一枚隔へだてた向こうの、相手の出方をうかがった。


    「す、すいませーん……いますかあ……？」


    　やがて、沈黙に耐えかねたように、間抜けな声がした。


    　レオだ。


    「何をしに来た。どうしてここがわかった」


    　低く抑えた声でルッカが鋭するどく問う。


    　冬風の使者の本部でもめた後だし、街中で追いかけっこをしたばかりだ。警けい戒かいするなと言うほうが無理だった。


    「だ、だってあちこちの協力者から情報収集するのも僕の仕事なんですよ？　騒ぎがあった周りで、露ろ天てん商しようなんかにルッカさんの話を聞いて回れば、だいたいの宿くらい……」


    　ルッカは扉の向こうに聞こえないように舌打ちした。食事の買い出しに出たルッカを目印に追ってきたのだ。素しろ人うとくさいことをしている割りに、変なところでめざとい。


    「安心してください。ここの情報は僕が握り潰つぶしますから……あ、あの、僕一人ですよ。仲間とか連れてきてませぇーん……」


    　逆に怪しいような言い方だったが、ちらりとリディのほうを見ると、彼女は頷うなずく。


    　本当に、扉の向こうには一人しかいないようだ。


    　意を決してルッカが扉を開けると、レオが転がり込んできた。


    　リディは場所を空けるため、皿を抱えて寝台に座る。そのまま料理を食べ始めたが、風もないのに髪が揺ゆらいでいた。レオが妙な動きをすれば即座に締め上げる構えだ。


    　レオはサージェが寝込んでいるのを見て怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、それっきり寝台のほうを見ようとはしなかった。


    「それで、何の用だ？」


    　ルッカが険けんのある言い方をしたもので、レオは震ふるえ上がってしまった。


    「そ、その、申し訳ありません！　アンソニーとトーマスが……」


    　レオはルッカの足元にひれ伏してしまう。わざわざ謝りに来たようだ。レオに怒りをぶちまけたところでしょうがない成り行きなのは最初からわかっているが、ひたすら脱力する眺ながめだった。


    「あなたね、この状況でいきなり訪ねてくるのが、それだけで威い圧あつになるってわかってる？」


    　リディの態度は辛しん辣らつだった。床ゆかについたレオの手が、恐縮するあまり、がりりと埃ほこりを抉えぐる。


    「本当に、すいません……冬風の使者として、あなた方と争う意志はないんです。トーマスがルッカさんを追い回した話も聞きました。言い訳になってしまいますけれど、本当に……みんな、宿主に関しては見境がなくなってますから」


    　追い回したとは、随ずい分ぶん軽い表現だ。トーマスたちは殺す気で追いかけてきたように思えるのだが、トーマスは小こ競ぜり合い程度に報告したのかもしれない。レオは、必死で謝ってはいるが、ルッカの認識ほど深刻にとらえていないようだった。


    　──それに……アークの話も聞いていないのか？


    　きな臭くさいものを感じる。レオもトーマスも、共に冬風の使者を創設した同志であるはずなのに。


    「もういいから、顔あげてくれ。あいつらが馬ば鹿かなのが悪い」


    　宿主がどうこう以前に、アンソニーはかなり性格的な問題を抱かかえているように思ったが、そのことに関してルッカはこれ以上なにかを言う気はなかった。


    　それも含めて、巡めぐり合わせが悪かっただけだと、ルッカは考えていた。あの場所に、見回り部隊の隊長としてアンソニーがいて、リディたちを連れたルッカがいた時点で、こうなるのは決まっていたようなものだ。面倒なことになったとは思っているが、降りかかる火の粉こを払うだけだ。それ以上でもそれ以下でもない。


    「金も人手も足りてないんだろ？　だったら、俺たちなんかに構ってるよりも、本来の仕事をしてほしいんだがな」


    「ええ、はい。そう言いました……なんとか二人とも納得してくれた、と思います……ですから、安心してください。それを言いに来たんです」


    　気まずそうに力なく言ったレオの態度からするに、不ふ承しよう不ぶ承しようで了解したと言うところだろう。


    「俺も、うっかり見回り部隊と出くわさないよう気をつける。だからそっちも、仕事を放棄して俺を捜すようなことはさせないでくれ」


    「はあ……本当に、すいません……」


    　改めてレオは頭を下げる。


    　頼りなくはあったが、ルッカはレオの誠意を受け取っておくことにした。


    　レオは疲れ切ったように溜ため息いきをついた。


    「ルッカさん。もう、ルッカさんを雇って協力してもらうっていう話は、無理……ですよね」


    　レオの言葉は、力ない苦笑になった。どれだけ虫のいい話をしているか、レオ自身もわかっているだろう。仮にルッカが話を請うけても、アントニーたちがどんな反応をすることか。


    　答えはもうわかっているようなので、ルッカは何も言わなかった。


    　リディは蔑さげすみきったような溜ため息いきをつく。あまりにもお人好しだったり脳天気だったりするレオに、あきれてしまったのだろう。


    「それで、謝りに来ただけか。だったらこちらは病人もいることだし、もう──」


    「あ、いえ。ルッカさん。申し訳ないのですが、ちょっと一つ伺うかがってもよろしいですか」


    　レオが姿勢を正して、そう切り出してくる。


    　そして、小さく[image: ]せき払いして、張り詰めた声音で問うてきたのだ。


    「ルッカさんはこの街に来るまでの間、カテドラルや風見鶏フオーキヤスターについて何か聞きませんでした？」


    　ただならぬ様子だった。


    　ルッカたちはここまで主に徒歩で旅をしてきた。


    　馬車便や船、地方によっては鉄道なんてものもあるが、宿主が積極的に駆除されない国であっても、宿主は交通機関を利用できないことが多い。特に国境線を跨またぐ場合はほぼ確実に無理だ。


    　これは、国によって宿主への対処が違うことから生まれた慣例だった。


    　そのため、一度に長距離を移動はできなかった。かつ、宿主との旅は大量の食料を持ち歩くため、大きな街があるたびに、立ち寄って補給する必要もある。


    　それでルッカは、カテドラルより西のめぼしい街にはだいたい立ち寄ってきたのだけれど、カテドラルがこんな状況になっているだなんて話は全く聞かなかった。


    「特には。まあ蜜虫屋でばっかり話を聞いてたから、逆に聞けてなかったんだろう。この辺りで蜜虫屋と言えば、まず間違いなく風見鶏の手先だ。風見鶏がらみの話を吹聴して回るとは思えない。もうちょっと普通の場所で話を聞いてれば、噂うわさくらい聞けたかもな」


    「私も新聞くらいは読んでたけど、それらしい話はなかったわね。……もし知っていたら、もっと用心してたわよ」


    「ですよね。ルッカさんなら何か聞いていたのでは、と思ったんですが」


    　レオはルッカたちの答えを予想していたようで、それを聞いて、追い詰められた草食動物みたいに悲ひ壮そうな顔をする。


    「温室に風見鶏が関わっていると聞いたら、いろいろと納得できましたもので。……実は、この街の情報、ほとんど外に出ていないんですよ」


    　レオが担当するのは、温室の監視も含めた情報収集や、その他の後方支援だそうだ。


    　その一環で、この街に外から来た人の話を聞いたり、時には中央に赴おもむいて、連邦政府に宿主対策の願いを陳ちん情じようしたこともあるのだと言う。


    　その結果、レオが知ったのは、ここカテドラルで起きている異常事態が、街の外には全く知られていないという事実だ。


    「カテドラルの行政府と、大手新聞の支社を抑えてしまえば、他よ所そへの情報はほとんど伝わらない。もとからこの街は、表も裏も、風見鶏フオーキヤスターが根を張り切ってるんです。どうして宿主が暴れてることが外に伝わらないか不思議だったんですが……温室が風見鶏絡がらみだったとなると、そういうことなんでしょうか」


    　カテドラルの住人であるレオは、空気のように当たり前に存在するモノとして、天災のように人には制御できないモノとして、風見鶏の名を口にする。そして、宿主より風見鶏のほうが、対処に負えない相手だと言っているようでもあった。ルッカも概おおむね同意見だ。


    「しかし、風見鶏が情報を止めてるってのか？　何のために」


    「どうでしょうね」


    　その点に関しては、レオも答えを出せていないようだった。


    　むしろ花狩りベスキユラムと長く付き合ってきたルッカのほうが、犯罪組織の考え方はわかっているかもしれない。


    　裏社会で暗躍する連中は、情報が多少隠されていても、どこからか聞きつけてくるのが常だ。


    　それに新聞社や行政府を抑えたとしても、一般市民に噂うわさくらいは広まるだろう。


    　大規模な事件に対する情報統制は、完璧など最初からありえず、それでも世の中の大多数に──大衆に騒がれないために、と行うものだ。


    　カテドラルでの宿主の行動が一般市民に知られて、風見鶏は何か損をするだろうか。


    　レオは難しい顔で考えながら帰っていった。


    



    　夢の中で物音を聞いた気がして、ルッカは目を覚ます。


    　狭せまい部屋の中はまだ、青黒い闇やみに満たされていた。窓からかすかに夜明けの気配だけが侵入してくる。


    　サージェが寝台に寝ているので、ルッカとリディは旅の間に使っていた寝袋で床ゆかに寝ていた。


    　床に近い空気は、埃ほこり臭くさくて冷たい。


    　ルッカは寝袋の中で軽く伸びをして、寝袋から上半身だけ這はい出した。


    　何な故ぜ目が覚めたのか、自分に目覚めをもたらした音源を探す。


    　すぐにそれは見つかった。寝台の上にサージェが身を起こしていたのだ。


    「……ん……」


    　サージェのほうも、今し方目を覚ましたばかりのようで、まだ眠そうな顔だ。


    「おはよう。……熱は下がったか？」


    　ルッカが声をかけると、サージェはゆっくりと顔を巡めぐらせる。


    　ぼうっとした顔でルッカを見ていたサージェは、やがて口を開いた。


    「……あなたは、だれですか？」


    「え？」


    　自分のものとも思えない、間抜けでうわずった声をルッカは出していた。


    　窓の外では気の早い鳥が鳴いていた。


    



    「熱は……下がったみたいね」


    　サージェの額ひたいに手を当てて、リディが熱を測る。


    　されるがままのサージェは、リディに触られるのが嬉うれしそうだった。


    「本当に何も覚えてないの？」


    「はい、ごめんなさい」


    「あなたが謝ることじゃないけれど……」


    　なんとなく救いを求めるように、リディはルッカのほうを見る。


    「ルッカ。こういうことってあるの？」


    「俺が知る限りではないな。宿主が記憶を失うのは、宿主になったときだけのはずだ」


    　そもそも、病気にでも罹かかったように倒れて熱を出したのも、宿主として変なのだが。


    　サージェに関する謎なぞが、まだ増えていく。


    「ルッカ。ちょっと怖こわいこと考えた」


    「俺も同じことを考えている気がする……」


    　リディが微妙に引きつったような表情になった。なんとなく、どちらがソレを口に出すのか、譲り合うような押しつけ合うような、そんな微妙な間があった。


    「サージェは、最近宿主になったばっかりじゃない可能性もある」


    　リディの言葉にルッカは頷うなずいた。


    　何がどうしてこんなことになったかさっぱりわからないが、こうして未知の作用によって記憶喪そう失しつになったサージェが、これまでにも記憶喪失にならなかったとは限らない。


    　それがあの温室の地下牢ろうで起こっていたとしたら、まさにルッカがサージェを見つけた状況になるのではないだろうか。


    「もしかしたら、サージェは、リディやアークと同じ花から生まれた姉妹なんじゃないか？」


    　リディは、これには迂う闊かつに首しゆ肯こうできなかったようだ。


    「それこそ幼すぎるでしょう」


    「だって、それは今も同じなんだろ。とりあえず年齢について無視したら……」


    　アーク、マリエラ、リディ、サージェ。他にも温室には、真しん紅くの花の宿主がいるそうだ。


    　──違う時期に生まれたと考えるのは、むしろそちらのほうが不自然ではないだろうか？


    　サージェはまだ事態が飲み込めていないような顔で、ぼんやりと二人の会話を聞いていた。


    「どうやって年齢の縛りを超えたかわからないけどな。あと、なんでアークたちはサージェを捕まえていたのかも、やっぱりわからん」


    　ルッカがそう言ったのを聞いて、リディは寸すんの間考え込んでいた。


    　それから、ずばりと一言。


    「ねえ。それってアークたちに正面から聞きに行っちゃダメなの？」


    　ルッカは最初、予想外の言葉だったので、リディが何を言っているか理解できなかった。


    　しかしリディはこの提案に、ある種の確信を持っているようだった。


    「だって、もうサージェはどうでもいいなら、サージェを奪ったことでは怒ってないでしょ。マリエラに怪け我がをさせたのは、ルッカも背骨やられておあいこだし。それに、ルッカならともかくとして、姉妹と推定される私の頼みなら、無む下げに断れないんじゃない？」


    「た、たしかに……」


    　聞いているうちにルッカは、リディの言葉が脈みやく絡らくのない思いつきではないのだとわかった。　あれこれと推論をこね回すよりも、よほど手っ取り早い方法だった。


    



    　落ち葉が舞い散る、温室前の通りにルッカは戻ってきた。今度はリディも一緒に。


    　ここに人通りがないのは、街の人々はここが宿主の根城だと知っていたからだろう。


    　サージェは、昨日リディたちが隠れていた公園で、宿主の気配を隠せる木があったので、そこに登って隠れている。これなら並大抵のことでは発見されないだろう。今のサージェを一人にしておくのは心こころ許もとなかったが、連れてくるほうが危険だと判断したのだ。


    　曇り空の下、ルッカはゆっくりと、実み桜ざくらの木を眺ながめながら歩いた。もしここに宿主が隠れていれば、視覚で捉とらえなければならない。もう襲いかかってこないだろうと思いながらも、念のための用心だった。


    「ねえルッカ。そんなもん見てる場合じゃないみたいだけど」


    　いきなりリディがルッカの服の裾すそを引っ張って、仮かり花はなの花弁を一枚渡してきた。


    　ふいに足音が折り重なって聞こえてくる。


    　温室のほうからではなく、ルッカたちの前と後ろから。


    　曲がり角の陰から人が現れた。


    　一目でそれとわかる、物ぶつ騒そうな気配を漂ただよわせた男たちが、前後にそれぞれ五人ずつ。


    　まるで通りを一区画封鎖するように道を塞ふさいだ。


    　念のためよく目をこらして見るが、やっぱり仮花はない。人間だった。


    　男たちすべての手には、赤い葉よう脈みやくが刻まれている。上等な蜜虫を使っているようだった。


    　ルッカは渡された花弁を奥歯ですりつぶす。


    　口の中が煮えたぎって、ルッカの手に浮かんだ赤い模様がうごめき、肘ひじにまで伸しん延えんする。


    　──なんだ、こいつらは。


    　短刀を抜いて構えながらも、ルッカは訝いぶかしく思う。


    　どこの誰だれなのかは、おおよそ見当がつく。この街で、これだけの蜜虫使いを一気に出せるのは風見鶏フオーキヤスターくらいだろう。昨日の脅迫状も、風見鶏からだったのか。


    　しかし、何な故ぜルッカが風見鶏に狙われなければならないのか。それがわからない。


    　指示の声すら飛ばず、刺客たちは機械的に散開し、ルッカたちを取り囲んでくる。どうやって動くか、事前に決めてあるのだろう。手慣れた雰囲気だ。


    「気をつけて。たぶん、何が何でも殺す気だと思うから」


    「そんな感じだな。……ったく、遊んでる暇ひまはねえってのに」


    　展開を終えた刺客たちが一気に群がってくる。


    　獲物はありきたりな剣が主体だったが。その中に、妙なものがまじっていた。


    　──あれは……機械弓？


    　現れた男たちの二人は、小さな弓に台座と引き金をつけたような武器を携行していた。


    『弩ど』とも呼ばれるが、これは、つがえた矢を引き金で発射できる武器だ。


    　普通の弓と違って、狙いをつけるときに弦つるを引き続けなくてよいし、威力も高くできる。しかも、あまり訓練しなくても人並みに扱えるようになるという優れた武器だった。


    　しかし、乱戦が予想される状況で持ち出す武器としては、どこか違和感がある。


    　蜜虫を使って少数精鋭での高速戦闘をするなら、むしろ剣のほうが扱いやすく効果的だった。


    　おまけに彼らが持っている機械弓はオモチャのように小さかった。


    　だいたい、つがえている矢が奇妙だ。胴体まで鋼鉄なのは普通だが、矢や尻じりに当たる部分が螺ら旋せん状で、先せん端たんが妙な色になっている。


    　機械弓を持った男たちは、距離を取って様子をうかがう。まず来たのは、剣を持つほうだ。


    　背中合わせに立ったリディとルッカに、都合四人ずつが襲いかかってくる。


    　突出した一人目がルッカに向かって、小さく袈け裟さに斬きりつけてきた。


    　隙すきを作らない攻撃だった。蜜虫を使った高速戦闘を理解しているようだ。


    　ルッカは小さく一歩、横に跳んでこれを躱かわし、剣を持っている手を狙うように短刀を突き出した。一人目は、これをのけぞるように回避する。


    　後ずさった一人目の動きが邪じや魔まになって、二人目の動きがもたつく。


    　ルッカはその隙に、深く、地に伏すほどに体を沈めた。


    　そのまま足を後ろに蹴けり出し、這はうように低い姿勢から飛び込んで、足に斬りかかる。


    「ぎゃっ！」


    　ひしゃげた悲鳴があがった。


    　振るった手に、確かな手て応ごたえがあった。一人目のかかとの腱けんから太ももの辺りを、ルッカは短刀で深くえぐっていた。


    　二人目と三人目の足元を飛び抜け、前転して、四人目の足元から伸び上がるように短刀を突き上げた。


    　四人目のあごに突き刺さった刃やいばは、下あごを貫かん通つうして舌まで串くし刺ざしにしていた。


    　間かん髪はつ容いれずルッカは、刃をしっかりと捻ひねって引き抜く。四人目は、声にならない悲鳴を上げながら血を吐はいて悶もん絶ぜつした。


    　振り返った二人目と三人目が、同時にルッカに斬きりかかった。


    　仲間が一度にやられても、彼らは眉まゆ一つ動かさない。ただ淡たん々たんと剣を振るってくる。


    　しかしルッカの手て際ぎわを見たからか、二人で隙すきを補い合いながら、防御主体で戦っていた。


    　ネコが羽虫にちょっかいを出すように斬りつける。


    　僅わずかな隙を狙おうとすると、もう一人が牽けん制せいしてくる。


    　そしてまた、ルッカを殺す気などないかのように、軽く剣を突き出す。


    　二人は下へ手たに動き回らず、どっしりと腰を据すえて攻撃してくる。


    　ルッカはこの攻撃を、短刀を打ち合わせて捌さばいていたが、五合、十合と刃を重ねるにつれ、心の中で首を傾かしげていた。


    　まるでこれは、ただ戦い続けることが目的であるかのようだ。


    　疲労を待つという戦術は、蜜虫を使っての戦いでは通用しない。


    　もちろん、精神的な疲労は別だから、相手の失策を待つという戦法はありえるのだが……。


    　そう思いかけたときだった。


    　リディの側の戦いが、ちらりと、ルッカの目の端はしに映った。


    　すでに三人の息の根を止めたリディは、剣を持った男と、その背中に隠れた機械弓の男二人に狙われていた。


    　双方共にじりじりと間合いを計っていたが、突とつ如じよ、剣を持った男は大げさなくらいの動作で踏み込み、リディに打ちかかった。


    　これにリディは、手よりも長い髪を瞬時に伸ばし、相手の腕を巻き取る。


    　そのままへし折るかと思ったが、剣の男はものともせずに突進し、リディにぶつかった。


    　当て身とすら言えない滅め茶ちや苦く茶ちやな攻撃だ。


    　リディはたたらを踏むが、不用意に近づいてきた男の首を、ねじ切れそうなくらいに髪で締め上げる。突き飛ばされてしまいそうだったリディは、男の首に髪を引っかけることでぶらさがり、勢いを止めた形だ。剣の男は泡を吹いて膝ひざから崩れ落ちた。


    　しかし、それは機械弓が狙いをつけるのに十分な隙だった。


    　歯車の軋きしむような音が二つ。


    　機械弓から鋼鉄の矢が発射された。


    　リディは片方の矢を、余った髪を網状に展開して受け止めたが、もう片方の矢は浅く、リディの脇腹に突き刺さる。


    　ルッカは機械弓にそこまで注意を払っていなかったし、リディもそうだった。


    　理由は、攻撃として弱すぎると見たからだ。


    　本来の機械弓はもっと巨大で、相そう応おうの威力を持つ。


    　こんな片手に収まる大きさでは大たいした攻撃力にならず、よほど当たりどころが悪くない限り軽傷しか与えられない。身体強化で肉体の強度も増しているのだ。


    　そう思っていたが、しかし、矢を受けたリディの顔色が変わった。


    　自在に動いていた髪が力をなくし、重力に従って垂たれ落ちる。


    「ルッカ、体が……！」


    　それだけでルッカはすべて理解した。


    　──毒だ！


    　毒によって身体強化を解かれている。


    　宿主が強きよう靱じんな体を持つのは、蜜虫と同じような成分が花から分ぶん泌ぴつされ、常にその影響下にあるからだ。


    　花狩りベスキユラムでは、その分泌物を抑える薬と麻ま痺ひ毒を調合し、摘つみ取る予定の宿主に飲ませていた。


    　だがそれは所詮、経口で投与するものだ。それなりの量が必要なので、矢や尻じりに塗った程度では効果がない。どうやったのかと驚いたが、今は驚いている場合ではない。


    　機械弓を捨てた二人の刺客は剣を抜き放つ。


    　今のリディはただの少女と変わりがない。切り捨てられれば、それで一巻の終わりだ。


    「仮かり花はなを使え、リディ！」


    　ルッカは叫んだ。リディ自身が考え出した、毒に抵抗する方法。


    　体内からの供給が絶えるのであれば、自分の仮花を口にして、外から摂せつ取しゆすればいい。


    　しかし、それだけの動作も、戦いの中においては致ち命めい的な隙すきだった。


    「くそっ！」


    　悪態を一つ吐はき捨てて、ルッカは二人の壁をこじ開けようとする。


    　剣を構えた男の脇を、短刀で斬きりつけながら無理やりに押し通った。


    　鉄と鉄がぶつかり合い、刺客の持つ剣の切っ先が、ルッカの左腕に潜り込む。それにルッカはひるまず、腕を切り開かれながらも走り抜けた。


    　その先では今まさに、リディが二人に斬り殺される寸前のところだった。


    　頭に伸ばしたリディの手が、花弁を三枚ほど一気に毟むしる。


    　その手が口に戻るのと、剣が振り切られるのは、おそらく同時。


    　ルッカは走った勢いをゆるめず、リディと二人の刺客の間に滑り込んだ。


    　振り下ろされる剣が二つ。


    　片方は短剣で止める。


    　もう片方は、攻撃の軸となる男の腕を、ルッカの腕で強引に押しとどめた。


    　振るわれた腕は、止まらないまでも勢いを減じる。男の手にした剣は、ルッカの左肩に切り込んで、それ以上斬れずに骨で止まった。


    　その瞬間、ルッカの肩を斬きった男が飛んだ。


    　背後のリディが攻撃したのではなかった。


    　横合いから蹴けりつけられた男が、もう一人を巻き込んで、しばらく飛んでから転がった。おそらく地面に落ちるよりも早く絶命していただろう。


    　男を軽々蹴り飛ばした足は、ルッカより頭二つ大きい男のものだった。


    　曇り空を背景に、巨大な真しん紅くの仮かり花はなが見下ろしてくる。


    「ごわっ」「ぎえ！」


    　悲鳴が立て続けに上がった。


    　ルッカがそちらに目をやると、まだ残っていた男のうち二人が、背中に矢を生やしていた。


    　機械弓の小さな矢ではなく、長弓に使うような矢だ。


    　いつの間にか、実み桜ざくらの木の上にマリエラが陣取っていた。その手に花弓を持っている。弓の弦つるが唸うなりを上げ、次の矢を放ち、念入りにとどめを刺していった。


    「……リディを助けに来たのか」


    「今ばかりは礼を言っておこう、無花頭ペタルレスの青年」


    　ルッカを見下ろして、際限なく偉そうにアークが言う。


    「君が身を挺ていして庇かばわねば、我われらはリディを失うところだった」

  


  
    二　歪み


    



    　門を一歩入った場所でルッカたちは向かい合っていた。互いに武器は収めている。


    　正確には、ルッカたちの前にいるのはマリエラで、アークは少し離れた場所で腕を組んで、鷹おう揚ように構えている。どうも客に応対するのはマリエラの仕事であるらしい。


    　ルッカは様子を見ながらも、携行している包帯を取り出し、斬られた腕に巻いていた。


    　ちょっと近くの木の上に目をやると、見張りの宿主が数人、枝にとまっていた。なんでもリディを発見してマリエラたちに知らせてくれたらしい。


    　見張りの宿主は、今は外を警けい戒かいしているようだが、もしルッカが妙な真ま似ねをすれば、一いつ斉せいに襲いかかってくるのだろう。


    「やっぱりあなたたちは、私の姉妹花──」


    「そう。私はあなたと同じ種を受けた、姉にして妹。あなたが温室生まれと聞いて驚いたわ」


    　リディは複雑な表情だった。


    　本音を言えば、嬉うれしいのだろう。


    　自分の花が一つだけではなかったと知れば、開花にすべてを捧ささげる宿主として、まず安心感があるはずだ。宿主にとっての至し上じよう命めい題だいは、花の命を繫つなぐことなのだから。


    　そして、利害を完全に共にし、絶対的に信頼できる同どう胞ほうでもあるのだ。


    　人間ですら、そこまで信頼できる相棒と巡めぐり会うのは難しいだろう。孤独を宿命づけられた宿主にとって、それがどれだけの救いになるか。


    　それでもリディは、どことなく浮かない顔だった。


    　マリエラは静かに微ほほ笑えむ。


    「先日は失礼。改めて、私はマリエラ」


    「私はリディよ」


    「……ルッカだ」


    　無視されるかと思ったが、ルッカの自己紹介にもマリエラは律りち儀ぎに礼を返した。


    　それからマリエラはリディのほうへ向き直る。


    「今日きようはあなたがこの温室に来てくれて、本当に嬉うれしく思うわ。それから、リディを助けてくれてありがとう、ルッカさん」


    「一昨日とは歓迎の仕方が違うわね」


    　リディが言い返す。


    　言葉だけ聞くと痛烈な皮肉だが、そして実際そういう口調でもあったが、なんだかルッカはどちらかと言うと、二人組の話芸を見ているような印象を抱いだいた。


    「突然訪ねてくるから驚いちゃって。今日はせっかくだから、上がって麦茶でも飲んで、ゆっくりしていってほしかったんだけど」


    「ルッカがいるから無理ってんでしょ。お気遣づかいは無用よ」


    「ごめんなさい。無花頭ペタルレスの客なんて全然来ないから、みんなが大騒ぎしちゃいそうでね」


    　リディとマリエラの会話は、長く付き合った友人同士か、家族のようにも思える。


    　同じ花を持ち、血の絆きずなで結ばれた姉妹。


    　仲がよくなる段階をすべて飛ばして、ここまで行き着くと言うのも、それはそれで不ぶ気き味みではあった。


    「リディ、あなたはもしかして知らないのかしら。あなたは、私たちの恩人なのよ」


    「私が？」


    　出し抜けにリディが恩人呼ばわりされる。


    「そう。あなたが私を逃がしてくれたの。花を宿す前の私をね」


    「あ！」


    　こう言われれば思い当たったようだ。


    　リディは温室から逃げ出すため、捕まっていた人間を逃がして囮おとりにした。


    　人工感染の実験で、同じ花から採れた種を何人にも植えつけていたのだろう。姉妹宿主が一いつ斉せいに生まれるのも当然だった。


    　おそらくリディは、牢ろうの中で最もつとも早く宿主になったのだ。そして、周囲の人間はまだ種子を浴びただけで、宿主化はしていなかったから、姉妹だと気づけなかった。


    「あのとき、アークはもう宿主だったの。実験動物にされていたアークは、混乱に乗じて自由になって、私たちを助けに来て……そして無花頭ペタルレスをみぃんな追い出したのよ」


    　それでは、街がこんなことになったきっかけはリディだったと言うことか。それでは責めることも解決することもできない。あまりにもどうしようもなくて、ルッカは何もかも忘れてガランの雪に埋まりたい気分だった。


    　リディもさすがにいくらかは驚いたようだけれど、むしろリディにとって、これは嬉うれしく誇ほこらしい結果であるに違いない。何しろリディの偶発的な行動で兄弟姉妹を助け出し、自分と同じ花を増やしたのだから。


    「じゃ、その恩返してもらいましょうか。今日きようは洗いざらい吐はいてもらおうと思ってきたの」


    「あら、何を？」


    　いよいよ話を切り出したリディに、マリエラは薄く微ほほ笑えみ返した。


    　リディが何を言い出すか、もうわかっているとでも言いたそうな顔だ。


    「サージェについてよ」


    「サージェ？」


    「お前たちが牢ろう屋やにぶちこんでた宿主だ」


    　ルッカは多少強引に会話に加わった。


    「あいつは、お前らやリディの姉妹なのか？　それとも──」
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    　別の関係かと聞く前に、遮さえぎってマリエラが話し始めた。


    「お察しのとおり、あなたたちがサージェと呼んでいるあの子は、私やリディの姉妹宿主。同じ花から種をもらった、姉にして妹たる宿主よ」


    　特に秘密にする理由もないのか、リディが聞いたからか、マリエラはあっさりと答えた。


    　予想どおりではある。しかし、素直に納得できない答えでもあった。


    「疑問がある。第一に、サージェが二年も前に、宿主になれる年だったとは思えない。第二に、姉妹ならどうしてお前たちは、サージェを閉じ込めていたのか」


    「マリエラの言うのが本当だとして、どうしてサージェは宿主なのに熱を出したりするのか、わからない？　それにあの子、今け朝さ起きたら記憶がなくなってて……」


    　ルッカとリディ、二人の質問を受けて、マリエラは思案する。


    「そこまで見ているなら、全部話したほうが早そうね。順を追って説明するわ。──この温室では、私たちに施ほどこされた種子を浴びせるだけの人工感染とは別で、もう一つ別の人工感染が研究されていたの。花の種子に細工して、生命力の認識を狂わせ……本来は根づかないはずの対象に、花を根づかせる実験が」


    「そんなことができるのか!?」


    「できないから研究していたんでしょう。そして、奴らは成功した。その被験者があの子。絶対に宿主になれないような年だったから、あの子が選ばれたのでしょうね」


    　ルッカは、背筋すじが黒く凍いてついたような心ここ地ちだった。


    　花のあり方を歪ゆがめるだなんて、そんなことができるとは思っていなかった。


    　花は、遙はるかな昔から現代を経て、未来永えい劫ごうにわたって、変わらないかのように思っていた。


    　もし、花のあり方を歪めたりできるのだったら、それはすでに、世界を作り替えるのと変わらないのではないか。


    　ルッカは神など信じていない。しかし、こんなものは神の所しよ行ぎようとでも言う他に、表現を思いつかなかった。


    「だけど、種子に細工をするという方式には、根本的な欠陥があった」


    　マリエラは沈痛な面おも持もちだった。


    「花は、宿った我われらの体に、その強さに見合う負ふ荷かをかけるの。強い体からは、相そう応おうの養分を吸い上げる。これはむしろ、宿主が一時的に食事を取れなくなったとき、花が宿主を吸い殺してしまわないよう自制するための機能と考えられているわ。弱った体から奪いすぎないようにね。あとは成長途上で宿主が死んだとき、強制開花を行うための検知器でもある」


    　そこまではルッカも、どこかで聞いたような覚えがあった。


    　宿主はたしかによく食べる。


    　しかし、飯を抜いても簡単に餓が死しはしない。


    　花にとって宿主の食事による養分補給は、その場で消費するのではなく、開花のための貯ちよ蓄ちくにすぎないのだ。だからもし物が食べられない環境なら、無理に養分を取って宿主を吸い殺す必要などない。それが本来の、花と宿主の関係だが、しかし。


    「認識を、狂わせ……？」


    　リディが呟つぶやいて、自分自身の体を抱きしめた。


    　種に細工して、体の強さを誤認させる。だから根づく。だから……。


    「彼女の花は、彼女の体をとても強いものと誤認しているのよ。彼女の細い体から、彼女が飢うえていようと満たされていようと、奪えるだけの養分を奪っていく。体細胞の維持に必要な分まで奪っていくから、脳や内臓が壊え死ししては、花の力で再生して……それを繰くり返しているの」


    　極めて絶望的な形で話が繫つながった。


    　一足す一の答えを説明するように淡々と、マリエラはとんでもないことを言ってのけた。


    「私たちが保護していた頃ころから、サージェはたびたび倒れ、記憶を失っていた。脳が壊死して再生するから、記憶を失う。体を急速に再生するときは、当然、熱が発生する」


    　ルッカは動けなかった。


    　他の宿主と比べても、よく食べるとは思っていたけれど、まさかこんな理由があっただなんて。


    　花より先に体が衰すい弱じやくしていると、リディは言っていた。こんな理由があったのだ。


    　やり場のない怒りがルッカの腹の中で弾はじけていた。サージェを宿主にした風見鶏フオーキヤスターの目的は、結局のところ、継続的に蜜虫を生産することだけだ。そのために生み出した宿主がどれほど残ざん酷こくな境遇に置かれるか、一いつ顧こだにしなかったのは間違いない。


    「そして……ねえ、リディ。あなたはあの子を──サージェを大切に思っているようね。だとしたら、なおさらよく聞いてほしいの。……あの子はもう、助からない」


    　静かに、それでいて聞き漏もらさぬようにはっきりと、マリエラは告げた。


    　驚くよりもルッカは信じられなかった。そしてリディも。


    　サージェの体については今し方マリエラから話があったけれど、そうだとしても宿主が、殺されて死ぬ以外の何かで助からなくなるなんて、そんな話は初めて聞いた。


    　マリエラもそれは承知しているようで、聞かなくても説明を始めた。


    「私たちだって、努力はしたのよ。花と命を共有した、姉にして妹ですもの。私たちが宿主を集めるうえで、わざわざこんな面倒な場所を選んだのも、宿主を研究していたこの施設が、あの子を救う役に立つと思ったから。……わかるかしら、徐々に薄れていくあの子の『命のにおい』を、間近で感じ続けた私の気持ちが」


    　マリエラはどこまでも真剣だった。サージェへ安易な同情や哀あわれみを持つのは、自分が味わった絶望への冒ぼう瀆とくだと。そう、言っているかのようだった。


    　彼女が言うとおり、風見鶏に睨にらまれる危険を冒おかしてまで温室を確保したのならば、その気持ちはたしかに並大抵ではない。


    「今のあの子しか知らないあなたにはわからないでしょうけれど、すでに体が衰すい弱じやくしきっているの。そちらの無花頭ペタルレスさんにもわかるよう話すなら、各種内臓機能の低下が顕けん著ちよになっている。決定的なのは、体組織のやられる速度が上がっていること」


    　ちょっと見下したように、優越感を味わうように。マリエラは、すでに名乗っているルッカを無花頭と呼んだ。


    　花による再生も、無限ではない。


    　体組織を再生させるには、物理法則に従って、相そう応おうの栄養分を必要とする。


    　頻ひん繁ぱんに体がダメになるようでは、それだけ多くの養分を必要とする計算になる。


    「でも、それは……必要なだけ食べさせていれば大だい丈じよう夫ぶじゃないの？」


    　リディの反はん駁ばくに、マリエラは少しだけ目を伏せた。


    「再生は、一瞬でできるものじゃないでしょ？」


    　リディもこれにはたじろいだ。


    　徐々に崩れつつ、徐々に治される体。破壊の勢いが再生を上回ればどうなるのかは、火を見るよりも明らかだった。


    　さらに悪いのは、花が養分を使い切ってしまうであろうことだ。


    　宿主の体が傷ついて、肉体を再生させるだけの養分を持っていない場合、緊急措置として花は蓄たくわえた養分を逆流させて、肉体の再生に使う。


    　普通なら宿主の体が死んだとき、花はそれまでに蓄えた養分だけを使って、強制的な開花を起こす。だがおそらく、それすらサージェには許されていない。開花のためには最低限、種子を作って飛ばせるだけの栄養分が必要だからだ。そのため、宿主化したばかりの宿主を殺しても開花はしない。おそらくは、サージェも。


    　わなわなとリディが震ふるえていた。


    　サージェの境遇を哀あわれんでのものか、それとも、宿主としてあまりに絶望的な状態のサージェに衝しよう撃げきを受けたのか。


    「ところで」


    　マリエラが仕切り直すように話題を転換する。


    「花による『適応』の力を知っているかしら？　例えば……手足を拘こう束そくされ続けた宿主が、髪を触しよく手しゆ化させて逃げ出したり……とかね」


    　謎なぞかけのような口調だが、その答えは明白だ。心当たりがありすぎる。


    「あれは、花の一般的な力なのか？」


    「個人差はあるみたいだけれどね。私たちがこの力を知ったのは、風見鶏フオーキヤスターが残した資料からだった。あまりに実例がないことで、信しん憑ぴよう性がない話だと思われていたみたいね。複製を作ることしかできない花が、環境の変化に適応するため、宿主に与える力よ」


    　ルッカ自身、多くの宿主に会い、そして殺してきたが、リディのような奇妙な能力を持つ宿主には会ったことがなかった。それは、中途半端に宿主を拘こう束そくしたりするのは難しいうえに面倒で、処理する必要があるなら殺してしまうのが一番早いからだろう。適応する前に死んでしまう。


    　実例が少ないために発見されていない、というのは、科学の世界ではままあることだった。


    　だからこそ、リディが髪を触しよく手しゆ化させるなんて想定外で、あっさり逃げ出せたわけだ。


    「その力を実証しようと……サージェを繫つないだ？」


    「私が自分の意志で牢ろうに繫がれても、全く効果がなかった。そこから私が立てた仮説は、『適応は花が条件反射で行うのではなく、宿主の思考によるもの』だということ」


    　マリエラの碧へき眼がんに、冷たい知性の光がともる。


    「そこで私は思いついたの。あの子を使えばいいって。だって、三日も繫いでいれば、どうして自分がそこにいるのか忘れちゃうんですもの」


    「姉妹扱いから、一気に実験動物まで格を落としたのか」


    　遺伝子を繫ぐ役に立たないなら、例え姉妹であっても情など存在しない。なるほど、宿主的な考え方だ。


    「必要なくなったけどね。リディ、あなたがその成功例として、私たちの前に現れたのだから」


    　悪わるびれもせずにマリエラは言ってのけた。


    　もうサージェに用がないとは、そういうことだったか。


    　マリエラは、文句があるのかと言わんばかりの態度だ。


    　感情的な話をするなら、ルッカは、胸ぐらを摑つかんでこの外げ道どうと罵ののしってやりたい気分でもあった。だけどそれが、花のために最もつとも効率よくサージェを使った結果なのだとも、理解したくないが理解できてしまった。


    「それ、サージェは納得していたの？」


    「もちろん、納得して繫がれたわ。もう忘れてるみたいだけど」


    　そうだ。花すら残せずに死ぬしかないと思っていたところへ、こんな話が飛び込んできたら、サージェは大喜びで承うけるだろう。


    　だからこそ、余計にルッカはやりきれなかった。


    　リディは紅こう玉ぎよくのような目を鋭く細めて、マリエラの方を見る。


    「マリエラ。あなたの言いたいことはよくわかったわ。だけど、サージェを見捨てろって言うのなら、お断りよ。いきなりそんな話聞かされても、本当か噓うそかわからないもの。仮に本当だとしても、サージェが助からないって言うのは、推測でしかないんでしょ？」


    　敢かん然ぜんと言い放つリディに、マリエラは、ひどく気分を害した様子で睨にらみ返す。


    　マリエラが言うとおり、諦あきらめるしかないぎりぎりの瀬戸際まで、本当にサージェを救うために努力を続けていたなら、リディの言い分は噴ふん飯ぱん物ものでしかないだろう。


    　だが、リディもルッカも、自分の目で見たわけではないのだから、それが本当かはわからない。話に聞いただけで頭から信じ込むのも、馬ば鹿からしい話だ。


    「本当に死んでしまうまで、私はサージェを見捨てないわ」


    「同感だな。案外、なんとかして生き延びるかも知れないぞ」


    「でしたらご自由に。忠告はしたわよ。……ところで、そんなことより」


    　露骨に嫌いやみったらしく話を切ったマリエラは、一呼吸置いてからリディに声を掛ける。


    「リディ、私たちの元に来ないかしら？」


    　唐突な誘いだったが、ルッカは自分でも思いがけないほど、その言葉に恐怖した。


    　アークたちは同じ花を持ち、そのために、共に生きている。


    　もしかしたらリディも、ルッカから離れて、そちらに行ってしまうのではないか、と。


    　男女のありきたりな恋仲に、ルッカたちのそれを換算できるかは全くわからないが、あらゆる意味で自分の道標となるリディの存在を、ルッカが好ましく思っているのは確かだった。


    　可能なら一緒にいてほしい、とは思っている。


    　だけど、ルッカから離れたほうが花の利益になるとリディが判断したとき、ルッカにそれを止める権利はないし、止めることは不可能なのだと、ルッカはわかっていた。


    「あなたもまた、私たちと同じ『原初の赤』を纏まとう宿主。私の姉にして妹。同じ花を抱いたあなたと命を分かち合って生きたいと……私は、思うわ」


    　マリエラは膝ひざを折って、リディと同じ目線から話しかけている。


    　それを見て。


    「お断りします」


    　すべての音を吸い取ってまとめ上げたかのように、リディの言葉は天まで響いた。


    　きっぱりとリディが言ったもので、マリエラもアークも意外そうな顔だ。


    　ルッカは、意外を通り越して頭がついていけず、肩透かしを食らった気分だった。


    「いい、のか？」


    　かろうじて、ルッカはそれだけ口にした。


    　もっと気の利いたことを言いたいと思ったが、これで精せい一いつ杯ぱいだった。


    　リディはくるりと、ルッカのほうに向き直る。


    「だって、マリエラたちについていってもどうなるか、今の私にはわからないんだもの。ルッカと一緒にいるほうが、まだ〝読める〟から。サージェのこともあるし」


    　ちょっとだけはにかんだように頰ほおを赤らめ、リディは迷うことなく言う。


    　ルッカは、温かな安あん堵どが胸を満たすのを感じずにはいられなかった。


    　例え、リディがルッカにどんな感情を抱いていたとしても、それが宿主である彼女の判断に影響を与えはしない。


    　しかし、だ。


    　リディはルッカの人となりを知り、また、人間と行動を共にする便利さもわかっている。そして、アークに及ばないまでも、ルッカの強さを知っている。だからこそアークたちのところに行くよりも、現状維持による安定を──ルッカと共にあるほうを選んだのだ。


    　腕を組んだまま、アークがルッカのほうをじろりと見る。


    　ルッカも負けずに睨にらみ返した。見定められているのだと、そんな気がした。


    　するとアークはすぐに、興味をなくしたような顔になって、リディのほうに向き直る。


    「ならば餞せん別べつの代わりに、一つだけ忠告しよう。……これを見たまえ」


    　そしてアークはどこからか、機械弓と矢を取り出した。


    　機械弓は、ルッカたちを襲った刺客が持っていたのと同じ、小さなもの。そして矢のほうは胴体まで鋼鉄で、矢や尻じりに当たる部分に万年筆のような溝がついていた。


    「これは私を撃った機械弓よね？」


    「毒矢を撃つ機械弓だ。ほんの最近、風見鶏フオーキヤスターが作り出したと聞いている。実際に使用されたところを見るのは初めてだ」


    　リディが撃たれた毒矢。花に働きかけて、身体強化をもたらす成分の分ぶん泌ぴつを抑える毒が、矢の中に入っているのだ。


    「それが本当だとして、なんで作られたばかりの武器を知ってるんだ？」


    「妙な勘ぐりはよしたまえ。この温室で試作品を見つけたからだよ」


    　アークに言われてよく見ると、彼が手にしている矢は、万年筆のように直線の溝が入っているが、リディを撃った矢は先せん端たん部に何か仕掛けがあり、螺ら旋せんの溝が入っていた。先ほどの刺客から奪ったものかと思ったら、アークがもともと持っていたものらしい。


    　温室で、風見鶏は宿主の研究をしていた。その成果の一つが、宿主殺しの奇き怪かいな矢というわけだ。ここに試作品が残されていたなら、たしかにあれは風見鶏が作ったのだろう。


    「この矢はきっと、これから世界に広まっていく。努ゆめ々ゆめ、注意を怠おこたるなよ。そして対処法を教えてくれて感謝する。自身の仮かり花はなを服用するとは、盲点だった」


    「……そりゃどうも」


    　リディはこの矢を受けて、仮花を口に含もうとした。それをアークは抜け目なく見ていたらしい。自分がやられたために教訓を与えたというのは、複雑な気持ちであるらしく、リディはちょっとぶっきらぼうな返事をする。


    　気がつけばアークは、またルッカを見ていた。


    　試すようで、見定めるような、重苦しい視線。


    　その意味が何だったのか、ルッカにはわからなかった。

  


  
    三　足搔き


    



    　狭せまく汚い宿の部屋は、乾かわききった空気が漂ただよっていた。


    「ルッカさん。そんな顔をしないでください」


    　寝台に腰掛けたサージェは、すべてを告げられてなお、屈託なく微ほほ笑えんだ。


    　塩辛からい気持ちがこみ上げてきて、痺しびれたように、ルッカは立ち尽くす。


    　サージェが手を差し伸べ、動けずにいるルッカの頰ほおを撫なでた。少しだけ体温が高かった。


    「わたしが花をさかせられなくても、同じ花を持つリディさんが代わりをしてくれる。それがわかっただけで、わたしは安心して死ぬことができます。……リディさんのために何ものこせないのは、残念ですが」


    　サージェにとって最もつとも大切なのは、開花。


    　自分の花か、同じ花を持った誰だれかの開花。自分が死んでも、代わりに誰かが花を咲かせてくれるとなれば、むしろ安らかに逝いけるのだろう。彼女が残念に思うのだって、避けられぬ死の定めではなくて、開花に寄与できない無力のほうだ。


    　無理に強がっている様子はない。


    　単に、これが宿主の考え方というだけだった。


    「まだ死ぬと決まったわけじゃないんだから、諦あきらめるのは早いわよ」


    　リディは力強く言った。


    　ルッカは動揺する素ぶりだけは見せまいと、歯を食いしばってこらえた。


    　それはきっと、サージェへの冒ぼう瀆とくだ。


    　宿主にとって生きる意味は、ただ、花の命を次へと繫つなぐこと。


    　安心して死ねるという言葉に噓うそはないのだろう。


    　ただ単にルッカが、それを感情的に納得できていないだけで。


    　耐えられなくなって、ルッカは部屋を出る。


    「ルッカ」


    「悪い、ちょっと風に当たってくる」


    　ルッカは振り向かずに言った。今は顔を見られたくなかった。


    「幸せなんだろ。俺だってわかってるよ」


    　捨て台詞ぜりふのようにそれだけ言い置いて、ルッカは出ていく。


    「畜ちく生しよう……」


    　花のためにと誓ったではないか。


    　この程度でうじうじと思い悩む、自分の器の小ささが嫌いやでたまらなかった。


    



    　カテドラルの街中で使われる交通機関は、乗のり合あい馬車が主流だった。街の隅すみ々ずみまで乗合馬車網が行き渡っているカテドラルで、辻つじ馬車はあまり多くない。


    　乗のり合あい馬車は、十人以上が乗れる大きな客車を引いて、決められた道順を走る馬車で、客は乗った距離によって料金を払う仕組みだ。


    　そんな馬車の一つに乗って、ルッカは街の中心部へと向かっていた。穏やかに揺ゆれる客車は、古びたためにかえって木材の艶つやが出ている。向かい合った座席では、左官らしき格好をした男が居眠りをしていた。


    　ゆったりと流れていく景色を見るともなしに眺ながめていると、やがて馬車は城門をくぐる。


    　カテドラルは都市国家戦争時代の城壁が残っていて、城壁より中の市街は、特に歴史ある場所だった。議会や大企業の事務所などは、すべて城壁の中に存在している。


    　しばらく走ったところで、ルッカは小銭を払って乗合馬車を降りた。幌の中から出ると、白昼の光がまぶしく感じる。


    　同じ街の中であるのに、景色はどことなく違う色彩を帯おびているように見えた。


    　前面にごてごてと飾りのついた建物が多い。まさか古代から残っている建物でもないのだろうけれど、これは都市国家戦争時代の建築様式を外観だけ真ま似ねたものだそうだ。でこぼこの石いし畳だたみは不規則に色づいている。


    　さながら絵本の中から飛び出してきたような街並みに、ルッカは少しだけ居い心ごこ地ちの悪さを覚える。どうもこんな場所は、自分に似つかわしくない気がして。


    　──それにしても、意外と賑にぎわっているな。


    　ルッカはカテドラルに来て以来、宿主たちに悩まされ、暗い顔をしている人々ばかり見ていた。しかし、この辺りでは道行く人々に笑顔があるし、活気を感じるざわめきに満ちている。


    　カテドラルは大きな街だ。宿からここまで来るのにも、乗合馬車で小一時間かかった。


    　そんな街の中で宿主たちは一か所にまとまって暮らしている。


    　食事を取るだけなら、わざわざ遠くへ出かける必要もない。


    　──もしかして温室の宿主が脅きよう威いになってるのは、局地的な事件なのか？


    　例え駆除特務が機能不全に陥っていても、宿主がこちらまで来ないことには、不安を実感しづらいだろう。宿主が一か所に固まっているために、それ以外の場所は平穏なのかもしれない。


    　宿主も含め、ほとんどの人間は異常事態よりも変わらぬ日常への適応性が高く、何か事件があっても自分に関係がない限り、変わらぬ日常を続けようと努力する。このうえ、レオの言うとおり報道まで抑えられているのだったら、他ひ人と事ごとになるのも当然だ。


    　それが宿主と人間の双方にとって良いことか悪いことか、一概には言えないのだろうが、冬風の使者が困窮した原因の一つではあるだろう。そんなことを考えながらルッカは歩いた。


    　通りをしばらく歩いて横町に入ると、そこに目的の建物がある。ひっそりと隠れるように、建物の隙すき間まに収まるように、小さな事務所──ハイバー製薬という看板がかかっていた。


    　小規模な製薬会社だ。ただし、業務実態はなし。


    　研究所の持ち主として登記簿に載せるためのハリボテ企業だった。あの温室の持ち主である。


    　必然的にそれは、風見鶏フオーキヤスターと関係が深いか、そのものであると言える。


    　この手の団体は、事務所を探し当てて行ってみたら全く無関係の住所で、誰だれもいなかった……という場合も多いのだが、どうやらちゃんと人を置いているようだ。


    　風見鶏はこの街の表にも裏にも根を張っている、とのことだ。


    　であれば、表向きの顔も、両手の指に余るくらいは持っているのだろう。


    　ルッカは古めかしい木彫りの扉を、かつかつと叩たたいた。いい音がした。


    「どうぞ」


    　中から男の声がして、ルッカは扉を開ける。


    　書類の匂においが押し寄せてきた。


    　中は意外に広さがあって、事務机がいくつか並んでいた。白けたように明るい室内で、十人余りの男女が仕事をしている。たしかにいかにも小規模な事務所という趣おもむきだ。


    　しかし、そこにいる誰もが、独特の凄すごみを持っているのにルッカは気づいていた。別にこれは、全員が戦闘要員であるとか言う話ではなく、後ろ暗い仕事を平然としているような人間に独特の雰囲気とでも言うようなものだ。


    　働いている人々は、各おの々おのが自分の仕事をしている風ふうであったが、ルッカは痛いほどの視線を感じていた。観察されている。


    「失礼ですが、お約束か何か？」


    　ルッカを呼び込んだ若い男が一人、玄関のところまで応対に出てきていた。なんとなく、不用意に奥へ入らせまいと、機き先せんを制したようでもあった。


    　素す早ばやく男の衣服を観察したルッカは、すぐに取り出せる場所に蜜虫の小瓶びんを仕込んでいることに気づく。


    　しかし、それはお互いさまだ。ルッカは何食わぬ顔で話を切り出した。


    「先日、こちらの方とお会いしたときに忘れ物を預かりまして。本人にお渡ししたいと思っているのですが」


    　男がちょっとばかり顔をしかめた。


    　変な話だと思ったのだろう。


    「実み桜ざくら通りの研究所前でお会いしたのですがね。『ルッカが来た』と伝えていただければわかるでしょう」


    　当然、あの研究所があった場所は実桜通りなんて名前ではない。〝実桜〟と〝研究所〟という言葉の組み合わせで、あの研究所の話だと、伝わると思ったからだ。


    　男の顔が、見逃のがしてしまいそうな一瞬、こわばった。しかし次の瞬間には、気き味みが悪いくらいさわやかな笑顔になっていた。


    「ではこちらでお預かりしましょうか」


    「いえ、直接お渡ししたいのです」


    　聞き耳を立てられている気配をルッカは感じていた。


    　──いいぞ。聞け。意味をわかっている奴が、一人くらいはいるだろう。


    「どうも、あの研究所に関わるもののようでしてね。中身を確かめていただきたいので、研究者の方も同席してほしいんです」


    　無言のざわめき、としか表現しようのない気配が、奥のほうからわき起こった。


    　ルッカはそれに気づいていながら、涼しい顔を保つ。ここは交渉の窓口だ。こちらが面倒な真ま似ねをしない限り、話くらいは最後まで聞いてくれるだろう。


    　ルッカの応対に出ていた男性は、笑顔の裏で寸すんの間、何かを考えていたようだった。


    「どちらでお会いになりたいと？」


    「そうですね。急な話で申し訳ありませんが、今こ宵よい、月が中天にかかる頃ころ、東城壁の上でお会いしたく存じます」


    　製薬会社の事務所で口にするには奇妙な誘い文句だが、男はそれに深く礼をする。


    「……かしこまりました。当方の都合がつきましたら、夜明けまでには向かわせましょう」


    　彼のような若い下っ端に、それを判断する権限はないのだろう。


    　だからこうして、上の判断を仰あおいでからだと言っている。


    「ありがとうございます。それでは」


    　手は打った。あとは向こうがどう出るか次第だ。


    　形式的な礼を尻しり目めに、ルッカは事務所を出る。


    　いや、出ようとしたところだった。


    　ルッカとすれ違う形で、一人の男が事務所へ入ってきた。大柄な男で、顔を隠すように、帽ぼう子しを目深にかぶっている。


    　その男はルッカを見て、一瞬、歩みを止めたような気がした。しかしすぐに、何食わぬ様子でまた歩き出す。


    　小柄なルッカからすれば、軽く見上げるような身長差だ。


    　そんなだからルッカには、帽子の下にある男の素顔を、すれ違いざま、見るともなしに覗のぞき込むことができた。


    　胸に鉄の杭くいを打ち込まれたような衝しよう撃げきだった。


    　──何な故ぜだ。


    　ルッカは、平静を取り繕つくろうので精せい一いつ杯ぱいだった。


    　垣かい間ま見えた、大男の素顔。あれは、間違いない。冬風の使者の幹部の一人、トーマスだった。


    　──何のために、ここへ。


    　裏で交渉するために風見鶏フオーキヤスターと接触した、というのは、冬風の使者という組織のお粗末さからするに考えがたい。ルッカに対する反応からも、語るに落ちたようなものだ。


    　焦げつくような汗がルッカの背中を流れ落ちていく。


    　レオによればトーマスは、冬風の使者を創設したうちの一人だったはずだ。


    　──えらいことだ。創設時から手を回していたのか。


    　いい加減な自警団は、とんだ伏ふく魔ま殿でんだった。


    　ルッカを襲った見回り部隊は、妙に戦い慣れていて、そしてトーマスが率ひきいていた。


    　あれは冬風の使者による襲撃ではない。風見鶏フオーキヤスターからの刺客だったのだ。おそらくトーマス以外にも、風見鶏の蜜虫使いが潜入していたのだろう。


    　点と点が繫つながって、構図が見えてくる。


    　どうして狙われたかわからないが、とにかくルッカが風見鶏にとって邪じや魔まなのははっきりしている。風見鶏はルッカがアンソニーともめたのをいいことに、冬風の使者がやったという形にして、ルッカを始末しようとしたのだ。


    　裏社会は何でもありなように見えて、不文律とでも言うべき規則や、組織間の政治力学が存在する。背後関係が不明なルッカを、風見鶏としては迂う闊かつに殺さず、可能なら余よ所そに罪つみをなすりつけ、保険をかけたいと考えたのだろう。


    　トーマスは、出迎えた男に用件すら告げなかったが、男はすでに心得ている風ふうで、トーマスを奥に通していく。


    　気になったが、押し入るのは無理だ。怪しまれないうちに事務所を出るしかなかった。


    　事務所を出れば、旧市街のざわめきがルッカを包み込んだ。色鮮あざやかな石いし畳だたみを踏みつけつつ、ルッカは逡しゆん巡じゆんする。


    　──風見鶏は何を狙っている？


    　まさか温室を取られた腹いせに、冬風の使者へ協力しているとでも言うのだろうか。


    　違う。もし温室の宿主をどうにかしようと考えたなら、直接的な手段がいくらでもあるはずだ。非合法な手段や、合法だけれど非人道的な手段が、いくらでも。それを可能にするだけの財力も政治力も、風見鶏にはあるはずだ。


    　とにかく、まずは今夜の会談で、どれだけのことが見えてくるか、だ。


    　虚むなしく青い空を見て、ルッカは深呼吸をした。


    



    　城壁の上を、夜風が吹き抜けていく。


    　墨を撒まいたような夜空のてっぺんで、薄雲に隠れた月の影だけが暗く輝かがやいていた。


    　夜よ闇やみに染まった雲が、凹おう凸とつだけを見せながら、いやに早く流れていく。


    　城壁は一部分が崩れ、立ち入れなくなっているのだが、他の部分は好き勝手に登れるようになっていた。ルッカがいるのは城壁の東側の一部で、矢避けの壁がせり上がった一角だった。


    　城壁によって街を守っているのは、都市国家戦争の頃ころは、まだ世の中に宿主がいなかったからだと言う話だ。そんな時代が本当にあったのか、ルッカとしては少々信じがたいが、ともかく宿主がいないということは、蜜虫だってなかったことになる。


    　身体強化があれば、城壁など簡単に乗り越えられてしまう。蜜虫の登場後は、複合的な防衛設備を備えた迎撃拠点としての砦が発達した。


    　──この城壁は、宿主が存在しなかった時代の夢を見ているのだろうか。


    　不覚にもルッカは、そんな詩的なことを考えていた。


    　見下ろせば、暗く沈んだ街の中で、繁華街らしき明かりがところどころ見える。


    　宿主が跋ばつ扈こするカテドラルの街で、この城壁は何を思うのか。


    　──宿主がいない時代は、どんなものだったんだろうな。


    　宿主が存在しなければ、宿主についての悩みなど生まれもしない。


    　しかし今現在、宿主はこの世界に存在する。


    　それを、邪じや魔まになるたびに殺して、殺して、宿主など最初から存在しなかったかのように、人間だけの世界を続けていくのは、どこかおかしいのではないかとルッカは考える。


    　──無花頭ペタルレス同士だって、裏切り合い、殺し合いながらも、時には信頼し合い、共に生きるのだ。宿主だけをつまはじきにする必然性は、そもそもないのではないか……。


    　だがそれで、宿主が生まれるために絶対不可避の過程でもある、人間が花に憑つかれて〝消える〟ことまで肯定してはならない。


    　風鳴りに紛まぎれた足音を聞きつけ、ルッカは考えごとをやめる。


    　城壁の上を歩いて、物ぶつ騒そうな一団がこちらに向かっていた。


    　帯剣して、鍛えられた体を持つ男たちが、中心の誰だれかを囲んだ陣形で歩いてくる。


    　──戦える奴が、八……いや、七人か。護衛だろうな。真ん中の奴を守ってる。


    　非戦闘員がこの場に出てくると言うことは、少なくとも交渉に応じる気はあるのだろう。


    　進んできた一団は、壁ができている一帯まで来ると、ルッカから距離を置いて止まった。


    　護衛に囲まれて二人の男がいた。


    　片方は恰かつ幅ぷくがよい、実業家風ふうの男。白髪まじりで、胡う散さん臭くさい笑顔を顔に貼りつけている。


    　もう一人はどこか挙動不審な、学者風の男だった。年齢は四十がらみか。落ち着かない様子で、こういった場に慣れていないようにも見える。


    　さしずめ実業家風のほうは、この街での活動にいくらか責任を持っている、風見鶏フオーキヤスターの構成員だろう。


    　そして学者風のほうは、ルッカの要望が通ったのなら、あの温室で仕事をしていた人間であるはずだ。


    　二人はじろじろとルッカを観察し、ちらりと目配せをした。


    「君はぁ、余よ所その人間だそうだが、よくここを知っていたねぇ」


    　実業家風の男が開口一番、挨あい拶さつも何もすっとばして言った。


    「ここは何か特別な場所なのか？」


    「んん？　知らなかったのか」


    　彼は周囲を見回しながら続ける。


    「見通しがいいから伏兵は忍ばせられない。見張り場に入れば、花弓の狙撃も防げる。目立つから密会には向かないがぁ、お互いの安全を確保するには、悪くない場所だ。君には少々、大げさかもしれないがねぇ」


    　精せい一いつ杯ぱいに嫌いやみったらしく尊そん大だいに、実業家風ふうの男が言った。


    　そんな態度がむしろ、底の浅さを露ろ呈ていさせている。予想どおり、あまり上の人間ではないだろう。さて、こいつの一存で引っ張り出せる情報はどこまでか。


    「知ってたわけじゃない。宿主と屋根の上で追いかけっこしたのは、一度や二度じゃないんでな。ちょうどいい場所くらいわかる」


    　じろりと睨にらむと、実業家風の男はへらりと笑った。睨み返す度胸もないらしい。代わりに護衛たちが油断のない目をルッカに向けてくる。


    　こいつと言葉遊びをしたところで得るものはなさそうだった。


    「ご託はいい、本題に入ろう。……何な故ぜ、俺たちを狙った」


    　ルッカは、可能な限り凄すごみをきかせて問うたつもりだった。


    　実業家風のほうが、動揺を隠すように考え込む素ぶりを見せて、それから答える。


    「いや、温室には近づかないで欲しいんだよ」


    　どうやら温室という呼称は、風見鶏フオーキヤスターでも使っているらしい。むしろこちらが元祖か。


    　──やはり、温室絡がらみか。


    　巧うまく、ルッカの質問に答えないようにして、自分の希望だけを伝えてきた。


    　度胸がない代わりに、そこそこの狡こう猾かつさは持ち合わせているらしかった。


    　温室について探さぐっていたルッカが、何かしか理由があって邪じや魔まだったのだろう。


    　さて、ルッカはそこまで狡猾さに自信はないが、修しゆ羅ら場ばをいくつもくぐってきて、相そう応おうの度胸だけは持ち合わせている。


    　──のるか、そるかだ。


    「近づくなと言うが、そもそも俺たちは温室の宿主の側だ」


    「む……？」


    　ルッカのハッタリに、実業家風の男は、まぶたを痙けい攣れんさせた。さすがに予想外だったようだ。


    　ルッカはさらに畳たたみかける。


    「あんたら、あれだけの宿主を相手にことを構える気はないんだろう？　少なくとも、今は。まあ、こちらも無用の争いは避けたいところだが、あんな舐なめた真ま似ねをされては、ただで引っ込むわけにもいかないんでね」


    　つまりルッカが言っているのは、温室の宿主との全面戦争を避けたいなら、リディを狙ったことについて何らかの補ほ償しようをすれば手打ちにしてやると、そういうことだ。


    　鍵かぎは、アークに遭そう遇ぐうしたときのトーマスの態度だ。


    　温室の宿主たちが平和に暮らしている。つまり駆除特務だけではなく、風見鶏フオーキヤスターも今のところ温室に手を出せないでいる。むしろ手を出したくないのだろうと、ルッカは考えたのだった。


    　はたして。


    　実業家風ふうの男はじろりとルッカを見て、月を見て、またルッカを見て、それからおもむろに口を開いた。


    「なるほどねぇ。落とし前をつけろと、こういうわけか。しかし君たちはぁ、温室とは関係がなかったと思うんだがねぇ？」


    　余裕があるように装よそおっているが、男は戸と惑まどいを隠し切れていなかった。リディは温室の宿主でないと考えていたようだが、しかし、断定できてはいない。


    　男の言葉は、二つの事実を示していた。


    　彼はリディが温室に陣取っていた宿主ではなく、外から来たのだと知っている。


    　しかし、リディとアークたちの本当の関係は知らない。


    　──レオの話をもとにして、トーマスから伝わったんだろうな。


    　慎重に、突きを繰くり出すようにルッカは言葉を放つ。


    「俺のところにいる宿主は、正真正銘、温室で紅あかい花をつけてる宿主の姉妹なんだがね」


    　噓うそには真実をまぜておくと、信しん憑ぴよう性が高まるものだった。


    「なんだと!?」


    　ルッカの言葉に素っ頓とん狂きような声で反応したのは、これまで黙っていた学者風のほうだ。


    　驚きのあまりこらえきれなかったという様子だ。隣の男に肘ひじでつつかれて、急に静かになる。


    　かかった、とルッカは思った。


    　──ちゃんと温室の話ができる奴を連れてきたみたいだな。


    　温室から逃げた、真しん紅くの花の宿主を知っているのだ。


    　絶妙の合いの手を入れてくれたおかげで、うまくルッカの話の裏づけとなってくれた。


    「それで、何が欲しいんだね」


    　実業家風の男はめんどくさそうに言う。


    　本当にめんどくさいのではなく、実際は苛いら立だっているようでもあった。


    　構わずルッカは要求を投げつける。


    「温室でお前らは、人を強制的に宿主にする研究をしていたな。そうして生まれた宿主を、正常に戻す方法を知りたい」


    　これにはさすがに二人とも、訝いぶかしげな顔をした。


    「正常とは？」


    「花が命を吸いすぎる。それを止める方法だ」


    　どうしてそんな情報を求めているか、二人にはわからないのだろう。


    　何かの利益に繫つながるとは思えない話だ。


    　目配せしたり、何食わぬ顔で考え込んだりしているのは、裏の狙いがないか慎重に吟ぎん味みしているのだろう。


    　しかし、やがて学者風ふうの男が何事か耳打ちして、一歩進み出る。


    「そんな方法はない」


    　ルッカの脳のう髄ずいを、凍いてつく氷の矢が貫つらぬいた。


    　崩壊しそうな背骨を、かろうじてルッカは支える。


    「ない……だって？」


    「ないとも。むしろ、どうしてそんな失敗作を継続研究していると思ったんだ？　我われらの研究はすでに、別方向からの模も索さくが始まっている」


    「喋しやべりすぎるなよ」


    　実業家風の男が釘を刺した。


    　言われてみれば、ごもっとも。失敗したと思えば、もうそれ以上、研究を続ける謂いわれはない。学者風の男が言うとおり、別方向に道があるのだとしたら、なおさらだ。


    　底なしの穴にでも突き落とされたような気分だった。


    　いつかは穴の底に叩たたきつけられて死ぬとわかっていながら、ただ落ち続ける心ここ地ち。


    　本当に方法がないのかどうかはわからない。しかし、仮に噓うそだとしても、ルッカに情報を渡す気はないのだろう。それに、学者風のほうが噓をついているとはあまり思えなかった。


    「さて、これで満足かねぇ？」


    　実業家風の男は目を細めて、にんまりと笑った。


    　のんびり衝しよう撃げきを受けてもいられず、ルッカは気合いを入れ直す。


    　まだルッカはもう一つ、聞かなければならないことがあった。


    「まだだ。トーマスという──」


    「うおっほん！」


    　実業家風の男の、わざとらしい[image: ]せき払いが夜や気きを震ふるわせた。


    　ルッカが半分も言わないうちに、言葉を遮さえぎってきた。これまでの小物っぷりが噓のような、迅じん速そくで徹底した拒絶だった。


    「あ、あー。今のは聞かなかったことにしておいてやろぉう。我々は、研究の話をしに来たんだ。他の話に答える義理はないしぃ、そんな無礼をする奴は、見逃のがしては、こ、沽こ券けんにかかわるのだよ。さて、何の話だったかな」


    　ルッカは拳こぶしを握りしめた。


    　吹きつける夜風に、ちりちりと帯電しているような空気がまざる。


    　──これは、迂う闊かつなことを言えば、護衛が襲ってくる。


    　ここでトーマスの話をするのは、言ってみれば紳士協定にもとるような行為であり、そもそも風見鶏フオーキヤスターは冬風の使者に関する話をしたくないのだと、ルッカは理解した。おそらくトーマスに関しては、目の前の男の裁量圏内でなく、上位者から口止めされているのだろう。


    　これ以上の深入りは無理だ。たった一人で相手にするには、風見鶏は大きすぎる。ルッカは、苦い思いを嚙かみしめながら、そう判断した。


    「結構だ」


    「そうかぁ。では、我われ々われは帰るとするかねぇ」


    　実業家風ふうの男は、最後に、深く深く笑った。


    　愚かな道どう化け師しを小こ馬ば鹿かにしたような笑いだった。

  


  
    四　徒あだ花ばな


    



    　風見鶏との会談からルッカが宿に戻ってきたのは、夜が明けかけてからだった。


    「どこ行ってたの？」


    「……ちょっとな」


    　説明する気にもなれなかったが、リディはそれ以上突っ込んで聞かなかった。


    　リディは起きていた。それともルッカが戻ってきた物音で起きてしまったのか。寝台で丸くなっていたサージェも目を開ける。眠ってはいなかったようだ。


    「ルッカさん、おかえりなさい」


    　サージェの声は、どことなく間延びして、酷ひどくだるそうだった。


    「ああ……」


    　どう声をかけていいのか、ルッカはわからなかった。


    　壁に背中を預けてルッカは座る。


    　石造りの壁は冷たく、じわりじわりと体の熱を奪っていく。


    　背中から少しずつ冷えていく。


    　──どうしようも、ないのか……


    　ルッカの悪わる足あ搔がきなど何の役にも立たなかった。たった一人の命を救う力さえないのだ。


    　本音を言うなら、サージェを救うというのはルッカの志からは外はずれているのかもしれない。


    　特殊な事情を抱かかえたサージェをどうにかして救うより、不特定多数の中から数人の宿主を救うほうが、きっと簡単なのだろう。


    　ただサージェが、手の届く場所にいたから。


    　手の届く場所にいるのに、どうしようもないから。


    　その無力に耐えられなくてサージェを救いたくなった、と、それだけの理由で。


    　鈴すず蘭らんのような仮かり花はなを見ていると、唐とう突とつに、サージェの腹が盛大に鳴った。


    　サージェが頰ほおを赤らめる。


    「ご、ごめんなさい、おなかがすいて」


    「いや、気にするなよ。しょうがないだろ」


    　彼女に宿った花は、いかに彼女が衰え、飢うえようと、彼女から養分を吸い続ける。


    　そうして吸い取った養分は、おそらく、吸い殺してしまった臓器の再生に使われているのだろうから、救えない話だ。


    「……あ。そうだ。すまん、リディ。飯は大だい丈じよう夫ぶだったか？」


    　食事の買い出しは、主にルッカの役目だった。


    　しかし昨日の昼飯と晩飯の時間は、ルッカが勝手に留守にしていたのだ。


    「適当に買ってきたわよ。蜜虫屋で仮花も売ってきた」


    「そりゃ悪い」


    　駆除特務が無力化されている現状を考えれば、リディ一人で出歩く分には無事だろう。レオが話をつけてくれたなら、冬風の使者も積極的に追っては来るまい。


    　あとは、鉢合わせないように気をつければいい。


    「誰だれかさんが急にいなくなっちゃうから、ちょっと大変だったけど、なんとかなったわ」


    　咎とがめるような視線がルッカを射貫いた。少しだけ怒っているようにも見えた。


    　リディは買い出しが大変だったから怒っているのではなく、相談もなくどこかへ行ってしまったから怒っているのだと、ルッカはなんとなく思った。


    　風見鶏フオーキヤスターとの会談にリディを連れて行かなかったのは、危険だからだ。


    　リディはたしかにサージェを助けようとはしているが、そのために命の危険は冒おかさない。それは宿主としての本能にも、サージェの願いにも背く行為だ。


    　しかしそれを、サージェを助けたいと言っているリディの口から言わせたくなかった。サージェを助けられるかも知れない道があるのに、それを選べないのは辛つらいだろうと思って。


    　相談もせず黙って出て行ったのは、ほとんどルッカの意地でしかなかった。


    「ところで、ルッカ。ちょっと相談があるんだけれど、いいかな」


    「何だ？」


    「サージェの仮花を摘つんでみて欲しいの。できれば丸ごと」


    　唐突な提案だった。


    　仮かり花はなとて、元手はタダではない。開花のために蓄たくわえた栄養から仮花が生まれるのだ。


    　宿主たちが、自分の仮花を売って生活費や路銀に充てるのは、消費した栄養分以上に得る物があるからであって、無闇に摘つんでいいものではない。ましてサージェは、宿主としての体も、花も、栄養不足が懸け念ねんされているのだから。


    「それは、さすがにやめたほうがいいんじゃ──」


    「……サージェから言い出したのよ」


    　気まずげに視線をそらしながら、リディは言う。


    　驚いてサージェのほうを見ると、彼女は真剣な顔をしていた。


    「仮花は、つんでもすぐに再生します。ですが、体が弱っていると、時間がかかります。……仮花が再生するまでの時間を、計ってみて下さい。そうすれば、わたしの体が今どうなっているのか、わかると思うんです」


    　きっぱりと、異論は差し挟ませないという調子で、サージェは言い切った。


    　それから、冗談でも言うみたいに、へらりと苦笑する。


    「それに、ただお世話になるのも悪いですから。ついでに、仮花を売っちゃって欲しいんです。仮花丸ごとならば、それなりのねだんですよね？　お願いします。リディさんは同じ花だから、どうしても……仮花を摘むのも難しいみたいで」


    　サージェの笑みは、痛みをこらえるようでもあった。


    　リディはじっとうなだれている。


    　──サージェは、自分のことを諦あきらめさせたいのか……？


    　自分のことなど顧かえりみず、花のために生きろと言うように。


    　どれだけ自分が弱っているかリディに示すことで、諦めさせようとしているのか。


    　──いや、ついでのフリをして、仮花を売るほうが本筋かも知れない。


    　そう思ってしまったとたん、ルッカは、やり場のない激情に襲われた。


    　宿主は本当によく食べる。食費が馬ば鹿かにならないのだ。


    　生きていられるかわからない自分などのために、リディの財布を圧迫してはならないと、そう考えたのかも知れない。


    　リディは、サージェから顔を隠すようにして歯を食いしばっている。焼け付くような自責の念に耐えているような表情だった。


    　サージェの過剰な気遣づかいを、おそらくリディは拒絶できない。


    　サージェを想おもう気持ちが本物であっても、それとは全く別で、合理的に花のための思考をしているはずなのだ。


    　もし、サージェが本当に助からないのなら、サージェが生きている間に、可能な限りの利益を引き出しておくのが得策だ。まして、財を減らすなどもってのほか。


    　そう考えてしまう自分が許せなかったとしても、宿主としての本能には逆らえない。


    「……いいのか？　リディ」


    　思わずそう言ってしまってから、ルッカは後こう悔かいした。


    　返ってくる答えはもうわかっている。これでは、サージェの仮かり花はなを摘つむという判断の重さと責任を、全てリディに預けただけだ。


    「やれば、いいじゃない。本人がいいって言ってるんだから」


    　リディは、涙をこらえるような声でそう言った。


    　サージェはじっと、ルッカのほうを見ている。


    　彼女の視線はおそろしいほどに澄んでいた。ルッカの動揺すら吹き飛ばそうとしているかのように。


    「わかった。やるよ」


    　本当は嫌いやだった。しかし、拒否する理由を見つけられなかった。


    　ルッカの言葉を聞いて、サージェはあからさまにほっとしたような表情になる。


    　それを見て、ただ痛ましいと、ルッカは思った。


    　リディはふて寝するように寝袋へ潜り込んでしまった。


    　鈴すず蘭らんは本来、多くの花が鈴なりに咲く花だ。しかしサージェの花は、ルッカの拳こぶしより大きいくらいの仮花が一つだけ、頭についている。


    　ルッカはサージェの仮花に手をかける。


    　その仮花は、しっかりと形を保っているのに、迂う闊かつに触ったら崩れてしまいそうなくらいに儚はかなく柔らかい、不思議な質感だった。


    　鈴蘭型の仮花は花弁が分かれておらず、丸ごと摘み取るしかない。むりやり引きちぎろうとしたら、大きすぎて途中で破れてしまいそうなので、ルッカは短刀を抜いた。


    　花を少しだけ持ち上げるようにして、仮花と頭の間に刃やいばを差し入れる。


    　頭皮から吹き出す茎を、ルッカは搔かき切った。


    「ひゃうぅっ」


    　根本から丸ごとの摘てき出しゆつに、サージェが体を震ふるわせた。固く目をつむって耐えていたが、やがて、安あん堵どしたような溜ため息いきをつく。握りしめていた毛布の裾すそがたるんでいた。


    　ルッカは切った仮花をそのまま革袋に入れる。


    　革袋の中の仮花を見て、なんとなくルッカは、ゆすりたかり紛まがいの仕事をしていた、冬風の使者の気持ちがわかってしまった。


    　──俺は、本当にただのガキじゃないか。


    　サージェが金の心配をしているだなんてのは、考えすぎであって欲しい。しかし、いずれにせよ、この世で生きて何かを為すには、先立つものが必要なのは変わらない。


    　誰だれかを救うにせよ、自分を生かすにせよだ。


    　調達する手段がどうこうと言う問題よりも、その程度のことすらすっ飛ばして考えていた自分が、情けなくてたまらなかった。


    



    　まだ朝も早いので、カテドラルの街は静かだった。人の熱も、太陽の熱も、いまだに街を暖められず、冬の朝の空気は、痛いほどに冷たく澄すんでいた。


    　昇りきらない朝日が、街のそこかしこで、夜や闇あんの残ざん滓しを払いきれずにいる。


    　それでも大通りに出ると、ちらほらと人が歩いていて、店の前を掃除している人も見かけた。


    　ルッカは足早に大通りを歩いて、一つの蜜虫屋へ向かう。


    　一昨日寄った店だ。


    　ともすれば店の主を叩たたき起こすつもりで出ていったが、いかつい老人はきびきびした動作で、店の看板を磨みがいているところだった。


    　石いし畳だたみを鳴らして近づくルッカに気づき、店主は少しだけ驚いたような顔をした。


    　構わずルッカは近寄っていく。


    「こんな時間に悪いんだが、また蜜虫を売ってくれないかね」


    「お、おう。なんだ、もう使っちまったのか」


    「そうなんだ、風見鶏フオーキヤスターの連中にちょいと揉もまれてね」


    　ルッカがじろりと目を見てそう言うと、店主は動かなくなった。


    　熊に会ったら死んだふりをすれば襲ってこないという迷信があるそうだが、多分同じような心理で、こちらを刺激しないよう、本能的に動きを止めたのだろう。


    　ルッカがこの街に来て以来、接触した人間は限られている。


    　その中で、立場からして最もつとも風見鶏に近そうなのは、トーマスを除のぞけば彼だった。


    　この街で蜜虫売りをしていては、風見鶏と無関係でいられない。いろいろと世話になるだろう。そうなれば、風見鶏の本来の姿を知りつつも付き合っていくしかない。


    　ここカテドラルで風見鶏が権勢を誇ほこっているのは、こうした普通の人々が日々の暮らしの中で風見鶏に関わっているためだった。


    　後ろ暗いところのない、普通の人々と言えど、彼らが風見鶏の味方であるのは変わりない。


    　ルッカは温室や蜜虫商売の動向を探さぐる不審な余よ所そ者ものだ。告げ口という意識さえないだろう。ただ、当たり前の行動として、風見鶏に相談せざるを得なかったのだ。


    　レオに話した分だけでは風見鶏が動くとは思えなかったが、第二の犯人は意外な場所にいた。


    　ルッカはさらに距離を詰め、すれ違うように隣に並ぶ。


    　そこで、耳の穴を突き刺すように、凄すごむように呟つぶやいた。


    「……あんたにもあんたの立場があるんだろ。わかってるよ」


    　その一言で、老人はようやく解凍された。


    　ルッカはこの件で、蜜虫売りの老人を追及する気などない。ただ、情報の出どころを確かめられれば十分だった。


    　老人は、禿はげかかった頭から湯気が立ちそうなくらいに汗をかいて、左胸を押さえている。


    「ちょっとカマかけただけなのに、あっさりだな」


    「てめえ、その年でどんな人生送ってきやがったんだ」


    「好きに想像してくれ。多分、どの想像よりも酷ひどい」


    　ルッカに起きたことが酷いのか、ルッカのしてきたことが酷いのかはともかく。


    「今日きようはただ蜜虫を買いに来ただけだよ。あと、仮かり花はなを買ってほしい」


    「仮花だ？」


    「これだ、これ。店が開く前なのにすまないが、ちょっと急いでるんでね」


    　革袋を渡すと、店主は中を見て、慌あわてて地下の店へ下りていった。


    　薬にできる鮮度かどうか、すぐに確かめなければならないからだ。


    　扉を開けっ放しておいてくれたので、ルッカも追うように店の中に入る。


    　まだ薄暗い店の中で、帳場の周りにだけ明かりが点ついていた。


    　整然と並んだ蜜虫の小瓶びんが、ささやかな明かりに照らし出されて、不ぶ気き味みな雰囲気を醸かもし出していた。


    　店主は、鈴すず蘭らん型の仮花を小さく切り出して、薬剤に浸つけている。こうして、仮花を蜜虫にするまでの猶ゆう予よを調べているのだ。


    　やがて結果が出たようで、店主は帳場の金庫を開ける。


    「こないだのを二つくれ」


    「代金はこいつからさっ引けばいいのか？」


    「いや、できれば別で……」


    　仮花を売った金は、サージェの食費に充てると決めた。


    　まぜてしまえば同じとは言え、けじめとして分けておきたかった。


    　店主は仮花の代金と一緒に、注文の蜜虫を出してくる。


    「急な値上げですまないが、一つにつき千と五百だ」


    　確か、一昨日は一本につき千だった。


    　そのときはまけてもらっていたわけだが、それにしたって随ずい分ぶんと急な値上げだ。


    「……何かあったのか？」


    「むう、そうだな……」


    　店主は、言ってしまっても大だい丈じよう夫ぶか迷っているようだったが、負い目があるからか、すぐに喋しやべってくれた。


    「いきなり売れ始めたんだ。流通に買い上げられて、だいたい売約がついた。……近々、蜜虫がまとめて売れるような、何かが起こるんだろうな」


    　流通が買う、とは深い言葉だった。


    　個々の蜜虫屋の商売に、どれだけ特定の組織が関わっているかは、国や街によって様々だろうが、このカテドラルでは、風見鶏フオーキヤスターがすべて握っていると考えて間違いないだろう。


    　例えば、どこかの蜜虫屋で集中的に仮かり花はなが売られたとき。新鮮なうちにそれを買い上げて、お抱かかえの蜜虫屋に分配していく。


    　流通もそうだ。蜜虫を作っている店から蜜虫を買い、小売り店や軍隊、駆除特務なんかに卸おろすのも風見鶏が関わっている。流通と呼ばれているが、つまりは問屋業だった。


    　言ってしまえば、流通量も値段も売る相手も、ほとんど風見鶏の思うがままだ。


    　そして、往おう々おうにしてこういった組織は、需要の増加が予想されれば、買い溜だめて売り惜しみ、値段を吊り上げるのだった。


    　蜜虫の値段は、言うなれば〝炭鉱の金糸雀カナリア〟でもあるのだった。


    　──やっぱりだ。何かが起ころうとしている。


    　しかし、何かが起こるとしても、それはこの街で起きていることからは、少しずれているのだろうかともルッカは思った。


    　蜜虫の流通で儲もうけるには、街一つの需要では小さすぎる。


    　それとも、巻き込まれるようにかかわってくるのかもしれない。


    「で？　俺がこれを聞いた話も風見鶏にチクるのか？」


    　店主は、何かを飲んでいる途中でもないのにむせ返った。


    「いやあ……もういいだろう」


    　やはり負い目もあるのだろうが、それよりも、すでにルッカと風見鶏が接触している以上、自分がどうこうする必要はない、勝手にやってくれと言いたそうな印象を受けた。


    　あるいは、ルッカがこうして無事に日の下を歩いているのだから、風見鶏ともめたといっても深刻に考える事態ではないと思っているのかもしれない。


    　まさかルッカが宿主たちと協力して、風見鶏の蜜虫使いを十人も薙なぎ払ったなんて、想像だにしていないだろう。


    



    　朝早くから開いている店など、そうそう多くはないけれど、独り者が仕事に出る前に飯を食う店は、多少大きな街ならいくらでもある。


    　ルッカはそんな店を三つほど回って、二十人前くらいの食べ物を買ってきた。半分は先ほど仮花を売った金で買った、サージェのためのもので、残りはリディとルッカの分だ。


    　部屋に戻ったとき、リディはどこかへ行っていた。


    　寝台の上でただ一人、サージェが空腹に耐えている。


    　仮花を摘つんだ頭からは、芽のような葉っぱが出ていた。


    　──再生が遅い。


    　暗い表情になりかけたが、ルッカはぎこちなく笑顔を作った。


    「サージェ。食い物買ってきたぞ」


    「わあ、ありがとうございます！」


    　沈んでいたサージェの顔が、ぱっと華やいだ。


    　こうして笑顔になると、やはり見た目相そう応おうの子供に見える。


    　ルッカが買ってきたのは米が主体の食事だった。サンゼ連邦の南部は稲作が盛んで、カテドラルのほうにも多く流通している。この街で主食と言えば米のようだ。


    　サージェは巨大な握り飯に、小さな口でかぶりつく。


    　まるで、張りぼてを折りたたんで口に詰めているかのような速度で、握り飯は消えていった。


    　三つばかりは無心に食べていたが、そこでサージェは急に、手と口を止める。


    「どうした？」


    　ルッカが問いかけても、サージェは米の塊かたまりをじっと見ていた。


    　やがて震ふるえる声で吐と露ろする。


    「ごめんなさい。食べれば生きられるけれど、生きていても意味がないのかなって……ごめんなさい、せっかく買ってきてくれたのに」


    　サージェは悲嘆していた。


    　自分でも頭の中で考えがこんがらがって、何が悲しいのかわからないのだろう。


    　やけ食いのようにサージェは、また食べ始めた。悲しみがこぼれ落ちる口に、蓋ふたをしてしまえとでも言うように。


    　ぼろぼろと、大きな目から涙が溢あふれた。サージェは泣きながら食べ続けていた。


    「ルッカさん。わたしを……ころしてくれませんか？」


    「ダメだ」


    　反射的に拒絶してから、サージェが何を言ったのか、ルッカはじわじわと理解した。


    　鉄鎖で胸を締め付けられているような心地だった。サージェは自分という存在を、リディにとってのお荷物だと、認識してしまっているのだろう。


    「ルッカさん」


    　ふいに、何かを決心したように、サージェがルッカの手を取る。


    　サージェの小さな手は、どこか危うい熱っぽさがあった。


    「リディさんから、ルッカさんのことを聞きました。……こんなの、わたしから言えることじゃないかもしれませんけど、お願いします。あんまり、あぶないことをしないでください」


    「え？」


    　わけがわからず、ルッカは、握られた手とサージェを見比べる。


    　宿主であるサージェが、ルッカの命の心配をするなんて、どういった風の吹き回しか。


    「昨日の夜、リディさんは言ってました。ルッカさんが、何か危ないことをしに行ってるって。……わたしのために」


    　子犬のように黒々とした目を潤うるませ、サージェは思い詰めたような顔をしていた。


    　ルッカは、ちょっと気まずかった。黙って出かけたのに、リディにはしっかり見透かされていたのだ。


    「そんなことをしないでください。ルッカさんは、わたしなんかのためじゃなく、リディさんのためになることをしてください」


    「ああ……なるほどな」


    　リディとサージェ、どちらかの花が咲くなら、サージェはそれで構わないのだ。だったら見込みがないサージェの花より、リディの花に尽くせと、そう言いたいのだ。


    　サージェは必死だったし、真剣だった。


    「どうか、お願いします。わたしは何もできませんけれど、リディさんがちゃんと……ちゃんと、花を、さかせ、さかせられ、る……ように……」


    　だんだんとサージェの頭が重くなって、握った手に力が込められる。


    　燃えるような雨が、ルッカの手に、ぽつりと落ちた。


    　そのまましばらく、サージェは静かに泣いていた。


    　──サージェの体は、どこまで保もつのだろうか。


    　明日が来て、そのときサージェが死んでいたらすべてが解決するのに。


    　そんなことを考えそうになって、ルッカは慌あわてて打ち消した。
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    　ルッカがこの街に留とどまっているのは、温室で何が起きているかを見定めるためだった。


    　それは、少なくとも表面的には達成された。


    　あとは頃ころ合いを見てもう一度、温室を訪ねてみるつもりだった。


    　頼んで了承してくれるかはわからないが、可能ならあそこに放置されている資料は読んでおきたい。


    　どうせ重要な資料は、風見鶏フオーキヤスターが温室を明け渡すときに持ち出しているのだろうけれど、それでもまだルッカの知らない何かが見つかるかもしれなかった。


    　あとは、可能なら風見鶏の怪しい動きも、摑つかめるだけ摑んでおかなければ。


    　あとは。


    　それから。


    　それから──もう何もなかった。


    　それ以上ルッカがこの街に留まる理由は、ない。


    　どうしても、その先に、サージェと共に歩む未来が見えなかった。


    　──俺まで気弱になってどうするんだ。助かるかも知れないじゃないか。


    　ルッカは心の中で自分を叱しかりつける。


    　しかし。


    　──もし、どうしても助からないなら。


    　ルッカは、服の下に仕込んだ短刀を握った。


    　──俺が……終わらせるべきなのか？


    　それは、少なくとも今のサージェの願いでもある。


    　しかし、そんな答えをルッカは出したくなかった。


    　決断をしなくてはいけないそのときまでにはルッカ自身の気持ちの整理もついているだろう。


    　そう考えてしまうずるい自分に、ルッカは吐はき気がした。


    　閉じた窓の外に、いつの間にか、硬い表情のリディが腰掛けていた。

  


  
    肆　宴の終焉


    



    



    


    一　種を蒔く者


    



    　駆除特務の失敗で宿主が開花し、うち捨てられた一角。放棄された道を通るのは、今となっては冬風の使者一味くらいだった。


    　夕日に染まった人ひと気けのない街区を、武装した一団が歩いてくる。


    　冬風の使者の見回り部隊の一つだ。仕事上がりの雰囲気も手伝って、冗じよう談だんの一つも飛ばしながら歩いてくる彼らの中で、先頭を行く巨漢のトーマスだけが、仏ぶつ頂ちよう面づらで油断なく辺りを見ていた。機械のような冷たさが、酷ひどく浮いた印象だ。


    　ルッカを襲ったときとは、連れている面メン子ツが違う。その時々で見回り部隊は入れ替わっているのか、あるいは、今日きよう連れているのが表向きのトーマスの部下なのだろうか。


    　廃はい墟きよと化した店舗の、入り口の柱の陰に隠れていたルッカは、向かってくる彼らの前に、おもむろに姿を現した。


    　腰の後ろで手を組んで、ぶらぶらと歩み寄る。


    「よう、トーマス」


    　まるで友人に挨あい拶さつでもするように、ルッカは気軽く声をかけた。


    　トーマスの仏頂面に、ほんの一瞬、苦り切った表情がよぎる。彼の後についてきた部隊員たちは、最初、怪け訝げんそうにしているだけだったが、やがて一人が叫んだ。


    「こいつ、ルッカだ！」


    　驚いた顔の部隊員が、慌あわててしわくちゃの紙を取り出す。人相書きであるらしい。


    　部隊に緊きん張ちようが走った。それぞれが武器を取るなり、蜜虫に手をつけるなりしている。


    　そんな部下たちの陰に隠れるようにして、徐々にトーマスは後ずさった。何も知らない部下をけしかけている間に、自分だけ逃げようという算段だ。


    　ルッカは短く息を吸い、腹の底から息を吹き出すように、怒ど鳴なった。


    「逃げるなよ！　風見鶏フオーキヤスターの内通者が！」


    　近くの建物の割れ残った窓が、びりびり震ふるえるくらいの大声で。


    　トーマスの顔が歪ゆがんだ。


    　臨戦態勢に入りかけた部隊員たちは、はじめ、ルッカの大声に驚いて動きを止め、次にルッカが言ったことを理解して、呆ほうけたようにトーマスのほうを見た。


    　ルッカを信じたのでもないだろうけれど、予想外の成り行きについてこられない様子で。


    「な、何を言っているんだお前は……」


    　口角をひくつかせながら、トーマスがとぼける。


    　そんなトーマスに対して、ルッカの中ではたしかに怒りの火が、激情の炎が燃えていた。


    　──八つ当たりだ。


    　そうわかっていても、怒りを抑えきれなかった。


    　よくも、サージェをあんな風ふうにしてくれたな、と。


    　このうえ冬風の使者にまで潜り込んで、さらにろくでもないことを考えているに違いない。


    「ハイバー製薬の事務所で会ったなあ。まあ、お前はすぐに逃げちまったけどな。お前はあのとき、どうして風見鶏フオーキヤスターに関わる場所にいた？　随ずい分ぶんとまあ、親しげに迎えられていたよなあ」


    　ルッカが言い終わるかどうかと言うところで、トーマスは蜜虫の小瓶びんを取り出して呷あおった。同時にもう片方の手で長剣を抜き放つ。


    　冬風の使者の部隊員を前に、これだけルッカが喋しやべったのだ。死人に口なしという言葉もある。ルッカさえ殺してしまえば、いかようにでも取り繕つくろえると思ったのだろう。


    　小瓶を持つトーマスの手に、赤い葉よう脈みやくが刻まれる。


    　そのときにはもう、あらかじめ蜜虫を飲んでいたルッカは、距離を詰め切っていた。


    　小さな体を丸めて、地を這はうように突進する。そして赤の紋様が絡からみついた手を、トーマスの腹に突き込んだ。


    　はらわたを押し潰つぶす感触が伝わってくる。


    「げほっ！」


    　むせぶような悲鳴を上げて、トーマスの体が力を失う。


    　ルッカは突進の勢いそのままに、崩れ落ちる巨体の襟えり首くびを摑つかんで、全力で駆け通した。トーマスを引きずって、全速力で走り抜けた。


    　ルッカがそのまま攻撃してきていたら、周囲の部隊員たちはまだ反応できただろう。トーマス引きずって走り去るという動作には虚きよを突かれたようで、ほんの一秒か二秒ではあったが、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。


    　ルッカが逃げるには、十分すぎる時間だった。


    



    　廃はい墟きよだらけの街区だから、中に入れて、かつ〝使える〟建物はすぐに見つかった。


    　ぼろぼろの漆しつ喰くいから煉れん瓦ががはみ出た、薄暗い建物。家具などは特に残っておらず、もとは何だったのか想像するのさえ難しい。積もりに積もった埃ほこりが、廃墟にしかありえない独特の埃臭くささを醸かもし出していた。


    　そんな中、埃臭さの合間を縫ぬうようにして、鉄くさい血の臭しゆう気きが立ち上がる。夕暮れ時の赤光が差し込む床ゆかに、より赤い液体が滴したたっていた。


    　ルッカの足元には、トーマスが転がっていた。手足をきつく縛っただけでなく、足の筋肉は深くえぐり切って、二度と歩けないようにしてあった。


    　そして手足の先や唇など、特に神経が集中している場所を、ぐちゃぐちゃに切り裂さき、潰つぶし、かき乱みだしてある。滲にじんで流れ出た血が、時折、思い出したようにルッカの鼻び腔こうを刺激した。


    　血で汚れた短刀を突きつけ、ルッカは、何度目かもわからない尋じん問もんに入る。


    「いい加減に吐はいたらどうだ。なあ、お前らの目的は、何だ」


    「……知ら……ねえ、よ。げふっ」


    　口中に流れ込んだ血を吐き出して、それでもトーマスは不敵に笑った。


    　ルッカは焦あせっていた。いくらか痛めつけてやれば、トーマスの口はよく回るようになるとばかり思っていた。ところがトーマスは意外なくらいに我が慢まん強かった。どれほど痛めつけられても、泣きもわめきもせずに耐える。


    　このままでは話を聞き出す前に、さっきの部隊員たちが探しに来てしまうかもしれない。そうなったら面倒なことになる可能性が高いだろう。


    　──いや、それどころか……死ぬまで痛めつけても何も聞き出せない、かもしれない。


    　ルッカは、見込みが甘かったと認めざるを得なかった。


    　苛いら立だちに任せて、ぐちゃぐちゃにした指の一本を、ルッカは一息に叩たたき切る。


    「ぎっ！　ぐ、あ、ああああ……」


    　大きな体を折り曲げて、のたうつように、トーマスは苦痛に耐えた。


    　指の断面からまた、血が流れ出していく。


    　痛めつけているルッカのほうが追い詰められていた。人間は血液の半分を失うと死ぬらしい。殺してしまうまでに、あと、どれだけの苦痛を与えられるだろう？　それで情報を吐かせることができるだろうか？


    　ふと、ルッカは気がつく。震ふるえているのかと思ったら、トーマスは笑っている。声を押し殺し、しゃくり上げるように、笑っていたのだ。


    「何がおかしい」


    　よもや、何かの弾はずみでいかれてしまったのかと思ったが、彼の笑いは明白に、ルッカに向けられていた。


    「ひ、ひひひひ……あんたが……必死、なのが……おかしいんだ。俺に、怖こわいもの……なんて、風見鶏フオーキヤスターの他に、ねえ……んだ。俺は、あんた、なんか……怖くねえんだ」


    　血塗れた唇を、いびつな三日月の形にして、たしかにトーマスは笑っていた。


    　嘲ちよう笑しようを浴びせられ、ルッカは理解する。


    　絶対の恐怖であり、絶対の忠誠。愚ぐ鈍どんであるがための妄もう信しん。


    　彼の世界は風見鶏がすべてであり、そこから外はずれることはありえないのだ。トーマスがこんな男だからこそ、風見鶏はこいつを送り込んだのだろう。


    「おめえ、よう……こんな、ことぉ、知って……どうするん、だ。風見鶏に、楯たて突く、奴……生きて、られ、ない……」


    　トーマスの口調は、かすれた声であっても、本当に不思議でおかしくてたまらない様子なのがわかって、ルッカをひどく苛いら立だたせた。


    「お前らのくだらない企たくらみが、宿主と無花頭ペタルレスの関係を乱みだすものであれば、俺は放っておけない」


    「ペタル……何、だって？」


    「無花頭だ。宿主でない人間を指す」


    　まるで短刀の切っ先に言葉を宿して突き刺すように、ルッカは言葉を浴びせた。


    　しかし、トーマスはそれを聞いて、また笑った。


    「ひ、ひひ……馬ば鹿かな、奴だ……あん、な、化け物、に……か、肩入れ、して……ひひひ……あい、つらは、人間、と……違う、んだ」


    「黙れ！」


    　怒りが噴ふき出し、腕を動かし、ルッカはトーマスの体に短刀をねじ込んでいた。


    　切っ先が肉を裂さいて、筋肉質な体に潜り込んで行く。


    　その瞬間、全身を流れる血が凍こおってしまったような錯さつ覚かくを覚え、ルッカは総毛立つ。


    　トーマスを刺すという行為に、強きよう烈れつな違和感と気き色しよく悪さを覚えたのだ。


    　刃やいばを突き込んだまま、ルッカは動けなくなってしまった。


    　人を刺したことなど、何度も何度もあったのに、どうして、今回に限って。


    　──今回に限って？


    　違う。


    　以前のルッカは、死こそ宿主の救いであると信じ、多くの宿主を殺してきた。いまわの際ぎわの宿主に、そんな理論を説いて、そして、常に否定されてきた。


    　かつての過ちは、どぶの底に溜たまった汚お泥でいのように、ルッカの心の底に眠っている。そして、水の流れで汚泥が巻き上がるように、時として記憶が呼び起こされるのだ。


    　──考えが通じないからと言って、殺すのか？


    　いつの間にかルッカは、堅く歯を食いしばっていた。


    　震ふるえが昇ってきそうなのを、短く呼吸してこらえる。


    　ルッカが殺してきた宿主たちと、目の前のトーマス。事情と環境はたしかに異なる。


    　しかし、ルッカがトーマスを殺すのなら、その動機は、宿主たちを殺したときと同じだった。


    　手が震える。


    　震えて、力が入らず、押し込むことも、引き抜くことも。


    「……ぁぁあああああ！　畜ちく生しようっ！」


    　吠ほえながらルッカは立ち上がり、トーマスの側頭部を蹴けり飛ばした。


    　まだ蜜虫は効いているが、力を抑えて蹴ったので、トーマスは気を失っただけだった。縛られた巨体が弛し緩かんする。


    　ルッカは、首でも絞められたあとみたいに、荒い息をついていた。


    　携帯している包帯を取り出し、出血している部分を止血していく。それから短刀を抜いた。蜜虫だって使っているのだから、五体満足には戻れなくとも、かろうじて命を繫つなげるだろう。


    　死なない程度の手当てを終えて、ルッカはトーマスの傍かたわらにへたり込む。


    　床ゆかに流れた血の一部は、すでに酸素と反応し、黒くなりかけていた。


    「何を、やっているんだ……俺は……」


    　思いとどまったが、ルッカは、踏み越えてはいけない一線の手前まで来てしまった。


    　こんな有様で、宿主と人間の釣り合いを取るなどと、よく言えたものだ。


    　──怒りに食われるな、自分。


    　ルッカを人間の敵だと断じ、殺そうとしたアンソニーを笑えない。どのような形の正義であっても、やり方がなりふり構わなくなったとき、本来の姿を失い、大義をおとしめるのだ。


    　──ん？


    　うなだれるルッカの視線の先で、トーマスの服の裾すそが、一か所、硬いものでも仕込んでいるかのように膨ふくらんでいた。


    　蜜虫か、それとも短剣かとルッカは思ったが、それにしては形が妙だ。


    　ルッカはトーマスの上着を、短刀で切り裂さく。


    　筋肉質の体に革帯が巻かれて、そこにオモチャのように小さな機械弓が引っかけられていた。


    　引きずられたときに壊れたのか弦げんが切れてしまっていたが、特徴的な矢を見れば間違いなく、風見鶏フオーキヤスターが開発した対宿主の機械弓だ。


    　トーマスは風見鶏の構成員だろう。だとしたら、風見鶏が作った機械弓を持っていても不思議ではない。しかし、トーマスは今、冬風の使者の一員として活動しているのだ。こんな、下へ手たしたら身元が割れるような物品を堂々と持ち込んで、潜入などするだろうか。


    　胸騒ぎがした。


    　──まさか、これは冬風の使者のものか？


    　この機械弓は、風見鶏が完成させたばかりの品であるはず。


    　だとしたら、どうして。いや、どうやって手に入れたのだろうか。


    　どこか遠くから話し声が聞こえる。トーマスを捜す見回り部隊の隊員が来ているのだろう。


    「ぐ……」


    　壊れた機械弓を拾い上げると、重い体にむち打って、ルッカは立ち上がった。蜜虫の効果が出ている今、疲労など感じるはずないのに、ルッカはとても疲れていた。蜜虫を使いすぎた結果の副作用か、それとも精神的なものか、ルッカにはわからなかった。


    　足を引きずるようにして、ルッカは、即席の拷ごう問もん室をあとにした。


    



    　その晩ルッカは、見回りをする冬風の使者を避けながら夕飯を調達してきた。


    　二十人前の食事を六つの紙袋に入れて宿に戻ってきたルッカは、一階の酒場に客が来ているのを発見した。


    　レオだ。


    　彼は大きな鞄かばんを肩にかけて、幅が広めの帽ぼう子しを被かぶって顔を隠していた。いつもの腕章も今日きようは着けておらず、こっそり会いに来た、という感じだ。


    「ああ、ルッカさん。やっと来ましたか」


    「来てたのか。……お仲間は一緒じゃないみたいだな」


    　冬風の使者が宿に殴なぐり込みをかけてくる可能性も危き惧ぐしていたからルッカはこんなことを言ったのだが、レオは別の意味に受け取ったようだ。


    「はい……居い心ごこ地ちが悪くて」


    　レオは疲れ切った様子だった。


    　多くを語らなかったが、ルッカは察する。レオの連れてきたルッカがあれだけ盛大に暴れたのだから、レオがどのような目で見られるか、という話だ。


    　謝罪するべきか否か、ルッカは迷った。結果としてルッカの行動が、事態をまずい方向へと導き、レオの立場まで危うくした。


    　しかし、それをルッカが謝罪したところで、レオは逆に責任を感じるだけではないだろうか？


    　心理的に立ち往生したルッカは、どうにもしようがなかった。


    「ちょっと待っててくれ。これを部屋に置いてくる」


    　逃げるように部屋に戻ったルッカは、リディたちに夕飯を渡して、階段の上で深呼吸を一つしてから酒場に降りてくる。


    　酒場は今夜も騒がしく、あまり柄がらのよくない客で賑にぎわっていた。もしかしたら表通りの飯屋よりこうした場所のほうが、宿主が飯を食いに来ないので安心して騒げるのかもしれない。


    　レオが待っている一番奥の席にルッカは向かった。今にも倒れそうに顔色が悪い。


    「……大だい丈じよう夫ぶか？」


    「はい……まあ……そうですね」


    　力なくレオは応じる。


    「見回り部隊の人から聞いたんですが……あなたが、トーマスさんは、その……」


    「間違いない。俺は、あいつが風見鶏フオーキヤスターと接触しているのを見たんだ」


    　レオは、風見鶏という言葉を出したくないようで──すぐ隣に風見鶏の手先がいたのだと信じたくないようで、言いよどんでいた。表の世界の住人といえ、カテドラルで生まれ育ったレオは、風見鶏の強大さと恐ろしさを知っているようだった。


    「冬風の使者は、今どんな様子なんだ？」


    「大騒ぎ、でしたね。と言ってもみんな、滅めつ多たにない事件が起きたから騒いでたってだけで、割りといつもどおりに行動してます。……ルッカさんが、その、風見鶏という名前を出したのが効いてるのかもしれません。宿主よりも危ないですから」


    　アンソニーなどは、絶対にルッカの言葉を信じないだろう。しかし、万が一、本当に風見鶏がかかわっていたらと恐れをなして、首を突っ込みたがらない構成員も少なくないと言うことか。


    「ところで、レオ。あんたに一つ聞きたいことがあったんだ」


    　言いながらルッカは、トーマスから奪った機械弓を机の上に置いた。


    　レオの目が真ん丸くなる。


    「これを、どこで……？」


    　機械弓について知っている様子だった。


    「トーマスが持ってた。なあ、この機械弓は何だ。冬風の使者の持ち物か」


    「ええ、はい。トーマスがつい先日、買い付けてきたものです。知人の貿易商に繫つなぎをつけて、東方から仕入れた武器だと言っていました」


    　ルッカは知らず知らず顔をしかめていた。トーマスは確実に何かの布ふ石せきを置いている。


    「これは、最近になって風見鶏フオーキヤスターが作った武器だよ」


    　レオの反応は激げき烈れつだった。目玉がこぼれ落ちそうなくらいに見開かれる。


    「本当ですか!?」


    「本当だ。と言っても、証明する方法もないが……そうだ、レオは俺たちが温室の前で襲われるのを見なかったか？　あのとき、相手は風見鶏だったんだ。あそこで機械弓が使われたろ」


    　レオは申し訳なさそうに頭を振る。


    「すいません、そんなことがあったんですか？　僕は、ルッカさんを連れてきたときの一件以来、アンソニーが『お前を信用しないわけじゃないが、しばらくは裏方の事務仕事だけしていろ』って……でも、本当にトーマスさんが風見鶏の手先だとしたら、どうしてあんなものを売ってくれたんでしょう」


    　レオは、ルッカの言を疑っているのではなく、謎なぞが残る状況を気き味み悪がっている様子だった。


    　ルッカもそれは疑問だった。


    　──温室を奪われたので、そこの宿主に対抗する冬風の使者を応援する。


    　こう考えると、しっくりくるようでしっくりこない。風見鶏の行動としては、あまりにも真っ当で善良な臭においがするのだ。


    「あれを買ったことで、冬風の使者に変化は？　あと、トーマスの言ってることとか」


    　レオは少し考えてから話す。


    「そうですね。宿主に勝つ手段があるとなると、士気は上がりましたよ。無計画に殺しても温室を刺激するだけですから、滅めつ多たなことでは使わないよう厳命されてますが。あと……」


    　言いかけてから、レオは今さらのように周囲をうかがう。


    　酔っぱらいどもが好き勝手に酒を飲んでいるだけだ。調子外れの演奏は、陰いん鬱うつな昼間の鬱うつ憤ぷんを晴らしているようで、その勢いが衰える様子もない。


    　食器の音、ろれつの回らないお喋しやべり、そして楽器の演奏。


    　人目がある場所なのは変わらないが、聞かれたくない話でもできそうな環境ではあった。


    　生なま唾つばを飲んで、レオは言葉を継ついだ。


    「近々、温室へ総攻撃をかけるんです。殲せん滅めつ作戦です。そう言えば、最初に言い出したのはトーマスだったかなあ……」


    　これにはルッカが冷や汗をかいた。


    「機械弓は何丁あるんだ？　あと、冬風の使者で何人が戦える」


    「機械弓は二十丁です。戦えるのは……ええと、見回り組でしたら二百人くらいですが、どれくらいが参加してくれるかはわかりません」


    「それは、絶対に無理だ」


    　不利なんてものじゃない。山ほど死人が出るのは確実だ。


    　機械弓の力を妄もう信しんしているのかもしれないが、あれは、仮かり花はなを使えば打ち消せる。そして、その対策をアークはすでに知っているのだ。


    「不利は……わかっていますが、みんな限界なんですよ。宿主を追い返すだけで精せい一いつ杯ぱいですし、金銭的にも厳しくなって、いらいらしてるんです。そこにあんなものが飛び込んできましたから」


    　弁明するレオの言葉を聞いていて、冬風の使者は危険を認識できていないのではないかとルッカは思った。宿主とさんざん戦ってきたルッカの感覚では、不利ではなく、無理なのだ。


    「待て。まさか、それで俺を助っ人に雇いたいって言ってたのか？」


    　レオは食べ物が喉のどに詰まったような顔をした。


    「……隠していてすいません。まさか温室相手に戦いを起こすなんて、いきなり言うのは無理でしたので」


    「それは……もういいんだが……」


    　ルッカが考えていたのは、蜜虫が値上がりした理由だ。


    　冬風の使者に機械弓を流して焚たきつけ、値上がりした蜜虫を売りつける？


    　──違うな。冬風の使者くらいの規模では儲もうけがなさすぎるし、値上げが遅すぎる。


    　しかし、何かがどうにかして繫つながっているようにも思える。


    　ルッカが悩んでいると、レオはふいに、意を決したように、うつむきがちだった顔を上げた。


    「あの、ルッカさん。どうしても見せたいものが……いや、意見を聞きたいというか……」


    　言いながら彼は、鞄かばんから何かを引っ張り出す。


    　灰色がかった、あまり質のよくない紙かみ束たばに、アリの行進みたいな文字が並んでいた。


    「二日前に中央で発行されたサンゼ明星新聞です」


    　サンゼ明星新聞。ルッカが記憶をひっくり返すと、それは確か、サンゼ連邦全体で読まれている新聞だった。大衆娯楽紙ではなく、高級紙の一つだ。


    　と言っても、この広いサンゼ連邦でどこへ行っても同じ記事が読めるのではない。カテドラルと周辺地域で読めるものは、カテドラル版と銘めい打たれていた。


    「中央の新聞がここで手に入るのか」


    　中央で起きた事件や政府の政策決定などは、一日や二日遅れで、地元の新聞社が発行する新聞に載るのが普通だ。そして中央の新聞が直接読めることはそうそうない。


    　レオは照れたように笑った。


    「情報収集担当として、仕事の一環です。週に一度、一週間分の新聞をまとめて取り寄せていまして。中央の新聞は政治の話が充実していますからね……」


    　例えば連邦政府がカテドラルについて何らかの決定をした場合、もちろんそれは新聞に書かれるだろうし、でなくても中央の新聞は、国内で起きている主要な出来事を集約したものとなる。


    「それはともかく！　見てください、これを」


    　レオは折りたたまれていた新聞を広げた。


    　一面で大々的に、カテドラルの大事件を伝えている。


    『宿主に乗っ取られた街』『崩壊した駆除特務』『脅きよう威いにさらされる人々』


    　扇せん情じよう的な見出しが躍っていた。


    「これは……」


    「明らかにおかしいですよね。もしこれが風見鶏フオーキヤスターの差し金なら、今になってカテドラルに注目を集めようとしているわけです」


    　情報を統制していたカテドラルについて、今ここで伝える意味は何だろうか。


    「応援？　……なんてガラじゃないよな。温室を襲わせるために装備を流し、冬風の使者を焚たきつけ、同時に情報統制を解いてカテドラルに注目を集める。それをしているのが風見鶏──」


    　機械弓。値上がりした蜜虫。この二つを、奇妙な報道で繫つなぐ。


    　閃ひらめいた瞬間、ルッカは血の気が引いた。


    「……まずいぞ。さすがは風見鶏」


    「どうしました？」


    「蜜虫組織が一番儲もうかるのは、どんなときだと思う」


    「どんなって、やっぱり戦争──」


    　言いかけて気がついたらしく、レオが目を剝むく。


    「そうだ。あいつらはこの街で起きている事件を戦争に仕立て上げるつもりだ。宿主が徒と党とうを組んで街を乗っ取っているという前代未聞の事態。耳じ目もくを集めて……ここが重要だが、〝大衆が飽きる前に〟、義勇軍の壊かい滅めつという血なまぐさい事件を起こせば国中が大騒ぎになる」


    　宿主が人間に楯たて突いた、前代未聞の事件。しかしそれだけでは、サンゼに数あま多たある街の一つで起きた、局地的な怪異でしかない。


    　それを、国を揺ゆるがす大事件に仕立てる筋すじ書きを、風見鶏は描いていたのだ。


    　政治というのは、小さくて重要な問題には腰が重い反面、国民的大騒ぎというものには弱く、後先考えずに動く傾向がある。大衆迎げい合ごうは政治の常だ。


    　ついでに、その背中を押すだけの力が風見鶏フオーキヤスターにはある。


    「間違いなく、国を挙げて大討とう伐ばつ団を編成することになる。本物の戦争には及ばないとしても、軍需で蜜虫が飛ぶように売れるぞ。あれは保存がきかないからな」


    　街中に、ばらばらに走っていた糸が紡つむぎ上がって、醜みにくい絵を織り上げていく。


    「そんな……」


    「それだけじゃない。戦争が始まったり、猟奇殺人事件が起きると、蜜虫の流通が規制されている国でさえ一般市民が蜜虫を買い求めるんだ。ましてここは公おおやけに蜜虫を流通させているサンゼ。ここぞとばかりに蜜虫の値を吊り上げれば大儲もうけだろう」


    「じゃあ、僕たちはそのダシにされかかってるのか！」


    　怒りと絶望に耐えかねたようにレオは叫んだ。


    「されかかってると言うよりも……」


    　そこから先をルッカは言えなかった。


    『もう、ダシにされることが決まってしまったんじゃないか』なんて、みすみす止める機会を失したルッカが言えた義理ではなかった。


    「みんなを、止めないと」


    　未熟な野菜みたいに青い顔で震ふるえながら、悲鳴に近い声でレオは言って、席を立った。

  


  
    二　願い


    



    「早く逃げるよう、アークやマリエラに言わなきゃ」


    　ルッカから風見鶏の狙いを聞いて、夕食を取っていたリディはそう呟つぶやいた。サージェはアークやマリエラについて忘れてしまっていたが、話の流れで姉妹花だと察したようで、不安げな顔になる。


    　リディが心配しているのは、アークやマリエラの命だけだ。冬風の使者が総攻撃をかけてきても、他の宿主を盾たてにして生き残るだろうが、連邦政府が出張ってくることまで考えれば、逃げるのが得策だった。


    　そして、アークたちが逃げ出すのは、ルッカが望む展開でもある。


    　統率していた彼らが姿を消せば、温室に集まった他の宿主もばらばらになる。冬風の使者による襲撃があれば、きっと彼女らは戦うよりも、無血で温室を明け渡すだろう。


    　宿主と人間、双方に被害が出ない、理想的な展開となる。


    「リディから伝えてくれるなら、俺としても助かるよ」


    「問題は、それで素直に逃げてくれるかってことなんだけどね」


    　リディが不吉なことを言って、肉の塊かたまりを口に放り込んだ。


    　これだけ危険な事態が迫っているのだから、アークたちとしても逃亡を選ぶべき局面だとルッカは思うが、それはあくまで、彼らの考え次第だ。何か隠れた狙いがあるのだとしたら、どうなるかわからない。


    「もし逃げないって言うなら、理由を聞いてきてくれないか？　宿主を集めてた理由もな」


    　これをリディは、物を食べながら首の動きだけで快諾する。そして普段の二倍速で、台風が畑を吹き飛ばすような勢いで夕食を片づけると、リディは窓から飛び出していった。


    　その晩、リディは帰ってこなかった。不安で眠れないというサージェに付き合って、ルッカは夜中頃ごろまで起きてリディを待っていたが、ついにサージェが寝息を立て始めたので、自分も寝袋に潜り込んだ。


    



    　窓が開いた音でルッカは目を覚ました。リディが身軽く飛び込んでくる。


    　外を見ると、朝日が顔を出しきった辺りだった。明け方の冷たい空気が窓から流れ込んできて、寝袋で床ゆかに寝ているルッカは首筋すじが冷たくなる。


    「アークやマリエラはどんな様子だった？」


    　ルッカが聞くも、リディは首を振った。


    「逃げないってさ。理由は教えてくれなかったけど」


    「なんだって？　それに、リディにも理由を教えてくれなかったってのか？」


    「そのほうがお互いのためだと思ったんでしょうね。本当に逃げないのかは、わからないけど」


    　起き抜けの回らない頭でルッカは考える。同じ花を持つ仲間同士、不実はしないとしても、真に互いの利益となる噓うそや隠しごとなら可能と言うことか。


    「あと、こっちの事情とか状況について根掘り葉掘り聞かれたわ。ガランであったこととか、サージェがどうしてるかとか……話しちゃったけど、構わないわよね？」


    「別にいいと思うけど、なんでまたそんなことを聞いたんだろうな」


    　リディがアークたちを心配して忠告しに行ったように、アークたちの側もリディを心配しているのだろうか。値踏みするようなアークの視線を、ルッカは思い出した。


    「それで、リディはどうする？」


    「戦いが近日中に起こる、と言うのなら、それまではここにいて様子を見たい。いざと言うときには……アークは心配なさそうだけど、マリエラを助けに行きたいし」


    　言ってから、リディはさらに思案する。


    「でも、こうなったら私だけ傍ぼう観かんしてるのも、それはそれで戦略だと思うのよね」


    　なるほど、一か所に集まって協力するばかりが唯一の道ではなく、散らばるのも、花の命を繫つなぐための戦略だ。リディがマリエラの誘いを断れたのも、きっと、そのためだろう。


    「とにかく、何かが起きたら最低でも様子だけは見に行くかな。あとは、そのときに」


    　リディはそう言って締めくくった。


    　このまま温室の宿主と、冬風の使者が激突して、風見鶏フオーキヤスターの飯の種になるだなんて、ルッカにはとても看かん過かできない。


    　──レオは止めると言っていたが、どうなるだろうか。


    　昨夜別れた、思い詰めた顔のレオを思い出す。


    　何か早まった真ま似ねをしでかしてはいないだろうか。


    　──まさか……いや、悪い予想はやめよう。


    　うっかり考えると、本当になってしまいそうで怖こわいから。


    「それにしても遅かったな、リディ。夜のうちに戻ってくると思ってたぞ」


    「ちょっとね。温室に残された記録を調べさせてもらってたの。私に関しては収穫ゼロだったけど、日記帳の記述が増えるような話はいくつかあったから、まあ満足かな」


    　どうやら温室の資料から、〝宿主になる前のリディ〟について、何かわからないか調べていたらしい。しかし風見鶏フオーキヤスターは、被験者の個人情報を重視しない主義だったようだ。結局は、宿主絡がらみの事件や、面おも白しろそうな宿主の話だけ調べてきたと言うことか。


    「そんなわけで私、寝るから。もしいきなり何か始まったら起こしてね」


    　言うなりリディは寝袋に潜り込んで、数秒で寝息を立て始めた。徹夜だったようだ。


    　なんとなく啞あ然ぜんとしていると、寝台の上のサージェが蠢うごめく。


    「ルッカさん」


    「サージェ。……起こしてしまったか」


    　鼻まで毛布を被かぶったサージェは、毛布の裾すそをぎゅっと握っていた。


    「戦いがあるんですよね」


    「まだわからないけれど……」


    「リディさんは大だい丈じよう夫ぶでしょうか。それから、温室でわたしの世話をしていたという、わたしのお兄さんやお姉さんは」


    　不安と言うよりも、心細そうな声だった。


    　自分が花の命を繫つなげないとなっては、心配なのは、まだ健在の兄弟姉妹か。


    「もし戦いが起こったら、わたしでも、盾たてにくらいはなれるでしょうか」


    「サージェ！　そんなこと──」


    　言っちゃいけない。


    　と、ルッカは言ってはいけない。歯を食いしばってこらえた。


    　だって彼女にとって最もつとも大切なのは、自分たちの花の開花なのだから。


    　そのために命を張る機会があるのだとしたら、ただ死ぬのを待つ彼女にとって、少しでも、その命を花のため使えることになる。


    　ルッカは。


    「大丈夫だよ。アークも、マリエラも、リディも。……俺だってついてるから」


    　問題点をすり替えて、根こん拠きよのない慰なぐさめを言うしかできなかった。


    　リディの寝息が止まっていた気がしたが、すぐにまた安らかな寝息が聞こえ始めた。


    



    　その日の昼、レオは無残な姿で発見された。


    　話を聞いて駆けつけたルッカが見たのは、路地の入り口で何かを見ている警官と、その周囲にたかる野や次じ馬うまだった。


    　前のほうで見物している人の中には、吐はいたり、倒れた者も出ているようだった。


    　ひしめき合う人間の環わをかき分けて入っていくと、狭せまい路地の壁にもたれかかるように置かれている、血まみれの肉にく塊かいが目に入った。


    　死体は、酷ひどく損壊されていた。生きているうちに傷つけられたのか、死んでからズタボロにされたのかも、わからないくらいだ。手足の肉が削そぎ落とされ、顔に開いている穴の数は二倍に増えていた。


    　それでも、身につけている服と鋲びよう付きの腕章から、レオだとわかる。水色の腕章も、糊のりのきいた服も、斑まだらに赤黒く染まっていた。


    　野次馬も、警官も、宿主がどうだとか、冬風の使者がどうだとか話していた。


    　宿主に対抗するべく活動していたレオが、宿主に目をつけられて殺されたと、自然にそう考えているようだ。


    　しかし、真相はおそらく違う。あんな無む駄だの多い殺し方は、宿主がすることではない。


    　怒りのために。あるいは愉ゆ悦えつのために、人間がすることだった。


    　ルッカのせいで疑われていたレオが、風見鶏フオーキヤスターの陰いん謀ぼうを訴うつたえて、宿主掃そう討とう計画の中止を進言する。これはレオの立場を決定的に悪くしたのだろう。


    　疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥ったアンソニーや、同じ意見の者たちの、正義の餌え食じきにされたのだと、想像に難くない。トーマス以外に潜入している風見鶏の構成員もいただろう。


    　──この期ごに及んで、無花頭ペタルレス同士で殺し合って、何になるって言うんだ。


    　ルッカは、やるせなさと自責の念を感じながら、レオの死体を睨にらみつけていた。


    　ルッカの行動が一つ違えば、もしかしたらレオは疑われることもなく、場合によってはすべてがうまく運んでいたのかもしれない。


    　──敵あだ討うちだの、遺志を継つぐだの、そういう考えは好きじゃないが……ああ、もう。俺がやるしかないってことじゃないか。


    　石でも呑のんだように、腹の底が重く、冷たく、定まった。


    　ルッカは人垣を抜け出ると、真昼の街中を駆け出した。


    



    　飯時、温室から外出した宿主に近寄り、囁ささやきかける影がある。


    　いわく、冬風の使者が近く、温室に攻め入ってくる。


    　いわく、冬風の使者は宿主殺しの武器を持っている。


    　ほとんどの宿主は半信半疑だったが、中には不安に思って、温室を出ていくと言い出す者もあった。


    　ルッカは冬風の使者の行動を待ちながら、宿主相手に噂うわさを流し続けた。もはや今となっては、温室の宿主たちが散ちり散ぢりになってくれるのが、最もつとも被害を少なくする方法だと考えたからだ。


    　温室に集まった宿主たちは、集団で生活することが利益になるから集まっているだけで、死の危険があると思えば戦わずに逃げ出すだろう。


    　この間、ルッカは身辺に気を配っていたが、風見鶏フオーキヤスターは不ぶ気き味みな沈黙を守っていた。一度はルッカが話をつけて、温室の側だと言ったからかもしれない。もしくは、トーマスが秘密を守って生還したために、特に始末する必要もないと安心したのかもしれない。


    　温室から外出する宿主が増えるであろう飯時を狙って、ルッカは可能な限り、宿主を捜して回った。


    



    　ルッカが宿主相手に噂を流し始めてから、三日目のことだった。


    　その日は朝から天気が悪かった。


    　冬場、カテドラルでは滅めつ多たに雨が降らないそうなのだけれど、この日は分厚い雲がどっかりと、空にあぐらをかいていた。


    　ルッカは今日きようも温室の周りで、めぼしい飯屋を見て回っていた。


    　昨日会った宿主などは、すでにルッカが話した他の宿主から聞いて、冬風の使者の動きを知っていた。


    　そして気の早い宿主は、すでに何人か逃げ出しているらしい。


    　温室に集まる宿主は、せいぜい百人と少し。話が広まっているという手応ごたえは感じていた。


    　──あと一押しだ。


    　あと一押しで、危うい均きん衡こうの上に成り立っていた、宿主の共同体という夢む幻げんはかき消える。


    　今すぐに逃げないとしても、戦いになったとき、一人でも多くの宿主に戦線離脱させたい。ある程度の数が敵前逃亡すれば、それで残りも逃げ出すに違いないのだ。


    　正午の鐘かねから二十分で、温室の南側を一通り回りきり、今度は北側へ向かう。


    　近道をしようと路地を抜けているとき、ルッカは、黒い煙けむりが立ち上がっているのを見た。


    　──火事か？


    　煙が立っているおおまかな方向を、頭の中の地図と重ねて、ルッカは総毛立つ。


    　温室のある方角だった。


    「おっ始めやがったか!?」


    　ルッカは走り出す。もしかしたら隣の建物が火事になったとか、温室で食事当番がぼやを起こしたのかもしれないけれど、無む駄だ足になるならそれで構わない。


    　今はとにかく、行かなければ。


    　路地を抜け、通りを横切り、ルッカは最短距離で温室の方向へ向かった。


    　温室へ近づくにつれて、道行く人々に落ち着きがなくなってくる。


    　何事か不安げにさざめき合い、温室から逃げる方向へと足早に去っていく人もあった。人の流れに逆らい、合間を縫ぬうようにして、ルッカは駆け通した。


    「ルッカ！」


    　リディの声がどこからか降ってきて、次にリディの体が降ってきた。


    　彼女の緊きん迫ぱくした表情を見て、ルッカは自分の予想が外はずれていなかったと悟さとった。


    「温室だな？」


    「うん！」


    　その一言を交わしただけで、二人は同じ方向に走り出す。


    　と言ってもルッカは蜜虫を使っていないので、すぐにリディの後こう塵じんを拝することとなったが。


    　風見鶏フオーキヤスターの馬ば鹿か馬ば鹿かしい儲もうけ話に、宿主たちや冬風の使者が巻き込まれるのは許しがたい。


    　冬風の使者と戦って、宿主たちに犬死にさせるのも忍びない。


    　戦火の下へ、ルッカはあらん限りの力で走った。


    　ぽつり、と雨粒がルッカの頰ほおに当たり、やがて雨が降り始めた。


    



    　◆


    



    　サージェは一人、寝台に寝ていた。


    　激しい空腹で、腹の中が溶けているみたいだった。食べたものも、肉も、はらわたも、何もかも溶けてなくなり、空洞になってしまったような心ここ地ち。


    　腹の虫がひっきりなしに鳴いている。


    　全身の力を抜いて、サージェは空腹に耐えた。


    「ああ……」


    　起き上がる気力もなく、サージェは嘆たん息そくする。


    　お腹がすくのはとても苦しい。


    　しかしサージェのこれは、永遠に満たされることのない空腹だった。そうとわかっているから、空腹にもあまり危機感を覚えない。


    　力尽きればサージェは死ぬ。


    　宿主は普通、志半ばで命を落とした場合も、一応の開花を迎える。


    　しかし、サージェに限ってそれがないであろうことは、誰だれに言われるまでもなく、サージェ自身がよくわかっていた。


    　体に残った栄養が足りなければ、傷や臓器の再生に、花の蓄たくわえた養分が使われる。


    　治癒を超える速度で壊れる体。それを維持しようとしたため、花の命すら消えかけているのが、サージェの今だった。


    　──死ぬのは、いや……じゃないな、別に。


    　花を咲かせるときにどうせ、宿主は死ぬのだ。避けられぬ死を迎えることは、宿主になったときに決まっていたのだから、今さら、死など恐ろしくはない。


    　だけど。


    「わたしは、何のために生まれたんだろう……」


    　消え入りそうに小さな声でサージェは呟つぶやいた。


    　自分の代わりに花を咲かせてくれる、頼もしい兄弟姉妹がサージェにはいる。リディには、なんだかよくわからないけど頼もしい味方がいる。


    　足手まといである自分はとっとと消えて、彼女たちに道をあけるのが、サージェにとって最期の仕事だ。


    　だとしたら、最初から生まれなくても同じだったようなもの。


    　どうして。


    　どうしてそんなむごい運命を、花は自分に与えたのだろう。花をこの身に宿しながら、ただ死んでいくしかできないだなんて。


    　じわりと、涙がこぼれ落ちる。


    　──ああ、いっそこの体を、リディさんに食べてもらおうか。


    　声も立てず、サージェは静かに涙だけを流した。


    　世の中はどうしてこんなにままならないのだろう。


    「……泣いているのか」


    　どこかすぐ近くから、深く豊かな音程の、男の声が聞こえた。


    　涙に揺ゆれる視界に、鮮あざやかで美しい真しん紅くが踊る。


    　瞬まばたきして涙を拭ぬぐうと、開けっ放しだった窓の際きわに、見知らぬ誰だれかが腰掛けていた。


    　突然の闖ちん入にゆう者しやにもサージェは驚かなかった。


    　見るだけでわかった。これは、血を分けた兄弟だ。


    　そこにいてくれるだけで、胸のうちに温かいものが広がって、救われたような気持ちになる。


    　ゆるりとした動きで寝台の脇に立った真紅の花の宿主は、かき乱みだすようにサージェの髪を撫なでた。


    　その感触に、サージェは涙が止まらなくなる。


    　──わたしは、あなたからこんなに優やさしくされていいのでしょうか。ごめんなさい。わたしは何もできませんでした。


    「可か哀わい想そうに……」


    　男の声音には、深い慈いつくしみがあった。


    　噓うそ偽いつわりない彼の心遣づかいは、サージェの胸に吸い込まれていく。


    　そして、騎士の兜かぶと飾りみたいに巨大な仮かり花はなを持った男は何か、妙なものをサージェに向ける。


    　小さな弓に機械の部品か何かを取りつけたようなものだった。


    「さあ、君が為すべきことを、教えよう」


    　万年筆のような矢が、サージェに放たれた。


    



    　◆


    



    　にわかに降り始めた雨の中、温室の前ではすでに乱闘が始まっていた。


    　石いし畳だたみに跳ねる雨粒を蹴け立て、剣劇の音が交こう錯さくする。宿主側は、徒手空拳で戦っている者と、剣を持っている者が半々くらいだった。


    　合わせて八十人前後が、入り乱みだれて打ち合っていた。蜜虫や花が与える力に任せて、雨の中で群衆が暴れ狂うさまは、炎の揺ゆらめきのように無秩序だった。


    　人間と宿主はほぼ同数。


    　それでも宿主のほうが個々の強さで上回っているはずだが、人間の側がわには機械弓がある。


    　撃たれた宿主は退いて、自身の仮花を口にして、それから戦線復帰する。集団戦であるため、機械弓は思ったように効果を上げていないようだが、当たりさえすれば少しの間だけでも、戦闘に参加する宿主を減らせる。


    　それぞれの強みと弱みを差し引きで、互角というところだった。


    　倒れた宿主に斬きりかかろうとした駆除特務の兵が、背後から別の宿主に刺される。


    　冬風の使者の男が破れかぶれに剣を投げ、それが一人の宿主の腕に深く切り込む。


    　倒れていた男が宿主の足を引っ張り、お互いに武器を突き立てようと転げ回る。


    　埃ほこりっぽい雨に紛まぎれて、時折、血飛沫しぶきが舞った。


    　小さな通り一つという範囲でしかないが、この場所だけ見ればまさしく戦争と呼ぶに相応ふさわしい有様だ。


    　燃えているのは、温室の敷地の塀へいと、通りに面して植えられた実み桜ざくらの一つだ。雨に打たれながらも炎は消えず、黒煙を上げながら、炎がのたうつように燃えている。


    　戦場の端はしに大八車が置いてあって、その上には、子供が抱かかえて持てるくらいの樽たるがいくつか積み上げられていた。樽のうち一つが炎の中で焚たきつけになっている。


    　駆除特務は宿主と戦うとき、死体を焼くための油を携行する。


    　今回は宿主の大群と戦うためか、大量に持ってきているようだが、何な故ぜかそのうち一つが燃えているのだ。冬風の使者の誰だれかが血けつ気きにはやって火を点つけたのかもしれない。


    「ルッカ、こっちへ」


    　先に到着していたリディに呼ばれ、ルッカは建物の陰に身を隠した。


    　リディの髪は雨の中でも体や顔にまとわりつかず、いつもどおりの状態を保っていた。自在に動かせるため、濡れても平気なのだろう。


    「乱闘に参加してるかと思ったぞ」


    「それが……アークもマリエラもいないの」


    「何？」


    　ルッカは降りしきる雨の中で戦う人々を見やった。


    　色とりどりの花が入り乱みだれる中に、しかし、あの悪趣味な赤あか衣ぎぬが見あたらない。冗じよう談だんみたいに巨大なアークの仮かり花はなだって、遠くからでもわかりそうなのに見あたらない。


    　いや、それどころか、他にもいるという真しん紅くの仮花の宿主は、一人も見あたらなかった。


    「おかしいな。あいつらなしで士気が保てるとは思わないんだが……」


    　同じ花を受けた宿主であるアークたちは兎とも角かく、普通の宿主は、自分の花は自分で守らなければならない。


    　だから、集団のために戦うなんてことはしない。戦うのは自分の身の生活を守るためだ。


    　それどころか、上で監視していなければ、戦いで手抜きをする危険も十分にあった。彼女たちは、温室での暮らしと引き替えに、仮花や武力を提供しているだけだ。その仕事を検分する者がいないのでは、いくら頑がん張ばっても無む駄だで、士気など保てないだろう。


    　──アークは、そもそも勝つ気があるのか？


    　アークは、もし何か目的があるのだとすれば、宿主たちを容よう赦しやなく犠ぎ牲せいにするだろう。他の宿主たちを囮おとりにして逃げ出したのだろうか。


    　戦況は膠こう着ちやくしていたが、それは双方ともに、徐々に数を減らしながらの消耗戦になっているためだった。見たところ、倒れている中に宿主はまだいないが、そもそも士気が低いためか、いくらか傷を負った宿主は早々に退却しているようだ。


    　宿主が減るのと同じ勢いで人間も減るので、宿主たちは不利にならず、踏みとどまってしまっている。宿主側には死人も出ていないから、まだ危機感が薄いのだろう。


    　このままでは、双方ともに被害が増大していくばかりだ。


    　最悪の状況の一つと言えた。


    　──どうする。どうすればいい！


    　戦局のどこかにつけ入る隙すきはないか、ルッカは必死で考える。


    　最もつとも荒っぽいやり方を考えるなら、自身で飛び込んで行って、宿主を殺して、火をかける。それで宿主側の敗走は確実になり、戦いはとりあえず終わるだろう。


    　宿主一人の命と引き替えに、他の宿主は助かるし、人間もこれ以上死なずにすむ。そして、ルッカには、この計略を実行できるだけの力があった。


    　しかし。


    　それは禁じ手と言ってもいい、最後の手段だ。


    　──戦いを終わらせる……もしくは宿主を散ちり散ぢりにさせる……いや……。


    　雨の中で稲いな妻ずまが閃ひらめくように、ルッカは一つの手を頭の中に呼び込んだ。


    「リディ！　温室のほうから回り込んで、退却命令を出してくれ！」


    「は？　どういうこと!?」


    「あいつら、リディとアークたちの区別がついてない！　お前が命令を出せば、聞くか、少なくとも動揺するだろう。半分も退却すれば、残りの半分だって戦っていられない！」


    「え……ああ、なるほど！　よく思いついたわね！」


    　宿主が散り散りになってしまえば、どちらにもこれ以上の被害は出ない。


    　温室という安住の地を失った宿主たちは、次の居場所を見つけるために苦労するかもしれないが、ここで殺されたり、風見鶏フオーキヤスターのつまらない策さく謀ぼうに巻き込まれるよりはマシだろう。


    　冬風の使者も街を取り戻せる。その後は、強引なやり口にしっぺ返しを喰くらうかもしれないが、ここで死ぬよりはよっぽどいい。


    「戦場を突っ切るのは無む茶ちやだ、裏から塀へいを乗り越えて入るぞ」


    　念のため蜜虫に手をかけて、ルッカは戦場に背を向けようとした。


    　その瞬間、ルッカは見てしまった。


    　忽こつ然ぜんと、戦場に姿を現した一つの影を。


    　ソレは、入り乱みだれて戦うどちらともまた、異質だった。血と鉄と死の臭においが交こう錯さくする戦場で、何事も起こっていないかのように、ふらふらと歩いている。


    　鈴すず蘭らんに似た真しん紅くの仮かり花はな。


    　雨に濡れて頰ほおに張りついた赤毛。


    　やせっぽちの、小さな体。濡れて肌にまとわりつく、リディが与えた紅あかい服。


    　宿の部屋で寝ているはずのサージェが、戦場のど真ん中を歩いていた。


    　どっと、ルッカの額ひたいに嫌いやな汗が滲にじんだ。


    　サージェはどこかへ逃げようともせず、戦場のど真ん中で、波間に落ちた木の葉が翻ほん弄ろうされるように、ふらり、ふらりと。


    　人間の側は、花の有無で斬きりかかる相手を選別しているようだった。


    　相手をしていた宿主に逃げられた、駆除特務の兵が、サージェのほうを見る。


    「サージェ！」


    　何か考えるより早く、ルッカは蜜虫を口に含んでいた。


    　赤熱した力が、両手の甲に刻まれる。


    　雨に濡れた石いし畳だたみをルッカは蹴けった。雨滴を吹き払いながら、矢のようにルッカは疾しつ駆くする。


    「くそったれ！　どうして、こんなところにいるんだ!?」


    　まだ、あと少しだけでも生きられたはずのサージェが、どうして戦場に現れて、いたずらに命を危険にさらさなければならなかったのか。ルッカの足を踏み出させるのは、焦あせりであり、苛いら立だちでもあり、そして心配だった。


    　肉体が入り乱みだれる乱戦の外がい縁えん部に、ルッカは飛び込んだ。


    　ただならぬ熱気が渦巻いている。雨の中だというのに、気温が上がったような気がした。


    　宿主も、人間も、目についた敵から順に攻撃している。戦術なんてものをのんきに考えている暇ひまはとうになくなっていて、ただ目の前の敵を倒そうとするだけになっていた。


    　混み合った中でも目立つ赤毛を目印に、ルッカはサージェのところへ駆け寄る。


    　そして、サージェと駆除特務の兵の間に割って入り、振り下ろされた白刃を、短刀で受け止めた。駆除特務の兵は突然現れて宿主を庇かばったルッカに驚いた様子だったが、受け止められた剣を引いて、すぐさま第二撃を仕掛けてくる。


    　そのとき、ルッカは首の後ろを冷たい手で撫なでられた気がした。


    　風を切る刃やいばのかすかな唸うなり。誰だれかが背後からルッカに斬きりつけてきていた。


    　ルッカはサージェの小さな体を抱かかえて、横っ飛びに身を投げる。雨に濡れた石いし畳だたみの上、落ち葉を巻き込みながらルッカは滑り込んだ。


    　躱かわした、と思った瞬間、倒れた姿勢のルッカに影が差す。


    「危ない！」


    　喧けん噪そうをつんざいて、リディの声が耳に届き、ルッカは身を翻ひるがえす。


    　ルッカを輪切りにする勢いで、全力で叩たたきつけられる剣があった。


    　地面に衝しよう撃げきを逃のががして支えられるよう、ルッカは背中を突っ張り、両手で短刀を構えた。


    　刃が打ち合わさって、手首に、肘ひじに、肩に、骨と関節の軋きしむ感触が伝わる。


    　ルッカを攻撃した男は、蜜虫の力に任せて、餅もちでもつくように何度も何度も剣を振り下ろしてきた。寝転んだ体勢のルッカは反撃もままならず、歯を食いしばって、すべての攻撃を真っ向から受ける。一撃でも受け損なえば、ルッカはサージェごと真っ二つにされてしまうだろう。


    　力任せの攻撃を受け続け、ついに腕の骨が悲鳴を上げそうになったとき。


    　忽こつ然ぜんと、男の姿が消えた。


    　一拍遅れて身を起こすと、水色の腕章をつけた男が、リディの髪に雁がん字じ搦がらめにされて宙に浮いていた。


    　リディはそのまま、男を放り投げる。吹っ飛んでいった男は実み桜ざくらの木に引っかかり、枝をへし折って止まり、重力に従って落下した。蜜虫を使っているのだから死にはすまい。


    　駆けつけてくれたリディは、真しん紅くの目に炎を燃やしていた。


    「バカルッカ！　何やってるの!?　サージェは自分なんかよりルッカの命を大切にしてほしいって言ってたのを忘れたの!?　どんな理由があってきたにせよ、ルッカが自分を犠ぎ牲せいにしてまでサージェを助けるのは、サージェの望みですらないのよ！」


    「う、ぐ……」


    　全力で叱しかり飛ばしてくるリディに、ルッカはぐうの音ねも出なかった。


    　非の打ちどころのない正論だ。


    　ルッカが咄とつ嗟さに取った行動は、宿主のためですらない、ただの自己満足だった。


    　サージェの幸せがどうこうと考えて動いたのではなく、彼女が殺されそうになっているという状況に、条件反射で助けに入っただけだ。蜜虫の使用をためらって、屋台の青年を助けられなかった後こう悔かいも背中を押した。激情にまかせて命を浪費しかけていたのだ。


    　戦いのど真ん中でなかったら、座り込んだきり動けなくなっていただろう。


    　──落ち込むのはあとだ。考えている場合か、俺！


    　奥歯を嚙かみしめてルッカは気を張った。一緒に倒れたサージェを抱き起こすようにしながら、ルッカは立ち上がる。


    「すまない、言うとおりだ」


    「ルッカ、とにかく逃げるよ。このままじゃ──」


    「おなか……すきました」


    　黙りこくっていたサージェが突然喋しやべった。


    　ぼうっとした、熱に浮かされたような口調で、空腹を訴うつたえた。


    　ルッカもリディもさすがに、何事かと思う。


    　どうして、今、そんなことを。


    「るぁああああああ！」


    　そこで、雄おた叫けびとともに、近場にいた男が斬きりかかってくる。


    　いや、得え物ものは剣ではない。対宿主戦を想定して作られた、撲殺用の警棒で殴なぐりかかってくる。がっしりした体格で、三み十そ路じほどの男。冬風の使者の頭とう目もくである、アンソニーだ。


    　リディを狙った一撃だったが、これをリディはなんなく躱かわし、逆にアンソニーの体を髪で巻き取ってしまった。何が起こったかわからないという顔のアンソニーが、先ほどの男のように、また放り投げられる。


    　かと思った。


    　サージェがルッカの腕を力ずくで振りほどこうとする。


    「うわっ！」


    　腕を引きちぎられるかと思い、ルッカはとっさに自分から手を離す。


    　自由になったサージェは、リディに歩み寄ると、その髪につかまっているアンソニーの顔に、両手を差し伸べた。


    　頰ほおを挟はさむように、サージェはアンソニーの頭に手を添える。


    　そして、次の瞬間、サージェはその頭をねじり切った。


    　これにはリディも呆ぼう然ぜんとしていた。


    　リディの髪の中で、首なし死体が力をなくす。


    「サ……ジェ？」


    　ルッカが声をかけるが、反応はない。


    　しげしげと、血の滴したたる生首を眺ながめていたサージェだったが、突然、その頭に食らいついた。


    　頭ず蓋がい骨こつの嚙かみ砕かれる音がした。


    　苦く悶もんの表情を浮かべた生首に、サージェの口の大きさの分、小さな欠けが生じる。


    　サージェは派手な音を立てて、頭蓋骨ごと脳みそを咀そ嚼しやくしていた。


    　すぐに飲み下して、一口、また、もう一口。


    「……オナカ……スキマシタ……」


    「ひっ」


    　機械的に言葉を繰くり返すサージェに、ルッカは思わずたじろいだ。


    　まるで爬は虫ちゆう類るいの目のように、サージェの目は虚うつろだった。どこも見ていないような。焦点が合っていないような。


    　気がつけば戦いは止まっていた。


    　常識外はずれなサージェの奇行に、人間たちも、宿主たちも、啞あ然ぜんとしてこちらを見ている。


    　サージェの小さな口の中で、頭蓋骨の砕かれる音が、妙に大きく響いた。痩やせてしなびた唇から鮮血が滴っている。


    「こ、殺せ！　化け物だ！　殺せ──っ！」


    　冬風の使者の誰だれかがうわずった声で叫んだ。

  


  [image: ]


  
    　きっと、この場にいたルッカ以外の人間の考えすべてを代弁していただろう。


    　それで我われに返った数人の駆除特務が、剣を構えてサージェに襲いかかる。


    　細く小さく薄いサージェの体に、刃やいばが叩たたき込まれた。


    　胸を貫つらぬき、腹を切り裂さく。


    　剣の突き立った傷口から、じわりと血が滲にじんだ。


    　びくん、とサージェの体が痙けい攣れんする。


    　いや。痙攣ではなかった。


    　ぶるりと身震ぶるいすると、傷口を中心に、ぐずぐずと、サージェの肉体が揺ゆれる。傷口と、差し込まれたままの剣を巻き取るように、高速で傷が再生していた。


    　そしてサージェは、自分を突き刺した男に向かって、震える右手をもたげる。


    　サージェの右腕が脈動した。鼓こ動どうを打つ心臓のように、どくんと膨ぼう張ちようし、腕の形が崩れた。火にかけた気球のように、ぶくぶくと膨ふくれ、腕が巨大化していく。


    　そして、サージェ自身の胴体ほどの太さにもなった右腕が、剣を取る男の肩を摑つかんだ。


    　次の瞬間、男の肩はサージェだったものの右手に嚙かみちぎられていた。


    　もぎ取ったのではなく、嚙みちぎっていた。膨張した掌てのひらの真ん中に裂け目が生まれ、第二の口となっていた。異常に伸びた爪を牙きばのように使い、男の肩肉を服ごと齧かじり取る。肉と組織の裂ける醜みにくい音がした。


    　筋肉と骨の断面が見える傷口から、血が溢あふれる。皮一枚で繫つながっていた男の腕が、重みに耐えかねて、びしゃりと、水たまりに落ちた。


    　サージェだったもの──異形の〝[image: ]むくろ〟の右腕の中には空くう洞どうがあるようで、飲み下された男の肉が、徐々に嚥えん下げされていくのが、腕の膨ふくらみから見てとれた。


    　白目を剝むいた男が崩れ落ちる。


    　しかし、こんな場所で気を失った男は、〝[image: ]〟の餌えさでしかなかった。


    　かがみ込んだ〝[image: ]〟が、二つの口で男を貪むさぼる。


    「いひぃぎゃわああああああ！」


    　冬風の使者の一人が、嘔おう吐としつつ叫びながら斬きりつけた。


    　無防備に背中を晒さらした〝[image: ]〟を見て、このまま殺せると思ったのか。


    　振り下ろされた剣は、〝[image: ]〟の背中にずぶりとめり込んで、貫くことも、引き戻すこともできなくなった。


    〝[image: ]〟はかがみ込んだ姿勢のままで、自分を攻撃した男のほうをちらりと見た。


    　剣の突き立った背中が、ぐずぐずと震える。


    　突然何かが〝[image: ]〟の背中から噴ふき出し、背後の男を押し倒した。


    　白くぶくぶくと膨れたそれは、〝[image: ]〟の右腕と同じもの。彼女の背中から第三の腕が生えていたのだ。


    　生まれたばかりの腕は、ぬるりとした体液を撒まき散らしながら男の胸をかきむしる。


    　ごっそりと肉が抉えぐられて、雨に洗われて薄められた血が、石いし畳だたみの上を流れた。


    　そうして、肉を喰くらうにつれて、〝[image: ]むくろ〟の下半身が膨ふくらみ始めた。足がぶくぶくと太って、輪りん郭かくを変える。二人分の肉をそのままつけたと思われる下半身には、腕と、口と、口のついた腕が、生まれていた。


    「オナカスイタ」「ゴハン」「タベモノ」「ニク」「オナカスイタ」


    　いくつもの口が、ヨダレか消化液かわからない液体を垂たらしながら、口々に空腹を訴うつたえる。声帯が不完全なようで、声はしゃがれて聞き取りにくかったが、意味するところはわかった。


    　肉の塊かたまりがぐにゃりと折れて、膝ひざを曲げたような姿勢になる。


    　かと思ったら、〝[image: ]〟は跳ね飛んでいた。いくつもの口を開いて、数人の人間を抱かかえ込むように飛びかかった。


    　ことここに至って、ルッカはようやく身動きが取れた。


    「サージェ！」


    　餌えさにされかかっている人間と、〝[image: ]〟の間に割って入る。


    　──これが……サージェなのか。


    　かすかに脈動する肉にく塊かいを間近で見て、ルッカは吐はき気を催す。傷口も死体も肉の断面も見慣れていたが、こんなものは初めてだった。


    　斬きりつけて意味がないのは見ていた。


    　ならばとルッカは、腰だった辺りから生えている、口つきの腕を蹴けり上げた。血管が浮き出た軟らかい肉に、ルッカの足がめり込む。腕が一本、ぶよぶよと震ふるえながら跳ね上げられた。


    　しかし、ルッカはこれで体勢を崩した。


    　骨が入っているのかすら怪しい奇妙な蹴りごたえで、勢い余ってよろめきながら足をつく。まずい、と思ったときには、一番大きな右腕の口が、ルッカの左腕に食いついていた。


    　痛いよりも、熱い、という感覚だった。


    　獲物に食らいついた獣けものが肉を食いちぎる動作のように、〝[image: ]〟は腕を振る。


    　腕に焼けつく痛みが走る、と思ったら、次の瞬間には強きよう烈れつな慣性を感じた。


    「うお!?」


    　すべての景色が前方へ流れた。


    　とんでもない馬ば鹿か力で投げ飛ばされたルッカは、濡れた石畳を滑るように転がっていった。水たまりを吹き飛ばしながら滑り続け、通りの端はしの交差点近くで、ようやく静止する。


    　左腕と左肩が、刃物をねじ込まれているように痛い。


    　どこか食いちぎられていないかと自分の体を検あらためたが、腕を嚙かまれた傷と、振り回されて脱だつ臼きゆうした肩の他は、転がったせいでついた擦すり傷だけだった。


    　まずルッカは、脱臼していた肩を自分で嵌はめる。肩が爆発したように痛んだが、獣のように吠ほえて、気合いで耐えた。


    　それから、左腕についた傷を観察する。


    「こいつは……ちょっとしたもんだな」


    　腕の表と裏に、槍やりで突いたような傷がいくつもついていた。


    　虎とらの牙きばでやられたみたいに大きな傷で、乱ぐいなのがまた不ぶ気き味みさに拍車をかける。


    　腕にあいてしまった穴からは、鼓こ動どうに合わせて血が噴ふき出し、脳のう髄ずいの痺しびれるような痛みを感じた。


    　少なくとも回復不可能な傷ではない。蜜虫のおかげで、しばらく放っておけば傷は塞ふさがるだろう。しかしそれまでは、片腕が使えない。


    　とりあえず回復させるにも応急手当てをすべきで、包帯を巻こうかと思ったが、そこで誰だれかが遠くから、飛し沫ぶきを跳ね上げてすっ飛んでくるのに気がついた。


    　──リディだ。


    　血相を変えて猛然と走ってきたが、途中でルッカが起き上がっているのに気づいたようで、いつもの取り澄すました表情に戻った。


    「無事みたいね」


    「なんとか」


    　持ち歩いていた包帯をルッカは左腕にきつく巻き、片端はしをくわえて強く縛った。


    　蜜虫も飲んでいるし、止血には十分だ。こうして三十分も待っていれば傷は回復するだろうが、それまで悠ゆう長ちように休んでもいられなさそうだ。


    「リディ……あれは、何だ？　サージェはどうした？」


    「推測でいいなら言うけど」


    　前置きをして、リディは温室のほうを見た。雨に煙けむる向こう、動き回る何かが見える。


    「あれは、適応。手足を拘こう束そくされて囚とらわれた私が、髪を動かせるようになったのと同じ。宿主の肉体を変質させて、環境へ適応しようとする力」


    「じゃあ、宿主が腹を減らしたら、ああなっちまうのか？」


    「そんなことはない、はずだけど……」


    　彼女は、どうやってルッカに伝えるべきか、迷っているようでもあった。


    「あれだけ大きくなったらよくわかる。今、〝[image: ]むくろ〟からは『命のにおい』がしない」


    　視線で問うルッカに、リディはじっと〝[image: ]〟のほうを見ていた。


    「生きてないの、あの子。花だけ、まだ生きてる」


    　端的な表現であるために、それは事実としての重みがあった。


    〝[image: ]〟は動き、喰くらっている。しかし普通なら、宿主が死ねば、花は強制開花するのだ。


    　もしくは、開花に必要な養分すら蓄たくわえていない花は、そのまま死ぬ。


    　冷たい予感がルッカの頭をかすめた。


    「サージェの花。宿主が死んだってわかってないんじゃないか」


    　彼女の花は、生命力認識する機能が壊されている。


    　それは、花が宿主の死を検知して、身の処しよし方を考えるための機能でもなかったか？


    　宿主の死を知らないまま、肉体を再生し、強化し、飢き餓がに適応させ、そして本能のままに喰くらわせている。


    　もしかしたら、サージェの命が消え去ったことで肉体独自の代謝が止まり、より自在に体を使えるようになったのではないだろうか。いくら体が強くても、そのために宿主にとって最大の武器である知恵と、人間の姿を失ったのでは、花の本意ではないだろうけれど。


    　鳥肌が立ったのは、ずぶ濡れの体のせいばかりでもない。


    　花という生き物の執しゆう念ねんをルッカは思い知った。強制感染の実験できっかけを用意したのは人間だとしても、あんな化け物を生み出すほどに……。


    　──落ち着け。


    　ルッカは無理やりに、自分の感想をねじ伏せた。


    　──俺が求めているのは、何だった。


    　より多数の宿主の幸福。宿主と世の中の調和。矛む盾じゆんを解く答え。


    　あの〝[image: ]むくろ〟を放っておいたら何が起きる。


    　宿主らしき面おも影かげを残した化け物が、街に現れて人を食う。それが、どれだけの恐怖を撒まき散らすか。そして、恐怖に駆かられた人間は、どうする生き物だったか。


    　この広いサンゼで、宿主が息をできる場所などなくなってしまう。


    　大きく息を吐はいて、ルッカは腹の底に気合いを溜ためた。


    「あれを止めに行く」


    　決意も新たに言いきったルッカを見て、リディはあきれたように苦笑するだけだった。


    「ここで命を張るのね。ま、好きにして。ルッカが決めたことならば止めないから」


    「……そんな格好いいものじゃないさ」


    　心情的には、ただの償つぐないだった。


    　ルッカは結局、サージェを救うことも殺すこともできなかった。だからこそあんなものが生まれてしまったのだ、という気がして。


    　時に甘く、時に信念が揺ゆらぎ、時に迷う。


    　思えば、このカテドラルに来て以来。ほんの数日で、ルッカはどれだけ無ぶ様ざまを晒さらしただろう。


    　宿主がどうのと大たい言げん壮そう語ごしたところで、この有様。


    　今できるのは、せめて、あの〝[image: ]〟を止めるだけだった。

  


  
    三　幕引き


    



    　ルッカたちが戻ってきたとき、温室の前はすでに静かになっていた。石いし畳だたみにぶつかって弾はじける、雨の音ばかりが耳じ朶だを打つ。


    　温室前の通りで戦っていた宿主と人間は、ほとんど逃げ出してしまったようで、食い散らされた死体と武器だけが転がっている。


    　特に、おびただしい数の機械弓の矢が散乱しているのが目立った。どうやら矢を使い切ってしまったようだが、効かなかったのだろうか。


    「どこへ……」


    「これだ、リディ」


    　ルッカが見つけたのは、ナメクジが這はった跡のようなものだった。


    　石畳に溜たまった水の上、油が層になっている。生肉の塊かたまりでも引きずって歩いたように、油の跡が温室の建物へと続いていた。


    　おそらく〝[image: ]むくろ〟が歩いた跡だろう。


    「どうして温室へ？」


    「もしかして、温室に食べ物があったのを覚えてるんじゃないか」


    〝[image: ]〟は助け出された直後、温室の食料保管庫を荒らしていた。


    　あの状態になっても覚えているのかはわからないし、そもそも、一度記憶が消える前の出来事だが、体験ではなく知識として記憶しているのだろうか。


    「とにかく、こっちへ向かったなら幸いだ。無差別に一般市民を食われるよりは」


    　それこそルッカが最もつとも恐れている事態だ。


    　まずルッカは油を探した。剣が効かないなら焼くしかない。


    　駆除特務が放り出していった死体焼却用の油が、戦場の端はしに積んであったと思ったのだが、そちらに目をやると、樽たるはすべて、何かに押しつぶされたようになって割れていた。


    　奇妙な足跡の原因はこれだ。周囲に油が流れ出して、虹色の水たまりができていた。


    　しかし流出した油はどうにも、樽の大きさに比べて少なく見える。


    「……油を、すすったのか」


    　食用の油かどうかわからないが、とにかく〝[image: ]〟はこれを食べ物と認識したらしい。


    　これでは使えない。


    　──温室の中に燃料用の油があれば助かるんだが。


    　ひとまずこちらはあきらめて、ルッカは駆除特務の使っている点火器だけ拾った。ばね仕掛けに火打ち石と鋼はがねを組み合わせた、掌てのひらに収まるほどの機械だ。


    　これは機械弓のように引き金を引くと、石と鋼が打ち合わさって火花を起こすものである。宿主を殺したら迅じん速そくに死体を焼却しなければならない駆除特務は、火種を持ち歩くのも大変なので、これをよく使っている。何より、雨に濡れても火打ち石は機能するのだ。


    　それからルッカは、〝[image: ]むくろ〟が通った跡らしきものを追った。


    　引きずったような油の跡は研究棟の入り口に続いていて、さらに研究棟に近づくと、何事か物音が聞こえてくる。


    　ガラスの割れるような音、何かがぶつかるような音、女性の悲鳴、怒ど号ごうらしき声。


    　戦いに参加せず残っていた宿主や、負傷して退いた宿主が襲われているようだった。


    　──急がないと。


    　せき立てられるように、ルッカは玄関をくぐった。うるさい雨の音が少し遠のいた。


    　何な故ぜか入り口の扉ははね飛ばされて、ちょうつがいが壊れた状態で転がっている。


    　雨が届かない屋内に入ると、ルッカは軽く服の裾すそを絞った。服が重くなっては、それだけ動きが鈍にぶる。気休め程度だがやらないよりはマシだ。リディも、髪の毛が勝手にぞうきん絞り状になり、水を落としていた。


    　屋内に入ると、〝[image: ]〟が通った跡はよりはっきりしていた。油が光っているからではなく、泥の跡がついているからだ。


    　それからもう一つ、屋内に入ったために、嫌いやなことがわかった。


    〝[image: ]〟の通った跡が、不自然に幅広い。ルッカが一歩で跨またげないほどの幅だった。


    　その跡は、途中の部屋に出入りしつつも、廊ろう下かを奥へ奥へと向かっていた。


    　扉が轢ひき潰つぶされて外はずれている手近な部屋を覗のぞき込んで、ルッカは血の臭しゆう気きに顔をしかめる。


    　いくつかの部屋を覗いたが、〝[image: ]〟が踏み込んだと思しき部屋は、中が滅め茶ちや苦く茶ちやに荒らされていた。


    　家具は薙なぎ倒され、寝台もぐちゃぐちゃ。血だまりが残っていたり、貪むさぼり尽くされた宿主の死体が残っていることもあった。〝[image: ]〟は頭から食べる主義らしく、死体が残っていた場合も、すでに開花は不可能な状態だった。


    　建物の上階からは、まだなにがしかの音が聞こえ続けている。ガラスの割れる音がして、何か小さなものが庭に落ちた音がする。宿主が逃げ出したのだと思いたい。


    「行くぞ、まずは油だ」


    〝[image: ]〟が温室に興味を失い、外に出ていくまでの時間が勝負だった。


    



    「うっ……」


    　厨房からは、むっと、嫌に酸っぱい臭においが漂ただよっていた。


    　おそらくは〝[image: ]〟が捕食したときの、消化液の臭い。


    　ちょうど置いていた食材や作り置きの料理を〝[image: ]〟が食べ散らかしたようで、いろいろな液体や食材の欠片かけらが壁や床ゆかに飛び散っている。


    「調理用油でも残っていれば使えるんだが」


    　厨房へ慎重に分け入ったルッカは、壊れた棚たなや散乱する容器を、手早く調べていく。


    　ほどなくして収穫があった。


    「リディ、いいものがあった」


    　ルッカが厨房の隅すみで見つけたのは、酒だ。踏みつぶされた木箱から転げ出すように、百本近く。葡ぶ萄どう酒や林りん檎ご酒、珍しいところだと米酒まで。


    　料理酒なのか、普通に飲むためなのかわからないが、雑多に置かれたそれは、薙なぎ倒されて数本が割れていたものの、まだ結構な数が封すら切られていなかった。


    「こいつは食いものに見えなかったらしいな」


    「あー。お子ちゃまだものね」


    　宗教的規き範はん意識から、子供の飲酒を禁じている国は多い。


    　もし、あの化け物が、まだ〝[image: ]むくろ〟の脳みそでものを考えているなら、酒類を飲食物の範はん疇ちゆうに入れられなかったのは納得だった。


    「で、これって火がつくんだっけ」


    「特に強い酒なら……これだな、この蒸じよう留りゆう酒は煙草たばこに引火するくらい強いんだ」


    　数本、役に立ちそうな酒を見繕つくろう。


    　それからルッカは手近なところで、布ふ巾きんを探した。


    　得体の知れない液体にまみれたものも多かったが、探せばすぐ、無事なものも見つかった。


    　酒の栓せんを抜いて、代わりに布巾を詰め込む。さらに布巾の先せん端たんだけを出して、落ちていた梱こん包ぽう用の細縄で、きつく口を縛る。


    　左手を庇かばいながらの作業だったが、さして時間をかけずに即席の武器が出来上がった。


    「火炎瓶びんね」


    「そうそう。よく燃えるんだぜ、これが」


    　うまいこと酒をぶっかけたうえで、直接着火するのは難しいだろう。


    　となれば、こうして直接火にかけられる手段を用意したほうが確実だった。


    「あとは、火が効いてくれるかが問題なんだが……」


    　一時収まっていた物音が、また響き始めた。


    　ものの壊れる音が、上階から聞こえてくる。


    「行くぞ」


    　休む間もなくルッカは、火炎瓶を抱かかえて走り出した。


    



    　二階に上がったルッカは驚きよう愕がくに足を止めた。


    　何かを引きずったような跡が、とうとう狭せまい廊ろう下かの幅いっぱいにまで広がっていたからだ。〝[image: ]〟がそれだけ膨ぼう張ちようしているという意味でもあった。


    　ルッカの足音を聞きつけたように、曲がり角の陰から、何かがのっそりと姿を現す。


    　ぶよぶよと肥大化した肉の塊かたまりが、巨大なナメクジのように動いている。その表面には、乱ぐいの牙きばを持った口がいくつも現れて、酸っぱい臭においがする消化液らしき液体を垂たらしていた。


    　胴体の下部には、食べ物を口へ運ぶための腕が何本も生えている。その少し上へ行くと、まるでタコの足みたいに、牙を持った捕食用の口が何本もぶら下がっていた。


    　そんな、怪物の頭の上に、ちんまりと、サージェの上半身が収まっていた。


    　ルッカが軽く見上げるくらいの場所に頭がある。


    　汚れて曇ってひび割れた宝石みたいな、爬は虫ちゆう類るいを思わせる虚うつろな目。


    　ところどころに黒く変色した血がこびりついた、乱みだれた赤毛。


    　そして、彼女の中で最初に変質した右腕は、今や巨体の足元まで届くほどの長さを持った、極太の肉色の鞭むちと化していた。


    　──これは……花にいくはずの養分まで全部使って、肉体を膨ふくらませてるな。


    　花の養分にするため彼女が食らった〝肉〟が彼女の願いとは裏腹に、体を肥大化させるためだけに使われているのだとしたら、あまりにも悲しい。


    「私は危ないことしないからね？　あれと戦うのはちょっと……」


    「わかってる。持ちきれない瓶びんを預かっててくれ」


    　火炎瓶を二本残して、ルッカは残りをリディに手渡した。


    　肉色の胴体をぬめらせて、〝[image: ]むくろ〟はゆっくりと接近してくる。


    「……オナカ、スイタ……」


    　形の変わっていない顔が、ヨダレを噴ふき出しながら、虚ろに呟つぶやいた。


    　──目をそらすな。


    　ルッカは自分自身を戒いましめ、〝[image: ]〟の前に立ちはだかる。


    「ああ……わかった。今、楽にしてやる」


    　ルッカは点火器を鳴らし、火口に着火した。布ふ巾きんにしみこんだ酒が燃焼し、ゆらりと揺ゆらめく炎が灯ともる。瓶をぶつけて割れば、残りの液体に一気に引火して爆発するという仕組みだ。


    　ゆっくりと近づいてくる〝[image: ]〟の足元に向けて、まずは一本を鋭するどく投じ、叩たたきつけた。


    　狙い違わず床ゆかに命中した瓶は砕け散り、途と端たん、ぶちまけられた液体は燃え上がる。弾はじき出された空気が熱波となってルッカに吹きつけた。〝[image: ]〟は、特に避けようともしなかった。


    　巨体の一部に火がついた。


    　生きた肉の焦げる、嫌いやな臭いが立つ。表皮が燃え上がって焼けただれ、石の床が炙あぶられる。


    　しかし、〝[image: ]〟は慌あわてる様子もなく、その有様をじっと見下ろしていた。体が傷ついているというのに平然としているのは、この程度の傷など全く平気なのか、すでに本能が壊れているのか、どちらにしても震ふるえがくる光景であった。


    　見ているだけかと思いきや、突然、〝[image: ]〟の体がぐらりと傾く。


    　火がついた辺りの肉を巻き込むように、身を縮ちぢめて前ぜん傾けいになる。そのまま、火をもみ消すように巨体が揺ゆれた。


    　左右の壁にぶつかって、建物が揺れ、廊ろう下かの窓は砕け散る。下半身は、どこが上かわからないような肉の塊かたまりだが、かろうじて形を残す上半身のために動作が読み取れた。


    〝[image: ]むくろ〟が再び身を起こしたとき、火は消えていた。


    　彼女が身をこすりつけた辺りの床ゆかには、剝はがれ落ちた肉がこびりついている。


    　火傷やけどの跡は生々しく血を噴ふいていたが、しかし、その傷は手品でも見ているように、瞬またたく間に塞ふさがってしまった。


    　──一ひと筋すじ縄ではいかないか。


    　次の火炎瓶びんに着火し、ルッカはそれを右手に構えた。


    　今度は天井を狙う。単純な考えだが、下からがダメなら上から狙えばいいと思ったのだ。うまくすれば火の雨が降るはずだ。


    　天井に瓶をぶつけて割れるよう、姿勢を低く保ち、ルッカは〝[image: ]〟に肉薄する。


    　正確には、そうしようとしたときだった。


    「……ジャ……マ…………」


    　ルッカが飛び込むのとほぼ同時。驚異的な反応速度で異形の右腕が振り下ろされた。


    　慌あわててルッカは停止するが、その間にも〝[image: ]〟の右腕は、薙なぎ払うようにルッカを狙う。


    　全身の動作は重じゆう鈍どんなのに、腕だけは俊しゆん敏びんだった。


    　──まずい、避よけきれない！


    　ルッカは今、火の点ついた火炎瓶を持っている。このまま喰くらったら手元で瓶が割れて、ルッカまで火だるまだ。


    「くっ！」


    　狙いもつけずにルッカは火炎瓶を投げ捨て、体の前で両腕を交差させて防御した。


    　肉色の鞭むちが打ち込まれる。


    　鋭するどさは感じなかった。ただ、その、質量。軟質な巨腕をぶっつける攻撃は、奇妙な質感と裏腹な重さがあった。左腕の傷が疼うずき、きつく巻いた包帯に血が滲にじむ。


    　合わせた腕から衝しよう撃げきがぶち抜ける。背中にまで達し、肺から息が押し出された。


    　振り払われた小虫のように、簡単にルッカの体は宙に浮き、回転しながら吹き飛んだ。


    　めまぐるしく、床と天井が視界に入る。


    　床、天井、床、天井。まだ三さん半はん規き管かんが上下の感覚を摑つかめていない。しかし床よりも天井のほうが、どうにも近づいている気がした。


    　いよいよ目前に迫ったそれを、ルッカは、ままよとばかり蹴けりつける。


    　天井を蹴りつけた勢いで回転を殺し、そのまま跪ひざまずくような姿勢で、ルッカは床に着地した。


    　先ほど投じた火炎瓶は、〝[image: ]〟よりもさらに向こう、明後日の場所に着弾して燃えている。


    〝[image: ]〟はそれを振り返りもせず、濁にごった目でルッカを観察していた。


    　そんな〝[image: ]むくろ〟を、リディはいつしか凝視していた。


    「ルッカが、まだ……食われてない……わよね？　私も……」


    　謎なぞかけめいた独り言を呟つぶやきながら、リディは何かを考えている。


    「リディ、次！」


    「あ、うん。わかった。……できれば死なないように気をつけてね」


    　リディに言われるまでもない。それはサージェの願いでもある。


    　大きな瓶びんを受け取って、火口に着火した。


    〝[image: ]〟はゆっくりとこちらへ向かってくる。下半身の肉の塊かたまりがずるずると蠢うごめき、そこから生える腕が匍ほ匐ふくの助けをして、廊ろう下かを流れ下るように進んでくる。


    　ルッカを攻撃しようとしているのか、その向こうにある階段を目指しているのか。


    　外に出ようとしているのなら、それこそ、ここで退けない。


    　ただ適当にぶつけるだけではうまくいかない。


    　──狙うべき場所があるとしたら……やっぱり、頭か。


    　宿主に寄生した花の本体は、宿主の頭にあると言われている。


    　花による適応も、身体強化からくる再生力も、大おお本もとを断ってしまえば意味がない。


    　それに、このぶよぶよの体に火炎瓶をぶつけて、うまく割れてくれそうな場所は硬い頭ず蓋がい骨こつくらいではないだろうか。


    　火炎瓶を構えたルッカは、じりじりと距離を詰める。腕の先で燃える火が、じわりとルッカの首筋すじをあぶった。


    〝[image: ]〟は思考の読めない目で、火炎瓶に点ついた火を見下ろしていた。


    　まともにものを考える力は失われているようだが、この武器こそが自分の脅きよう威いであると本能で察したようだ。


    　右腕の射程圏内に入った、と思うや否いなや、〝[image: ]〟は右腕を振り上げる。


    　しかし、しなりがある分、よく見れば動きは読める。


    　馬ば鹿か正直にまっすぐ振り下ろされた腕を、斜め前方に飛び込んで躱かわし、そこでルッカは大きく飛び跳ねた。


    　廊下いっぱいに満ちた肉の塊を飛び越えて、ルッカは〝[image: ]〟の上半身の脇をすり抜ける。


    　飛び降りた先は〝[image: ]〟の背後だ。


    　すぐに振り返り、がら空きの背中にルッカは狙いをつける。


    　しかし〝[image: ]〟は肉にく塊かいの下半身を波打たせると、ねじを回すように方向転換してきた。さすがにただの人間の方向転換ほど素す早ばやくないが、その隙すきを補うように、膨ふくれ上がった右手を横薙なぎに振るってくる。


    　──もう一度だ！


    　きびすを返したルッカは、〝[image: ]〟の体をもう一度、振るわれた腕ごと飛び越えた。


    　大きく飛び跳ねたため、頭をこするほど近くに天井がある。


    〝[image: ]むくろ〟の顔が、近づいて。


    　空中でルッカは体を捻ひねった。


    　すれ違いざま、上半身から体を回して、その勢いで火炎瓶びんを手放した。


    　身体強化されたルッカの力で投げられた瓶は、相そう応おうの勢いを持って〝[image: ]〟に激突した。


    　ルッカの着地と同時、サージェの姿を残していた上半身が燃え上がった。


    　もとの〝[image: ]〟の面おも影かげを残す細い上半身に、なめるように炎がまとわりついてくる。


    　下半身から揺ゆれるように、左右に振り回されて、火を消そうとしてなのか、壁や天井に上半身がぶつけられる。顔の形がやや潰つぶれて、それでも収まらない炎に、〝[image: ]〟は前転をするように、肉にく塊かいの下に上半身を巻き込んだ。


    　脚部にあたる、肉塊の裏の部分が露あらわになる。ぶよぶよと蠢うごめき、床ゆかと擦すれるためか、うっすらと血が滲にじんでいた。


    　火を点つけた上半身は、肉の下に完全に敷しき込まれてしまった。


    　酸素が入らなくなれば火は消えてしまう。


    「リディ、火炎瓶！」


    「はいっ」


    　手渡された火炎瓶に、ルッカは素す早ばやく着火する。手の内うちに火が灯ともった。

  


  [image: ]


  
    　ぶよぶよした肉の塊かたまりにぶつけても瓶びんが割れないと判断したルッカは、肉と床ゆかの間に滑り込ませるように瓶を叩たたきつけた。


    　閃せん光こうが、炎が爆発的に広がって、包み込むように肉にく塊かいを火にまいた。


    　さらに一つ、今度は壁に叩きつけるように瓶を割る。


    　噴ふき出した液体が火の雨となって、〝[image: ]むくろ〟の下半身に降り注そそぎ、肉塊のほぼ全体に火が回った。縦にも横にも、ほとんど廊ろう下かいっぱいに炎がたっていた。ルッカの額ひたいの汗くらい、たちまち蒸発してしまいそうだ。


    　壁の塗装が炎に焼き溶かされて、黒煙と異い臭しゆうを放つ。その中で〝[image: ]〟はのたうち回った。


    　全身を叩きつけるように、狭せまい廊下でうねり狂う。


    　苦し紛まぎれに振り回され、壁にぶつかった右腕がひしゃげる。


    　まるで舞いを踊るように、火の粉こを巻き上げながら巨体が暴れた。


    　──まだ足りないのか……!?


    　のたうち苦しみながらも、〝[image: ]〟はまだ、動きを止めない。


    　それどころか。


    〝[image: ]〟がつんのめるように、頭から滑り込むように飛びかかってきた。


    　いや、飛びかかってきたのでなく、転げ回ろうとしたのだろうか。いずれにせよ、そのまま進めばルッカを轢ひき潰つぶすのは明らかだった。


    　下半身の腕が床を漕こぐように動いて推進力を増す。


    　一息に距離を詰めながら、ルッカに向かって、また右腕を薙なぎ払った。


    　根元から振り抜かれた右腕の先せん端たんが、しなり、そして。


    「やめなさい」


    　リディが命令した。


    　よく通る声で。その小さな体からは裏腹な覇は気きを備えて。彼女の声が発せられた一瞬、時間さえ凍こおりついたかのように感じられた。


    　そしてリディは一歩踏み出す。


    〝[image: ]〟の右腕が狙う軌き道どうの上に、ルッカを庇かばうように立ちふさがった。


    〝[image: ]〟は急激に反応した。


    　振られた腕がリディに当たるぎりぎりで、〝[image: ]〟は無理やりに腕の軌道を変える。


    　行く先を変えられた腕は天井におもいっきりぶつかり、ひしゃげて、宙に赤い花が咲いた。


    　攻撃をそらすため無理な姿勢をとった〝[image: ]〟は、派手に転倒する。


    　研究棟が、ずんと揺ゆれた。


    〝[image: ]〟は、まだ火が消えない上半身を投げ出し、突っ伏す姿勢で倒れ込んでいた。


    「下がれ、リディ！」


    　すぐさまリディが飛び退のいて、そこに、最後の火炎瓶をルッカが投ずる。


    〝[image: ]むくろ〟の上半身の至近で砕けた瓶びんは、その体をまんべんなく炎で包んだ。


    　彼女に宿り、彼女を導き、今は彼女を化け物に変えてしまった真しん紅くの花のように赤い炎をまとい、〝[image: ]〟は、全体から見れば小さな上半身を振り回した。


    　しかし、その程度で消えるような弱い炎ではなかった。


    　振り回す動きはすぐに力をなくす。


    　再び、〝[image: ]〟の体は床ゆかに投げ出された。


    　炎が徐々に彼女の体を舐なめ溶かしていく。


    　もはや〝[image: ]〟は、それに抵抗することもなかった。
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    伍　夢の残り火


    



    



    


    一　火種


    



    　研究棟の二階から、もうもうと黒煙が噴ふき出し、降りしきる雨に逆らって昇っていく。


    　温室に残っていた宿主の生き残りが、時折、小さな荷物を持って逃げ出していくほかは、温室に出入りする者はない。温室で起きていたことの、すべてが終わろうとしていた。


    「ねえ」


    　そのさまを、アークとマリエラは、正面の屋上から見下ろしていた。


    　マリエラは相変わらずの赤あか衣ぎぬに、異様に目立つ真しん紅くの傘を差している。アークは、その巨大な仮かり花はなが傘には入りきらないもので、傘も差していなかった。


    　ここ最近で温室にいた、真紅の花の宿主は、サージェを除のぞけば、アークとマリエラの二人だけ。他は皆、出払っているのだった。


    　マリエラは、宿主化してからずっと、この温室に住んで、そこに集めた宿主たちを管理してきた。それはマリエラがサージェを除く兄弟姉妹の中で最もつとも弱かったからでもあり、医学と宿主生態の知識を持つマリエラが、サージェを救うために必要だと考えられたからだった。


    　皆が各地を飛び回っている中、ずっとこの街で過ごしてきたマリエラ。


    　寂さびしい、というのとは違うだろうが、こうして温室を去るのは何か感かん慨がい深いものがあるようだった。


    「何な故ぜ、最後にこんな騒ぎを仕掛ける必要があったの？　アーク」


    　アークは、ぐっと腕を組んで、掌てのひらに力を込めた。


    「温室の残党が、中途半端に集まっていては困る……宿主の集まる場所が残ってしまう。そして、冬風の使者が勝っても困る……徒と党とうを組んだ宿主に、無花頭ペタルレスが勝った経験を残してはいけなかった」


    　アークの頭の中には、地図が浮かんでいた。


    　世界の地図。その上を動き回る人々。時代と歴史の流れ。それをもたらすモノ……。


    　この戦いで、温室に残った宿主か、冬風の使者か、どちらかが勝ってしまえば、土砂が崩れ落ちて川の流れを狭せまめるように、アークが思い描く流れを邪じや魔まするしこりとなるのが見えた。


    　それは無視してもよいかもしれない、ほんの小さなしこりであったが、災いとなる可能性もあった。


    　だから、あらかじめ排除した。


    　要点はこの場で人を殺すことそのものではない。


    　宿主たちを散ちり散ぢりにさせ、人間たちの心を恐怖に染める。


    　それだけの衝しよう撃げき的な事件を、この場所で起こせばよかった。


    「だからすべてを平らげる災さい厄やくが必要だったのだよ。そのために、あの娘──サージェという名を貰もらっていたか。サージェを使ったのは、私からの手向けだ。他にもやりようはあったがね」


    「なるほど。……あの子も、喜んでいましょう」


    　沈痛な面おも持もちで、それでもサージェの幸福を思って、マリエラは雨空を仰あおいだ。


    　姉妹として生を受けながら、なすべきことを何一つできず、ただ死んでいく定めにあったサージェ。


    　同じ花を持つ者としての情が失われても、哀あわれに思う気持ちは変わらなかった。


    　だから、最期にサージェの役目を用意した。


    　それが唯一にして最高の、サージェに対する弔とむらいだった。


    　土ど砂しや降ぶりの雨の中、静かな祈りの時間が流れて、やがて、アークが顔を上げる。


    「行くぞ、マリエラ。この街で見るべきものはもう十分に見てきた」


    　兄弟姉妹を持たない宿主は、どうしても自分一人のために生きる定めだ。そんな宿主を、同じ宿主が下につけて使うには、どうすればいいか。


    　そうして宿主の下についた宿主は、どのようにして日々を過ごすか。


    　宿主だけの戦いの場で、彼女らはどのように振る舞うか。


    　戦局によって、どの程度の宿主が逃げ出すか。


    　発揮できる武力は、頭数に対してどの程度になるのか。


    　思いがけず知ったのは、流言があって戦う前に逃げ出すのはどの程度か。


    　──ルッカとか言う無花頭ペタルレスがちょろちょろ動き回ったおかげで、面おも白しろいものが見られた。


    　アークは、ルッカが妙な噂うわさを流しているのに気づいていた。それでも止めなかったのは、宿主たちがどんな反応をするか観察できると思ったからだ。


    　温室に宿主を集めるという大実験は、アークに多くの知識を与えてくれた。


    　──無花頭の連中は、ただ国を作って生きているだけで、他を支配する術すべが手に入る。我われらは、そう都合よくいかぬのだ。


    　雨う滴てきを振り払うように、組んだ腕をほどき、それきりアークは温室に背を向けた。


    　温室にあれだけの宿主を集めて、二年近く集団生活を統括した。その財源は、宿主たちから集めた花弁。半分以上は温室の運営に充てたが、アークの手元には、十分すぎる資金が貯まっていた。


    「我らの世界はすぐに訪れる。……『原初の赤』の、名の下に」

  


  
    二　種火


    



    　降りしきる雨の音が、曇った窓を震ふるわせる。安宿の一室で、ルッカは寝台に腰掛けて、大量の保存食をなんとか背しよ負い子こにまとめようと悪戦苦闘するリディを見ていた。


    「……気がついてた？　サージェの動きがおかしかったの」


    「最後に気づいた。あいつ、最初から俺のことは食おうとしなかったな。容よう赦しやなく、どかそうとはしてたけど。加減がわからなくなってただけで、多分、殺そうとはしてなかった」


    　寝台に腰掛けたルッカは、天井の隅すみに蜘く蛛もが巣を張っているのを、意味もなく見ていた。


    　思考能力がどれだけ残っていたかわからないが、食べ物を求めて温室に入る程度の知恵はあった。だとしたら、リディのためにはルッカが死んではいけないという、サージェの考え方も踏とう襲しゆうされていたのだろう。花の意思を受けて、花のために行動していたのだから、リディを攻撃することなど絶対にできず、割って入ったリディを避けるために体勢を崩したのだ。


    「……サージェは、幸せだったのかな」


    　ぽつりとルッカが言うと、二人は同時に、同じ方向に首を向けた。


    　床ゆかの上には、万年筆のような造りをした機械弓の矢が落ちていた。


    　先せん端たんにはべっとりと血がついている。


    　──風見鶏フオーキヤスターのものでも、冬風の使者が手に入れたものでもない。


    　これと同じ矢を、ルッカは温室で見た。


    　風見鶏が作った、対宿主兵器の試作品だと。花狩りベスキユラムが使う毒と同じような成分を宿主の体に打ち込んで、花による身体強化を止めるのだと。そう言って、アークが見せびらかしていた。


    　この場で使われたのは明らかだった。


    　親切にも、ルッカにそれがわかるよう、残しておいてくれたのだろう。


    　──サージェにこれを使ったら、どうなる。


    　彼女は崩れゆく体を、身体強化による再生で治し続けて維持していた。それがなくなればサージェは死ぬ。


    　しかもこれは、全く花を消耗させずに、宿主の体だけ殺す方策だった。宿主の体が傷つけば、それを治そうと花が力を使う。けれど、この矢ならば再生を封じて殺すというやり方になるので、必然的に花の力が温存されるのだろう。


    　そして、当たり前だが死体を焼いてもいないのだから、花は生きている。


    　サージェの花は、サージェの命が消えたことさえ認識できず……。


    　ルッカはその矢を黙って拾い上げた。


    　誰だれがこんなものを使ったのか、明らかだ。


    　──何な故ぜ、これをここに残しておいた。


    　部屋に戻ってきたルッカが発見できるように。


    　これは。あえて残しておいた矢は、挑戦状だ。


    　アークからルッカへの。


    



    　──『無花頭ペタルレスの青年よ。貴様は、宿主という種の未来を背負う、まことの覚悟があるのか？』


    



    　ルッカは、アークの声が聞こえたような気がした。


    



    　──『これぞ我われらの生き様にして、死に様。宿主と共にあるとは、これを受け容いれることだ』


    



    　あの惨さん事じは、何かしか、姿をくらましたアークたちの利益となる出来事だったに違いない。


    　アークが引き金を引く瞬間、何を考えたか。ルッカはそれがわかったような気がした。……適応は、飢うえという状況への反射だけでは起こらない。宿主の側に、望む気持ちがなければ。


    　知らず、ルッカは鋼鉄の矢を、強く握りしめていた。


    　リディは何も言わなかった。


    　止まらない雨音が耳の底まで染しみ渡ってくる。天が割れたような音を立てて、どこか、そう遠くない場所に雷かみなりが落ちた。


    　ルッカは紐ひもを荷物から引っ張り出して、背しよ負い子この骨組みに矢を縛りつけた。


    「持っていくの？」


    「……ああ」


    　戒いましめとして。この矢を見るたびに思い出せるように。


    　もしサージェを彼女の望みどおりに殺していたら、どうなっていただろう。あれだけ多くの人間と宿主が死んだりはしなかったかもしれない。サージェだって、あんな姿にならず、安らかな死を迎えられたかもしれない。


    　ルッカは決して、宿主の考えすべてにべったりと寄り添い、何もかも鵜う呑のみにすることが、宿主と世の中にとって最もつともいい答えになるとは思っていない。


    　しかし、少なくとも何が宿主にとって絶対の幸せか、見誤ってはならないのだ。


    　誰だれのためにもならない、独りよがりだけにはならないように。


    　それが、どれほどルッカにとって受け容いれがたい答えであったとしても。


    　──でなければ、俺が殺あやめたすべての命に、申し訳が立たない。


    　サージェに嚙かまれた左腕を、ルッカは撫なでた。


    「……アーク。何を企たくらんでやがる」


    　灰色の雨空を睨にらんで、ルッカは呟つぶやく。


    　それを聞きつけたリディが、ふと、手を止めて、背負子に縛られた矢を見て、それからルッカの方を向いた。


    「ごめん。本当はアークたちに襲撃の話を伝えにいったときに聞いてたの。アークたちのしていたこと」


    「なっ……」


    　ルッカが驚く暇ひまもあらばこそ。しおらしく謝罪したリディは、一転、神しん託たくを告げる巫女のように、無機質で圧倒的な言葉を紡つむぐ。


    「あれは、実験だって言ってたわ。宿主が宿主を支配し、無花頭ペタルレスを支配する実験。最後にサージェにあんなことするなんて、思いもしなかったけど」


    　リディの言葉は、ルッカを呆然とさせるに十分だった。


    　好き勝手をする宿主。いいように抑え込まれた抵抗運動。兵団としての宿主。それが、宿主による支配の社会実験だったとしたら、たしかに全てが符合する。


    　その実験とやらのため、どれだけの人間が死んで、どれだけの血と涙が流れたのだろう。


    「何のためにそんな……いや、宿主が考えることは、一つか」


    「そう。目的は、より効率よく遺伝子を残すこと。それを、子の世代でも、孫の世代でも実現すること。アークたちの目的は、言うなれば、宿主の国を作る事よ。そこで王族に収まって、自分たちの種が守られ続ける環境を構築するの」


    　宿主が抱くものとしては、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに大きな野望だった。しかし、アークの戦闘力も統率力も政治力も見たルッカは、アークならこの野望を実現できるのだと判断せざるをえなかった。


    　同じ花の遺伝子を残すことになるのだから、リディにとっても嬉うれしくないはずがない。


    　どこか反応を見るような視線を受けて、それでもルッカは己を曲げなかった。


    「放ってはおけないな。宿主が無花頭に脅おびやかされるのも嫌いやだが、その逆も嫌だ」


    「だと思った」


    　リディは、やはりその答えを予想していたようだった。


    「……だったら、よく考えて頂戴。アークの野望をくじいて、宿主と無花頭の吊り合いを取って、その上で、私が花を沢山残せるようなやり方を。でなきゃ私はいつだって、ルッカの寝首をかいてアークの下へ行くから」


    　厳しい言葉と裏腹に、リディの微ほほ笑えみは柔らかかった。


    　この無理難題をルッカが解消できない限り、リディがルッカの隣に居る意味はない。つまり、ルッカが全てを解決できると思っているからこそ、リディはルッカについてきたのだ。


    「ああ。リディが──いや。全ての宿主が幸せに生きて、無花頭と共存できる方法を、俺は見つけてみせる」


    　短い言葉に、ルッカはありったけの決意を込めた。

  


  
    あとがき


    



    　おそらく、お久しぶりです。


    　もしかしたら、初めまして。


    　霧きり崎さき雀すずめです。


    



    　おかげさまで二巻です。前巻がデビュー作ですので、二巻を書くというのは当然、初めての作業です。気がつけばプロットが初期とほぼ別物になっていたりもしました。そんな中でも、自分が好きな物や書きたい物をいろいろと詰め込みました。


    『冬風の使者』なんか趣味丸出しです。妙に書きやすかった……。


    



    　一巻の初稿──つまり応募原稿を書いている時、私は単なる〝ライトノベル作家を志望してる変な奴〟でした。


    　それが、小学館ライトノベル大賞で審査員特別賞を頂き、


    　先輩作家の方々や編集さんに会い、ペンネームで呼ばれまくったり、


    『ライトノベル作家』と、堂々と書いた名刺を作ったり、


    　地獄のような……いやその、多くを学んだ一巻の改稿作業を経て、


    　そして遂にデビュー作を出版して頂き、


    　あとは、家に届いた見本誌を作者のばーちゃんが読みふけったり、受賞の報告をしたつもりの恩師に話が伝わってなかったり、


    　なんだかんだといろんな事がありまして、二巻の初稿に着手する頃には、〝いちおうライトノベル作家であるらしい変な奴〟になりました。


    　怒ど濤とうのような数か月間で、おそらく自分の意識も変わってきている……の、かなあ。


    　だからなんだ、という話かも知れませんが、これらの出来事からちゃんと経験値を吸収して、レベルアップして、それだけおもしろいい物語が書けるようになっていればいいなあ、と思っています。


    



    　今回も美麗なイラストを描いて下さいましたrefeiaレフエイアさん、ご指導下さいます編集の江え橋ばしさんを始め、出版に携わって下さった全ての方々に。


    　そして、この本を手にとって下さったあなたに感謝します。


    　ありがとうございます。日々精進いたしますので、今後ともよろしくお願いします。

  


  
    霧崎　雀


    Suzume Kirisaki


    



    今のところ、私は学生作家です。学生作家って言うとカッコイイ気がしますが、自分がなってみると、それまでの自分と特に変わりませんでした。あ、少し忙しくはなりました。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    血潮の色に咲く花は　２


    



    ２０１４年９月26日　電子書籍版発行


    著　者　霧崎　雀


    発行人　丸澤　滋


    編集人　野村敦司


    編　集　江橋克則


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１４年９月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸSUZUME KIRISAKI 2014　ISBN978-4-09-451512-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0039_01.jpg





OEBPS/Images/i-0209_01.jpg





OEBPS/Images/i-0099_01.jpg





OEBPS/Images/i-0073_01.jpg





OEBPS/Images/s_mukuro.png





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
Kirisaki

s

A

me
A,

Suzu






OEBPS/Images/i-0010_01.jpg
Characters

Ny T
BERBRUBY IBIRO2D A LEE T 2B LTV 2H4E,
n
Y574
HASEEMLIERZH<IIELTVS,
BB FALO R E OB EDO DK,

| |
P—Tx
ROBEFINbR Tz HALOKM D X 5 2Rt 2 H oMk E,
"
=

BEOEHLHHEL TS,
7 a VPR ERLEALORAE 2370 BAE I,

|
=)z
=7 BRI T 5. HALDOX v ERD L) BRI oM I,

|

2R

S AXa2Th
»D TNy DR LTI [T DA

]

FY2

W DERTETDK, BEEL. BobioleghsHOV B BFSRI,

a4 | Py N






OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		序：回想狩人の考察



		一　旅路



		二　はじまりの街



		三　宴



		一　暖かな幻



		二　冬風の使者



		三　それぞれの意図



		四　奇妙な襲撃



		一　消えゆく灯火



		二　歪み



		三　足搔き



		四　徒花



		一　種を蒔く者



		二　願い



		三　幕引き



		一　火種



		二　種火



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg





OEBPS/Images/i-0181_01.jpg





OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
Contents

EpRESINOE S -2
WEIZHLDE

—  JkEx 14
= rtihofr 24
= 3

Sho

— Bhriy 8

= AHofEFE 103

= ZhZhoBR 128
W AR 157

o3 [OF (2

— HAw{Tk 178
= £ AB

= RE: 222

o fEfE 241

BEORE

—  HPEECH 260
= ﬁln 279

= F5lzx 312

- 30)5 VPR
—  KER 330
= Mk 334

il






OEBPS/Images/i-0049_01.jpg





OEBPS/Images/cid-13336.png





OEBPS/Images/i-0257_01.jpg





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.jpg





OEBPS/Images/i-0002_01.jpg





OEBPS/Images/s_seki.png





OEBPS/Images/i-0303_01.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg
GAGAGA






OEBPS/Images/i-0325_01.jpg





OEBPS/Images/i-0329_01.jpg
~






